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年に開通予定の常磐新線は　都心部とつ　ば市を結ぶ動脈としてだけ

でほなら　地域の活性化を進める役割が期待されております。

都市基盤整備費団ではタ　研究学園都市としてのつくば市の特性と地

理的条件を勘案しタ　新たな交通網を備えた都市機能の充実と撃　良好な

居住環境を持つ宅地の供給を目的として土地区画整理事業を進めてお

ります。
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本書は　都市基盤整備公団の委託によ軋財団法人茨城県教育財団が平成摘年4月から平成m年3月ま
ろくじゆうめ

で発掘調査を実施したタ茨城県つくば市太字苅間に所在する六十日遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間はタ　以下のとおりである。

l、昌一l＼　　′・、・、‘　ノ　　　、・′ノ　′：′‘∴

巨∴　：′りミ　′　′、．．　、’∴′－′ノー一言．一；－

3　当遺跡の発掘調査は，調査第2課長月、泉光正の指揮のもとタ調査第且妊昆横堀孝徳芦主任調査員克ノ倉正

男，副主任調査員小澤重雄が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆ゆ編集はタ整理課長川井正一夕首席調査員萩野谷悟の指揮のもと芦小澤重雄

が担当した。

5　鉄器の保存処理業務はタ財団法尤岩手県文化振興事業団に委託して実施した。

6　土器の胎士分析は芦　第四妃地質研究所綿齢の井上巌民に依願して実施し芦成果は付車として収録した。

当遺跡の集落構造について　埼玉県埋蔵文化財調査事業団主任調査員の田中広明既に御教示をいただいた。

8　石材の石質について，工業技術院地質諷査所の佐藤岱生民に御教示をいただいた。

9　当遺跡の墨書土器について　国立歴史民俗博物館教授の平川南民に御教示をいただいた。

摘　発掘調査及び整理に際して　御指導も御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対しタ深く感謝の意を

表します。、



凡　　　　例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋9，040m，Y軸＝＋24，000mの

交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方に分割し，さらにこの大調査区を

東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い・北から南へA，B，C…・，西から東へ1，2，

3…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C

…・j，西から束へ1，2，3…・0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，rB2b2区」の

ように呼称した。

2　遺構・遺物・土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　溝跡－SD　土坑－SK　不明遺構qSX

遺物　土器・陶器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本記録土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

粘土・竃 黒色処理 赤彩・焼土 炉

●　土器　　■　石器・石製品　　▲　土製品　　　△　金属製品　　ロ　ガラス

4　土層観察と遺物における色調の判定は・『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は縮尺600分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮小することを原則として掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

6　遺構の主軸方向は，住居跡の場合は炉または竃と入り口を結んだ軸線，その他の遺構は長径方向とし，そ

の主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例N－100－E，N－100－W）。

なお，［］を付したものは推定である。

7　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C－底径　D一高台径　E一高台高　とし，単位はcmである。

なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（2）備考の欄は，土器の残存率，実測番号（Pなど），出土位置及びその他必要と思われる事項を記した。
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ろくじゅうめいせき

六　十　日　遺　跡 禦禦尋竿当票悟車中聖上訂簑峯
苅間字東浦1638－1　　 86 ∴川砂　　 1秒　　 封m　 19押0331 埋事業に伴う

事前調査

種 別 序 な時代 主 な 遺 構 ！ 主 な 遺 物 ！　　 特 記 事 項

集落跡　 古墳時代

奈良専郁代

十帥器 い壷・悪・高　 古墳時代から辛安時代の集落跡と，中世

竪穴住居跡 12軒　 杯も器台），士製品 （球　 から近世の墓壕が中心の複合遺跡であ

状土鐘の算盤玉状土錘）る。第 9号住居跡から、南開東系の装飾

霊 慧霊 霊芋志震霊諸 子王台式土器が伴って出土してい

須恵器 （林 ・高台

付林 ・盤 ・瓶 ・悪 ・

日面硯．墨雷十器），

吠紬陶器 （椀工　士

製品 （紡錘車上　鉄

製品 （力千 ・鎌工

石器 （砥石）

方形層溝状遺構　2 基　 土 師器古墳時代

墓　 跡
中 ・近世

i

地　 下　 式　 壌　 4 基　 石器 （碇石）

土　　　　 塊 53基

火　 葬　 施　 設　 2 基

士　　　　 兢 1 基　 士帥器

竪 穴 状 遺 構　 2 基　 十帥器 ・須恵器

古墳時代

奈良・平安時代

中 ・近世

その他　 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾

溝　　　　 跡　 5 条　 陶器

粘 土 採 掘 坑　 2 基

時期不明 井　 戸　 跡 1 基

活　　　　 路 24条

土　　　　 塊 90基
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第且章　調査経緯

第摘育　調査に至る経緯

茨城県は，世界的な科学研究の中心であるつくば市において，国際都市にふさわしい町づくりを推進してい

る。平成17年開通予定の常磐新線の建設とそれに伴う沿線の開発は，その一環を構成するものである。葛城地

区においては，住宅・都市整備公団茨城地域支社（平成11年10月から都市基盤整備公団茨城地域支社に名称を

変更）を事業主体として，土地区画整理事業が行われている。

平成6年8月18日，茨城県知事は，茨城県教育委員会に対して，常磐新線沿線地域の開発を行うため，つく

ば市葛城地区の土地区画整理事業地内の埋蔵文化財の有無及び取り扱いについて照会を行った。茨城県教育委

員会は，平成7年5月15日から6月8日にかけて現地踏査を，平成9年1月16～27日，同年6月12～25日にか

けて試掘調査を行った。

その結軋　開発予定地内において六十日遺跡の存在を確認し，平成9年9月2日，茨城県教育委員会は，茨

城県知事にその旨を回答した。平成10年2月12日，茨城県知事から茨城県教育委員会に対し，六十日遺跡の取

り扱いについて協議があった。茨城県教育委員会は六十日遺跡の重要性に鑑み，また文化財保護の立場から慎

重に検討を重ねた。そして同年3月13日，茨城県教育委員会は茨城県知事あてに，六十日遺跡を記録保存と

する旨を回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。平成10年4月，茨

城県知事から茨城県教育委員会あてに，住宅・都市整備公団茨城地域支社に取り扱いが変更になる旨連絡があ

った。

そこで，住宅・都市整備公団茨城地域支社から財団法人茨城県教育財団に六十日遺跡の発掘調査の依頼があ

り，茨城県教育財団は発掘調査の委託契約を結び，平成10年4月1日から発掘調査を実施することとなった。

平成10年7月29日，住宅・都市整備公団茨城地域支社から茨城県教育委員会に対し，当初予定していた六十日

遺跡（17，557r迂）の調査面積に関わる変更協議があった。同年8月17日，茨城県教育委員会は住宅・都市整備

公団茨城地域支社に対して，先に出された発掘調査面積の変更協議について，事業の円滑な推進を考慮し，財

団法人茨城県教育財団と十分打ち合わせるように回答するとともに，財団法人茨城県教育財団に対して調査計

画の変更を通知した。これにより，当初予定されていた六十日遺跡の調査面積（17，557扉）に，1諸67扉を新

たに追加し，合計19，424汀fの発掘調査を実施することとした。

第2節　調査経過

六十日遺跡の発掘調査を，平成10年4月1日から平成11年3月31日までの1年間にわたって実施した。以

下，調査経過について，その概要を記載する。

4月　7日に発掘予定地の現地踏査を行った。調査器材を搬入し，23日より調査補助員を投入して現地作業を

開始した。

5月　試掘を開始し，23日から人力による表土除去と遺構確認作業を行った。竪穴住居跡6軒，溝跡5条を確認

した。

－1－



6月12日から重機による第一期の表土除去を開始し，引き続き遺構確認作業を行った。

7月17日に方眼杭打ち測量を実施した。23日までに表土除去と遺構確認作業を終え，竪穴住居跡50軒，掘立

柱建物跡6棟，溝跡2十条，土坑102基，地下式場3基を確認した。

8月　3日より遺構調査を開始した。月末までに竪穴住居跡2軒，土坑17基の調査を終了した。

9月　遺構調査と並行して，21日から重機を投入して第二期の表土除去及び遺構確認作業を行った。数回台風

が襲来し，調査区域が水没して調査に支障をきたした。

10月　5日に表土除去及び遺構確認作業を終了した。最終的な遺構数は，竪穴住居跡53軒，掘立柱建物跡6棟，

溝跡29条，方形周溝状遺構2基，土坑144基，地下式墳4基，粘土採掘坑2基，火葬施設2基，竪穴状遺構

2基，井戸跡1基となった。湧水があるため，比較的地盤が乾燥した区域の遺構を進めた。竪穴住居跡9

軒，溝跡6条，方形層溝状遺構2基の調査を終了した。

日月　天候が安定し，調査区域内の湧水も収まった。竪穴住居跡10軒，土坑10基の調査を終了した。

12月　引き続き遺構調査を行い，竪穴住居跡13軒，土坑8基の調査を終了した。

1月　季節風で土壌が舞い，補助員の健康管理と遺構の安全対策に苦慮することが多かった。竪穴住居跡13軒，

掘立柱建物跡1棟，士坑12基，粘土採掘坑2基の調査を終了した。

2月　3日夕　委託者に対し，業務報告会を行った。一般に対しては13日に現地説明会を開催し，これまでの調

査の成果を公開した。

3月　4日，遺跡の航空写真を撮影した。12日までにほほほ調査を終え，その後補足調査を行い，24日をもっ

てすべての現地調査を終了した。
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六十日遺跡は　茨城県つ　ば市太字苅間字東浦蟻詣番地温ほかに所在しタ常磐自動車道桜土浦インターチェ

ンジの西北西約6．3kmの地点に位置する。

遺跡の所在するつ　ば市は茨城県の南西部に位置し　北は真壁郡真壁町　同郡明野紺　新治郡八郷町に　東

は土浦市夕新治郡新治相にタ南は牛久商学稲敷郡茎崎町営筑波郡伊奈町芦　同郡谷和原相に汐酉は水海道市芦下

妻市芦結城郡石下町芦　同郡千代川相に接している。

っ　ぱ市は　昭和沌年五臓に筑波郡谷田部町　同郡豊里紺　同郡大穂町　新治郡桜相の　町　村の合併に

ょ　誕生した。翌昭和損年温月には筑波郡筑波町を併合して市域を拡大している。古　から　熱に恵まれた

ため　近年に至るまで農業が主要な産業としての地位を占めていた。昭和謂年　筑波研究学園都市　の指定

を受けてから各種研究機関や企業の進出が相次ぎ，今日では国際的な研究機関の中心として発展を遂げた。現

在も常磐新線や周辺地域の開発と整備が進められタ首都圏との結びつきが強まると共に芦地域の中核都市とし

ての役割も大きくな／つている。

地勢はタ市域の北部を筑波山塊が占めタ　その他の大部分は標高約23m前後の筑波の稲敷台地と呼ばれる平

坦な台地となっている。この台地は　西を小月川　東を桜川と商流する河川によって区切られてお軋　その流

域には沖積地が発達している。両河川の間に　東から花室胱　蓮沼腕　浅野鶴　来谷田腕酋谷田川などの中

′、．．－′ノ・∴二′′．　　ノ　ー、′・’∴予　′．　′′・ノ、一三ノノ′ノ＿′二’＼′′・く・、′ノ′　′．言レく′′ノ　∴′′－へ

稲敷台地は茨城県南部から千葉県北部に広がる常総台地の一部であ軋地質的には新生代第四妃更新酎こ作ら

れた地層が見られる。下層は竜ヶ崎層と略ばれる砂層の砂礫層があ軋　その上に板橋層または常総粘土層と呼

ばれる白色粘土層の関東ローム層が順次堆積し　最上部は腐植土層となっている。

六十日遺跡は芦蓮沼川左岸の標高23～2軸の畜地上に位置する。台地は汐　6へ∵「mの比高をもって蓮沼川

の流れる沖積地に臨みタ北側と南側は商から谷津が延びる。台地上はほぼ平坦であるが蟄南東から北西に向か

ってわずかながら傾斜する。遺跡はこの台地のほぼ中央部に形成されている。

遺跡周辺の土地利用状況は　主として宅地を畑地。平地林であ軋蓮沼川流域の沖積地は水田として利用さ

／′　　一・、．′′　∴′・　　′　　∵　′ノ・∴∵－．1′′．、∴　′

∴：了、′－　′ノ＼ノ∴∴／く′ノ

穏和を気候芦平坦な台地と南北に流れる河川は，人々が生活を送るのに適した環境を形つくってきた。古代

にあってもその状況は現在の状況と太きな変化がないと考えられ，つくば市周辺には多くの遺跡が存在する。

この地域のÅ々の生活の足跡は，旧石器時代までさかのぼることができる。平成9年以降継続して調査が行
なかはら

われている花室川左岸の中原遺跡く12〉では石器の集中地点が合計6ヶ所確認され芦　ナイフ形石器の石刃など

が出土している。その他表面採集または表土中からではあるが，ま議遠路（尖頭器8ナイフ形石器など）牒毒
なかだい　　　　じんでん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしくりやま

遺跡く9〉けイフ形石器など），中台遺跡滴）タ神田遺跡く1〉けイフ形石器e尖頭器　の掻器など上西栗山

遺跡　尖頭器　の細石刃　などから旧石器時代の遺物が出土している。
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表1　六十日遺跡周辺遺跡一覧表

番

。写

遺　　 跡　　 名

県

遺

跡

番

にコ亨

時　　　 代

番

にコ写

遺　　 跡　　 名

県

遺

跡

番

。号

時　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良

e
平
安

中

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良

°
平
安

中

近

世

◎ 六十日遺跡 5842 ○ ○ ○ ○ 15 旭台目」永 2084 ○

1 神田遺跡 5841 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 花室城跡 2893 ○

2 苅間城跡 ○ 17 上野天神塚古墳 2088
l

○

3 苅間古墳 2922
lo l

18 愛宕塚古墳 2086
l lo

4 苅間遺跡 2917 ○ 19 高野遺跡 2944 ○

5 柳橋遺跡 5839 ○ 20 面の井古墳群 2H 3 ○

6 水堀遺跡 5838 ○ 21 南野井城跡 ○

7 小野崎館跡 2913 ○ 22 関の台古墳群 2112 ○

8 小野崎遺跡 2918 ○ ○ 23 熊の山遺跡 214 ○ ○ ○

9 柴崎遺跡 2897 ○ ○ ○ ○ ○ 24 島名熊の山古墳群 2120 ○

10 九重廃頚東同遺跡）2890 ○ 25 前野遺跡 2100 ○

H 西坪遺跡 2085 ○ ○ ○ ○ 26 台町古墳群 2H 8 ○

12 中原遺跡 222 ○ ○ ○ ○ 27 福田遺跡 2099 ○

13 台坪才十郎遺跡 2876 ○ 28 一町田遺跡 2915 ○

14 滝の台古墳群 2090 ○ 29 榎内遺跡 2106 ○ ○
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だいつほさいじゆうろう

縄文時代になると遺跡数が増加し，各河川の流域で遺跡が確認されている。桜川流域には台坪才十郎遺跡
あさひたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lもひろおか

く13〉（中期）タ　旭台貝塚く15〉（後期）がみられる。花室川流域では，上流に柴崎遺跡，中流に下広岡遺跡
ふくだ　　　　　　いっちょうだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えのきうち

が存在している。東谷田川流域では福田遺跡く27〉，一町田遺跡く28〉などが，また酋谷田川流域では榎内遺

跡く29〉，太境遺跡などが知られているが，調査が行われたものは少ない。

関東地方に弥生文化が及ぶのは中期以降のことであるが，つくば市周辺では中期の遺跡は今のところ確認さ

れていない。後期の遺跡がいくつか見つかっているが，その数も縄文時代の遺跡数と比べるとかなり少なくな
かんこおり　　　　　やまき

っている。桜川中流域には，神都条里遺跡，山木遺跡，中台遺跡など比較的遺跡が集中して確認されている。

中台遺跡では10軒の竪穴住居跡が調査され，後期後半とされる上稲吉式の土器を伴っていた。西谷田川下流
さかいまつ

の境松遺跡でも後期末にあたる6軒の竪穴住居跡が調査され，輪積み痕をもつ台付聾や棒状浮文と円形浮文

をもつ壷をはじめとして，東京湾沿岸を出自とする土器が出土した。この点夕　中台遺跡が在地の土器を持つの
たかやま　　　　　　　にしつぼ

とは対照的である。六十日遺跡周辺では，高山遺跡から襲，西坪遺跡〈H〉から壷が出土したことが知られて

いる。どちらも調査によるものではなく，遺構の状況は明らかではない。高山遺跡の土器は破片が残るのみで

あるが，西坪遺跡出土の壷は装飾は持たないものの，境松遺跡の土器と共通する特徴を持つものである。
やぎほL

古墳時代になると，再び遺跡数は増加の傾向を見せる言董沼川流域では上流から六十日遺跡，神出遺跡，柳橋
ゐずぼり

遺跡く5〉，水城遺跡く6〉と集落跡が点在する。このうち神田遺跡では，前～中期の竪穴住居跡9軒，同じ

く後期のものが10軒確認され，竪穴住居跡の数は少ないものの古墳時代を適して集落が営まれていたことが
くまのヤま

うかがえる。‾束谷田川流域の熊の山遺跡く23〉でも前期の住居跡が見られ，神田遺跡と相前後して集落の形成

が始まっている。一方，花室川流域の柴崎遺跡ではこれより少し遅れ，後期から本格的に集落が営まれたよう

である。調査された遺跡では，後期の遺構は比較的確認されているが，前期。中期のものは少ない。現状では
まみあな　　　　　　　　　　なかくき　　　ひがしやま　　　ばば

小野川を下った牛久市東端穴町・中根町周辺に，中久喜遺跡，東山遺跡，馬場遺跡など芦　中期の集落が確認

されており，今後の調査にもよるが，居住域が時代によって移動あるいは拡大した可能性が考えられる。
あたこつか　　　　　　うえのてんじんつか

古墳は，桜川右岸の台地上と東谷田川中流域に多く見られる。桜川流域では愛宕塚古墳く18〉，上野天神塚
たきのたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おものい

古墳く17〉言竜の台古墳群く14〉などが沖積地に臨む台地縁辺部に築かれた。東谷田川中流の両岸には面の井
せきのだい　　　　　　　Lまなくまのやま

古墳群く20〉，関の台古墳群く22〉，島名熊の山古墳群く24〉が分布する。いずれも小規模な円墳を主として構
だいまち　　　　　　　　　　　　　　　だいにちつか

成されており，埋葬施設は箱式石棺が多い。さらに下流には台町古墳群く26〉があり，この中の太目塚古墳は
たかやま

l・辺が23111の方墳の可能性が指摘されている。∴西谷田川流域には高山古墳群が，小野川流域には3体の人物
しもよこば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かりま

埴輪を出土したとされる下横場古墳群が存在する。蓮沼川流域にはすでに消滅してしまったが，苅間古墳〈3〉

が存在した。
かっち

律令制度が固まりタ　全国に国都が設置されると，葛城地区は河内郡菅田郷に所属するようになり，のち12
t

世紀にかけて大井庄，続いて田中庄と呼ばれることになる。先にあげた神乳　柴崎，熊の山の各遺跡は前代よ

り引き続いて集落が営まれるが，住居数は一様に増加してこの時代のものが中心となる。熊の山遺跡は，平成10

年度までの調査で，奈良・平安時代を主として竪穴住居跡1300軒以上，据立柱建物跡100棟以上が確認され

た大規模な集落であり，古代河内郡島名郷との関連が注目される。花室川に画した中原遺跡は，同じく平成10

年度までの調査で，8世紀以降の竪穴住居潮こ210軒，据立柱建物跡59棟が確認され，銅銃つ腰帯具・線柚陶
ここのえはいじ　ひがLおか

器を灰粕陶器などが出土した。近隣の西坪遺跡は河内郡街跡，九重廃寺（東同遺跡）く10〉ほ河内郡の郡寺跡

と推定されており，中原遺跡は，これらと関係が深い遺跡と考えられる。
おた

鎌倉幕府の成立後は，小田城に本拠を構えた小田氏が勢力を振るい，近隣一帯を支配下に置いた。武士の活
おもグ）い

動が活発になるにつれ，各地に城館が築かれた。六十日遺跡の周辺では平井出氏の南野井城跡く21〉タ　大津氏
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はなむろ　　　　　　　　　おのさきやかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かijま

の花室城跡く16〉，荒井氏の小野崎館跡く7〉などが確認されている。当遺跡に隣接した位置には野中瀬氏の苅間

城跡〈2〉がある。野中瀬氏は小田氏の家臣であったが，天承2年（1574）小田氏と共に滅亡した。苅間城は

その後に廃城となったが，今でも堀と思われる跡が残っている。神田遺跡の平成7年度の調査において，城に

関連していると思われる掘立柱建物跡と堀が確認された。
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0茨城県教育財団

熊の山遺跡」

・茨城県教育財団

中谷津遺跡1」

。茨城県教育財団

「（仮称）島名・福田坪地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書I

『茨城県教育財団文化財調査報告第120集』1997年3月

「（仮称）島名・福田坪地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ

『茨城県教育財団文化財調査幸艮告第133集』1998年3月

「（仮称）島名e福田坪地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

『茨城県教育財団文化財調査報告第149集』1999年3月

「（仮称）中根e金田台地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書I

『茨城県教育財団文化財調査報告第139集』1998年9月

「（仮称）中根・金田台地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ

中原遺跡1」　『茨城県教育財団文化財調査報告第155集』1999年9月

e茨城県教育財団　「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告（自　ヤツノ上遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第81集』1993年3月

・茨城県教育財団　「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告（Ⅲ）　中久喜遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第86集』1993年9月

・茨城県教育財団　「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告（Ⅲ）　東山遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第101集』1995年9月

0茨城県教育財団　「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告（Ⅳ）

馬場遺跡・行大田遺跡」　『茨城県教育財団文化財調査報告書第106集』1996年3月

・茨城県教育財団　『年幸田8』1999年6月

・九重廃寺遺跡調査団　『東同遺跡一九垂廃寺跡調査報告－』　桜村教育委員会1984年3月

－8－



第3章　　調査の威∴巣

第摘育　遺跡の概要

六十日遺跡は，つくば市のほぼ中央部に位置し，蓮沼川左岸の標高23。0～24。5mの台地上に立地している。

調査区は南北約230m，東西約285m，面積19，424㌦である。現況は畑地であり，主として芝畑及び麦畑とし

て利用されていた。当遺跡から南西に300m離れた同一台地の縁辺部に苅間城跡が，またタ　谷津をはさんで南

側の台地上に神田遺跡がある。

今回の調査によって，竪穴住居跡53軒，掘立柱建物跡6棟，地下式墳4基，方形周湛状遺構2基言音跡29条，

土坑144基，粘土採掘坑2基，火葬施設跡2基，井戸跡2基を確認した。古墳時代の遺構は，主に調査区北部

で確認された，前期から中期の竪穴住居跡12軒と方形周溝状遺構2基，土坑1基である。当遺跡の中心とな

る時代は，奈良ゆ平安時代で　竪穴住居跡射軒　掘立柱建物跡6棟が確認された。この時代の遺構分布は，

調査区南部で密度が濃く，北に向かうにつれて薄くなる。中e近世の遺構としては，地下式墳4基，火葬施設

跡2基を確認した。土坑は，遺物も少なく，年代も性格とも明らかでないものが多い。その中でタ　調査区東部

で確認された一群は言墓壕であった可能性がある。29条確認された溝跡も，一部は苅間城跡と関連があると思

われる。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に76箱出土している。遺物の大部分は古墳時代から奈良8平安時代

にかけての土師器0須恵器で，住居跡と竃の覆土及び床面から出土している。古墳時代前期の竪穴住居跡から，

南関東系の装飾壷と十王台式の破片が伴って出土している。また，奈良e平安時代の住居跡からほ，円面硯，

墨書土器，鉄鎌が出土している。

第2節　基本層序の検討

調査区北部（B4e4区）にテストピットを設定して基本士層の観察を行い，第2図に示すような士層堆積状

況を確認した。

1層は，暗褐色の表土層で，ローム粒子を少最赤色粒子を少量含んでいる。粘性は弱く，しまりもあまりな

い。層厚は10cm以下である。芝畑であったところは，耕作によって削平されたため確認できず，腐植土層も

見られない。

2層は，褐色のソフトローム層で，炭化粒子を極少量含んでいる。層厚は10cm以下である。

3層は，にぷい褐色をしているハードローム層で，白色粒子を少量，炭化粒子を極少量含んで，しまってい

る。層厚は4～20cmである。

4層は，暗褐色のハードローム層で，炭化粒子を少量，白色粒子，赤色スコリア粒子を極少量含んでいる。

ハードローム層と思われる地層の下部に堆積した暗褐色士層であることから，第二黒色管（第2ブラックバン

ド，BBⅢ）と考えられる。層厚は20～34cmである。

5層は，明褐色をしたハードローム層で，白色粒子を少量，赤色スコリア粒子を極少量含んでいる。層厚は18

～36cmである。以上が立川ロームタ　以下が武蔵野ロームに対比されるものと考えられる。

6層は，にぷい褐色をしたローム層で，炭化粒子を極少量含んでいる。層厚は22～34cmである。

－　9－
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第2回　基本羞腰囲

第3節　遺構と遺物

7層は，褐色をしたローム層で炭化粒子を少量含

んでいる。強い粘性があり，しまっている。層厚は

10＼18clllである。

8層は，にぷい黄燈色をしたローム層である。炭

化粒子，灰白色粘土粒子を少量含む。粘性は強くタ

しまっている。層厚は12～30cmである。

9層は，にぷい褐色をしたローム層である。灰白

色粘土粒子と砂粒をI巨量含んでいる。層厚は20＼34

cmである。

10層は，黄褐色ローム層で，灰白色粘土の小ブロ

ックと砂粒を多く含む。層厚は16～24cmである。

H層は　黄灰色をした粘土層である。これ以下が，

下末吉ロームに対比される常総粘土層と思われる。

住居跡などの遺構は，2層または3層の上面で確

認されている。

温　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では，竪穴住居跡12軒，方形層溝状遺構2基，土坑1基が確認された。以下，確認された遺構の

特徴や遺物について記載する。

（つつ　竪穴住居跡

第瑠考健贋跡（第3図）

位置　調査区域の北部，A5il区。

重複関係　第1号溝跡が，本跡の北東壁と床面を掘り込んでいることからタ　本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5．61m，短軸（3．50）mである。本跡の東部が破壊されているが，平面形は方形または長

方形と推定される。

主軸方向　N一一工〕い－E

壁　壁高は6～10cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　北西壁から南西壁にかけて巡る。断面はU字形で，上幅15～19cm，下幅6～12cm，深さはHトつ7cmで

ある。

床　全面がローム質で，平坦で，しまっている。中央部は踏み固められている。

－10－
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炉土層解説

ユ　褐　色　　廃土粒子あ炭化粒子少還

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．∴′′．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　・′

さば摘cmであ娠　出九　m施設に伴う　のである。㌘　ほ径錆cmの閏形で言深さは摘cmである。性格は不

明である．、一、、．

運気馴師

篭
第遜図　第瑠考健腰妙実測図
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第4図　第1号住居跡出土遺物実測図（1）
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第5図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿I

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積し，自然堆積と思われる。第6層は壁溝の覆土である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子中量

3　褐　　色　　ローム中ブロック・同粒子中量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，粘性・しまり弱

5　暗褐色　　ローム粒子中量

6　褐　　色　　ローム粒子中量

遺物　土師器片366点，陶器片1点が出土している。第4図1は，底部を穿孔された椀で，精選された胎土を

持つ。北コーナ、一付近の床面から，逆位の状態で出土している。2・3はともに折返し口緑を持つ壷である。

2は床面上1～5cmの高さで，出入り口付近の比較的広い範囲から破片となって出土している。口緑部下端に

竹管による円形の刺突文を施し，胴部に赤彩された痕跡を残す。3は，口綾部を下に向けた状態で，北西壁際

の床面上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土器から4世紀前半と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計 測値 （C汀l） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 4 図 椀 A　　 lO ．0 底 部 欠 損 。 休 部 か ら口 緑 部 に か け て ロ緑 部横 ナデ。休 部外 面ハ ケ 目調 整後 ， 砂粒 ・極小白色粒子 P 1　 80 ％

1 土 師 器 B　 （3 ．0 ） 内攣 して 立 ち上が る。 丁 寧 な ナ デ。 休 部 内 面 横 ナ デ 後 ， 磨 明褐色 P L 3 7

き。 普通 床 面

2

璽 A　 ［14 9］ ロ 緒 部 ・体 部 一 部 欠 損 。 平底 。 休 部 ロ緑 部 横 ナ デ。 口緑 折 返 し部 下 端 に 砂粒 ・石英 ・スコリ P 2　 70 ％

土 師 器 B　　 32 ．3 は 球 形 で ， 最 大 径 を 中 位 に持 つ 。 ロ 竹 管 に よ る 円形 刺 突 文 。 頚 部外 面 へ ア・極小白色粒子 P L 3 7

C　　 ll．0 緑 部 は 折 り返 し口緑 で ，外 傾 して立 ラ ナ デ。 休 部 外 面 ナ デ 。 肩 部 に 赤彩 にぷ い橙色 床 面

ち上 が る。 痕 有 り。 頚 部 ～底 部 内 面 剥 離 が 激 し

く調 整不 明。

普通

3

互E A　　 24 ．4 口緑 部 の破 片 。 口綾 部 は折 り返 し口 ロ緑 端 部 、 口緑 部 外 而 ナ デ 。 ロ緑 部 砂 粒 ・ス コリア P 3　 3 5％

土 師 器 B　 （11 ．9 ） 縁 で ，頚 部 か ら ロ縁 部 にか け て 嬢 や 下 端 、頚 部 外面 へ ラケ ズ リ後， ナ デ 。 橙色 P L 3 7

か に外反 して立 ち 上が る。 ロ 縁 部 内 面 磨 き。 休 部 内 面剥 離 が激

し く調 整不 明 。

普通 床 面

4

A　 ［16 ．0 ］ 口緑 郡 の破 片 。 口綾 部 は折 り返 し口 ロ緑 端部 ナデ。ロ縁部 外面 パケ 目調整。 砂粒 ・スコ リア P 4　 20 ％

互E

土師器
B　 （4．7 ） 緑 で ，外 傾 して 立 ち上 が る。 ロ 緑 部 内 面 ナ デ ， 一部 に パ ケ 目調 整

を残 す 。

にぷい橙 色

普 通

床 面

－13－



撃 離 車　 種 計測値毎m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 桓 色調 欄 戌　 備　 考

第 5 図　　　 悪 A ［ユ朝　 日綾部 e 休部一一部欠接し 学虚説 ノ体部　 目線部 内 e外商パケ 冒調整。体部外　 砂粒　　　　　 ㌘5　50％

5　　 土 師 器 B　 25・2　 はほぼ球形で轡　最太径 を中位 に持つ。 面へ ラ削 り後，ナデ。体 部内面 ナデ　 にぷい橙色　　　 P L 37

C　　 608　 頚部 は強 く屈曲 し，輪積み痕 を残す。 の後タ一部にパケ昌調整。　　　　 普通　　　　　 覆土下層

日録部は外反 して立ち上がる。

第4 回　　　 婆 Å　 20ゥ4　 頚部 から口綾部の破片。頚部は嬢 や 「汀線端部ナデ。日綾部 ～体部上半部　 砂粒eスコリアや白　 ㌘6　35％

6　　 土 師 器 B　 （ヱ4。2） か に屈曲す る。日縁部は外反 して立 外 面パケ自調整。 目線部内商パケ昌　 色粒子　　　　　　 ㌘L 37

ち上がる。　　　　　　　　　　 調 整後 ，ナデ〇頸部内～休部上半 内　 明褐色　 良　　 覆土下層

面ナデ。

第 5 図　　　 楚 Å ［20耳目 頚部 からロ縁部 の破片。 目線部 は緩　 目線端部横ナデ。目線部外商弱 いハ　 砂紘　 スコ　 ア　 ㌘7　ほ％

7　　　 士 師 器 B　 再一滴　 やかに外反 して立ち上がる8　　　　 ケ 自〇日縁部内面パケ自調整。頭部　 にぷい褐色　　 覆土中層

外商 に輪積み痕を残 し，指頭庄痕。　 良

′∴三一t二　　　ノ、、　′．ノ：　　′

位置　調査区域の北部　B4躇区。

、′′一、　－　・・：　　　　　　ニ　′　　′、，′　ノ，′　ノ′・′

童軸方向　N一一53、1－W

．1・．　！　　’、．、．‾　　　　　　　　　　、ノー∴　ノ　′　　′．′

一　　：し、ノ　′．　　　　　　　　　：．‾　′．′　　　　　′　′・

・ノ、′－・　　　J　　∴　‾　　　′′…＿　′　　　′ノ／・、ノ′　　′、′・　　　　　　　．　　′

中央部は踏み固められている。

‾r′′　　　′－．′　一　′　　　　一　　′′　　　　　　　　′　　　′こ・′　　　′　　　　　　　、　′

！　　　′′　　　　　－　　　　　　‥　　　　　一　　　　　　　　′　：．　　　・・

ノ　′、予ノル．ノ、‥－、′／言ノ　　′、　′′′ニ′　　∴′ノ′′∴′二・　二　　′、′、、　′．‥、　′・ノノノ　　　　′　　ノ

の長軸は，住居跡の主軸とほぼ平行する。基と　焼士が堆積し　底面は熱を受けて硬化している。

炉土層解説

1にぷい赤褐色　廃土小ブロック中量クローム中ブロック少鼠粘性弱　3　暗赤灰色　焼土小ブロック少鼠粘性・しまり弱

2　燈　　　色　焼土太ブロック多量，粘性弱　　　　　　　4　燈　　色　焼土太ブロック多量夕粘性もしまり弱

－、′　　　－′′‥・　　　　′　′　・　・　　　ノ　ー　′　　’　′′一′　一　一　′′′・　　1　　　ノ′　′ノ　　′、：ニ

′　′′リ∴こ；′′、∴　　∴　′7、ノ′′　　ユ　ニノ、工、？、∴　′・・．ル・．三　＿こ＝∴　　′′′ノ　　∴、、、　、1、

・・・ノ　ノ　′．‾　‾・ニノ　　　′　ノ　　　‘－　て　　・一　∴　、′∴　　　、、′／　　　　∴．　′ノ

て傾斜して掘り込まれていることから，出入り日施設に伴うピットと考えられる。

‾　　ノ・・・ノニ　′」、・′ノ　　　′　ノ　′′′′′　ノ′．ノ　′ノみ、・′弓′　ノ．．、・ノノ・・　∴ノ　ー1ノ・′′　　　　′′、

然な堆積状況が見られることから　Å為堆積と思われる。また床面直上には　焼土層　第頴層）が広く薄く堆

積している。

土層解説

ユ　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

8　極暗褐色

9　暗褐色

用　暗褐色

11極暗褐色

ローム中ブロック微量

ローム粒子多鼠ローム小ブロック少量

ロ㌔蟻抒多鼠ローム中プロノク少量

ローム粒子多鼠口匝ム中ブロック少鼠は欄

12　褐　　色

ヱ3　暗褐色

ユ4　褐　　色

15　暗褐色

ローム粒子多鼠ローム小ブロー丹頂鮮少鼠は順　　　　路　暗褐色

ローム紅「廃土粒子中鼠炭化鮮少鼠焼土中邦ック微量，粘憤弓　17　暗褐色

炭化拉子中鼠壌土粒子少量

尉純子中量

焼土拉押鼠ローム桁「尉瞳圭桟

敷と太ブロック中鼠　しか湧

焼蟻子少量誹胱翫瀾鼠粘性工が用

18　暗褐色

ヱ9　暗褐色

20　橙　　色

21褐　　色

－．1ノー1－

ローム粒子多鼠ローム太邦ノク牒ノわブロック少鼠粘性強

口如ム拉子中鼠焼土粒子少鼠炭化粒子微量

ローム粒子多鼠ローム中フロック少数赤色粒子少量

距械抒戌髄事曝牒土粒子少毒

口…ム載子中鼠炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子・焼土粒子帽誹イ張子少量

ローム粒子相識化粒子微量

ロ｝ム粒子多星口レムブロック中量

焼十小ブロック牒粒子多巌

ローム粒子多量
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第7図　第3号住居跡炉実測図

遺物　土師器片289点，土製品5点

（土錘）が出土している。ほとんどの

遺物は床面直上から出土しており，炉

の周辺に多く分布している。第8図1

、3は椀である。2は炉付近，3はP

4付近からそれぞれ逆位の状態で出土

している。1はほぼ完形で，焼土層の

下から同じく逆位で出土している。第

。　　　5。帥　8図9は高杯で，3に隣接した位置か
！　；　！

ら細片となって出土している。杯部だ

けが接合し，脚部は出土していない。

10～12は，ほぼ同一の規格の器台であ

る。12の脚部のみ離れた位置にあるものの，炉の付近より3個南北に並んだ状態で出土している。3個体と

も外面に熱を受けた痕跡が認められる。第9図15は球状土錘，16～19は算盤玉状土錘である。15は北西壁際

から出土し，16～19は，7の鉢に隣接した位置から，孔を上に向けて4個並んで出土している。

所見　炭化材はほとんど認められなかったものの，焼土が広く堆積しており，焼失家屋と思われる。出土し

た土器は，椀と鉢を主としている。10、12の器台は，炉の周辺から出土しており，その出土状況は使用法と

関係があると思われる。本跡の時期は，出土した土器から3世紀末から4世紀初めと考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 8 図

1

椀 A　　 21．7 口 綾 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 か ら 口 口 緑 端 部 横 ナ デ 。 口 緑 部 外 面 へ ラ 削 砂粒 ・ス コリア ・雲 P lO　 80 ％

土 師 器 B　　　 8 ．0 緑 部 に か け て 緩 や か に 内 攣 し て 立 ち り後 ， ナ デ 。 休 部 外 面 パ ケ 目 調 整 後 ， 母 P L 3 7

C　　　 4 ．6 上 が る 。 ナ デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 休

部 内 面 磨 き。

に ぷ い 赤 褐 色

普 通

床 面

2
椀 A　　 18 ．4 休 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 部 か ら 口 緑 口縁 端 部 横 ナ デ 。休 部 外 面 パ ケ 目調 整 。 砂拉 ・スコ リア ・極 P 8　 60 ％

土 師 器 B　　　 9 ．1 部 に か け て 緩 や か に 内 攣 し て 立 ち 上 休 部 内 面 へ ラ 削 り後 ， ナ デ 。 底 部 内 ′ト白色粒子 P L 37

C　　　 6 ．6 が る 。 両 へ ラ 削 り。 明 褐 色　 普 通 床 面

3

椀 A　　 18 ．5 休 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 か ら ロ 緑 ロ 縁 端 部 横 ナ デ 。休 部 外 面 パ ケ 目 調 整 。 砂 粒 ・ス コ リ ア P 9　 60 ％

土 師 器 B　　　 9 ．2 部 に か け て 緩 や か に 内 攣 し て 立 ち 上 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 体 部 内 面 暗 灰 黄 色 P L 38

C　　　 4 ．0 が る 。 ヘ ラ 削 り後 ， ナ デ 。 普 通 床 面

4

椀 A　 ［23．6 ］ 口 綾 部 か ら 休 部 の 破 片 。 休 部 か ら 口 口 縁 部 横 ナ デ 。 休 部 外 面 パ ケ 目 調 整 。 砂粒 ・スコ リア ・自 P 15　 30 ％

土 師 器 B　 （ 7．6 ） 縁 部 に か け て 内 攣 し て 立 ち 上 が る 。 体 部 内 而 磨 き 。 色粒子

橙 色　 良

P L 37

床 面

5

小 形 椀 A　　 12．1 休 部 －・郎 欠 損 。 平 底 。 休 部 か ら 目 線 ロ 緑 端 部 横 ナ デ 。 口緑 部 ・休 部 外 面 へ 砂 粒 P 13　 80 ％

土 師 器 B　　　 5．8 部 に か け て 内 攣 し て 立 ち 上 が る 。 ラ ナ デ の 後 ， 休 部 外 面 下 半 に 一 部 へ ラ 明 赤 褐 色 P L 3 7

C　　　 3 ．3 削 り。 ロ 緑 部 ・休 部 内 面 へ ラ ナ デ 。 普 通 床 面

6

鉢 A　　 12 ．1 完 形 。 平 底 。 体 部 か ら ロ 縁 部 に か け 口 緒 部 外 両 横 ナ デ 。 休 部 外 面 パ ケ 目 。 砂 粒 ・スコ リア ・雲 P l l lOO ％

土 師 器 B　　　 6 ．6

C　　　 4 ．8

て 外 傾 して 立 ち 上 が る 。 休 部 内 面 へ ラ 削 り後 ， ヘ ラ ナ デ 。 母

に ぷ い 赤 褐 色

普 通

P L 3 7

床 面

7

鉢 A　　 14 ．4 目 線 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 か ら 口 ロ 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 ハ 砂粒 ・スコリア ・雲 P 12　 9 0％

土 師 器 B　　　 6 ．2 緑 部 に か け て 外 傾 して 立 ち 上 が る 。 ケ 日 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 体 母 P L 38

C　　　 4．5 部 内 両 へ ラ 削 り 後 ．上 半 部 をヘ ラ ナ デ 。 暗 赤 褐 色　 普 通 床 面

－16－
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第8図　第3号住居跡出土遺物実測図（1）
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第9図　第3号住居跡出土遺物実測図（2）

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （Cの 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 8 図 鉢 A　 ［18 ．2 ］ 休 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 か ら ロ 緑 ロ 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 ハ 砂粒 ・スコ リア ・白 P 14　 40 ％

8
土 師 器 B　　　 6 ．7 部 に か け て 外 傾 し て 立 ち 上 が り， 口 ケ 目 後 ， ナ デ 。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 色桂子 覆 土 中 層

C　　　 4．8 緑 端 部 に 而 取 り を 施 す 。 削 り 。 休 部 内 面 へ ラ 削 り後 ， ナ デ 。 に ぷ い 赤 褐 色

良

9

高　　 杯 A　　 17 ．1
脚 部 欠 損 。 杯 部 は ， 体 部 か ら ロ 緑 部 口 緑 端 部 横 ナ デ 。杯 部 外 両 へ ラ 削 り後 ， 砂 粒 ・スコ リア ・極 P 16　 4 5％

土 師 器 B　 （6 ．3 ）
に か け て 緩 や か に 内 攣 し て 立 ち 上 が り， ナ デ 。 そ の 後 磨 き。 杯 部 内 面 磨 き 。 小 白色粒子 P L 3 8

口 緑 端 部 に 而 取 り を 施 す 。 黒 褐 色　 普 通 床 面

10

異 形 器 台 A　　　 7．8 受 部 ・脚 部 一 部 欠 損 。 脚 部 は 直 線 的 受 部 外 両 へ ラ ナ デ 。脚 部 外 面 ナ デ の 後 ， 砂粒 ・ス コリア ・案 P 17　 95 ％

土 師 器 B　　 15．5 に ハ の 字 状 に 開 く 。 受 部 は 胴 の 張 っ 脚 部 下 端 に 一 部 へ ラ 削 り 。 受 部 上 半 母 P L 3 8

D　　 13．3 た 球 形 で ， 口 緑 端 部 に 而 取 り を施 す 。 部 内 面 指 頭 庄 痕 ， 下 半 部 ナ デ 。

脚 部 内 面 へ ラ ナ デ 。

灰 白 色　 普 通

二 次 焼 成 有

床 面

11

異 形 器 台 A　　　 8 ．0 支 部 ・脚 部 一 部 欠 損 。 脚 部 は 直 線 的 口 績 部 内 ・外 面 ナ デ 。 受 部 外 面 へ ラ 砂 粒 ・ス コ リ ア P 18　 9 0％

土 師 器 B　　 15．7 に ハ の 字 状 に 開 く。 受 部 は 胴 の 張 っ ナ デ 。 脚 部 外 面 へ ラ 削 り 後 ， ナ デ 。 に ぷ い 橙 色 P L 3 8

D　　 12 ．7 た 球 形 を 呈 し て お り， ロ 緑 端 部 に 而 脚 部 下 端 に 一 部 へ ラ 削 り。 受 部 内 面 普 通 床 面

取 りを 施 す 。 ナ デ 。 脚 部 内 面 へ ラ ナ デ 。 二 次 焼 成 有

12

異 形 器 台 A　　　 7．6 ロ 緑 部 ・脚 部 一 部 欠 絹 。 脚 部 は 直 線 受 部 外 而 ナ デ 。 脚 部 外 面 ナ デ の 後 ， 砂 粒 ・ス コ リ ア P 19　 80 ％

土 師 器 B　　 15．0 的 に ハ の 字 状 に 開 く 。 受 部 は 胴 の 張 一 部 に ヘ ラ 削 り ・磨 き 。 脚 部 下 端 は にぷ い 橙 色 P L 3 8

D　　 13．4 っ た 球 形 を 呈 し て お り ， ロ 緑 端 部 に 指 頭 圧 痕 。 受 部 内 而 ナ デ 。 脚 部 内 面 普 通 床 面

而 取 り を 施 す 。 ヘ ラ 削 り後 ， ナ デ 。 二 次 焼 成 有

－18－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 9 図 小形無頚壷 A　 ［5．8］ 目線部か ら体部の破片。体 部からロ 口縁部 内 ・外面指頭庄痕。ロ縁部外 砂粒・スコリア・雲 P 21　30％

13
土 師 器 B　 （6．3） 縁部にかけて内攣 して立ち上がる。 面 に輪積み痕 を残す。体部外 面へラ

削 り。体部内面上半は輪積み痕を残 し，

指頭庄痕。下半部ナデ。

母

にぷい褐色

良

床面

14

棄 A　 ［11．4］ 口縁部か ら頚部，底部の破片。平底。 目線部 内 ・外面桟ナデ。頭部 ・体部 砂粒・スコリア・雲 P 20　30％

土 師 器 B　 ［22．5］ 休部は球形 を呈する と思われる。頸 下半パ ケ目調整。内面は剥離が激 し 母 覆土下層

C　　　 6．1 部は緩やか に屈曲する。目線 部は緩

やかに外反 しなが ら立ち上が る。

く調整不明。 にぷい橙色

良

図版 番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

径 （crn） 長 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 9 図15 球 状 土 錘 2．9 2．7 0．7 18．9 北西壁 際床 面 D P I　 P L 53

16 算盤玉状土錘 3．6 3．0 0．6 2 5．9 炉北西 側床 面 D P 2　 P L 53

17 算盤玉状土錘 3．3 2．8 0．6 19．8 炉北西 側床 面 D P 3　 P L 53

18 算盤玉状土錘 3．5 3．0 0．6 2 5，1 炉北西 側床 面 D P 4　 P L 53

19 算盤玉状土錘 3．5 2．8 0．5 2 1．6 炉北西 側床 面 D P 5　 P L 53

第磯常住腰跡（第10図）

位置　調査区域の北部，B3g5区。

規模と平面形　長軸6．33m，短軸5．45mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は38～44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁際を全属し，断面はU字形である。上幅16～26cm，下幅6～13cm，深さは5～10cmである。

床　全面ローム質で，平坦である。P5から炉1にかけて踏み固められている。

炉　2基確認されている。炉1ほ，北西壁寄り，PlとP4の中間に位置する。長径85C恥短径51cmの傭円

形で，深さは13cmの地床炉である。炉の長軸は，住居跡の主軸とほぼ一致する。炉床は，火を受けて硬化し

ている。

炉1土層解説
1暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子中量
2　にぷい褐色　焼土中ブロック・同粒子多量，炭化粒子中量，粘性・しまり弱

炉2は，P2に隣接して構築されている。長軸70cm，短軸57cmの隅丸長方形で，深さは12cmの地床炉で

ある。炉の長軸は，住居跡の主軸とほぼ一致する。炉床は，火を受けて硬化している。
炉2土層解説

1暗　褐　色　　焼土粒子少量，炭化物微量

2　褐　　　色　　焼土中ブロックや同粒子多量，粘性弱

3　にぷい褐色　　焼土粒子多量

貯蔵究　南東壁に接し，P5の東側に位置する。長径98cm，短径58cmの楕円形で，深さは36cmである。
貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子微量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量

だッ睦　7か所（Pl～P7）。Pl～P4ほ，各コーナーに偏った位置にあることから主柱穴と思われるo

Pl e P4は長径30～35C恥短径25～30cmの楕円私　P2・P3ほ長径40～45cm，短径35～37cmの同じく楕円

形である。深さは，74～84cmである。P5ほ，直径36cmの円形で，深さは15cmである。出入り口施設にともな

うピットである。P6・P7ほ，それぞれ北西壁のコーナー付近に位置し，長径52～58cm，短径42㌦47cmの楕

円形で言策さほ13～16cmである。Pl～P4よりも浅く，性格は不明である。

－19－
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第欄図　第　号健屠跡実測図
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第11図　第4号住居跡出土遺物実測図
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土層解説
ユ　黒　　色

2　黒褐色
3　窯褐色
4　暗褐色
5　窯褐色
6　褐　　色

7　暗褐色

8　褐　　色

9　褐　　色

摘　暗褐色

ローム粒子や赤色粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子中鼠赤色粒子微量

ローム紘手中乳ローム小ブロック少量

ローム粒子中鼠牒－ム小プロッタ少量
ローム粒子多量

ローム小ブロック中邑ローム粒子少畳粘衡し離弱

ローム粒子多最ローム中ブロック中畳

ローム粒子多還芦しまり弱

ローム粒子多量

11暗　出　色

ユ2　暗褐色
招　暗褐色
14　黒褐色
ユ5　黒褐色
16　暗褐色

17　暗褐色
18　暗褐色
19　褐　　色

ローム粒子e炭化粒子中量

ローム粒子多量濁化粧子中量

ローム粒子e炭個立子中鼠焼土粒子少量

焼土小プロノク0炭化拉子中鼠牒－ム粒子少量

ローム粒子少蚤ローム小ブロック微量

ローム拉子中鼠ローム小ブロック・砂粒少量

ローム拉子中鼠粘性強

ローム粒子中鼠炭化粒子e砂粒少鼠ローム中ブロック微量

ローム粒子中量瀾性強
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ず　別個体　思われる。ほ　十王畜式と思われる弥生土器の破片で　南壁際の覆土下層から出土している。

！ノ・′一′、・　′　　　　′　′′　ノ　′′　　ノ・　ノ、・　　　　一　′　　′　　　ノ　　　、／
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図版番号極　橙恒噺cm日　 器形の特徴　 i　 手法の特徴　　 桓色調機可　備＋考

勘1図　　壷　　A　ユOe5　完形0平底C）体部は卵形でヲ下位に　打線端部ナデ。口縁部内面磨き。［］上長石　　　　　 P23　ユ掴％

ユ　　土師器　B　ユ9・3　最大径を持つ㍍頚部はくの字状に屈縁部～休部外面上半磨き。休部外商明褐色　　　 PL38
C　　605　曲する。ロ縁部は外傾し，ロ縁端部　下半ナデ。体部下端へラ削り。体部　良　　　　　　 床面

付近でほぼ垂直に立ち上がる。　　　 内面ナデ。

F
壷　　B　僻耳目口磯部。頭部欠損。平底。体部はやや「体部外面丁寧なナデの後，一部磨き。砂粒をスコリア　P24　50％

2　　土師器　C　　8ぁ0　扁平な球形でチ中位に最大径を持つ。体部内面剥経が激しく調整不明。　 にぷい褐色　　 床面～覆土下層

良

壷　　B　悦郎　体部下半から底部の破片（〕平底〔）体　体部外面へラ削り後タ　ナデ。その後　砂粒あスコリア　P25　45％

3　　土師器　C　　9。3　部はやや扁平な球形と思われる0　　′〃〃一部に磨きを施す。体部内面剥経が　橙色

激しく調整不明。　　　　　　　　 良外面黒潮「有

意　　B　日減　俸部下半から底部の破片。平底C）体　体部外面ナデの後，一部磨き。体部　砂粒め白色粒子　㌘26　35％

4　　土師器　C　　80ユ　部は球形と思われる0　　　　　　 内面剥離が激しく調整不明。　　　 にぷい黄橙色　　覆土下層

良

5十霊器芸（；呂…：）喜蓋蓋≡蓋渠憂鬱≡≡窯窯蓋三妻慈憲崖賢子㈲羞…3890％
磨き。体部内南下半へラ削り徽　ナデ。

台相葉　B　雄・‖脚部の破片C）脚部は緩やかに外反し　脚部外面ナデ。底部内面ナデ。脚部　砂粒0スコリア　P3120％

6　　土師器　D　ユ0．4　ながら広がる〇　　　　　　　　　 内面へラ削り台　　　　　　　　　 にぷい黄褐色　　覆土下層

E　　5も0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

意　　B　‖信男「休部の破片3外傾して立ち上がる。　附加条第一一一一一一ンー′一種欄加1条）の露文を　砂粒・白色粒子　TP2

7　　弥生土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 羽状に施す。）　　　　　　　　　 にぷい黄褐色　　覆土下層

普通

計　　　　　　 測　　　　　　 値
メ兎′”Ej
田 ノ 聖聖⊥空埜「義元「＋ 山 摺　　　　　　　　　　　　　　　　 プ径km）

慈 球根二錘i 3ゎ9 望」二聖」「蒜「霹‡嘉
DP6

…㍊琵上…



図版番号　種 別　 長さkm） 幅圧言 ′判　　　　　　伸 巨 測 点　 巨 ． 考
厚さ総雨　　　 量量穣 ′）

勘 酬 ！剥　 片つ　 ユ誹 ！ 、2・4 ・4　 日 02 2 覆土中　　　　　 極 1 チャー ト P L 54

ノ、；　‾さ　　‥　∴　ノ！

位置　調査区域の北西部，B2g8区。

重複関係　第封号溝がf机朝亦の壁を破壊していることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　遺構の大半が調査区域外にあり，全形は明らかではないが，南壁及び調査された東西の壁が直

線的でありタ　コーナーがやや丸みを帯びることから隅丸方形または隅丸長方形と推定される。規模は蔓　調査さ

ノー′一：－．リ！、、・′　二・、－、、　　－・′　　　′　＿　　′ノノ∴

主軸方向　N－2（：）P－！Ⅳ

璧　壁高は26～3艶mで　外傾して立ち上がる。

壁溝　断面はU字形で，「二幅H－＼20m1，口幅l一一一1＼（うビ111言策さはii－＼8cIl了亡ある、－、

r・．・　∴　　　　　　′　　　・′／′ノ　　　ノ　　′　、　ノ，′．

、、．′　　　　′ノ　′　　　　　・′：　。ご　　　て′－　、′．　三　　‘、、、．．　　′′ノ′、ノ　　／、　　　　　　　　′

：′′　　＿′・ノ′′′′′′ノ　　　ノ．∴　　′′．∴－．′　ノ　　　∴　′ノ　′　′！　　　　　　　、ニノ　　　　　′′．　′ノ

三　‾　。、ノ　′、　′′′′′　・、　　′．上　′　一′　一　　　　　ノ′

二　　　′　′．、ノ′∴ノ　、ノ／ノ、′　　t・－．′′ノ′、′ノ　　′、．く’　　∴　　′：
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∴　ノ、：ミ　　リ㍉，∴・．言こ、て．
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土層解説

1黒褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少逼　　　　　4　灰褐色　ローム大ブロック中鼠ローム′トフロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　5　褐　色　　ローム粒子中量

3　暗褐色　　ローム大ブロック・ローム小ブロック傾化粒子少量

遺物　土師器片84点，鉄製品1点，須恵器片11点，灰粕陶器片2点が出土している。須恵器片，灰軸陶器片

は，混入と思われる。第13図1・2・4・6は，Pl北側の上端部に沿って出土している。1・2は，2を

下に，正位に重なった状態で出土している。1・2は，意図的に重ねられたと思われる。1は土師器の椀，

2・3は土師器高杯の杯部である。2は脚部との接合面が摩耗しており，高杯本来の目的とは別の用途に使用さ

れた可能性がある。3は，南西コーナー近くの覆土中層からの出土である。4・5は土師器相である。4は床

面上15cmの位置から正位の状態で，5は床面上4cmの位置から横位の状態で出土している。6は土師器小形

嚢で，床面上15cmの位置から逆位の状態で出土している。7は土師器嚢で，南東コーナー付近の覆土下層か

ら横位の状態で出土している。

l
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第13図　第5号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡の時期は，出土した土器の特徴から5世紀前半と考えられる。
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第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 桓　 種
計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第13回　　　 椀 Å　　 1私 2 完形。 平底。体部 からロ縁部 にかけ 目線部内 ・外面ナデ。体部外面ナデ， 砂粒 ・石英・雲母 ・ P 3 2　100％

ユ　 土 師 器 B　　　 ∠呈．4

C　　　 4．6

て内攣 して立ち上がる。 輪積み痕を残す。休部 内面 ナデ，底 白色粒子 P L 3 9

部付近剥落のため調整不明。 にぷい黄褐色

良

内面炭化物付着

覆土下層

偽　　 称 A　　 i軋4 脚部欠損。杯部外面下端に稜を持つ。 目線端 部横 ナデ。 目線部外面へ ラ削 砂粒・石英・雲母・ P 33　 50％

2　 土 師 器 B　 （6．2ラ

！

目線部は若干内攣 して立 ち上がる。 り後 ，ナデ。杯部下端 ㌦脚部 との接 白色粒子 P L 39

合部付近ナデ。杯部内面へ ラ削 り後，

ナデ。

にぷい黄褐色

良

床面

偽　　 称 A　 ［16湖 脚部欠損。杯部外面下端に稜を持つ。 目線部脾巨 外面ナデ。杯部外 面下半 砂粒 ・石英 P 34　4 0％

3　　　 土 師 器 B　　　 5．6 ロ縁部は外傾 して立ち上が り， 目線 以下へ ラ削 り。杯部内而底部付近 は 赤褐色 覆土中層

端部付近で若干外反す る。 剥落が激 しく調整不明。 普通

堵 Å　　 17．3 目線部′一部欠損。平底。体部は扁平 な 口縁部「J 体部外面下位ナデ。体部下 砂粒 ・石英 ・雲母 P 3 5　90％

土 師 器 B　　 15．3 球形で，中位に最大径 を持つ。ラ　頭部は 端手持 ちへ ラ削 り。日経部 ㌦頸部内 にぷい褐色 P L 39

4
C　　　 3．6 くの字状 に屈曲する。目線部は外傾 し 面へ ラ削 り後，ナデ。頚部 内面下位 良 覆土中層

［璃衷端部付近でほぼ直立する。 に輪積み痕を残 し，指頭庄痕。体部

内面剥落が激 しく調整 不明。 口縁部

内 e外面 ・休部外面赤彩。

外面窯斑　 有

柑 A　　　 7．6 完形。平底。休部は算盤玉状を里 し 汀線端部横 ナデ。 汀縁部 ㌦休部外面 砂粒・石英・スコリ P 36　 100％

5　 土 師 器 B　　　 9．1 ている。〕頚部は くの字状 に屈曲する。 ヘラ削 り。 ロ縁 部内商へ ラ削 り後， ア牒拓 P L 39

C　　　 3．1 ロ縁部は外傾 して立 ち上が り，目線 ナデ。休部内面ナデ。底部内面へラ にぷい橙色 覆土中層

端部に面取 りを施す。〉 削 り。 普通

小 形 婆 Å　　 10．3 ロ縁部一部欠損 だ　平底 。体部 は内攣 目線部内 e外面横ナデ持体部外面ナデ蔦 砂粒 0 白色粒子 P 38　 90％

6　 土 師 器

E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

B　　　 7．9 して立ち上がる。〕頚部 は嬢やか に屈 休部 下端手持 ちへ ラ削 り。休部内面 にぷい黄褐色 P L 39

C　　　 5．0

2

曲する。）目線部 は若干外反 して短 く

立ち上がる。

l

pv一一部剥落，ヘラ削 り。

を

良 覆土中層

口縁～底部一一一部欠損。平底。〕体部は縦

長の算盤玉状を呈している。頚部内面

に稜を持つ。頭部は緩やかに屈曲する。

目線部は外反して立ち上がる。

［］緑部内の外面横ナデ。休部外面へ

ラ削り。頭部内面下位に輪積み痕を

残し指頭庄痕。体部内面上半へラ削

り後，ナデ。体部内面下半ナデ。

砂粒・石英や雲母

にぷい褐色

良

P39　50％

P L39

休部外面炭化物

付着

縄目、．層

図 版 番 号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 す直 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ k m ）　　　 幅 k m ）　　　 厚 さ k m ） 重 量 （g ）

第 1 3 図 8 不 明 鉄 器
1 1・2　 日 0 8 5 ！ 0 ・4 5

2 2 ．6 中 央 付 近 覆 土 下 層 M l

第感考健贋跡（第14回）

位置　調査区域の北部，B勘　区。第　号住居跡の南側に位置する。

規模と平面形　長軸」1．60111，鯨油工15Illの長方形である。

主軸方向　N－lLiy一一W

壁　壁高はユ　～渕cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　壁溝はそれぞれの壁を巡るが∴西コーナー及び南コーナー付近で途切れる。断面はU字形で学　士幅14

～26cm，下幅4～13cm，深さは1ト摘cmである。

床　ローム質で，、日月である．、了炉からP5にかけての中央部が踏み固められているご

炉　北西壁寄り汐　PlとP4の中間に位置する。長径82C恥　短径51cmの楕円形で，深さは17cmの地床炉で

ある。炉の長軸は，住居跡の主軸とほぼ一致する。炉床は，熱を受け硬化している。

炉土層解説

1　橙　　色　　焼土中ブロック多蔓，粘性・しまり弱

2　暗褐色　　廃土粒子少量

3　褐　　色　　ローム粒子e炭化粒子少量，焼土粒子微量

－25－



貯蔵穴　南コーナー部に位置する。長軸70cm，短軸61cmのやや丸みを帯びた長方形で，深さは26cmである。底

面は平坦で，断面は長方形である。

貯蔵穴土層解説

1灰　褐　色　　ローム4、ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量

2　橙　　　色　　焼土大ブロック多量，炭化物少量，粘性・しまり弱

3　にぷい赤褐色　　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・焼土中ブロック少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は各コーナー寄りに位置し，主柱穴である。平面形はP4が不整

円形，その他は長径26、30cmの楕円形で，深さは34～40cmであるo P5はP2，P3のほぼ中間に位置し，

長径38cm，短径30cmの楕円形で，深さは16cmであるO出入り口施設に伴うピットと思われる。P6は，南

東壁に接する。直径23cmの円形のピットで，深さは16cmである。補助的な柱穴と思われる。

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積し，自然堆積と考えられる。

旦24．4m

旦24．2m

第14図　第6号住居跡実測図
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第15図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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土層解説

1黒褐色　　ローム粒子・壌土小プロノク少量　　　　　　　　　　　　　4　にぷい褐色　　ローム大ブロック中童，ローム中ブロック茂化物少量

2　黒褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量　　5　灰褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・壌土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック機土中プ　　6　褐灰色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック磯土粒子少量

ロック・炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　　ローム粒子多量

遺物　土師器片379点，土製品1点（土錘）が出土している。北西壁および南東壁寄り，覆土の中から下層に

かけて多く出土している。第15図2～5は高杯である。2・3は北コーナー部の床面付近から，脚部を向かい

合わせにして，横位の状態で出土している。4は南寄りの覆土中から出土し，脚部を欠いている。2～4は，

器形・胎土及び調整の手法が類似し，セット関係をなすと思われる。6・7は相である。6は，東コーナー付

近から横位の状態で，7は炉の付近からほぼ正立した状態で，それぞれ覆土下層から出土している。第16図8

の壷は，口縁部及び底部が北西壁寄りの床面上4、5cmの位置から逆位の状態で出土しているものの，破片は

広く分布している。破片の垂直及び平面分布をみると，住居の廃絶後に投棄され，第3層の流れ込みに伴って

破片が分散した可能性がある。第15・16図9～11は聾で，いずれも胴部下半以下を欠いている。ほぼ同じ器

形であるが，ロ縁の立ち上がりが異なる。9は南東壁際の床面上10cmの位置から横位の状態で，第15図10・

11は炉の北側の床面上から逆位の状態で，それぞれ出土している。第16図12の球状土錘は，貯蔵穴の覆土中

－28－
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第16図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）
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からの出土である。

所農　本跡の時期は　出土した土器の特徴などから夢　倣妃前半　考えられる。

第6号住屠跡出土遺物観察衷

議 諒 可 器　 経 計測値 毎 ラ 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 附 扱＋ 桓 … 掛 鵬 日 清　 考

第ヱ5図　　　 椀　　 Å　 ［隠滅 ロ縁部 ～底部 一部欠損。平底。体部　 口縁部 ′㌦休部外 面ナデ。 打線部外面　 砂粒をスコ　 アも石　 ㌘補　 職％

l　　 土 師 器　 B　　　 5諭 からロ縁 部にかけて内攣 しなが ら立　 に輪積み痕を残す。体部外面 下端 に　 英や長石 覆土下㌦中層

C　　　 壇。8
i

ち上がるゎ　　　　　　　　　　　　　　　 棒状ハt 巣に よる痘痕む　冒綾部 ～底部　 にぷい褐色

内面ナデ8　　　　　　　　　　　　　　　 普通

高　　 塚　 Å　 ［摘。融 庫部一部欠損。脚部 はノ　の字 に外辰　 口緒部外 商ノ㌔ケ 冒調整後　 横 ナデ。 砂粒 を白色粒子　 ㌘射　 貼％

土 師 器　 B　　 ヱ説5 して広がる。棒部外面下端に稜を持つ。 捧部 ～脚 部外商 へ ラ削　 。抑 端部　 にぷい黄色　　　　 P L 誹

！　　　　　　　　　 ＝　　 †1．ヰ ロ嫁部は外傾　〆て立 ち　 がる。　　　　 内 の外商横ナデ。稀部内海上半横ナデ。 良　　　　　　　　 床面

底部鵜 ラ削 娠　 脚部内面 は輪積み痕 外面黒鉦有

を残 し夢　未調整。

晶　　 棒　 Å　　 ヱ軋逢 稀部 を脚部一部欠損。脚部は柱状 を　 打線 部内 お外面横 ナデ。稀部～脚部　 砂粒eスコ　 ア　　 ㌘般　 繍％

3　 上欄 欄 は ＋ 霊 里 しタ　卿端部 を強 く外反 させる。棒　 へラ削 り。郷端部内 の外商 ヨコナデ。 にぷい黄橙色　　 P L 渕

部下端に稜を持つ。ロ綾部は外 醸 し　 脚部内面上半ナデ。・下半へ ラ削　 後　 普通　　　　　　　 床面

て立ち上がる。　　　　　　　　　　　　 ナデ捨　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面窯鮒

蔑　　 称　 見　 目7湖 棒部の破 片。打線 部は若干内攣 して　 目線端部横ナデ㌶棒部 新海 ′ケ自訴　 砂粒・スコリア虜石　 ㌘職　 滋％

土 師 器　 B　　 は 凍 立ち上がる。　　　　　　　　　　 整複　 ナデ。棒部 内面へ ラ削 を後 ， にぷい黄橙色　　 覆土中層

ナデ。　　　　　　　　　　　　　　　　 良

高　　 捧　 A　 l l。0

土 師 器　 B　　 は ．郎
5

！

i反する。　　　　 麿 瀾 腑 〕＋ ＋ 麿 瞞 ；

相　　　 見　　 9。ヱ
完形。体部は横厳の球形で、中位 に ロ縁部内 。外乳 頭部外面 ナデ。体 醜 さ石英のスコリ序 縞 踊 ％

6 「摘 牒 膵 ＋ ㌶

I

最太径 を搾り。頚部は緩やか に屈曲　 部外面へラ削　 後　 〃ル”ふ部 ナデ。休部　 アタ長石　　　 圧 し＿rラ

する。 ［コ綾部は外傾 して立ち上がる。フ　内面ナデ。底部内海へラ削 り。　　　　 にぷい橙色　　　 覆土下層

普通

畑　　　 ∴　　 頼．り
目線部…諭部欠損。丸底。体部は横 畏 口縁部内 やタ摘 横ナデ。休部外商上半 砂塵きスコリア。詔 ㌘媚 損％

土 師 器　 B　　 はゑ1 の球形で賢　中位に最太径を持つ。頸　 ナデ。体部外南下半へラ削 娠　 頭部内　 色粒子　　　　　　 ㌘L 爛

部は くの字状に屈曲する。日露 部は　 面下位に指頭庄痕 ′　休部内面ナデ。底　 赤褐色 覆土下層

外傾 して立 ち上がる㌶　　　　　　　　 部内面へラ削 り。　　　　　　　　　　 良

第16国　　　 東　　 A　 i8誹 休部一部欠損 。平底 。休 部は縦長 の 「汀線部 内 の外商横ナデ。頚部外 商へ　 雲母e白色粒子や長　 P 媚　 弼％

土 師 器　 B　　 3銑 3 球形でタ　中位 に貴大径 を持 つ。頚部　 ラ削 娠　 体部外面上半ナデ。体 部外 石　　　　　　　　　 P L 誹

8　　　　　　　　　 C　　　 ㌫8 は緩やかに屈 曲する。 日経部 は外 反　 面下半へ ラ削 り後学　磨 き。休部 下端　 黒褐色　　　　　 外面炭化物付着

して立ち上が 軋　 複合口縁状である。 ヘラ削 。体部内商剥姥が激 しく調　 良　　　　　　　 床酢 ㌦覆土中層

整不明。

嚢　　　 A　 l説 6 底部 欠損。体部 は球形 で　 中位 に最　 目線部内 の外面横 ナデ。体部外 面へ　 砂粒を石英もスコリ　 ㌘媚　 閥％

9　 土 師 器　 B （2摘

第ヱ5回　　　 婆　　　 Å　　 ヱ乱6

太径 を持 つ。頚部 は くの字状 に屈 曲　 ラ削 り後テ　ナデ。体部 内面上半 へラ　 アキ雲母の長石　　　 P L 購

する。ロ縁部は外傾 して立 ち上がる。 削　 夜 ナデ。その後 一一”み一ル部指頭庄痕。 にぷい褐色 外面炭化物付着

体部内南下半ナデ。　　　　　　　　　 良 覆土中層

体部下 半以下欠損。休部は縦長の幾　 日縁部内 ぜ外商横ナデ。頚部内面ナデ　 砂粒せ石英をスコリ　 ㌘4 9　50％

ヱ0　 土 師 器　 B　 触 5ラ

嚢　　　 A　　 は 7

形 と推定 され る。頚部は緩やかに屈　 後　 下位に指頭庄痕。休部外商上半ナデ。 アぁ長石　　　　　 ㌘L 購

曲 し　 内面 に稜 を　 つ。目線部は若　 体部外面下半へラ削 。体部内面ナデ 橙色　　　　　　　 床面

干外反 して短 く立ち上が る。　　　　　 後学・一滴 へラ削　 キ指頭庄痕。 普通

体部下半以下欠損。体部は球形　 推定 ［二線 部内 を外商横 ナデ。体部外面へ　 砂粒 もスコ　 ア　 ㌘渕　 鵬％

まま　　 土 師 器　 B　 をヱ2。7う される。頚部は　 の字状 に屈曲す る。 ラ削 り後タ　ナデ。体部内商 ナデ後学 橙色　　　　　　　 床面

日綾部は外博 して短 く立ち上がる。〕　 一一一一一部指頭庄痕。　　　　　　　　　　　 普通

図版番号　 種 別　 径k m 一 言 盲ノ、り　　　　　　 † 重量 施 ラ　 出 土 地 点 i 備　　 考
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第7号住居跡（第17図）

位置　調査区域の北西部，C2a7区。

規模と平面形　南西壁側が調査区域外にかかる。長軸3．72m，短軸（3．17）mで，平面形は方形または長方形

と考えられる。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は37～48cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁際を巡り，断面はU字形である。上幅2ト31cm，下幅8～13cm，深さは5～12cmである。

床　ローム質で，若干起伏がある。P4から炉にかけて踏み固められている。

炉　北西壁寄りに位置する0長径74cm，短径39cmの楕円形で，深さは8cmの地床炉である。炉の長軸は，住

居跡の主軸より若干東側をさす。炉は，床面を浅く皿状に掘り込んで構築されており，炉床に焼土が堆積する。

炉床面は，熱を受けて硬化している。

炉土層解説

1暗　褐　色　　焼土粒子中量，炭化粒子少量

2　にぷい褐色　　焼土粒子多量，粘性・しまり弱

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径32cm，短径26cmの楕円形で，深さ14cm，P2は直径28cmの円

形で，深さは16cmである。掘り込みが浅いが，コーナーに寄った位置にあるため主柱穴と考えられる。P3・

P4は，それぞれ南東壁寄りに位置する。P3は長径34cm，短径20cmの楕円形で，深さは28cmである。壁側が

上240聖lユニ』
1
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緩やかに外傾して立ち上がるため，出入り口施設に伴うピットと思われる。P4は径41cmの円形で，深さ20cm

である。性格は不明である。

覆土15層からなる。覆土下層から中層にかけて，炭化物が出土している。レンズ状に堆積するため，自然

堆積と思われる。
土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・同粒子少量

2　黒　褐　色　　ローム小ブロック・同粒子少量

3　黒　　　色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，粘性・しまり弱

5　褐　　　色　　ローム粒子中量，砂粒少量，粘性弱

6　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

7　褐　　　色　　ローム粒子中量

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11褐　　　色

12　褐　　　色

13　褐　　　色

14　にぷい褐色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子多量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，炭化物微量

ローム粒子多量，炭化物少量，焼土粒子微量，

粘性強

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子多量

8　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量，粘性強　　　　15　褐　　色　　ローム粒子多量

『甘
第18図　第7号住居跡出土遺物実測図

5cm

巨二　l　　＿」

－31－

1°cl¶

L＿＿＿＿＿⊥＿　　」



㌧　　・′㍉　　　　′′・　　　　・′′　　　、二　　、　　・一ノ′　′・′　・　　　　　′　　　．．　　．，

′・′　ノ′　、‾　　　・、′′　　　　　　、、′ノ′・、　′　　・　ニ　ー　　　ノ．　　　′．′〉　′　　′

、　′、・－∴　＼　　　　　ノ　、　　　　　　　′、‥′　．　、′：′こ・一　′′　　′　　　　　　　　　．・　′′

された可能性がある。　ほ㌘3と壁の間の床面上から汐　は調査区域際の床面上納航mの位置から　それぞれ

ノハ′、＼　　　　　′　　′　．　　′　　　　二・　　　　′・　′　．．、∵′　、．′　　　　．　　一

m：′　‘、．’　ノ、′　　　　　′　　　　　　　ノ　　　　　　、　′　、　　′　二

′　‾　　′、　　　　　　′　　　＼、　　　　　　　　　　　　　　、・一　モ　　　　　ノ

．　　　　′　入　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　’二　′　′　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

∴　′・・・　　ノ　、　　　　　／　・・・′　　、　　　　　　　　　　　　′　　′

．　　′、．．′′・一　一∴1ノ　ノ十′

図版番号匝　 橙 計測値km） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　　 恒 を棚 減可　 備・ 嶺

第且8図　　　 椀　　　 Å　　 9。6 ロ縁部一部欠損。平底㌶体部から日　日緑部内e外商ナデ。体部外面上半　砂粒eスコ音律・雲　 ㌘腑　粥％

且　　 土師器　B　 軋8 緑部にかけて内攣して立ち上が軋　 ナデ。体部外面下半へラ削　ジ休部　母　　　　　　　 ㌘L4．をラ

C　　　 3．ヱ 目線端部をほぼ垂直につまみ上げる。内面パケ冒調整。休部外商上半に赤　灰黄褐色　　　 床面

辛痕五十　　　　　　　　　　　　　 良

i

高　　 捧　Å　 1臥8 脚部一一一部欠損。脚部は柱状を里し言圧硝摘猶い外層磯ナデ。棒部～卿部外　砂粒　　　　　 ㌘封　鋪撃ら

土師器　B　　 摘む9

D　　 且2．2

卿端部は外反して広がる。打線部は 商へラ別　種　ナデ3 卿端部横ナデ。にぷい橙色　　　 P L舶

外傾して立ち上がる。　　　　　　 杯部内商ナデ。脚部内面ナデ。捧部　良　　　　　　 床面

内を外商，脚部外面赤彩。

高　　 年　Å　　 ユ凱後 郷部欠損。打線部は外傾して立ち上　口緒部内ザ外商横ナデ。埠部内e外　長石　　　　　　 ㌘52　55％

3　　　 士朗日算「B＋ （㌢習 がる〇　　　　　　　　　　　　　　 面へラ削　後　ナデむ稀部内の外商　 にぷい橙色　　　 床面

脚部外商赤彩。　　　　　　　　　　 良

高　　 林 Å　　 摘。3 脚部欠損。棒部外商下端に稜を持つ討守男壕部内あ外面ナデ。体部夕滴へラ　砂粒・スコ嘗ア　 ㌘53　粥％

土師器　 B　　摘。7う打線部は若干外反して立ち上がる。　 削 。捧部内面ナデ。　　　　　　 明赤褐色　普通　 ㌘L購

外面黒錘有　　　 宵士下層

柑　　　 Å　　 臥6 完形。丸底。体部は扁平な球形で営　口縁部内さ夕摘 ナデ。体部外南へラ　石英。雲母も長石　 ㌘浦　は％

5　　 土師器　B　 軋2 中位に最太径を持つ。頚部は　の字　削 。体部内面上半指頭庄痕。体部　にぷい褐色　　　 P L射

状に屈曲する。冒縁部は外傾して立 内面十半ナナ　　　　　　　　　　　 良　　　　　　　 床面

ち上がる。

堵　　　 Å　　 紋8 目線部一部欠損。平底。体部は扁平　日経部内を外面ナデ。体部夕滴へラ　砂紅スコリア磁石　㌘57　95％

6 i土師器樟3 1椚 な球形で　 中位に最太稜を持つ。頚　削 。頚部内面下位に指頭庄痕。体　灰褐色　普通　　 ㌘L射

C　　　 2。5 部はくの字状に屈曲する。打線部は　部内商ナデ。底部内面へラ削り。　　 タ浦窯斑有　　　 床面

外傾して立ち上がる。

緒　　　 Å　　　 凱4

十帥器　H　　 LL7

7　　　　　　　　　　 だ　　　 5誹

体酢…㌦部欠損。∋平底。休部は倒卵形　口縁端部横ナデ。打線部㌦体部夕浦上　長石　　　　　 P58　80％

を呈Lダ　上位に最太径を持つ。頚部　半パケ昌調整後，ナデ。体部夕滴下半　にぷい褐色　　　 P L姐

はくの字状に屈曲する〇日緑部は外　ナデ0 ロ縁部内商ナデ0 頚部内面下位　良　　　　　　 床面～像士下層

傾し9　端部付近でほぼ直立する。　　 に指頭庄痕。体部内商剥姥のため調整

不明．＝緑部・休部外面小首

緒　　 B　　汀裟第

8　　 土師器　C　 裟6
i尋

日高端部実損＋辛吠＋休部は積長の球　目綾部＼休部外面ナデ　休部外面下　砂粒・長石　　　 P59　8帖

形で　中位に最太径を持つ㍍頚部は　 端へラ削　0 日縁部内商ナデ。体部　明赤褐色　　　 床面～覆土下層

の字状に屈曲し　内面に稜を持つ。日　内面剥産が激しら　調整不明。打線　普通

揺部はタも博して立ち上がる。　　　　 部内も外風　体部外商赤彩。

広　口壷　Å　 「軋鋸

土師器　 B　　C 。鋸 ；

目線部から休部上半部の破片。頭部　打線凱 体部内も夕摘ナデ。　　　 砂粒もスコリア3白　㌘6ユ　35％

ま緩やかに屈曲する。ロ縁部は短く　　　　　　　　　　　　　　　　 色粒子　　　　　 床面

ズ外反して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 痍黄褐色　良

醐拷 ㍑　 別」＿」 工二 三 ＝＝ 至＝ ヨ

備　　　　　　　　　　 考田号　　　　　 長さ廟 幅kmj　 摩さ廟　 重量廟　　 出土地点

勘綱川　　刀装　具　　　紘まう 鉦ユ）　 掩ギ封＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿i 橘ゆ鋸　 南側覆土下層 MJ　鞘自余具？

－32－



第8号健贋跡（第19図）

位置　調査区域の北部，C4bl区。

規模と平面形　北東コーナー及び東壁の一部が撹乱によって破壊されている。長軸5。射m，短軸5。08mの隅

丸方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は17～26cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝壁際を巡り，断面はU字形である。上幅12～24cm，下幅4～10cm言采さば4㌦8cmである。

床　ローム質で，平坦である。中央部は踏み固められている。

炉　北壁寄りに位置する。長径130cm，短径75cmの不整楕円形で，深さ10cmの地床炉である。炉の長軸は，住

居跡の董卓由と直交する。炉は床面を浅く掘り込んで構築され，炉床面は若干の起伏がある。炉床は火を受けて

硬化している。

炉土層解説

1　暗褐色　　焼土粒子微量

貯蔵究　南壁際東寄りに位置する。長径50cm，短径39cmの楕円形で，深さは30cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子中量

ぽッ紅　6か所津「＋Pの。Pl～P射ま各コーナーに偏って位置するためタ　主柱穴と考えられる。長径23

㌦36cm，短径ヱ9～25cmの楕円形で，深さは16～37cmである。P5は中央都南壁寄りに位置し，直径32cm

の円形で　深さほほcmである。出入り口施設に伴うピットである。P6は，P3と酋壁の中間に位置し，長

径20C恥　短径16cmの楕円形で　深さは祝mである。補助的な柱穴と思われる。

積立　6層からなる。ロームブロックを含む層が多くみられ芦　人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム小ブロックeローム粒子虜化粒子少量　　　4　明褐色　　ローム粒子多量

2　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・炭化物　　5　黒褐色　　ローム粒子多鼠ローム太ブロック・ローム小プロ

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツク・炭化物少量

3　黒褐色　　ローム太ブロック。ローム中ブロックも炭化物少量　　6　褐　色　　ローム小ブロック多義

遺物　土師器片4織蕪，弥生土器片9点，土製品主点（士錘），剥片2点が出土している。第20図1は椀の目

線部で，北西壁際の床面上から出土している。2の壷は，貯蔵穴中から破片の状態で出土している。緩やかに

外反する単目線と，平底の底部を有する。精選された胎士が使われ，外面には精緻な調整が施される。3・

485も壷である。射ま，南東コーナー付近の床面上5cmの位置から，正位の状態で出土している。6は小型

の聾である。炉の上面より出土している。外面には火を受けた痕跡が認められる。7は，十王台式土器の壷で

ある。覆土下層から床面上にかけて出土し，第9号住居跡の炉2から出土した破片と接合する。出土した十王

台式土器は，第9号住居跡も含め壷の上半部の破片が多い。これらは，土師器とほぼ同じ土層から出土してる

ことから，供伴していると考えられる。

所凰　本跡の時期は，出土した土野から3世紀未から4世紀初めと考えられる。
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第相聞　第　号健應跡実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二二二ニー二二二二三

0　　　　　　　　50cm

』二二二』

図版番号 器　　 種 計測値k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第20回 椀 Å　 ［20．2］ 日綾部の破片。口縁部は外傾 して立 目線部内 ・外面丁寧なナデ。 砂粒 ・スコリア P 65　 25％

1 土 師 器 B　 （4．5） ち上がる。 にぷい橙色 普通 床面

2

二土ご雪貰 A　　　 9．1 休部一部欠損。平底。休部は横長の 日縁部内 ・外両横ナデ。頚部㌦休部 長石 P 63　 70％

土 師 器 B　　 ll．8 球形で，中位に最大径を持つ。頚部 外面上半パケ目調整後，丁寧なナデ。 にぷい褐色 P L 41

C　　　 5．3 は緩やかに屈曲する。ロ縁部は外傾 体部外面下半へラ削り後，丁寧なナデ。 良 貯蔵穴覆土中

して立ち上がり，端部付近で若干外 その後一一部磨き。つ　頚部内面ナデ。体

反する。） 部内而剥離のため調整不明。

3

壷 A　 ［17．4］ ＝縁部の破片。）日縁部は折り返しで， 甘縁部内 ・外面横ナデ。）折り返し日 砂粒 ・スコリア P 64　 15％

土 師 器 B　 （3．7） 外傾して立ち上がる。j 縁の下位はパケ昌調整。 にぷい橙色 普通 覆土中層
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第20図　第8号住居跡出土遺物実測図（1）
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第21図　第8号住居跡出土遺物実測図（2）
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0　　　　　　　　2cm

L⊥＿＿＿＿＿∃

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第20図∃王B　［33．5］休部から底部の破片。平底。体部は休部外面上半ナデ。体部外画下半ハ砂粒・白色粒子P68　40％
4土師器C　　　9．8扁平な球形で，中位に最大径を持つ。ケ目後，ナデ。休部内面ナデ。橙色

良

覆土下層

5

壷B　（13．2）休部から底部の破片。平底。休部は休部外面パケ目調整後，ナデ。休部砂粒・白色粒子P69　40％
土師器C　　　7．0球形と思われ，中位に最大径を持つ。内面剥離が激しく調整不明。にぷい黄褐色

良

覆土中層

6

小形要B　（5．9）ロ緑部・底部欠損。休部は球形を呈す。体部外面ナデ。体部内面ナデ。砂粒 P67　40％
土師器 頚部は緩やかに屈曲し，内面に稜を

持つ。
にぷい黄褐色

普通

炉上面

第21区l宝EA　［14．7］口縁部から頚部の破片。頚部は横や口綾部4本一単位の櫛描波状文。ロ緑砂粒・雲母P7115％

7

弥生土器B　（19．5）かに屈曲する。ロ緑部は緩やかに外部と頚部の境界に刺突文。頚部は4本にぷい黄褐色PL41
反して立ち上がり，端部にヘラ状工一単位の平行洗練で区画し，間に4本良 床面、覆土下層

具によるキザミ目を施す。 一単位の櫛描波状文を充填する。内面

ナデ。

第9号住居跡炉

覆土中
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空 堅 ！器　 種 計測値毎扉　　　　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 賠日 掛 離 日 備　 考

第2且図　　　 壷 B　　 は ．ユ　 ロ縁部の破片。目線 部は外傾 して立　 目線部外商に4・奉…一単位の櫛措波状文。ラ砂粒 1 白色粒子　 T P J

S　　　 弥生土器 ち上が りタ　端部 にヘラ状Y．t 具 による　 内面ナデ。 にぷい黄褐色　　 床面

キザ ミ昌を施す。 良

☆箋芝 B　　 を 。郎　 口綾 部の破片。 ロ揺部 は若干外反 し　 ロ縁部外商に　 奉…d単位の櫛措波状文3 砂粒 ・白色粒子　 T P J

リ　　　 弥生土器 て立 ち上が り　 端部 にへ ラ状丁晃 に 内面ナデ㌘ にぷい黄褐色　　 覆土下層

よるキザ ミ目を施す。 良

壷 B　 （ 。鋸　 休部の破片。内攣 して立 ち上がる。　 上位に櫛描波状文 官　下位 に附加条一 砂粒　　　　　　　 T P 5

m　　　 弥生土器 種 （附加 1 条）の縄文を施す。 橙色　　　　　　　 覆土下層

普通

てこたご雲芝 B　 （ さ封　 体部の破片む若干内管 して立ち上がる。 上位に　 奉一一単位の櫛描波状文夕　下 砂粒 や白色路 子　 T P 6

H　　　 弥生土器 位に附加 発一種 （附加 ユ条）の縄 文 にぷい黄褐色　　 覆土下層

を施す。 普通

図版番号 種　　 別

i

計　　　　　　 妄、増　　　　　　 す
登量廟　　 出 土 地 点　　 備　　　　 考

径行mラ　　　 蔑 抽 m） 孔圧ししⅦ〕

第2ヱ図ま2 球状士錘
38ユ i 3 e且

い．丁
25ゆ4　 極 酋壁寄り覆紺 碧＋ 巨 則

図版番号 種 別 長さk mラ　 幅ねm言 ； 摩抽 mラ　 重畳摘 ラ　 出 土 地 点
備　　　　　　　　　　 考

第 胤 項 剥　 片 i e6 i e7 i e5　 日 潤　 穫土中
Q 2　黒曜石

摘　 剥　 可 104 i ・9 i ゥ3　 恒 潤　 覆土中 Q 3　黒曜石

一一一　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′

ハー　′　　　一

重複関係　第19号溝が本跡の覆つ二を掘り込んでいることから，本跡の方が古いし、

規模と平面形　長軸6．60nl，短軸5．69mの隅丸長方形である。

主軸方向　N二39し－lPFH一一W

壁　壁高は171＼∴15じmで，外僻して立ち上がるし〕

壁溝　壁際を巡り，断面はU字形である。上幅1・ト37cIll，下幅5、r13clll言策さは9－つ五Illである。

′、　　　一　‾　′・・′・　　　　、′・　　′　　ノ　　・ノノ

・ノ　　　　ノ　′・　　　　　　ノ　　ー＿　　′　　　　　　　　　　′ノ　　　／・・Jノ′　、・　　　．・　・ニ／J　ノ　′

を壊して構築されていることから’，炉，1→炉2の順である．

′′、　　　ノ・　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　一

径57C肛　妃律謂eIllの楕円形で言策き9cillの地床炉である。炉の長軸は，住居跡の主軸とほぼ平行している、一、－

炉2からタ　お産の十王畜式土器片が長軸方向に約錆cmの間隔をお凱　向かい合わせに立てられた状態で出

土している。廃土は　この土器の間に多　堆積して折る。炉床面は　火を受けて硬化している。層位は第　層

が炉1，第2＼ノーi層が炉2の覆土である、－、

炉土層解説

且　暗褐色　　炭化粒子少量

2　明褐色　　焼士粒子多量

3　暗褐色　　焼土中ブロック少量

4　褐　　色　　廃土粒子中量

．・　　　′　　　・　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　‥ノ　　　　、′　．

深さは25cillである．、、、．

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

clllの上川ラで，深さは（は＼六m了ごある．I）5は，貯蔵穴西側の南東壁寄りに位置する。つミ経26C町　短径18ml

…37－



の隅丸長方形で，深さは39cmである。壁側に外傾して掘り込まれているので，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土　22層からなる。第1、2層は第19号溝跡の覆土，第2ト22層は貯蔵穴の覆土である。床面直上に焼土が

堆積している。ロームブロックを含む層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，しまり弱　4　暗褐色　ローム小ブロック・同粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中量，しまり弱　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム中ブロック洞粒子中量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック渦中ブロック　6　暗褐色　ローム粒子中量，赤色粒子微量，粘性・しまり弱

微量，しまり弱　　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

－38－
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8　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

9　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ロトーム小ブロック少量，粘性・しまり強

10　褐　　色　　ローム粒子多鼠粘掛しまり強

11暗　褐　色　　ローム粒子少量

12　暗　褐　色　　砂粒少量，ローム粒子微量，しまり弱

13　褐　　　色　　ローム中ブロック・同拉子中鼠ローム小ブロック微量

14　にぷい褐色　　ローム粒子中鼠ローム′トブロック・砂粒少量

15　褐　　　色　　ローム小ブロック・同粒子中量

16　極暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量

17　暗　褐　色　　ローム粒子・同中ブロック少量

18　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

19　にぷい褐色　　ローム粒子中量

20　橙　　　色　　焼土小ブロック・同粒子多量

21暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

22　褐　　　色　　ローム粒子少量

A24．。m

瑞や町。5。。m
l i i

第23図　第9号住居跡炉実測図

遺物　土師器片517点，弥生土器片4点，土製品1点（土錘），ガラス小玉1点，須恵器片1点が出土している。

第8号住居跡第21図7の十王台式土器は，破片の一部が炉2内からも出土している。第24図2・3は弥生土

器壷の上半部である。2は南コーナーの床面直上から正位の状態で，3は北東壁寄りの覆土中から出土してい

る。複合口緑で，装飾性の強い土器である。4・5は，単口緑の土師器小形壷である。4は東コーナー付近

の第20層（焼土層）上面から，5は貯蔵穴付近の床面から，それぞれ横位の状態で出土している。6・7は土

師器壷の上半部である。共に炉の北側の床面上から，正位の状態で出土している。6内の底面からは，ガラス

小玉が出土している。第24・25図8～10は土師器壷の底部である。第25国別は，貯蔵穴から正位の状態で出土

している。13は土師器小型嚢で，北西壁寄りの床面上から横位の状態で出土している。外面には熟を受けた痕

跡がある。14の土師器賓は，13の北側の床面上から逆位の状態で出土している。

所見　炭化材は見られないが，焼失住居と考えられる。2・3の外面の調整及び文様は，南関東の土器の影響

を受けているとおもわれる。本跡の時期は，出土した土器から3世紀末から4世紀初めと考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 24 図 椀 A　 ［24 ．1］ 口緑 部 か ら体 部 の 破 片 。 休 部 か らロ 口 縁 端 部 横 ナ デ 。休 部 外 面 丁 寧 なナ 砂粒 ・雲母 ・白色粒 P 72　 2 5％

1
土 師 器 B　 （ 7 ．0 ） 縁 部 に かけ て ， 若 干 内 攣 して 立 ち上

がる 。

デ 後， 一部 磨 き。 内面 ナ デ。 子

内面橙色 ・外面明赤

褐色　 良

覆土下層

2

∃互 A　　 2 1．5 体 部 下 半 以 下 欠 損 。休 部 は 球 形 で ， ロ 緑端 部 R L の単 節 斜 縄 文 。 口 緑 部 スコ リア ・長石 P 73　 60 ％

弥生土器 B　 （19 ．6 ） 中位 に最 大 径 を 持 つ 。 頚 部 は くの 字 外 面 に 羽状 縄 文 を施 し， 4 本 一 単 位 にぷ い褐色 P L 4 2

状 に屈 曲す る。 口緑 部 は複 合 口緑 で ， の棒 状 浮 文 を 4 か 所 に貼 付 。 ロ 縁 下 良 床面

外 反 して 立 ち 上 が る 。 口緑 端 部 に 而 端 に棒 状 工 具 に よる 圧 痕 。 頚 部 は 羽

取 りを施す 。 状 縄 文 を 2 段 施 し， 上 下 を S 字 状 結

節 文 で 区画 した後 ， 円 形浮 文 を貼 付 。

体 部 外 面 上 半 に 羽 状 縄 文 を充 填 した

連 続 山 形 文 を 2 段 施 し， 上 下 及 び 中

間 を S 字 状 結 節 文 で 区 画 す る 。外 面

赤 彩。

3

雲E A　　 17 ．4 ロ緑 部 か ら底 部 の 破 片 。 頚 部 は くの 口 緑 端 部 ナ デ 。 口緑 部 外 面 に網 目状 スコ リア ・長 石 P 74　 3 0％

弥生土 器 B　 （ 8．2 ） 字状 に屈 曲す る。ロ緑部 は複 合 口緑 で， 撚 糸 文 を 施 す。 ロ緑 部 下端 に布 を便 にぷ い褐 色 P L 42

外 反 して 立 ち 上 が る 。 ロ 緑 端 部 に 而 用 した キ ザ ミ臼状 圧 痕 。 □緑 部 内 ・ 良 床 面 ＼覆土 中層

取 りを施 す。 外 面 磨 き 。 体 部 内 ・外 商 ナ デ 。 頚

部 ・肩 部 に S 字 状 結 節 文 を施 す 。 ［】

緑 部 内 面 ・休 部 外商 赤 彩。
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第24図　第9号住居跡出土遺物実測図（1）
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第25図　第9号住居跡出土遺物実測図（2）
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⊂
第26図　第9号住居跡出土遺物実測図（3）
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第24図

4

宣E A　　　8．9 ロ縁部一部欠損。平底。休部は卵形で，ロ緑部内・外面横ナデ。頚部、体部スコリア・長石P75　95％

土師器B　　23．3 若干下位に最大径を持つ。頚部はくの外面上半パケ目調整。体部下半ナデ。褐色 PL42

C　　　5．0字状に屈曲し，内面に稜を持つ。ロ縁頚部内面ナデ。頸部下位に指頭庄痕。良 外面炭化物付着

部は媛やかに外反して立ち上がる。休部内面へラ削り。 覆土下層

5

∃互A　　lO．1ロ緑部一部欠損。平底。体部は縦長ロ緑部、休部外面丁寧なナデ後，一砂粒 P76　95％

土師器B　　13．5の球形で，中位に偉大径を持つ。頚部磨き。口線部内面横ナデ。体部内内面にぷい褐色 PL42

C　　　4．1部はくの字状に屈曲し，内面に稜を持面ナデ。 外面明赤褐色 内面炭化物付着

つ。ロ緑部は外傾して立ち上がる。 普通 床面

6

雪ぎB　（10．5）頚部から休部上半部の破片。頚部はロ緑部上端横ナデ。口綾部、体部内砂粒・雲母 P77　35％

土師器 くの字状に屈曲し，ロ緑部は外反し面ナデの後，一部に磨き。内面剥離にぷい赤褐色 PL41

ながら立ち上がる。 が激しく，調整不明。 良 床面

7

：弓王A　　16．7 口綾部から頚部の破片。頚部は纏やロ緑端部横ナデ。ロ緑部外面ナデ後，砂粒 P78　25％

土師器B　（6．7）かに屈曲し，内面に稜を持つ。口縁磨き。ロ綾部内面剥離が激しく調整不にぷい橙色 床面

部は強く外反して立ち上がる。 明。 普通

第25図 呈E B　（14．9）休部から底部の破片。休部は球形で，体部外面磨き。体部内面剥離が敵し砂粒・スコリア・P79　45％

8
土師器C　　　8．9中位に最大径を持つと考えられる。く調整不明。 長石

にぷい赤褐色

普通

貯蔵穴覆土中

9

壷 B　（11．5）ロ緑部、休部上半欠損。休部は卵形で，休部外面パケ目調整。底部にもパケ目砂粒・石英・スコリP80　35％

土師器C　　　8．0下位に最大径を持つと考えられる。を施す。休部内面剥経が激しく調整不

明。

ア・長石

にぷい褐色　良

床面

第24図 壷 B　（5．0）休部から底部の破片。平底。休部は休部外面ナデ。休部下端へラ削り。砂粒・スコリアP81　20％

10 土師器C　　　8．6球形と考えられる。 体部内而剥離が激しく調整不明。 にぷい黄橙色良床面

11

璽E B　（4．1）底部の破片。平底。休部は球形と考外面ナデ。内面剥経が激しく調整不砂粒・石英・スコリ

ア

にぷい黄橙色良

P82　25％

土師器C　　　9．1えられる。 明。 覆土下層

－42－



図版番号 器　　 種 計測値k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第25図 広　＝　壷 A　 ［9．3］ 目線部か ら休部上半部の破片。体部 ロ縁部外面に指頭庄痕後．ナデ。体 砂粒 ・スコリア ・ P 83　35％

土 師 器 B　 （4．7） は横長の球形 と考え られる。頚部 に 部外商 ナデ。［］緑部内面丁寧なナデ。 長石 床面

12 輪積み痕 を残 し，頚部内面 に稜 を持つ。

日経部は折 り返 し口線状に作 り，短 く

外傾 して立ち上がる。

体部内蘭ナデ。 褐色

良

13

婆 A　　 lO．7 日録部N・M・一部 欠損。体部 は球形で，中 目線 部内 ゆ外 面ナデ。）体部外面へラ 砂粒 P 84　95％

土 師 器 B　　 ll．8 位 に最大径 を持つ。頚部は くの字状 削 り。休部内面ナデ。 にぷい橙色 P L l l

C　　　 3．5 に屈 曲す る。 目線部は，輪積み痕を

残 し，外反 しながら立ち上がる。

良 炭化物付着

床面

襲 B　 （16滴 日録 部欠損。体部 は縦長の球形 で， 休部外面上半へ ラナデ。体部外 雨下 スコリア Ⅰ長石 P 85　85％

14
土 師 器 C　　　 6，5 中位 に最太径 を持つ。頚部は緩 やか 半へ ラ削 り後，ナデ。休部内面上半 にぷい橙色 P L l l

に屈曲する。 ナデ。休部内面へ ラナデ後，一一部へ

ラ削 り。）

普通 床面

嚢 Å　 ［14．8］ 底部欠損。体 部は球形 で，中位 に最 目線部㌦体部外商ナデ。目線部 内面 砂粒 ・スコリア P 86　射％

15
十 師 器 B　 （14．2） 太径 を持つ。う　頚部は緩やかに屈曲 し，

内面に稜を持 つ。目線部 は外傾 して

立ち上がる。

ナデ。体部内商ナデ後，一部へラ削り。 にぷい赤褐色

普通

床面

こことご笠E B　 （6．5） 体部の破片。若干外傾 して立ち上がる。 附加条一種 （附加 1 条） の縄文 を羽 砂粒 T P γ

16 弥生土器 状 に施す。内面ナデ。 にぷい黄褐色

普通

床面

壷 B　 （3．5） 頚部の破片。内傾 して立ち上がる。 上位 に棒状工具 による刺突文，下位 砂粒 T P 8

17 弥生土器 に櫛描波状文を施す。 にぷい黄褐色

普通

床面

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 植 i 出 土 地 点　 巨　　 考

径（cm） 長さ亘m〕 孔径（cm） 重量（g ）

第25図18 球状土錘 3．1 3．3 0．6 27．4
南コーナー付近床面　　 恒 9

19 ガラス小玉 0．45 0．35 0．15 0．06 床面　　　　　 i　 p L 54

図版番号 種　　 別
芦ナ　　　　　　 裏糾　　　　　　 す直 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（crn） 重量（g ）

第26図20 石　　 片 21．8 15．7 3．4 1880 北東壁際床面 Q 4　 ホルンフェルス

第65号健腰掛（第27図）

位置　調査区域の北西部，Blh9区。

重複関係　第27号溝が本跡の酋壁と覆土を掘り込んでいることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸（3。42）m，短軸3。20mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－21J－W

壁　壁高は43㌦50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ローム質で，平坦である。踏み固められた痕跡はなく，軟弱である。

尊堂　4層からなる。ロームブロックを含み，均質な堆積状況を示していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム太ブロック湖中ブロック湖中ブロック少量　3　褐　色　ローム太ブロック中鼠ローム中ブロック。同小ブ

2　灰褐色　　ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック・同中ブ　　　　　　　　　ロック少量

ロック少量，しまり弱　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム太ブロック・同中ブロック少量

所風　炉，柱穴等を確認できず，床面も軟弱であることから，長期間は使用されなかったと思われる。本跡の

時期を求めるのは困難だがタ主軸方向が隣接する第67号住居跡と一致することから，これに近い時期であろう。

－43－
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第酢考健贋跡（第28029回）

位置　調査区域の北西部タ　BljO区。

重複関係　第27号港と第28号溝が本跡の覆土を掘込んで構築されていることから，本跡が古い。

規模と平面形　北東及び南西コーナーを藩によって破壊されているがタ　長軸6。糾m，短軸6。36mの隅丸方形

である。

主軸方向　Nl一一20°．－W

壁　壁高は38＼・ムー1－3eillで，外傾して立ち上がるp

璧湧　壁際を巡り，断面はU字形である。上幅14～32cm芦　下幅4～12cm言策さは8～12cmである。

床　ローム質で，ほぼ平坦である。中央部は踏み固められている。

炉　PlとP4の中間，P8の西側に位置する。長径71cm，短径51cmの楕円形で，深さ12cnlの地床炉である。

炉の長軸は，住居跡の主軸とほぼ並行している。炉の底部は，火を受けて硬化している。

炉土層解説

1　暗褐色　　廃土粒子・炭化粒子中量

2　明褐色　　焼L粒子・炭化粒子多量，粘性・しまり強

ぽッ紅　9か所（Pl㌦P9）。Pl O P3・P4ほ各コーナーに寄って位置し，主柱穴と思われる。直径32

㌦62cmの円形で言宗さば40㌦64cmである。南東側の主柱穴は　第器号湛跡に破壊されたと思われる。P2　e

一一∠H一・一



P50P7は長径34～40cm，短径24㌦30cmの楕円形で言葉さば62～祁cmである。規模は小さいがタ　掘り込みが

しっかりしており，補助的な柱穴と考えられる。P80㌘9ほ，それぞれ南北に対になる形で資　壁寄りに位置

する。長径38～43cm，短径30～35cmの楕円形で言宗さば8～12cmである。掘り込みは浅いが芦　ほぼ主柱穴を結

ぶ線上に位置するため，補助的な柱穴と推定される。㌘6ほ南壁際芦　住居跡の中心より西側に位置する。直径

31cm，深さ30cmの円形のピットでタ　出入り口施設に伴うものである。

尊意17層からなる。レンズ状に堆積するためタ　自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　黒褐色

4　極暗褐色

5　黒褐色

6　暗褐色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　暗褐色

ローム粒子e赤色粒子少量

ローム粒子少乳白色粒子薇巌

ローム粒子少鼠牒－ム小ブロック微量

ローム粒子凋珪磯子少量，炭化粒子微量

ローム粒子・白色粒子少量

ローム粒子中量，赤色粒子徽軋粘性のしまり強

ローム粒子多量，赤色粒子微量

ローム粒子多義

ローム粒子さ炭化物少量，しまり弱

n

U

　

1

　

2

　

3

　

4

A

　

5

　

6

　

7

1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
－
1

暗褐色　　ローム粒子中量ふま　弱

褐　　色　　ローム粒子ゆ焼土小ブロックや廃土粒子少鼠粘性強

望
一
暗

褐色　　廃土粒子少量

褐色　　ローム粒子中量

黒　　色　　ローム太ブロック多鼠炭化粒子少量，粘性強

褐　　色　　赤色粒子少量

暗褐色　　ローム粒子中量

褐　　色　　赤色粒子微量

遺物　土師器片粥点　士製品　点　士錘）鉄片温点　須恵器片は慮　陶器片l薫が出土している。第溺ト

33図1・3＼6・9・10・12つ8・19・21・22・25＼こうⅢま，南コーナー付近の床面l二から覆土卜層にかけて

集中して出土している。　～鋸も　土師器椀である。　の　e鋸も　床面上から正位の状態で出土している。

2はタ　㌘3の覆土中から横位の状態で出土している。摘～蟻は　土師器器台である。北西壁際の床面上2㌦

12cmの位置から，14や15は横位の状態で言は正位の状態で出土している。脚部の特徴から，同じ器形と考え

られる。膵～2は　土師器増である。1ほタ　蟻の南側，同じ層位から横位の状態で出土している。目線部軋

折返し日経を模した作りとなっている。鍋はタ　㌘　付近から横位の状態で出土している。底部に「×」の線

刻が焼成前に施されている。23～25はタ　土師器の壷である。器の銅は　破片の状態で　炉と北西壁の間の床

面上から出土している。3個体とも折返し仁持豪である。

新風　遺物は2か所に集中的にみられタ　特に南コーナー付近では牽，高棒，紺などを一括して投棄したような

出土状況である。時期はタ　出土した土器から5世紀前半と考えられる。

第67号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第30図 椀 Å　　　 9．0 目線部一部欠損。平底。休部は横長 ロ緑部 内 の外面横ナデ。体部外面上 砂粒 ・白色粒子 P 87　 95％

1 士 帥 器 B　　　 6．0 の球形で，中位に最大径 を持 つ。 口 半 ナデ。体部外南下半へ ラ削 り。体 にぷい黄褐色 P L 4 2

C　　　 3。0 縁部は外反 して短 く立ち上がる。 部内商へ ラ削り。 良 床面

2

椀 A　　　 9．3 ロ嫁部一部欠損。丸底。体部は横長の 目線部 内 ・外面ナデ。休部外商上半 砂粒 P 88　 95％

土 師 器 B　　　 5。6 球形である。 ロ緑部は外反して短 く立 ナデ。休部外面下半へ ラ削 り。体 部 橙色 P L 4 2

ち上がる。目線部 に最太径を持つ。 内面へラ削 り後，ナデ。 普通 外商窯斑有

3

椀 A　 「乳質 目線部 ・体部一部欠損。丸底。休部 は 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面 へ 砂粒 ・白色粒子 P 89　 80％

士 師 器 B　　　 7．2 内攣 して立ち上がり，中位 に最大径 を ラ削 り。体部内面へラ削 り後，磨 き。 にぷい黄褐色 P L 42

持つ。）口縁部は短 くほぼ直立する。 底部内面付近ナデ。 良 床面

4

椀 A　　 ll。1 ロ縁部一部 欠損。平底。体部か らロ ロ縁端部ナデ。体部外商へラ削 り後学 砂粒・スコリア・雲 P 90　8 0％

士 師 器 B　　　 4．5 緑部へ緩やかに内攣して立ち上がる。 一部 にナデ。体部 内面へ ラ削 り後 ， 母・長石 P L 42

C　　　 4．0 ナデ。 にぷい褐色　 良 床面

5

高　　 士不 A　　 2私8 杯部一部欠損。 目線部は外傾 して立 口縁 部内両横 ナデ。杯部外商へ ラ削 砂粒・スコリア・石 P 91　7 5％

土 師 器 B　　 15，8 ち上が り，端部付近で緩やかに外反 り後，磨 き。脚部外面 へラ削 り。脚 英・雲母 P L 42

D　　 14．5 す る。脚部はハの字状に外反 して広 端部横 ナデ。杯部 内面 は器面が荒れ にぷい赤褐色 床面

がる。 調整不明。脚部内面に輪積み痕 を残 し，

パケ目調整 を施す。

良

－45－
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第67号住居跡実測図（2）

叫

0　　　　　　　　　　　　　　2m

叫　　T　　；　＿＿j

至i

0　　　　　　　50cm

L i　」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第30図 高　　 杯 A　　 17．5 杯部一部・脚端部欠損。杯部下端に □縁部内・外面横ナデ。杯部・脚部 砂粒・スコリア・雲 P92　62％

6
土師器 B　 （16．0）稜を持つ。ロ綾部は外傾して立ち上外面へラナデ。杯部内面へラ削り。母 PL42

がり，端部付近で緩やかに外反する。底面剥離が激しく調整不明。脚部内 にぷい褐色 床面上、覆土下層

脚部はハの字状に外反して広がる。 両輪積み痕を残し，指頭庄痕。 良

7

高　　 杯 A　　 20．2 脚部欠損。ロ縁部は若干内攣して立 ロ緑端部横ナデ。杯部外両磨き。脚 砂粒・スコリア・白 P93　50％

土師器 B　 （6．2）ち上がる。 部との接合部へラ削り。杯部内面は 色粒子 PL43

器面が荒れ，調整不明。 橙色　良 覆土中層

8

高　　 杯 A　 【17．1］杯部の破片。杯部下端に稜を持つ。ロ縁部内・外面ナデ。杯部外面へラ砂粒・長石 P94　40％

土師器 B　 （7．1）口綾部は外傾して立ち上がる。 削り後，ナデ。脚部との接合部ナデ。

杯部内面磨き。

にぷい黄橙色

普通

覆土中層

9

高　　 塀 B　 （8．2）杯部の破片。杯部下端に突帯を持つ。杯部外両横ナデ後，縦位のヘラ削り。砂粒・白色粒子 P95　45％

土師器 ロ縁部は外傾して立ち上がり，端部 脚部との接合部へラ削り。林部内面 明赤褐色 PL43

付近で外反して広がる。 パケ目調整後，磨き。底部内面ナデ。良 覆土下層

10

高　　 珂こB　 （11．1）杯部欠損。脚部は直線的に広がり，杯部底面磨き。脚部外面へラナデ。砂粒・スコリア・雲 P96　55％

土師器 D　 ［15．5］裾部付近で強く外反する。 脚端部横ナデ。脚部内面に輪積み痕 母 P L43

を残し，指頭圧痕後，一部へラ削り。にぷい褐色　良 覆土下層

－47－



第30図　第67号住居跡出土遺物実測図（1）
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第31図　第67号住居跡出土遺物実測図（2）
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第32図　第67号住居跡出土遺物実測図（3）

－50－
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10cm

L＿　；　一一一」

第33図　第67号住居跡出土遺物実測図（4）
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第31図
高　　杯B　（8．5）杯部欠損。脚部はハの字状に外反し脚郡内・外面へラナデ。脚端部横ナデ。砂粒・長石 P97　50％

11
土師器 D　　13．9 ながら広がる。 明赤褐色　普通覆土中層

12

島　　杯B　（7．1）杯部欠損。脚部は直線的に広がり，脚部外面へラナデ。脚端部横ナデ。砂粒・雲母・白色粒P98　45％

土師器D　　13．9 脚端部付近で強く外反する。 脚部内面輪積み痕を残し，指頭庄痕。子

にぷい褐色　良

床面

13

高　　杯B　（8．6）杯部欠損。脚部はハの字状に外反し脚部外面へラナデ。脚端部横ナデ。砂粒・スコリアP99　40％

土師器D　　12．8 て広がる。 脚部内面指頭庄痕。 橙色　良 PL43

覆土中層

14

器　　台A　　　7．4 完形。受部は開口せず，上面が平坦受部は指頭庄痕及びへラナデ。脚部砂粒・石英・雲母・PlOO　lOO％

土師器B　　15．6 な拳状を呈す。脚部はハの字状に若との接合部指頭圧痕。脚部内・外面白色粒子 PL43

D　　13．8 干外反しながら広がる。 ヘラナデ。脚端部桟ナデ。 にぷい褐色　良覆土下層

15

器　　台B　（12．0）脚部の破片。脚部はハの字状に若干脚外面へラナデ。脚端部横ナデ。脚砂粒・スコリアPlO1　45％

土師器D　　14．3 外反して広がる。 内面へラナデ。 にぷい褐色　良覆土下層

16

器　　台B　（8．8）脚部の破片。脚部はハの字状に若干脚外面へラナデ。脚端部横ナデ。脚砂粒・スコリアPlO2　40％

土師器D　［15．4］外反しながら広がる。 内面へラナデ。 にぷい褐色　良覆土中層

17

柑
A　　lO．5 完形。平底。体部は算盤玉状で，中ロ縁端部面積ナデ。ロ縁部外面ナデ砂粒・雲母 PlO3　100％

B　　lO．8 位に最大径を持つ。頸部はくの字状後，磨き。体部外面へラ削り後，ナデ。にぷい褐色 PL43

土師器
C　　　3．7 に強く屈曲する。ロ緑部は折り返し□緑部内面磨き。体部内面上半指頭良 覆土下層

ロ緑で，外傾して立ち上がる。 庄痕。休部内面下半へラ削り後，ナデ。

18

柑 A　　　8．5 完形。平底。休部は横長の球形で，口緑部内・外面，体部外面上半ナデ。砂粒・スコリア・白PlO4 100％

土師器B　　lO．4 中位に最大径を持つ。頸部はくの字休部外面下半へラ削り。頸部内面下色粒子 PL43

C　　　3．3 状に強く屈曲し，内面に稜を持つ。位に指頭庄痕。休部内面へラ削り後，橙色 覆土下層

口縁部は外傾し，端部付近で若干内

攣して立ち上がる。

ナデ。 良

19

柑 A　　　9．3 ロ緑部一部欠損。平底。体郡は横長ロ緑部内・外面，休部外面上半・体砂粒・石英・長石PlO5　95％

土師器B　　lO．9 の球形で，中位に最大径を持つ。頸部内而ナデ。体部外南下半へラナデ。赤褐色 PL43

C　　　4．0 部はくの字状に屈曲し，内面に稜を

持つ。口緑部は外傾して立ち上がる。

外面赤彩。 普通 覆土中層

－51－



図獅 号 匝　 蒜巨 欄 値廟　　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 始ま 。色調の焼成　 備　 考

第；；国士；芸等雲を堅 窯蒼整菜箸漂誓警宗一器慧芸窯業曇ぎ；濫慧慧 リゃ雲義挙≡慈芸㌘

詳；器樟；漕窯 欝 ii：iii誉室鷲繹「蓋を芸層
半十十　 十半へ予削十

2詳隼掲資蓬髪島蕪薫捲瀾㌘
立 ち上 が る0　　　　　　　　　 線 ㌔休 部 外 商 か目線 部 内面 赤彩 。〕

第；図土器樟；；溌≡憲誉薫窯羞蓋≡≡警遷都蓋薫還 慈 窯 ≡慧0㌔票　差蓋雲4祁％
縁 で 芦夕礪 して短 く立 ち上が るG　　 ナ デ0 頚 部 内面 上 位 パ ケ 目。 体 部 内 「外面 窯斑 有

蘭 ナ デ。

言詰串鵠鐙鍔慧認豊纏豊漂豊禁應‰庖㌍
嫁で　 緩やかに外反 して立ち上がる。 自調整〇 日線部 内商磨 き。頚部以下 普通

内面ナデ。

25 土霊器芸をl彗薫蒸禁豊端懇曇返還按£宰漂
ナ デ。　　　　　　　　　　　　　　 良

き 星
26 土器樟；；；；≡遊 賢竿買≡≡薫ii芋≡竃曇憑：≡惹きスコ蓋三豊4踊％
討議轟濃轟禁豊豊㌶霊檀慈恵慈恵琉誉蒜唇誉

警豊 急 警 部脚 かに纏 し警 面へラナデ …′通部へラ別 が残　 色　　 床面

2言詰轟霊織豊豊禁豊潤譜岩禁詔豊語㌫両悟㌍
霊禁㌢豊 霊漂農 芸芸漂 票 誓霊 親 黄褐色　 掛覆土欄
千外 反す る 。

29　士霊器芸 。芸：；）霊票一芸讐漂霊完警霊鐙警霊 票 ㌘表芸；票慧‡宗旨霊霊霊警還霊霊姜スコリアも白書霊4鮒％

禁誓 警㌶漂綾部は若干部内面へラナデジ　　　　 色　　 柄

第；：図土霊器書く2冒攫 買嘉窯竿慧；ニ孟票遠雷霊禁慧讐㌫ 豊 ㌍ 睾 意 宰㌫
良　 外面黒斑有

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 士　 地　 点 備 考径 行扉 民さk m　　 孔径行m　　 塵量穣 ラ

第3 図飢 2。7 i 2 e6　　 m　　 ま5。4
南壁寄 り覆土下層 H P Iり

32 球状十錘 3．0 3。0　　　　　 ユS1　　　　 2L 5 北壁寄 り覆土下層 H P H

…つ義上…



図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ（crn） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第33図33 不明鉄器 3．5 2．3 0．22 2．7 東壁際覆土下層 M 3　 鉄鍍 ？P L 54

第71号住居跡（第34図）

位置　調査区域の北西部，C2d3区。

規模と平面形　南部が調査区城の外になる。規模は，長軸（5．23）m，短軸は54）mで，方形または長方形

と推定される。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は24～43cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁際を巡り，断面はU字形である。上幅16～30cm，下幅5、9cm，深さ8～14cmである。

床　ローム質で，平坦である。炉から南側は踏み固められている。

炉　北西壁寄りに位置する。長径52cm，短径33cmの不整楕円形で，深さ7cmの地床炉である。炉床部は，火

Z、と～，三

2　3

第34図　第71号住居跡実測図

0　　　　　　50cm

！i　－」

－53－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」



を受けて碩化している．
炉土層解説

ま　暗褐色　　炭化物中量芦焼士粒子少量

2　褐　　色　　焼土粒子中量，粘性弱

3　褐　　色　　焼土粒子少量

ぽッ匪　床面を精査したが夢　確認されなかった。

ノ　　　′　　′　　、・：　　　ノノ　、　　　′　　′　　′　　　　言′　∴　　・・∵．、．、・

′ノ　　＿＼′　∴・　：・　　′　　　∴　′．　ノ′′′　ノ′　㌧・．　一．．ノ　　′．′、′　′、

が確認できる。

土層解説

ヱ　暗褐色

2　黒褐色

3　黒　　色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　　色

7　暗褐色
8　暗褐色

9　褐　　色

ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　摘　褐　　色

ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　は　異　　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　且2　暗褐色

「ト月日中量tlトム小ブートノ′′ン′吊；∴砂粒微量　　は　出　　色

ローム拉子中巌　　　　　　　　　　　　　　　摘　暗褐色

ローム粒子多量タローム中ブロック中量　　　　　15　暗褐色

「ト∴粒」’一′吊；∴「ト∴ノ、（イ「J∵ク・損じ粒J雄を量　1（i　黒陽色

ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　17　褐　　色

ローム粒子多鼠ローム小ブロック中量

lトtム小ゾし「ノン・同粒「‰㍑粘性強

炭化物申鼠牒－ム中ブロック微量

「トム粒戸恒星1トム′J←7、、tJ、ソク・尉ヒ粒子少量

「トーム中ブしト∵ク・同位J’一多量誹出三強

Ilト∴粒守・鋸；∴損じ粒自腹量，粘性・LJ「十弱

ローム太ブロックも同粒子中鼠炭化物微量

ローム粒子中鼠牒－ム中ブロック微量

「トム位J’・多量，しトム小ブtJ、∵ク中量、しトム申

ブロック微量

．　　　　ノ　　　　　　　　　ー　　　　　　　　ー　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　′′′　・′　　　′　　　　　′′　　　　　　　′一′

く　　ノ　　　　　　　　　　　　′　　　‘、　　‥　　　　　　　　　　、　　　　′　　　　　　　′′．　・

一　　′′・　　　∴′　　′　　　　′　　　　　　／　　　　一　　　　　　′′　・　　′　　一　′、

′　′　ノ　　　　　′・　　　　　　′　　　　・ニ　ー　・ノー　　　　′′′　　‥　　　　　　　′′ノ　　　　　　　　　　　ノ

′・・′　＼　　　　　′　　　　′　　　　　　　、　　　　　　　　　　′　′　　　′、　　ノJ　　′　　　　　　　　ヽ

／．‘、　　、・、　　　　　　　　∴ノ、　　′　　　　　　　．・

′　　′′　　′∴　・　　　　ノ　　　　　　　　　　　　′ノ　ノ　′　　　　　′、．　　　　．．

群は芦　且を除いて一括投棄された可能性がある。本跡の時期は　出土した土器から　鋸前半と考えられる。

′′　′∴　　－　　　　′畑′　こ′

図版番号 極　 橙巨憫 催k m）　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 恒 。色調も焼成　 備　 考

第35図　　 椀　　 Å　　 909　 完形。平底。体部からロ縁部にかけ　目線部内∵外商ゆ体部内商ナデ。体部 砂粒　　　　　 m l7　98％

1　 土師器　 B　　 688　 て内攣して立ち上がりタ　ロ縁端部付　外商へラ削り。　　　　　　　　 明赤褐色　　　 P L舶

C　　 3も5　 近で若干外反する0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 床面

高　 年 1　 待・　 抑部卜半大石十 ・年部外面下端に不明　目線部内・外面楯十十 時部内・外面　榊「石英つ鉦　 P llト　5倍

2　　 土 師器　 B　 曲 射　 瞭な稜を持つ。ロ縁部は外傾して立 へラナデ。脚部との接合部付近へラ削 明赤褐色　　　 P L舶
ち上がる。　　　　　　　　　　 り。脚外面へラナデ○卿部内離旨頭庄　 普通　　　　　 覆土下層

痕。杯部底面へラ削り。

高　 年　 日　 高 男　 日出 に・榔端部太肛 林部下端∴柁「林部底面へニラ削十 林部＼榊部外面　砂粒・1 二川 ∵　 P 出　 う帖

3　　 土師器　　　　　 を持ち芦目線部は外増して立ち上がる0 ヘラナデ〇脚部内面輪積み痕を残し誹 こぶい橙色　　 床面㌦覆土中層
脚部は柱状に作畑　 端部は強　 外反　ナデ。　　　　　　　　　　　　 普通

する。

高　 棒　 B　 乱 射　 稀部　 卿端部一部欠損0 杯部外南下　杯部夕滴 へラ削′り。脚部との接合部ナ　砂粒・雲母　　 ㌘ヱ20　50％

4　　 土 師器　 り　 圧雄 上端に稜を持つ〇脚部は柱状でタ端部 デ0 脚部外面磨き。卿端部横ナデ。にぶし潤色　　 床面

に向かって緩やかに外反する。　　　 杯部底面へラ削り軋　 ナデ。卿部内 良

両輪積み痕を残し，指頭庄痕。

蔑　 称　 B （3潮　 脚部の破片〇脚部はハの字状に外反 脚部外面ナデ軋 一部磨き。卿端部 砂粒0スコリア　 ㌘121 25％

5　　 土 師器　 B　 16・4　 して広がる0　　　　　　　　　 横ナデCラ卿内面横ナデ〇　　　　　 橙色　 良　　　 床面～覆土下層

襲　　 A　 摘0　 日縁部や休部一部欠私 学底C 体部　口縁部外両横ナデ。体部外面上半ナデ。砂粒eスコリア　 P122　踊％

土師器　 B　 抱　 は球形で　 中位に最大径を持つ0 体「体部外南下半へラ削り。目線部内面　明赤褐色　　　 P L44

6　　　　　　 C　　 呂も4　 部下位に弱い稜を持つ。頚部はくの「ヘラ削り後，横ナデ。休部内面へラ　普通　　　　　 覆土下層

字状に屈曲する豊「綾部は外傾して　ナデ。

立ち上がる。〕

－54－
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第35図　第71号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種巨 欄 値毎mラ　　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　　 桓 瀾 … 頑　 礪著　 者

第器図　　　 聾　　 Å　 ［摘湖　 底部欠損。休部は縦長の球形で　 申 目線部内 ゆ外面横ナデ。体部内 の外　 砂粒e石英やスコ　 P ま23　65％

土 師器　 B　 H 。． 位に最太径を持ち　 下位に弱い稜を 商ナデ胤　 一部へラ削り。　　　　 リア・雲母　　　 床面㌦覆土下層

7　　　　　　　　　　　　　　 持つ。頚部は　 の字状に屈曲し　 内

面に稜を持つ。ロ縁部は外傾して立

ち上がる。

暗赤褐色　 良

婆　　 A　 H ．別　 口縁部から頭部の破片3 頚部ぼくの 日経部外商横ナデ。頭部外面ナデ。砂粒ぜスコリアe自　 ㌘ユ24　35％
8　 鯛 彗 B　 服当 霊 ㌶ 豊 霊 豊 豊 郎 誹 頚部内面下位指頭庄痕。体部外面へ　色粒子　　　　　　 覆土中層

ラ削り。口縁部 の休部内海ナデヲ　頚　 にぷい黄褐色

部付近へラ削り。　　　　　　　　　　 良

図版番号 種 別　 酢 。m） 長さ葎言 ； 孔径毎m） ず

如 図項 球状土軋 空 ∵ 斗　 2月 ＋ 読

重量届　　 出 士 地 点　　 備　　　　 考

ヱ68　　　　 北東壁寄　 床面　　　　　　　　 D P ほ
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∠ゝ 0　　　　　　　2cm

」＿＿＿＿＿＿＿」　」

－57－

第37図　第72号住居跡出土遺物実測図

C）

0　　　　　　　　　　　　10cm
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主軸方向　N一一一一21ぐ－W

璧　壁高はm㌦蟻cmで　外傾して立ち上がる。

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・・　　　′　　　ノ　JL　　ノ　　　、

、’　　　′　　　　　　′　　　　　　　．′　　　　ノ　ノ、　　　　　一　　　　′ノ‥　　　∵　　　　　′臣　　　　．

ノ　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　ノ　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　′　　ヽ　　′′

炉土層解説

ヱ　暗褐色　　炭化粒子多鼠廃土粒子少鼠粘性0しまり弱

2　褐　色　焼土太プロッタの同率ブロック中量夕粘性めしまり弱

－　　　　・′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、、′、ノ　　′．ノ．　了′　　，

′ノ　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′・′　　′　　　　　二　、　・．　、′、．

′　　　　　　　　　′　　　　、′　　　　ノ　　′　　　′：　′′　′　　：、′′　′′

′　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノノ　　　　．、′　′

土層解説

1吠　出　色　l「月！イ中量，lトム中ゾ「「′シ・同小ゾ「二「ノク少量

」　掲　　邑　「ト∴小ナ「「！ン中量．1「∴ノ（ゾ＝∵ケ・同中ブし上ノン′レ量

：1出　　色　「トム小ブtl「ノウ中ぷ∴しトーム大ブ主上ノ′ク少量

′・　　　　　　　　′　′　　　　　∴　三　′　　′　′　・・・二、

′　、′　　　　　　　　　‘′　　　　′∴　　　　く　　　′、，′’′、′∴′′．工　∴、一‾　ノ、．．′

招南西壁際の覆土下層から中層にかけてタ　はP　もP　の中間の覆土中層から横位の状態で　それぞれ出

′　　　　　　　　　　　′　′　　・′′・　　　　／ノ　　　　　　　′・‾′′ノ／．　ノ　′・一　　　一ノ、′、．・∴　　　一

一　　ノ、′　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ′、　　　　　　　　　／

一一　・′　　　　　　　′′　′・　　　′，　ノ　　・．‥′∴ノ．′．′）　．・′ノ∴　言　　．′

′ノ　∴　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′／‾

第謂号住居跡出土遺物観察表

図版番号 匝　 種 序 測敵 中　 若 杉 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 桓 矧 戦 「 解　 義

第37図　 小形高捧　 Å ［ユ2才‖ 杯部一部 e脚部 欠損。杯部 は太 きく　 目線端部横ナデ。体部外商パケ自調整。 砂粒 の雲母　　　 P 125　爛％

ユ　　 土 師 器　 B　 日日朔 日笥 き，体部 から目線部 にか けて緩や　 鵜 汚内面丁寧なナデ。　　　　　　 にぷい赤褐色　　 P L 45

かに内攣 して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良　　　　　　 覆土下～中層

小形高塚　 B　 は 誹　 捧部欠損。脚部はハの字状に直線 的　 卿部 内 ・外商パ ケ自調整。卿端部横　 砂粒　　　　　 P は6　舶％

2　　 土 師 器　 D　 は 2　 に広がる0　　　　　　　　　　　 ナデ0　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 P L 4 5

良　　　　　　　 将士中層

窯　　 B　 は 誹　 目線部欠損。 平底。体部 は球形で　 体部外商パケ昌調整。頚部 下位棒状　 石英 あ白色粒子 や　㌘127　 60％

3　　 土 師 器　 C　　 8ゆ9　 中位に最大径 を持つ。　　　　　　 工具によるナデ。体部内面へ ラナデ。 長石　　　　　 P L 45

褐色　 良　　　　 覆土下～中層

婆　　 A ［絡潮目 打線潮 か ら頭部の破片。頚部は嬢 や　 ロ縁部 内 の外商 ナデ。体部外面上半　 砂粒 ・スコリアe　 P ユ28　 40％

4　　 土 師 器　 B　 賂 8） か に屈曲 しき内面に稜を持つ。ロ緑 パケ自調整0 体部外面中位へ ラ削 り0 雲母　　　　 P L 4 5

部は緩やか に外反 して立ち上がる。 頚部内面上位へ ラ削 り。体部内商へ　 にぷい褐色　　　 覆土中層

ラ削 り後，ナデ。　　　　　　　　　 良

図版番号 種 別

i　　 計 迄 ポ 忘 討　 出 土 地 点　 備　　 考

長紬 前　　　 幅k mラ

第37図5 剥 片 3．7　　　　　　 2誹 008　　　　 4・ぉ92　　 覆土中　　　　　　　　　　　 Q 5　チヤし・V・・・・斗　 ㌘L 54

6 軽 石
2・3 i le7 i ザ7　 日 湖　 極 土中　　　　 i Q　 軽石

一一・58－
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出　土　遺　物

1陣中……抹青　菜碑齢幽中潮平坦有いい目　輝は　つ　整序師器楕湖　　　　　　奉跡→SD－1
3　恒中……禰摘別項制服車淵平坦有いつユ　…恒　つ人為匡師器首器艶土製品5　　i
逢　陣中泥酔瀾庫如鋸減軽釦絶叫漸減平坦有恒いい恒い極整序師竃片鋤弥損器片1土製品目
5　極小誹牒糎嫡痢路舶中潮平坦有い　つlつつ　整序師器片朗鉄製品ヱ　　　　奉跡叫　か封
6　恒小藩欄恒方頑摘紺中朝平坦有恒いい　餅は巨極熱匡師器片鵜土製品主点　i
「匝車淵牒糎湖叫㍑榔帝棚平建有いい　…　鰐は　つ　整序師器射祁　　　　　　匝西部区域外
8　匡減車“鮭瀾匝丸方形序拙技可軒端平坦i有いい目恒巨体為匡船舶鋸纏土器鋼，土製品目
9　恒中……禰棚細函強制中潮平坦有いい　っ炉　い　人為！土蹄細蘭土器繍土製結ガもラス封i本跡一ヰSD誹
鮎　恒掴序粛現車摘方頑飢細は桓欄攣極上つつ…「つつ餓4＋＋＋＋＋＋＋巨掛潮描
鮮　恒車繍欄匪摘丞相船枠用平坦有恒いい　鮮り　つ自然匡師器片断鉄製品上土製品項棚→SD…27詔8
告　恒旬間〃軸方　荒神瀞服幽魂平坦有　つつつ酌　…　人為巨締器骨粧土製品温　　！
72　恒項酢ば茂極丸方頑摘渕瀾匪凋平坦無い巨！　庫は　つ人為匡師器楕1花軽石つ　　　i

（2）方酢甘溝状遺構

第　号霧形瀾湧状遺構　第諏園）

′　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　′、

、、、′一　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　、　　′

ある、、盛日ま認められなかノー〕た。、

方位　N一一127。‾ト一一一一㌔・＼丁

㊨

輿瓢踊

－59－
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」恋曹轟

2

第議畠図　第瀾考霧形腰湧状遺構実測況

の　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　走



周溝　周溝の幅は，上端で35、55cm，底面で19～39cm，深さは9～19cmである。断面形は，北側の一部がU字

形である以外は逆台形である。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　　色　　ローム粒子少量

2　褐　　色　　ローム粒子中量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，粘性弱

所見　平面形が若干不整であるが，溝が方形にめぐることから方形周溝状遺構とした。本跡の外縁と，第2号

方形周溝状遺構の内線は，ほぼ同じ長さとなっている。また本跡の時期は，方位が古墳時代の住居跡とほぼ同

じ方向を向くことから，古墳時代と推定される。

第2号方形周溝状遺構（第39図）

位置　調査区域の北西部，B2hl区。第65・67号住居跡の北東に位置する。

規模と平面形　遺構の大半が調査区城外に位置している。調査しえた範囲では，外縁で東西6．25m，南北

（2．5）m，内縁で東西4．6m，南北（1．5）mで，方形と推定される。

方位　N－120－W

周溝　周溝の幅は，上端で80、105cm，底面で35～55cm，深さは46～50cmである。断面形は，逆台形である。

④

‾…　ノ

第39図　第2号方形周溝状遺構・出土遺物実測図
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穫豊　招層からなる。　層から上位の層位は自然堆積と思われる。7層は粘性のしまりが強く言責を掘ってま

もなく人為的に厘めた可能性がある。12層は言酎拝築時に溝底にたま／）た上砂であろうし、

土層解説

ヱ　暗褐色　　ローム粒子少量

2　褐　　色　　口幅鵬ム粒子中違

3　黒褐色　　ローム粒子徹義

4　暗褐色　　ローム粒子の赤色粒子少量

5　褐　　色　　ローム拉子中鼠しまり強

6　暗褐色　　ローム粒子軒数ロ∴ム小ブロック少逼，粘性eしまり弱

7　褐　　色　　ローム粒子微鼠粘性をしまり強

8　暗褐色　　ローム紅手中還

9　黒褐色　　ローム粒子中量，ロームかブロック少蔓，炭化粒子微量

10　暗褐色　　ローム小ブロック中量

は　暗褐色　　ローム粒子中鼠ローム小ブロックも炭化粒子少量

12　暗褐色　　ローム粒子中量

13　暗褐色　　ローム粒子中蔓，赤色粒子微量

遺物　土師器片娠夜が層溝覆土中から出土している。復元しえたのは第諏図　8　の　点で　いずれも椀で

ある∴西側のコーナー付近の覆土上層から出上している。

：．－〝ノ　．′．ノ、一　′′′ト　′′ノ′∴′ノ　　／′ノノノ　ニ．一、ノ．＿′　′、’二′′・′．′′／．　一一・．　ノ　、　l

た土器が方海部からの流れ込みと考えるならタ　世紀中頃と思われる。

第2号方形周清状遺構出土遺物観察衷

図版番号 器　 橙 計測値k mラ　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 桓 e色調 や焼成　 備　 考

第3 図　　　 椀　　 A　 H 誹　 目線部 から休部 の破片。体部か ら日　 日縁部外商 の体 部外 蘭ナデ。体部下　 砂粒．白色粒子せス　 ㌘3錮　 溝％

1　　 土 師 器 B　 （逢。5） 緑部にかけて若干内攣 して立ち上が り， 端へラ削 り。休 部内面ナデ後，一部　 コリアの雲母　　　 覆土上層

ロ縁端部 は軽 くつ まみ上げ られて外　 磨き。　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色

圧する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

萱

土　器芸；；：；満票雲：禁霊警義票霊鍔 雷悪霊㌶ 霊。体部外面へ誓い黄橙色　 慧完％
立 す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

′・、こ　．　　　　′・、　′　言．・　　　ノ

霊掴 方向 平面形の規模（m） 断面苛警 苛 ：策潮 主な遺物　 新旧慰 新）

平面形桓 軸×繍橘捕×矧

1 巨識可N－27㌦W 隅丸方形恒の×0日　 exも4 逆台形匠5車9～39恒～19匝然i　　　　　 i

2　棒飢車N－ヱ20湖 方掛目・×潮目exeの逆台形i8…05匝㌔5小淵極熱匡師若駒　　　 ！

日日　口元

．、、　　　　　　　　　　′

l　　　　　　　く．　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′′　　′　　　　　　　′

方向　N－：十〕一E

l　　．‾　　　　－　　‾一、　　　　　　　　　　　　．・、、、、、　　‾‾・＿　　．∴．一．、‾　了　二∴　・‘ノーン、‥ノI

である。．、壁はほぼ垂直に立ち上がる。．

穫藍　6層からなる。比較的多量のローム粒子を含む層が多信　太為堆積の可能性がある。

土層解説

1暗褐色　　赤色粒子中乳ローム粒子少量諸雄滅守少量　　　　　4　褐　色　　ローム粒子多鼠ローム小ブロック少鼠炭化粒子微鼠

2　褐　　色　　ロ…ム粒河瑠二　　　　　　　　　　　　　　　　　5　にぷい褐色　　ローム粒子多鼠牒－ム小ブロック少鼠粘性強

3　褐　　色　　ローム粒糾壕9ローム小ブロック少量　　　　　　　　6　にぷい褐色　　ローム粒子多鼠粘性強

遺物　土師器片20点が出土している。第爛図　の高塚は正位の状態で，また　の椀は破片の状態でそれぞれ

出上している．1は，・部のl両はI出‾が第5年住居跡常雄‖斗回、車から出上している、

－61…



所見1は出土状況から，流れ込みである可能性は低いと考えられる。性格は明らかではないが，隣接して

いる第5号住居跡と関連が深い遺構と思われる。本跡の時期は，出土した遺物から5世紀前半頃と推定され

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　－一一十一一　・l」

第40図　第52号土坑・出土遺物実測図

第52号土坑出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 40 図 高　　 杯 A　　 18 ．7 杯 郡 の 破 片 。 杯 部 下 端 に 稜 を 持 つ 。 □ 縁 部 内 ・外 両 横 ナ デ 。 杯 部 外 面 下 砂 粒 ・雲 母 P 397　 4 5％

1 土 師 器 B　 （10 ．3） 口 緑 郡 は 外 傾 し て 立 ち 上 が る 。 脚 部 半 、 脚 部 外 面 へ ラ 削 り。 杯 部 内 面 へ に ぷ い 黄 橙 色 P L 44

は 柱 状 を 呈 し て い る 。 ラ 削 り。 普 通

外 面 黒 斑 有

覆 土 上 層

2

椀 A　 ［14．8 ］ 口 紹 部 か ら 休 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 口 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 体 郡 上 半 へ ラ 砂 粒 ・ス コ リ ア P 399　 40 ％
土 師 話 B　　　 6．6 か ら ロ 緑 部 に か け て 内 攣 し て 立 ち 上 削 り。 下 半 部 ナ デ 。 体 部 内 両 剥 離 が 明 赤 褐 色 覆 土 上 層

C　　　 5．0 が り ， 口 縁 端 部 は 績 や か に 外 反 す る 。 激 し く調 整 不 明 。 普 通

2　奈良・平安時代の遺構と遣物

今回の調査では，竪穴住居跡41軒，掘立柱建物跡6棟，竪穴状遺構2基が確認された。以下，確認された

遺構の特徴や遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第41図）

位置　調査区域の北部，C5a5区。

規模と平面形　長軸3．0m，短軸2．9mの方形である。

主軸方向　N－7。－W

壁　壁高は37、40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

ー62－



壁溝　竃の袖部付近で途切れる。断面はU字形で，上幅16、24cm，下幅5～10cm，床面からの深さは4～8

cmである。

床　全体にローム質で，平坦である。中央部がよく踏み固められている。

寵　北壁中央部に構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，煙道部上端から

焚き口部まで87cm，両袖部幅140cmである。煙道部は壁外へ51cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾して

立ち上がる。24～28層は袖部の土層で，ロームを主として構築されている。4、7層は粘土粒子が混じり，

竃の天井部の崩落土層と推定される。火床部の掘り込みは極めて浅く，ほぼ床面と同じ高さである。火床部に

は焼土（9層）が堆積し，火床面は火熱を受けて赤変している。

第41図　第2号住居跡実測図

－63－
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寵土層解説

1　暗赤褐色　　ローム大ブロック」司中ブロック・同粒子少量
2　灰赤色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・

炭化粒子少量

3　暗赤褐色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　　ローム中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

5　灰赤色　　ローム中ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量

6　赤褐色　　ローム中ブロック・焼上小ブロック・粘土粒子少量

7　暗赤褐色　　焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・粘土粒

子・砂粒少量

8　灰赤色　　焼土小ブロック少量，しまり弱

9　にぷい赤褐色　　焼土小ブロック中量，粘性普通，しまり弱
10　暗褐色　　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量

11褐　　色　　ローム中ブロック・同粒子中量

12　暗褐色　　ローム大ブロック・同粒子少量

13　灰赤色　　焼‾上粒子・砂粒・粘土粒子少量，粘性弱

16　暗赤褐色
17　暗褐色
18　灰赤色
19　暗褐色
20　灰赤色

21灰褐色

22　暗褐色

23　暗褐色
24　明褐色
25　褐　　色
26　褐　　色
27　暗褐色

14　灰赤色　　焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量　28　褐　　色

15　暗褐色　　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量

ローム中ブロック∵炭化粒子・粘土粒子少量
ローム大ブロック・同中フロック少量

ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量
ローム大ブロック・同小ブロック少量

ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・

粘土粒子少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・

焼土小ブロック・粘土粒子少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・

炭化物・粘土粒子少量

ローム小ブロック中量，焼土粒子∵炭化物・粘土粒子少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，粘土粒子少量

ローム小ブロック・同粒子中量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子中量

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は各壁に片寄って位置している。長径18～22cm，短径12、15

cmの楕円形で，深さは21、27cmである。主柱穴と思われるが，東西の並びは対称ではない。P7は長径24

cm，短径14cmの楕円形で，深さは7cmである。出入り口に伴う施設と考えられる。P6は南壁際の南東コー

ナー近くに位置し，長径28cm，短径20cmの楕円形で，深さは24cmである。床面から12cm下がった平坦面を

介してP2と連結している。性格は不明である。P5は，径24cmの円形で，深さは29cmである。PlとP2

の間に位置しているが，やはり性格は明らかではない。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積するため自然堆積と思われる。

土層解説

1窯褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック∵炭化粒子少量　　　5　暗褐色　　ローム中ブロック・炭化粒子少量

2　褐　　色　　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック少量　　　　　　6　褐　　色　　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭

3　褐　　色　　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　化粒子少量

4　暗褐色　　ローム大ブロック・同粒子少量　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　　ローム粒子中量

遺物　土師器片38点，須恵器片23点が出土している。第42図1は土師器聾で，破片の状態で竃の内部及び

周辺から出土している。2は須恵器葉で，竃東側の床面上から正位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土した上器から9世紀中頃と考えられる。

第42図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cnl

L＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿　」　－」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第42図 碧A　［30．2］ロ緑部から体部の破片。休部は内攣し口絃部内・外両，休部外面上半ナデ。砂粒・雲母・白色P129　20％

1
土師器B　（13．1）て立ち上がる。頚部は緩やかに屈曲し，休部中位以下へラ削り後ナデ。頸部粒子 竃底面

目線部は短く外傾して立ち上がる。，口内両へラ削り。j　休部内面器而荒れ，にぷい黄橙色

緑端部はつまみ上げられている。 調整不明。 良

－64－



伺版番可 器　 種 計測値 k mノラ　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 グ 特 徴　　 恒 あ色調 機 義 備　　　 考

ぎ
㌘ヱ30　30％

床面

窮臓考健腰跡　第脳囲う

位置　諷登陪観釦廟乳∴針飢溺覿

重複関係　事跡の覆土と床面が第摘号藩に掘；込まれて障るので　本跡の万が一か鵜

規模歴平面形　長軸を閻耶撒　短軸の猶照の方形である。

薮級数淘：酢二ば㌧牒

璧　北東コーナー付近及び酋壁が第摘骨藩によって破壊されている。壁高は渕～舶m管　外傾して立ち上

がる、、

璧湧　壁際を堂属する。断面はU字形で　上幅摘～渕cm　下幅　㌦蟻cm言深さは　～mCmである。

床　ローム質で平坦である。出太　田部と竃の間が硬　踏みしめられている。

篭　北壁中央部に構築され　天井部の一部と磯部が残存して折る。竃の規模は　煙道上端から焚きに部上端ま

で摘娠m　幅は両袖部外側の基部でm翫m　壁外への掘　込みは約舶cm　床面を狛mほど掘　込んでいる。　め

′

色粘土を芯樹として構築されて折る。煙道は緩やかに外憾して立ち上がる。火床部は浅く　ぼみ　若干の焼土

が堆積して疑る。允床面は光熱を受けて硬化している農

竃土層解説

i　暗　褐　色　　白色粒子少鼠

2　暗　褐　色　　粘土粒子機運

3　暗　褐　色　　白色粒子少量努粘土粒子微量

4　褐　　　色　　廃土粒子を粘土粒子教義

5　褐　　　色　　ローム粒子か粘土粒子少墨

6　褐　　　色　　ローム粒か粘土粒子少農高ま　強

7　黒　褐　色　　ローム粒子8焼土粒子少量
8　褐　　　色　　ローム粒子微量

9　褐　　　色　　ローム粒子も白色粒子少量

蟻　灰　褐　色　　粘土粒子中量廃土粒子少量

il　灰　褐　色

12　明　褐　色

臓　にぷい褐色

摘　にぷい褐色

蟻　灰　褐　色

蟻　褐　　　色

膵　褐　　　色

粘土板写丞緩行廃土粒守∵数綾粒子渉遽

ローム太フロック多量■㌻∴鉛かブロック渉滝

上「一∴中十日　∵ノノ′中量∴∴・∴大‾ノ’、1H　－・ノン′jノ、昌；

焼土粒子炭化粒子微量

ローム太プロブタ中量，ローム小プロブタ少憲，

炭化粒子少量

粘土中プロブタ　粘を二粒子中量渦潮　しまり強

ローム粒子炭化粒子中還

ローム粒子中量努粘性強

ぽッ睦　　か所　津　㌦㌘射。㌘　O P　は各コーナーに位置し　主柱穴と思われる。これに対応する北側

′　′　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′ノ’ノー　　ノノ　　ノ

径欝cmの掩閏形で　深さは飢cmである。P　は　段に掘　込まれている。P　は㌘且と㌘　の中間　商壁欝

に位置し　径霊cmの閏形で　深さは滋cmである。出Å　m施設に伴　ピッ　である。

尊堂　蟻層からなる。　～摘層は　レンズ状に堆積して折ることから自然堆積と考えられる。蟻層は粘土粒

子を多量に含み　出丸　田付近に堆積して折ることから　尤為堆積と思われる。
土層解説

l　暗

2　暗

3

4

5

6

7

8

磯遺

暗

黒

褐
褐
　
　
褐
褐

色　　砂粒中鼠ローム粒子少量　ローム小プロッタ徴巌　　　褐　　　色

色　　ローム粒子中各藩胱凝子少鼠牒－ム中プロブタも　　摘　褐　　　色

白色粒子微量

邑　iトー∴位十王化粒子」／㍉；∴tトー∴小‾‾・J’、‾「ト・パ微量

色　　ローム粒子少巌芦粘性強

褐　　　色　　ローム粒子も赤色粒子少違

H　褐　　　色

12　灰　褐　色

ヱ3　暗　褐　色

褐　　　色　　ロ…ム粒子中量炭化粒子微巌粘性強　　　　　　摘　褐　　　色

褐　　　色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　15　灰　褐　色

ローム粒子中農炭化粒子少蔓粘性もしま　弱

ローム粒子中鼠炭化粒子微量

ローム粒子中鼠牒－ム中プ宅「メタぁローム小プ
ロッタ　の炭化粒子微量

粘土粒子中量

炭化粒子も粘土粒子微量

ローム粒子中量努粘性強

粘土粒子多鼠粘性強

褐　　　色　　ローム粒子中量炭化路子微量ふま　強

土師器片錮点　須恵器片摘説蕉　陶器片摘点　石器片　砥石）等凱軽が出土している。陶器片は温泉

と考えられる。遺物は　竃周辺から比較的多　出土している。第舶図　0　は　土師器稀である。　ほ　商

JJ封祭の床面l二からl甘上している．、－　2は言糾し主J一十一一一書りの覆斗つ、‾層から出上しいる1．∴　L′1は須恵器杯で言竜前

・′・r・－rl－（う5－－…l・



⑥

ul叫

－66－

1m

』二一一一十一二二二二∃



∈
第44図　第10号住居跡出土遺物実測図（1）
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第45区l　第10号住居跡出土遺物実測図（2）

面の床面上から正位の状態で出土している。6は須恵器嚢，7は須恵器甑である。いずれも竃の内外部から破

片の状態で出土している。8は砥石で，南壁近くの床面上から出土している。第45図9・10は石片で，それぞ

れ床面上から出土している。性格は不明である。

所見　本跡の時期は，出土した土器の特徴から9世紀中頃と考えられる。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成　　 備　　　 考

第44 図 杯 A　 ［17 ．2］ 口縁 部 か ら休 部 の 破 片 。 休 部 か ら 口 外 面 ロクロナ デ。内面磨 き，栗色 処理。 砂粒 ・スコ リア ・ P 13 1 30 ％

1
土 師 器 B　 （4 ．6 ） 緑 部 にか け て外 傾 して立 ち上が る。 白色粒子

にぷい褐 色　 良

墨書 「長」

床 面

2

杯 A　 ［12．鋸 口縁 部 の 破 片 。 口縁 部 は若 干 内 暫 し 外面 ロ クロナデ。 内面磨 き，黒色処理 。 砂粒 ・石英 ・スコリ P 133 15％

土 師 器 B　 （3 ．3） て 立 ち上が る。 ア・長石

にぷ い褐色　 良

墨 書 「十 カ」

穫土 下層

3

高台 付 皿 A　 ［14 ．の 高 台 部 欠損 。 休 部 か ら口 緑 部 に か け 内 ・外 面 ロ ク ロ ナデ 。 休 部 下 端 回 転 砂粒 ・ス コ リア P 135　 60 ％

土 師 器 B　 （1 ．7 ） て外 反 しなが ら大 き く開 く。 ヘ ラ削 り。 内 面 黒 色 処 理 。 底 部 回 転 明赤褐 色 P L 4 5

糸切 り。 高台 部 貼付 。 良 床 面

4

杯 A　 ［14 ．1 ］ 口緑 部 一一部 欠 損 。 平 底。 体 部 か らロ 口縁 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ デ。 体 部 下 砂粒 ・石英 ・スコリ P 134　 50％

須 恵 器 B　　　 3 ．9

C　　　 6 ．4

緑 部 にか けて外 傾 して立 ち上 が る。 端 手 持 ちへ ラ削 り。底 部 一 方向 の 手

持 ちへ ラ削 り。

ア・長石

にぷい黄 褐色

良

床 面

5

禁 A　 ［30 5 ］ 目線 都 か ら休 部 の 破 片 。 休 部 は外 傾 口緑 部 内 ・外 面 ナデ 。 体 部 外 而 縦 位 砂粒 P 13 7　 25 ％

須 恵 器 B　 （13 ．5 ） して 立 ち 上が る。□緑部 は強 く屈 曲 し，

目線 端部 を上下 に突 出す る。つ

の平 行叩 き。 休 部 内面 ナ デ。 褐灰色

良

P L 4 5

竃覆 土下層

6

碧 B　 （6．3 ） 休 部 か ら底 部 の 破 片 。 平底 。 体 部 は 体 部 下 端 へ ラ削 り。休 部 内 面剥 離 が 砂拉 ・スコ リア ・ P 136　 25 ％

須 恵 器 C　 ［18 ．0］ 外 傾 して 立 ち とが る。 激 し く調整 不 明。 雲母 ・白色粒子

黒褐 色

良

床 面

7

甑 B　 （20 ．0 ） 休部 か ら底 部の 破片 。つ平底 。フ孔 数不明 。つ 体 部 外 而縦 位 の 平行 叩 き。 体 部 外 而 砂粒 ・石英 ・雲母 P 138　 25 ％
須 恵 器 C　 ［12 ．0 ］ 休 部 は外 傾 して 立 ち上が る 。 下端 へ ラ削 り。 休 部 内 面 ナ デ 。 底 部

は焼 成前 にへ ラ状工 具 に よ り穿 孔。

明赤褐 色

良

竃底 面

図版 番 号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （C汀l） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第44図 8 砥　　 石 （5 ．8 ） （6．6 ） 3 ．5 （173 ） 床 而 Q 7　 凝 灰岩　 P L 53

第4 5凶 9 石　　 片 9 ．7 9．3 4．2 33 1 床 面 Q 8　 ホル ンフ ェルス

10 石　　 片 9．5 1 1．0 5．0 629 床面 Q 9　 ホ ル ンフェル ス
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第臓考燵腰跡　第媚固ラ

位置　調査区域の中部　D3戯区。

重複関係　第摘号土塊及び第は号藩が本跡の覆土を掘　込んで構築されているため　本跡が古い。

規模と平面形　長軸：‾弓．旧11l，鯨油2．樟Illの方桁である、、

露観漸蘭：酢㍊ぽ㌧牒

堂　壁高は摘㌦諏mで　ほぼ垂直に立ち上がる。

璧満　竃の北西側の壁の下から南東壁の下まで巡る。断面はU字形で　幅は竃の西側で法　上幅媚cm　下幅畿

cmである。その他は上幅膵㌦′渕cm∴翻霞　㌦′摘m　深さは　～航mである。

′　　　　　　　　　　　′

魔　北壁に構築され　両袖部だけが残存して折る。規模は　煙道部上端から蟹　田部までm翫m　両袖部幅は

′

．．

ノ　　　　　　．

鬼床面は　床面と同じ高さで続凱　竃中央部では凱mほど浅　間形に掘り　ぼめている。鬼塚部から煙道部に

かけて　光熱を受け硬化している。

電土層解説

ユ　黒　褐　色　　赤色粒子軒数牒－ム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子微墨

3　褐　　　色　　ローム粒子や粘土粒子微還
4　暗　褐　色　　ローム小ブロックの同粒子微量

5　黒　褐　色　　ローム粒子か焼土粒子磯巌

6　暗　褐　色　　粘土粒子微蔓

7　褐　　　色　　ローム粒子を赤色粒子微量

呂　灰　褐　色　　粘ヒ粒子少鼠ローム路子敬遠

褐　灰　色　　焼土顔ブロック中壷焼土中プロ、ブタ茂化粒子少量

摘　赤　褐　色　　焼土太ブロック多畳粘性弱

H　にぷい赤褐色　　廃土太ブロック中最焼士小プロッタや炭化粒子少置き
粘性OL離弱

摘　褐　　　色

蟻　にぷい赤褐色

蟻　黒　褐　色

膵　暗赤褐色

18　黒　褐　色

19　ノ灰　褐　色

邦　にぷい赤褐色

釣　にぷい赤褐色

22　黒　褐　色

且2　灰　赤　色　　焼土中ブロック中鼠焼士太プロッタ磯土′j㌔プロッタ　器　暗赤褐色

少還

招　褐　　　色　　焼土小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　鋼　褐　　　色

廃土粒子を炭化粒子微靂

ローム粒子e焼土中プロ㌢針廃止かプロプ㌢瀾迂載予

ゆ粘土粒子少量

焼土太ブロックの廃土小ブロック鴻餌諸釣「粘土粒子

少農学　しまり弱

焼土中プロノ㌢鋸凱焼土太プロ㌢鮮廃止粒子針鼠

粘性弱

炭化粒子レ粘土粒子少蔓ふ離弱

粘土粒子申鼠廃土粒子を炭化粒子少還

焼土太プロ㌢針粘土粒子中農粘性ぜし離強

しトー∴小ナ主上・ツ小満立上中量

ローム中ブロックヲ廃土粒子少量

焼土中ブロック中還，ロ…ム中ブロック磯ま太ブロックp

廃土かプロ、プ　あ炭化粒子少＿蔓

ローム中プロノク中鼠粘土粒子少鼠しまり強

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′＼

描施設に倖　ピ、ジトと思われる。主柱穴に当たるピッ招来　床面を精査した　のの確認で　なかった。

・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′　′　　　／　　　　　一　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

i　暗　褐　色　　ローム粒子中鼠ローム小ブロック微量　　　　　　　　暗　褐　色　　ローム粒子中量

2　褐　　　色　　ロームかブロック微量

3　褐　　　色　　ローム粒子少量夕粘性強

4　褐　　　色　　ローム小ブロック中畳，粘性強

5　黒　褐　色　　ロー…ム粒子中量

7　褐　　　色　　ロームかブロック葎報㌻計搬還

8　褐　　　色　　ロ…ム粒子微量

9　暗　褐　色　　ローム粒子微量

摘　褐　　　色　　ローム粒子中量夕粘性強

遺物　土師器片鮮慮　須恵器片那慮　石製品私産　砥石）が出土している。第媚固　ゆ　ほ　土師器棒で

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　′　　一　　　′

状態で　それぞれ出土している。　ほ土師器浅形聾で　竃煙道部の底面。上から連位の状態で出土している。支

′　　　　　′　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　　　′′　　　　′　　′　　　′ノ
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第46図　第12号住居跡実測図

第12号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　2m

仁一　　；一一一一」

1m

L二＿＿　；　－」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第47回 杯 A　　13．6 完形。平底。休部から口緑部にかけ口縁端部ナデ。休部外面ロクロナデ。砂粒・石英・雲母・P139　100％

1
土師器B　　　 4．5 て外傾して立ち上がる。 体部内而磨き，黒色処理。底部回転長石 PL45

C　　　 7．5 糸切り。 にぷい褐色

良

墨書「成」

床面
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第47区l　第12号住居跡出土遣物実測図

3

0　　　　　10cm

巨二二一＋；　一二∃

0　　　　　　　　　　　　5cl¶

l　　　呈　　　！

図版番号器　　種計測値（C汀l） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第47図 杯 A　［148］口緑部から底部の破片。平底。休部ロ緑端部横ナデ。休部外面ロクロナデ。砂粒・雲母 P140　35％

2 土師器B　　　5．1 からロ縁部にかけて若干内攣して立休部内面磨き．黒色処理。底部糸切にぷい褐色 覆土上層

C　［7．8］ち上がる。 り。 普通

3

小形襲A　［14．2］ロ緑部・休部一部欠損。平底。休部口縁部内・外面，体部外面上半ナデ。砂粒・スコリア・P141　65％

土師器B　　15．1 は内攣して立ち上がる。口緑部は媛休部外面下半へラ削り。休部内面ナデ。雲母・白色粒子 PL45

C　　　8．0 やかに屈曲して立ち上がり，端部は

つまみ上げられている。

にぷい黄褐色

普通

窓煙道部

4

婆 B　（8．2）休部から底部の破片。平底。体部は休部外面ナデ。休部下端へラ削り。砂粒・石英・スコP142　35％

土師器C　［7．5］外傾して立ち上がる。 休部内面ナデ。 リア

にぷい程色　良

裔攫土中層

－71－



図版番号 穫 別

「＋ 壷 測　　　　　　 値
出　土　地　点 備 考巨 聖 廟 「㍉ 露 ） 厚さ廊　　 重量沌ラ

第媚図5 砥 石 抱5ラ　　　　　 3誹 i L 9　才「 蒜
覆土中層 Q摘　頁岩

窮臓考健腰掛　第媚囲う

位置　調査区域の中央部西側　D2劇区。

重複関係　第は骨藩が本跡の覆土を掘　込んで構築されて㌦′ることから　本跡が古齢。

規模歴平面形　産魂政綱m　短軸。那mの方形である。

童軸方向　N一一一」丁“一つ三

璧　壁高は　㌦霊流で　翻噂して立ち上がる。

ノ

深さ：お主上五鉦て、ある．ご

′

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　′　　　　′

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′、　ノ　′

ノ　　　　　′　　・・′　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　、　　　　　　　　′

地融を削　だして基部を傍軋先端部は闇一義を室とする褐色士を用いて構築されて折る。火床画から煙道部

にかけて　光熱を受けて硬化している。

竃土層解説

且　赤　異　色

2　にぷい赤褐色

3　赤　褐　色

にぷい赤褐色

5　暗赤褐色

ローム小プロッタ磯錘ブロック機上小プロノタ濁　6　にぶし凍褐色

化物少壷

焼土太邦ツタ相磯土小プロッ　濁化物少鼠粘性やは蟻　　　赤　褐　色

廃土太ブロック多還　　　　　　　　　　　　　S　にぷい赤褐色

廃土太ブロック茂化物少鼠しまり弱　　　　　　　9　褐　　色

ローム小ブロック磯土中プロッタ壌土小ブロック茂　摘　褐　　色

化物少鼠は　弱　　　　　　　　　　　　　は　褐　　色

ローム小ブロックぁ焼土中プロッタ機上かブロックを炭

化物少量ふま　弱

焼土中ブロック多亀焼土中ブロック少蚤粘性弱

廃土小ブロック中量芦焼土中プロッタ少還

しト∴′「十∵→†少量

焼土中プロッタ雄和樟㌢ロック少還

ローム小ブロック多量㍉粘性強

‥　‾　　　　　　　　　　　　　　ノ′、　　　　　　ノー　′　　′′．／ノ、　　　　′　′

；′′　　　　一　　　　ノノ　　　　′　′　′　　　　　　二　　・′J　ノ　、．　．

′　　　　　∴′　　　　　　　一　　　．′．　　　　′　　　　　　、　　　　′

′　　　′

穫豊　呂層からなる。レンズ状に堆積しておりタ　自然堆積と思われる。

土層解説

i　窯　褐　色　ローム太邦ノク。ローム小邦ック磯土中邦ックの　5　褐　　色　ローム太ブロック中墨タロ｛ム中ブロック少量

尉ヒ物少量　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　色　ローム太ブロック中量

2　暗　褐　色　ローム太プロッタ湖中プロッタ車摘、ブロック少量　7　暗　褐　色　ローム中ブロック茂柁物少量

3　褐　　色　ローム小フやロック臓テローム中ブロック少巌　　　8　褐　　色　ローム小ブ恥クつ識路子少遥
4暗褐色　ロ…ム中プロック少量

遠鞠　土師怒机鋸慮　須恵器楕常夜　石器温点！砥郡が出土している。いずれ航、片であ軋接合でき

、　　　　　－　　′　　　　′′　　　／　　　′ノ　　、－　－　′

は土師器棒で北西壁欝　の覆土中層から出土している。の砥石片は北東壁際の覆土中層から出土している。

、　　　∴　　　　　一　　　′　　　　　＿、　′．′＿　　．

リー－72－－
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第48図　第13号住居跡実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

E

－し′

0　　　　　　　　　　　　　　2nl

「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

トー－　十一一　一一」

図版番号 器　　 桂 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第49図 賓 A　 ［13．4］ 口緑部の破片。口縁部は緩やかに屈 ロ緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒・スコリア・ P 143　 10％

1
土 師 器 B　　　 4．5 曲して立ち上がり，ロ縁端部は若干

内傾し，つまみ上げられている。

雲母

にぷい褐色　 良

覆土下層

2

杯 B　　　 4．6 口緑部の破片。口緑部は外博して立 口緑部外面ロクロナデ。口緑部内面 砂粒 ・スコリア T P 14　 10％

土 師 器 ち上がる。 磨き，黒色処理。 にぷい褐色

良

刻書 「〇人カ」

覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

長さ（C汀l） 幅（C汀l） 厚さ（cm） 重量（g ）

第49図3 砥　　 石 （5．2） 5．2 2．5 （67） 鐙土中層 Q ll 凝灰岩
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第49図　第13号住居跡出土遺物実測図

l
l

0　　　　　　　　　　　　5cm

！　　；　　！

第14号住居跡（第50図）

位置　調査区域の中央部，C3g2区。

規模と平面形　長軸2．70m，短軸2．36mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－600－W

壁　壁高は28～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　ローム質で，平坦である。中央部から竃前面にかけて踏み固められている。

竃　北西壁の中央に構築されている。天井部は崩落しており，両袖部だけが残存する。火床部の掘り込みは浅

く，焚き口部と床面の境は，床の硬化面が消えるラインと判断した。竃の規模は，煙道部上端から焚き口部まで

67cm，両袖部外側の基部で幅115cmである。煙道部は壁外に約30cm掘り込み，煙道は緩やかに外傾して立ち上

がる。14～19層は袖部の土層である。袖部は，14層を芯材とし，その周囲にローム混じりの土を貼り付けて

構築されている。8・9・12層は天井部の崩落土層と思われ，粘土混じりの褐色土である。火床部は2cmほ

ど，皿状に掘り込まれている。中央部付近は，火熱を受けて硬化している。
篭土眉解説

1　褐　　　色　　赤色粒子中量

2　褐　　　色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　灰　褐　色　　焼上粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　　色　　赤色粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　　　色　　焼土粒子・炭化粒子中量

7　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

8　褐　　　色　　焼土粒子・枯l二粒子微冒：

9　褐　　　色　　粘f二粒子微量

10　褐　　　色　　焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

ピット　床面を精査したが，ピットは確認できなかった。

11にぷい褐色　　焼土小ブロック・同粒子微量

12　褐　　　色　　焼土小ブロック・粘土粒子少量

13　褐　　　色　　粘土粒子微量

14　灰　褐　色　　粘土粒子少量，焼土粒子微量

15　暗　褐　色　　白色粒子微量

16　褐　　　色　　ローム小ブロック・白色粒子微量

17　褐　　　色　　ローム粒子中量，白色粒子少量

18　にぷい褐色　　ローム粒子多量，粘性強

19　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

覆土　8層からなる。ロームブロックを含む層が多く，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子多蔓，ローム小ブロック少量　　　　　5　暗　褐　色　　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量

2　にぷい褐色　　ローム大ブロック多量，ローム中ブロック少量　　6　にぷい褐色　　ローム大ブロック中量，ローム中ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量　　7　黒　褐　色　　ローム′トブロック・同粒子少量

4　にぷい褐色　　ローム中ブロック多墨，ローム小ブロック少量　　8　明　褐　色　　ローム粒子多量

－74－
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第50図　第14号住居跡実測図

三

0　　　　　　　　　　　1m

二　一　　　二∃

遺物　土師器片78点，須恵器片6点，石製品1点（砥石）が出土している。第51図1～4は土師器杯である。

1は逆位の，2は正位の状態で，それぞれ北西コーナーの床面上から覆土下層にかけて出土している。3は正

位の状態で，4は逆位の状態で，それぞれ竃内から出土している。5は土師器嚢で，竃内から横位の状態で出

土している。底部を欠いており，甑として転用された可能性がある。6は須恵器杯で，北西コーナーの覆土下

層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土器の特徴から，9世紀中頃と考えられる。
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第14号住居跡出土遺物観察表

＼二重忘。

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿　」

⊂＝フ

0　　　　　　　　　　　5clれ

L i l

図版番号器　　 種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第51岡 杯 A　　 13．6 完形。平底。休部からロ福部にかけ休部外面ロクロナデ。休部下端回転砂粒・白色粒子 P144　100％

1 土師器B　　　 4．0 て外傾して立ち上がり，端部は若干ヘラ削り。休部内面磨き，黒色処理。暗褐色 PL46

C　　　 6．9 外反する。 底部回転へラ削り。 良 床面

2

杯 A　　 12．4 目線部一部欠損。平底。休部から口緑休部外面ロタロナデ。休部下端手持砂粒・スコリア P145　85％

土師器B　　　 2．8 部にかけて若干内攣して立ち上がる。ちヘラ削り。休部内面磨き，黒色処にぷい橙色 PL45

C　　　 5．7 理。底部一方向の手持ちへラ削り。 普通 覆土下層

3

杯 A　　 15．5 ロ縁から底部一部欠絹。平底。体部休部外面ロクロナデ。休部下端手持砂粒・長石・石英 P146　50％

土師器B　　　 4．5 からロ緑部にかけて若干内攣して立ちヘラ削り。休部内面磨き，栗色処にぷい橙色 PL45

C　　　 6．4 ち上がり，端部は若干外反する。 理。底部一一一方向のヘラ削り。 普通 墨書「十カ」

竃内

4

杯 A　　 12．4 口緑部一部欠損。平底。休部から口体部外而弱いロクロナデ。体部下端砂粒 P147　50％

土師器B　　　 3．6 緑部にかけて外傾して立ち上がる。 手持ちへラ削り。休部内面磨き。底橙色 PL45

C　　　 5．9 部回転へラ切り痕を残す。一方向の

手持ちへラ削り。

普通 奄内
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図版 番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第5 1図 襲 A　 ［20 ．3 ］
ロ緑 部 か ら底 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 口 緑 部 内 ・外 両横 ナ デ。 体 部 内 ・外 砂粒 ・雲母 P 150　 50 ％

部 は 内攣 して 立 ち上 が る 。 口緑 部 は 而 ナデ ，一 部 へ ラ削 り。 にぷ い褐色 P L 46

5
土 師 器 B　　 32 ．4

C　 ［6 ．2 ］
緩 や か に外 反 して 立 ち上 が り，端 部

は外 反 して つ まみ上 げ られ てい る。

底 部 は焼 成後 穿孔 。

良 外而 炭化物 付着

竃 内

6

土不 A　　 13 ．5 完 形 。 平 底 。 休 部 か ら口縁 部 に か け 体 部 内 ・外 商 ロ ク ロ ナデ 。 休 部 下端 砂粒 ・雲母 ・長石 P 148　 100 ％

須 恵 器 B　　　 4 ．6 て外 傾 して立 ち 上が る。 手持 ち へ ラ 削 り。 底 部 二 方 向 の 手持 灰 黄褐 色 P L 4 6

C　　　 5．5 ちヘ ラ削 り。 普通 覆土 下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第51図 7 砥　　 石 （5．2） 4，2 2．6 （53） 北コーナー床而 Q 12　凝灰岩

第15号住居跡（第52図）

位置　調査区城の中央部，D3cO区。

規模と平面形　南北3．11m，東西（1．00）mで，方形または長方形と推定される。住居跡の大半は，調査区

城外に位置する。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は22～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西コーナーから南西コーナーの壁際を巡っている。上幅12～17cm，下幅4～7cm，深さは6、9cm

である。

床　ローム質で，平坦である。あまり踏み固められた形跡は認められない。

ピット　床面を精査したが，確認できなかった。

覆土10層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。1層は表土で，2層以下が住居跡

の覆土である。

㊨

血l

O　　　　　　　　　　　　　　　2m

I　一一一一一一十‥　　－－・1

第52図　第15号住居跡・出土遺物実測図
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土層解説

且　暗　褐　色　ローム粒子の赤色粒子少鼠粘性のしまり弱　　6　褐　　色　ローム拉子中鼠ローム中ブロック少鼠粘性強

2　極暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子少鼠粘土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子少数ローム小ブロック微量　　　　8　暗　褐　色　ローム粒子・赤色粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子や赤色粒子微鼠粘性強　　　　　　9　褐　　色　粘土粒子少量

5　褐　　色　ローム小ブロックの同粒子微量　　　　　　摘　褐　　色　ローム粒子率鼠ローム小ブロック少量

遺物　土師器綜2鰯穿須恵器斉2薫が出土している。第髭図　は土師器杯で　北部の覆土下層から出土してい

る。

′、・・　　′　！　＿　　　＿／∴‥　　′　　・、　ノ　　′・／′ノ

第路号住居跡出土遺物観察表

空 攣 幻 器　 種 計測値輔　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 桓 e色調の焼成　 備　 考

第52回　　　 棒 A　 H叡右目［封壕部から体部の破片。平底㌶休部　 体部外南口タロナデ。体部下端手持　 砂粒・スコリア・ P 151 30％

1　 土 師 器 B　　 や　 から打線部にかけて外喝 して立ち上　 ちヘラ削 。体部内商磨凱 黒色処理。 雲母　　　　　 墨書有り

C ［7誹　 がるc　　　　　　　　　　　　 底部手持ちへラ削り。　　　　　 にぷい橙色 普通　 覆土下層

，　　　　　／・′、（

．′　く、′く′・　′．′．　　　′　　′く

．′　さ　　　　、・　∴　　　l　ノ　　二√′ノ　′　ノ　．′′．

主軸方向　N一一22。一一E

一　、．　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　′・・′

′ノ　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　∵、　、．　　　、、　　、　　、、・∴　　′′′∴

l　ヽ　　　　　－　ノ′　　　、　　　　、　　－　　　　ノノ

篭　酋壁中央に構築されている。天井部は崩落してお軋両袖部が残存している。規模は夕煙道都の上端から

焚　四部まで摘摘　両袖部幅は軌mである。煙道部は壁外に約挽m掘　込み　煙道は外傾して立ち上がる。

′　　ノ　ーソノ・　、・　′　　　′、！　・－シ　ー　　′′　′　′　4．－　′　－　∴∴・′二、／′．・

′、一　一　　°ノ′∴‥　′′ノ、一ノ　ノ　ノ＼ノ・言、－へ∴　　　、′ノ7∵ノ　穴′′∴一　二′ノ′、・．・・、－ノ∴ji一

、、　′′’－ノ、＼・つ、′　　∴　′　　　　　　′’　ノ∴．、∵＋㍉十．、／：

竃土層解説

1　本　黒　色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　痍　赤　色

5　赤　灰　色

6　にぷい赤褐色

7　にぷい赤褐色

8　赤　褐　色

9　灰　赤　色

摘　赤　灰　色

ロ…ム申ブロックeローム小ブロックe焼土粒子少量

焼士小ブロックの炭化粒子粘土粒子砂粒少量

廃土小ブロック濁化拉手粘土粒子砂粒少鼠しまり強

焼津プロッ　磯土小プロもブタ濁化粒子凝土粒子灘粒少量

焼土粒子茂化粧子機土粒子。砂粒少量

焼土中ブロック中墨，焼土太ブロック磯土粒子e砂粒少鼠

粘性・しまり弱

焼土中ブロック中鼠炭化粒子瀾土粒子き砂粒少乳酪掛

しまり弱

焼土中ブロック多鼠粘性もしまり弱

ローム中ブロックず同小ブロック少量

砂粒多量，焼土中ブロック6焼⊥小ブロックか炭化物少量

1主　暗′ノ臣天色

12　灰　赤　色

ま3　褐　　　色

摘　褐　　　色

15　灰　褐　色

16　褐　　　色

17　灰　褐　色

18　灰　褐　色

ユ9　暗　褐　色

28　暗　褐　色

21褐　　　色

ローム中ブロックeローム小ブロック牒消滅予少量

焼土紛争砂粒中量瀾土粒子少量

焼土小ブロック濁化粒子中量

ローム路子e焼土粒子中量

粘土粒子多数ローム粒子中鼠粘性eしまり弱

しトム′トノu・∵ト同位ナ中量

粘土粒子中量泊色粒子少量

ローム粒子中量，粘土粒子少量

ローム粒子を粘土粒子微量

粘土粒子少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック中量

ノ　　　′′、　　　　、・　　　　　′　．　　　′－・ノ・．・一．′′－ll・一一L　　、ノ′、　イ′，・．′．　ノ　　、

‥一こ′’こ′　、′；　′了　∴・′、・ノ　　ニ　　∴　∴　′′′　二′ノ／′．　ノ　∴′　1j　ノ∴　‥′・・一　子′

：′　′ノ　∴　　′′∴、二′：、、′′′／’′　岩、・・∴∴、∴　）了∴′：・l　∫・ノ　′、一　′．・・ノ、．こぶ；：1、

く′　　　　・　二‘′：．′′　、′　∴　－∴ノ　ノ　　′　′　・′　′　′・－　　‥′・ノ　ー．　′；′．‥ノ言　∴

形で言深さは玩mである。P e P　は補助的な枝先の可能性がある。

－78－
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第53図　第16号住居跡実測図

覆土14層からなる。レンズ状に堆積しており，

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　黒褐色

4　極暗褐色

5　褐　　色

6　暗褐色

7　極暗褐色

白色粒子多量，ローム粒子・赤色粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック微量，しまり強

ローム粒子多量，粘性・しまり強

ローム粒子多量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト－十　－」

自然堆積と考えられる。

8

9

10

11

12

13

14

－79－

黒

暗

褐色　　ローム粒子中量

褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，しまり強

黒褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量

黒褐色　　粘土粒子中量，焼土′トブロック少量

黒

暗

褐色　　焼土粒子少量

褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

暗褐色　　ローム粒子微量
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第54図　第16号住居跡出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm
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10cm
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遺物　土師器片舶主査　須恵器肴当洒蛍　石片主産　鉄製品　点　鎌）が出土している。遺物は　竃内部から

多く出土している。第狙図　は土師器高台相棒　射　土師器小形聾である。後を逆位としタ　底部の上に1を

伏せた状態で煙道部底面から出土している。二次的な焼成を受けてお軋支卿として転用された可能性がある。

．、：・′　　′、′、、．．上’－　、　・J・′′　　、　ノ　　・、、ノ　；入、一一′．∴　　　・、

・ノ・∴／∴　一′′　′、′　∴、　っ　　′　　′・∴　　二　　　、　′、ノ　′　ノ　′　・・＼　　　　　、′、　′ノ、

下層中から，　の鎌は竃東側の床面上から　それぞれ出土している。

′．、、′）　一、．　．′・　ノ　　ノ、、　　′了　　二　　′

第摘号住居跡出土遺物観察表

図版輝 ！器　 攣 i 計測触 m） ！　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 も矧 瀾 「 備　 考

第54図　 高台付杯　 Å　 15．1　 目線部 0 高台部一部欠損 。平底。体　 体部外南 口クロナデ。 体部下端回転　 砂粒　　　　　 P 154　 75％

士 師 器 B　　　 5．6 部か らロ縁部にかけて内攣 して立 ち ヘラ削 り。高台部内 も外商ナデ。体 橙色 P L 46

i 0　　 7．9　 上が り辛　口縁 端部 は若 干外反す る。 部 内商磨 き。底部 回転へ ラ削 り後 タ 普通　　　　　　　 竃煙道部

E　　　 l」 高台部はハの字状に開く。　　　　　　 ナデ。

高台付杯　 B　　 は ．舅 底部の破片。高台部はハの字状に開 く。 高台部内 が外面ナデ。底部内商磨 き， 砂粒 の石英 サ長石 ㌘155　 35％

2 十 師 器 い　　　 い．0 黒色処理。）底部へラ削 り。 にぷい赤褐色　　 覆土下層

E　　　 私8 普通

高台付皿　 Å　 ［払宜目 口磯部か ら体部の破片。体部から融 承「体部外南 口グロナデ。休部内面磨 き寧　砂粒 も白色粒子　 P 156　4 0％

3 土 師 器　 B　 は ．お　 部にかけて若干内攣 して立 ち上がる。〕 黒色処理。底部回転へラ削 り。 にぷい橙色　　　 竃煙道部

普通

小 形 婆 捗 H 摘 臓 陣 ら底部一部 欠損。平底。体 ！。縁部内 の外面横ナデ誹 部外商上 唇 溌 英 e雲母 i p ユ57 55％

士 師 器　 ロ　　 ゴけ1 部は内攣 して立 ち上が る。ロ綾部は 半へ ラ削 り後，ナデ。体部外南下半 にぷい橙色 竃煙道部

寸　　　　　　　　　 し　　　 い．1 外傾 して立 ち上が 軋　 端部はつ まみ　 へ ラ削 。体部内面上半へラ削 り後， 普通

上げ られている。　　　　　　　　　 ナデ，一部指頭庄痕を残 す。）下半剥

粧激 しく調整不明。

砂粒 のスコリア ・　P ま58　4 0％嚢　　 B　 （2L 2） 体部 から底部の破片。平底。体部は　 体部内 ・外商上半へラ削 り。体部下

5　　 土 師 器　 C　　 8．0　 内攣 して立ち上がる。　　　　　　　 半不牒お 体部内南下半ナデ。 白色粒子　　　　　 竃煙道部

橙色　 普通

砂粒 ゆ雲母　　　　 P ま53　35％杯　　 Å　 ［13朝　 日縁部 から底部の破片。平癒∴ ノ俸部　 体部内 や外商ロ タロナデ。休部下端

6　　　 須 恵 器　 B　　 3．9 から口綾部 にかけて若干内攣 して立　 手持 ちへラ削 り。底部へラ削 り。 黄灰色 覆土下層

C　 ［5．6］ ち上がる。 普通

脳 。　　　　　 計　　 測　　 値　 i 挫 十 地 占

備　　　　　　　　　　 考
図版出′ノ 種　 別　 長さねm）　 幅k m）　 厚紬　 重量廟 J

蒜 霹 丁 √ す 寸　 隼㌧ 上 空 ⊥ ⊥ 」 －2　 日 閥0　 匝 土欄 Q 13　ホルンフェルス

図版番号
種 別　 長さ這音 義 。m㌶ ㌦ さk m） 重量穣 ）　 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考

第54図8
鎌 ！ 20・5 i 308 私2　 日 の5　 極 東側床面 M ・l　P L封

∴　　一二一　′　　∴、＼ソ

位置　調査区域の中央部，D3gl区。

、∴ニC∴‘、：‘与　∴：宜′・上．′・㍉圧－′、、ノら、′　三∴了了一

主軸方向　N－30J－E

璧　壁高は7～13cmでタ　外傾して立ち上がる。

璧溝　壁際を仝属する。断面はU字形で　上幅　～飢cm　下幅　～飢cm言葉さば　～摘cmである。

床　ローム質で，平坦である。中央部が踏み固められている。

－8鼠－
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第55図　第17号住居跡・出土遺物実測図

q

去
0　　　　　　　　　　　　　1m

l　－－十Illl」

篭　北壁中央やや西側に位置する。天井部は削平されている。規模は，煙道部上端から焚き口部まで85cm，両

袖部幅109cmである0煙道部は壁外へ約45cm掘り込んで構築され，煙道は緩やかに立ち上がる。10～12層は袖

部の土層である0袖部は・灰褐色粘土を芯材として砂質粘土を外側に貼り付けている。また，基部は壁外へ20

cm掘り込んで構築されている0火床部は約8cm掘り込まれ，平坦である。火床部は，火を受けて硬化している。

－82－



電土層解説

1　褐　灰　色

2　にぷい赤褐色

3　暗赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　灰　褐　色

6　暗赤褐色

ローム小ブロックの廃土小プロッタ少量

「トム粒j’・中量∴尭上中ゾ「「ソ㌢少量

tトーム粒子焼上中ブートソク・粘廿：豆′レ量

しトーム大ゾし「∵ク・＝一一ム小プロ、ソケ㌧焼巨巨ノ、、

ロック少鼠しまり強

ローム小プロッタゆ焼土小ブロックの粘土粒子少壷

焼土太ブロックe同粒子少量ふま　強

8　黒　褐　色　　焼土中ブロック4魚土小プロッタ鴻経路損「粘土

打つ∵砂粒少量

9　にぷい赤褐色　　焼土中ブロックの焼土中ブロック濁招錐損「粘土

粒子の砂粒少量ふま　強

摘　暗赤褐色　　焼土粒子の粘土粒子0砂粒少巌

11吠　出　色　lトム粒」’一・粘日章「少量

は　灰　褐　色　　ローム粒子の粘土粒子中巌

7　褐　灰　色　ローム太プロッタのローム小ブロック磯土粒子少量　招　褐　　色　焼土粒子少量

、′　　′：・　　　ノ　ノ　　ー　・ノ　′、女　　　　　　　＼・　　　　′二　　ノ、′　∴（、

・′′－　　　　′：、．、　∴　　′′′′　　　　　、、　　　　　　　ノ　　　′　　一　、日、、　・　′

′　　　′　　　　ニ　　’　．、十　　′、　　　ノ　、、．、：　　　　一　．′・・　′　ノ′ノ　　　　　　　　　　　　　　・

ピットと推定される。、

′　　　　′　ナ　　　ノJ　ノ／′、　　　　　、′　　　　ノ　‾　　′、　　′′

土層解説

＿1黒褐色　lト同一ゾ「いケ・眉じ物少量　　　　　　　　こう　明　出　色　け－ム粒「中量

2　明褐色　　ローム申プロッタ中量，ローム太ブロック少量　　4　明　褐　色　ローム中ブロック中量

′　　　　　・！　、　　′　　　　　　　　　・・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　、　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ

、′　．　　　　　　　　　　　　．　′㍉　　　　　　　、　　　　　ノ

．′　′　′　　、　、1′・．

図版番号匝　種計測値km）…　　器形の特徴　！　手法の特徴　　匪土鳩酢飽彗　ノ簡＋考

第諒図　　　年　　人　出．∴日録部から底部の破片。平底。体部　体部内の外商ロタロナデ。体部下端　スコーア4雲母も　㌘ほ　舶％

呈　上摘牒愕＋㌶から目線部にかけて外傾して立ち上　回転へラ削り。底部回転へラ削り。　長石　　　　　　PL46

が畑　口縁端部を若干外反させる。　　　　　　　　　　　　　　　　 褐色　良　　　寵覆土下㌦上層

小形婆　Å　［日。0］ロ縁部から底部片。平底。体部は内「甘稼部内も外商横ナデ。体部外面上　砂粒の白色粒子　P蟻3　舶％

2　控鋸黒㍉鵠攣して立ち上がる。ロ緑部は強　外　半ナデ。休部外面下半へラ削り。体にぷい赤褐色PL46

反して立ち上がり，端部はつまみ上　部内面ナデ。 普通竃覆土下㌦上層

げられている。

第柑考健腰跡　第訴因）

位置　調査区域の中央部　n飢区。

重複関係　第摘号港が本跡の覆土を掘　込んでいるので　本跡の方が古い。

、　　　　　　・　　　∵　　　　　　一　′　′　一′　′

童軸方向　N一一116J－E

壁　壁高は渕～姐cmで　外傾して立ち上がる。

言．、　′　　ふ　′　′．′’‘′　　　‾、′　　∴　　　　‘′．　　・　　　　　′　・

深さは6＼10cIllである。

、　　／、、　　　′ノ　ーノ、′′　′一ノ／　　′　′、　　　　　　′　、　　　　ノ　ノ　・　′′　　　一　　′　′　－　　　　’

面から覆土下層にかけて資　炭化物が出土している。

竃　南東壁の中央部から東コーナー寄りに位置する0天井部は崩落し両袖部が残っている。規模は　煙道部上

端から焚　口部まで腑m　両袖部幅鱒cmである○煙道部は，壁外へ約2緬掘　込んで構築され芦煙道は外

－・　′　′　′／ノ、）、、・、－・　　　　・′′　′、′′－　　　∴　　　ノ　ノ　′∴・．

貼　榔て構築されている。　0　や　層は砂粒を含みタ天井部を構成していた層と考えられる。火床部の掘

－83一一
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第56図　第18号住居跡実測図

0

ト　一一－十一‥－－」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L－l一ト一　一一一I

り込みは極めて浅く・床面とほぼ同じレベルで続いている0火床面には焼土が堆積しており，煙道部にかけて

は火熱を受けて硬化している0両袖部の中間には，底面から第57図3・2・1・4の順で，それぞれ逆位に

積み重ね，周囲を粘土で補強して支脚としている。
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第57図　第18号住居跡出土遺物実測図（1）
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電土層解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　暗赤褐色
7　赤　灰　色

8　にぷい赤褐色

9　にぷい赤褐色

焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量

焼土中ブロック傾土小ブロック・尉ヒ粒子少量，しまり弱

焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物少量，しまり弱

ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒少量，しまり弱

焼土中ブロック多量，砂粒中量，しまり強

焼土中ブロック・砂粒少鼠しまり弱

砂粒多量，壌土粒子少鼠しまり弱

焼土小ブロック中呈，壌土大ブロック慨土中ブロック・炭化物蘭

土大ブロック・砂粒少量，しまり弱

ローム大ブロック・ローム中ブロック瀾土大ブロック・壌土小プ

ロック・粘土大ブロック・砂粒少量，粘性・しまり弱

10　灰　褐　色　　粘土粒子少量，焼土小ブロック瀾土小ブロック微量

11灰　褐　色　　粘土粒子中量

12　灰　褐　色　　粘土粒子多量，粘性・しまり強

13　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量，粘性強

14　褐　　色　　壌土粒子・粘土粒子少量，粘性弱

15　灰　褐　色　粘土大ブロック多量，ローム粒子中量渦土粒子少量瀾性強

16　褐　　　色　　粘土拉子中鼠壌土ブロック少量

17　黒　褐　色　　炭化桂子蘭土粒子微量

I3　；：
暗　褐　色　　粘土粒子中量，ローム粒子微量，粘性強

褐　灰　色　　粘土粒子中量，ローム粒子微量，粘性強

0　　　　　　　　5c■¶　20　褐　　色　　ローム粒子中量

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」　　　　　21灰　褐　色　粘土拉子多量．粘土中1ロック中も燈土粒子少量調性・しま憎

第58図　第18号住居跡出土遺物実測図（2）

ピット1か所。北西壁の中央やや北寄りに位置する。径34cmの円形で，深さは18cmである。出入り口施設

に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。ロームブロック・焼土粒子を含んでいる層が多く，人為堆積の可能性がある。

土眉解説

1窯　褐　色　炭化物中量，ローム小ブロック少量，しまり弱　　　　　　　5　にぷい褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

2　褐　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化物少鼠しまり弱　　　6　にぷい褐色　ローム小ブロック少量潤土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック少量　　　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　　ローム大ブロック磯士粒子・炭化物少鼠しまり弱

遺物　土師器片156点，須恵器片31点，土製品2点（紡錘車）が出土している。第57図1の土師器杯，2の

土師器高台付杯，3・4の土師器小形嚢は，支脚として使用されており，二次的な焼成を受けている。5・6

は土師器嚢で，それぞれ竃の周辺から破片の状態で出土している。7は須恵器杯で，竃の北側袖部付近から正

位の状態で出土している。9・10は須恵器嚢である。9は北東コーナーの床面上から，10は竃の周辺から出

土している。11は灰粕陶器椀で，南壁寄りの覆土下層中から出土している。第58図12・13は須恵質紡錘車で，

共に床面上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土器の特徴から，9世紀後半から末と考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察表

図 版 番 号 券　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 57 回 坤こ A　　 13．4 完 形 。 平 底 。 休 部 か ら ロ 綾 部 に か け 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 内 面 磨 き ， 砂 粒 ・雲 母 ・長石 P 164　 100％

1 土 師 器 B　　　 3 ．9

C　　　 6 ．5

て 外 傾 して 立 ち 上 が る 。 黒 色 処 理 。 底 部 回 転 糸 切 り。 に ぷ い 橙 色

良

P L 46

竃 内

2

高 台 付 杯 B　 （5 ．8 ） ロ 緑 部 欠 損 。 休 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 体 部 外 南 口 ク ロ ナ デ 。 高 台 部 内 ・外 砂粒 ・ス コ リア ・雲 P 168　 60 ％

土 師 器 D　　　 8 ．0 が る 。 高 台 部 断 面 は 細 身 で 高 く ， 若 両 横 ナ デ 。 体 郡 内 而 ナ デ ， 黒 色 処 理 。 母 ・長石 P L 4 6

E　　 l ．6 干 外 反 し て ハ の 字 状 に 開 く 。 底 部 回 転 糸 切 り後 ， ナ デ 。 橙 色　 普 通 竃 内

－86－



竃 扇 看 器　 橙 計測値k m月　　 番 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 恒 き色調 機 窺い 童　 考

第5 回　 小 形 婆　 B　 再 。お　 体部か ら底部の破片が　平底蔦　体 部は 「体部外而 中位 ナデ。体部外面下半へ　 砂粒さ石英もスコリ　 P 膵2　謂％

土 師 器 C　 や　 内攣 して立 ち上がる。　　 孟霊 休部内面 ナデの後ヲ〃′W一部指 ．謡 噛 褐色 竃中

内面明赤褐色　 良

小 形 婆　 B　 目 すお　 体部か ら底部の破片。平底8　休 部は　 体部外 商中位ナデ．体部外滑津一半へ　 砂粒 か石英 ・雲母　 ㌘け3　爛％

土 師 器　 C　　 ．　 内攣 して立ち上がる。　　　　　　　　 ラ削　 岩体部内面へ ラナデ。　　　　 底黄褐色　　　　　 P L 媚

良　　　　　　　　 竃内

婆　　 鬼　 は 。扇　 目線部の破片ジ　休部 は内攣 して立 ち　 目線部内 p 外商ナデ＿　体部外面調整　 砂粒 さ雲母 ま長石　 P け0　益％

5 土 師 器　 B　 栂 。射　 上がる。ロ緒部は外傾 して立ち上が 軋　 不明。頚部内面へ ラ削 を。休 部内面　 にぷい褐色　　　 覆土 噌

端部は上方をこつまみ上げる㍍　　 ナデ〇　　　　　　　　 普通　　 i

窯　　 B　 H　をH　 体 部から底部 の破片。平底。体部は　 体部外商 ナデ㌧　ノ落部 下端へ ラ削 り。 砂粒 や白色粒子　 ㌘ユ71 35％

土 師 器　 C　 H 。鋸　 内攣 して立ち上がる。　　　　　　　　 体部内商磨滅のため調整不明ジ　底部　 黒褐色　　　　　 覆土下㌦中層

本葉痕。　　　　　　　　　　　　　　　 普通

棒　　 Å　　 ヱ3。4　 完形。乎逓信　ノ体部か ら目線部にかけ　 体部内 や外商ロタロナデ。休部下端　 砂粒 ギ雲母 e　色　 P は6　ほ ％

須 恵 器 3　 ㌢　 て若翻 攣 して立ち上がる。　 禁 ‡謡 ヂ摘 0 底部…湖 の手持 誓．い黄馳　 孟禁 層

i普通

棒　　 Å　 ［1 。鋸　 ㌫縁部か ら底部の破片S　平底。体部　 体部内 の外商ロタロナデ。体部W”′ご端手　 砂粒の石英が雲母e　 P は7　滋％

8　　　 須 恵 器　 B　　 368　 から；二ま緑部にかけて若干内攣 して立　 持 ちへラ削 り。底部手持ちへラ削り。　 長石　　　　　　　 覆土中

C　 目 す射　 ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灰黄褐色　 普通

棄　　 B　 H 。針　 休部か ら底部の破片。平底。体部 は　 休部外商縦位の平行叩 。休 部下端　 砂粒 も石英 め長石　 P lm　 滋％

9 須 恵 若　 C　　 ヱ8サ2　 外傾 して立 ち上がる。　　　　　　　　 ナデ。休部内面ナデ。　　　　　　　　 褐灰色　　　　　　 P L 媚

普通　　　　　　　 床面

澄　　 B　 招 。封　 休部か ら底部の破片ジ　平底。体部 は　 体部外 面へ ラ削　 。体部内商 ナデ＼上砂掟 や石英－スコリ　 ㌘ま75　罰％

ほ　　 須 恵 器　 C　　 膵。9　 夕も傾 して立ち上がる。　　　　　　　　 底部内面へラ削 り。　　　　　　　　　 アを長石　　　　　 覆土中層

坑黄褐色　普通

B f　2．鋸

B　は湖
E　　　私9

休部から底部の破片′　体部は内攣し

て立ち上がる。ノ　高台部は三日月状を

呈している。

体部内ぜ外面プ　高台部内∵輝瀾狛コタ

ロナデ。ノ　底部回転へラ削娠〕

砂粒

素地痍黄色瀾調痍

黄褐色　普通

P摘9　30％

警鐘針葉式

覆土下層

、、 〃エm　　 コ言　　 計　　 測　　 値　 i 材　 斤斥　 珪 土 地 占A　　 備　 考

図版番つ 種　 別 「 蒜 摩絢 扇 「掴 廟 重量廟　　　 尻　　 」　　　　　　 閏　 ノブ

第5 回は　 紡錘 車 i ぁ4 ユサ8 i o48 器eヱ　　　 須　恵　質　 摘 部床面　　　　　　　　　　　 B P 13　P L 鑓

は い錮 摘 つ＋ … 且の複 i 鮮 4 6中 須 恵 質 極 前納 面　　　　 恒 は ㌘L 53

r　　　　　　　　　　　′　　　′

位置　調査区域の中央部タ　C射区。

規模磨平面形　長軸3め5m芦　短軸3ゆ3mの方形である。

童軸方向　N一二甘一つ三

′

壁湧　東コーナー部から南壁下を経て北コーナー部まで巡る。断面はU字形で，上幅且7～35cm∴翻霞5～且2

し軋　深さは7＼つ（‾）〔111である、、、1

－　　　　　′　　ノ　　　　　′′

篭　北東壁中央に構築されている。天井部は崩落し　両袖部が残存している。竃の規模は　煙道部の上端から

楽　日部まで相貌m　両袖部幅鱒cmである。煙道部は　壁外へ約関cm掘　込み　煙道は緩やかに立ち上がる。

∴　　、、　　．．′．　　　　　　　－　　′　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　′′　　、　　　ノ

ている可能性がある。火床部は皿状に玩mほど掘　込まれている。焼土の堆積は少ないが汐　火床面は火熱を受

1－－87－H一一
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第59図　第19号住居跡実測図
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け硬化している。

埴土層解説

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　暗褐色

5　褐　　色

6　暗褐色
7　褐　　色

8　褐　　色

9　暗褐色

ローム粒子中量，ローム中ブロック微量，粘性強

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

焼土粒子少量

ローム粒子中量，粘性強

ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子少量

ローム粒子中量，ローム′トブロック・炭化粒子微量

焼土粒子少量，炭化粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子微量，粘性強

10　暗褐色　　焼土粒子微量

11褐　　色　　焼土粒子微量，しまり強

12　褐　　色　　焼土粒子微量

13　暗褐色　　焼土小ブロック・炭化物少量

14　褐　　色　　焼土粒子中量

15　褐　　色　　焼土小ブロック・焼土粒子微量

16　暗褐色　　ローム粒子微量

17　褐　　色　　ローム粒子多量，粘性強

18　褐　　色　　ローム粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は，径21～30cmの円形で，深さは23～36cmである。それぞれ

コーナーに片寄った位置にあり，主柱穴と考えられる。東コーナー付近の柱穴は，床面を精査したが確認でき

なかった。

覆土13層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。また，南コーナー付近の床面上に

は，厚さ約30cmほどの焼土が堆積している。

土層解説

1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

赤色粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子・赤色粒子少量
ローム大ブロック・同粒子中量，粘土粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・赤色粒子微量，しまり強
ローム大ブロック・赤色粒子微量，しまり強

8　暗褐色　　ローム粒子・赤色粒子少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　　ローム粒子少量

10　褐　　色　　ローム粒子中量
11暗褐色　　ローム粒子・炭化物・焼土粒子少量
12　極暗褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
13　暗褐色　　ローム中ブロック・同粒子微量

遺物　土師器片184点，須恵器片2点，陶器片2点が出土している。陶器片は，本跡が埋没する過程で流れ込

んだものである。第60図1の土師器杯は竃内から逆位の状態で，2の土師器杯，4の土師器碧は竃の内部及

びその周辺から破片の状態で出土している。3の土師器高台付杯は，北西壁寄りの覆土下層から出土している。

5の須恵器甑は，西コーナー寄りの覆土中層から上層にかけて出土しており，流れ込んだものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土した土器から10世紀前半と考えられる。

、′
ノし

∴ノ

葺－。

第60図　第19号住居跡出土遺物実測図
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第摘号住屠跡出土遺物観蜜表

図版番号 器　 橙 巨 摘順 廟 i　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 磯 … 頑　 儲旨　 考

第瞞図 棒　　 A　 m 摘 日 に磯 灘 から底部 の破片。平底。体部 上体部外南 口タロナデ。体部夕摘 下端　 砂粒 も雲母　　　 ㌘176　4 5％

且
土 師 器　 B　　 も0　 か らロ縁部 にか けて若干内攣 して立　 手持 ちへラ削 り。体部内南口タロナデ密 吠黄色　　　　　　 P L 宜

C　 ［6湖　 ち上がるジ　　　　　　　　　　　 黒色処軋 底面磨き。底部回転糸切 り。 良　　　　　　 寵覆土中層

2

杯　　 Å　 ［ヱ5潮　 目縁部の破片8 休部か ら打線部にか 上体部外海口グロナデ。休部内面磨 き。 砂粒 e雲母　　　 P ユ7 7　30％

土 師 器　 B　 （5恋　 けて内攣 して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 床面㌦覆土下層

普通

3

高台相棒　 Å　 胸 や幻 「摘 酢 －ムー一一一部欠損。体部 から［璃承部 に　 体部外南 口タロナデ。ラ体部内商磨 き官　砂粒 も雲母 ・白色　 ㌘178　55％

土 師 器　 B　　 5・6　 かけて内攣 して立 ち上が るび高台は　 黒色処理。高台部内 e外面 ナデ。〕底　 粒子　　　　　　 P L 4．6

り　　 8－2　 若干外反してハの字状に開く。　　　 部ナデ。）　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色　　 覆土下層

E　　 ユ85　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

4

棄　　 Å　 ［ユ9e2〕 口綾部か ら休部の破片。汀線部は外 「汀線部内 も外商横 ナデ。体部内 e 外　 砂粒さスコ首ゴアe雲　 ㌘17 9　25％

土 師 器　 B　 摘 減　 便 して立 ち上が 畑　 端部はつ　 み上　 面上半ナデ。頸部内耐 旨頭庄痕。　　 母　　　　　　 床面㌦覆土下層

げ られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明褐色　 良

5

甑　　 A　 は 朝　 日嫁部か ら体部 の破片。休部 から目　 口縁端乳　 体部内 ぜ外商 ナデ。把手　 砂粒 め雲母 e長石　 ㌘ユ80　20％

土 師 器　 B　 触 ヱ） 縁部にかけてほぼ直立して立ち上が恥　 はヘラ状工具による庄痕。　　　　 黄灰色　　　　 覆土申㌦上層

甘縁端部 に面取 りを施す。体部 に把　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

手を持つ。

第翌考健腰跡　第鋸の泥団）

，－　く　　　　・ノ、．　：　　　く

、　　　　　　．、l　　　′　　　　′　　　　　　′ノ　ノ　　　　ノノ、　　　　　　ノ　　　　′一　　　　′　、、・　′　J　　　　　′

童牽由方向　N一一Y一・二32。LIP一一一I三

璧　壁高は摘～霊cmで　翻頃して立ち上がる。

‾　‥一　′　　　′・ノ　　　　　　′　：　　　　′　・．、・

6＼16ml，深さはムー「＼mullである＿、h、

・／、一．　．　′・　　　　　・′　′’　　　　　　　　‥　　　、′′　　′）′　、′　　ノ

にかけて，踏み固められているJ

竃　基確認されている。竃　は　北東壁中央部に構築されている。天井部は崩落してお軋両袖部が残存し

′　　′　　　　　　．　　　　　′、一　　　‾　　′　　　　．・　　　・・・　　　　－．－　　！′、　．＼

、′　　．ノ　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　一　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　一　′　　　′　　　　　　′　ノ　　′　l一　　　　′　　′

・・・′　′一　一　′　　　　　　　　　　　ヽ　　l　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

－　　　　　／　　　　　　　　　　ノ　　　　ノ′　　　　　　　′′′　　　・・　・・′　　　　　′

部にかけて，人熱を受けて硬化している、、

一＼　ノ′　　　　　　　　、ノ　　′　　　　　　　　　　・・　ノ　′　　　　　ノ　　　ー　ノー　　′　′ノ　ノ　　・′　　・ノ　′

ノ　　　′　・ノ　　　　　　　　　　　　　・．　・・・．′　　　　　∴　　　　　　　、　　　′、′′，、一・

一　一一　　　　　　′ノ　　　　タ　　、′　　ノ　　　　　ノ′′　′－・′　′　′　　′　－　　　　　　′　　ノ　・・・・′　　　　′し＿

‾′・／．・、　ノ　　　　　、’＿　　　　　ノ、∴‥、′　　：　　　　　、　－・　′　′

覆土と思われる。火床部は摘cm掘　込まれてお軋平坦である。火床面から煙道部にかけては　火熱を　け

‾　′′一、　′　　・　′　ノ　　　ノ　、　′′　′′ノ　、　　、　　　　　・・、．′、　　　　三　　′

愛している。竃　の方が太形で作りもしっかりしてお娠　こちらが主たる竃と考えられる。竃　の煙道部には

柱状の石材が立てられていたが汐位置から判断して支卿とみるには検討の余地があると思われる。
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団

第61図‘第21号住居跡実測図

寵1土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック中量

2　暗褐色　　焼土粒子少量

3　褐　　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　　焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　　色　　焼土粒子中量，焼土′トブロック微量

6　暗褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量

7　褐　　色　　焼土粒子微量

8　暗褐色　　焼土粒子微量

9　褐　　色　　焼十ノトブロック微量

10　褐　　色　　焼土粒子少量

11明褐色　　焼土中ブロック・同粒子中量

∈
N

扇

のl

0　　　　　　　　　　　　　2m

「　　　」＿＿＿」

12　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

13　褐　　色　　ローム粒子・粘土粒子微量

14　暗褐色　　焼土粒子少量

15　暗褐色　　焼土粒子・炭化粒子少量

16　灰褐色　　焼土粒子・粘土粒子中量，粘性強

17　灰褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量

18　褐　　色　　ローム粒子中量，粘土粒子少量

19　暗褐色　　焼土粒子中量

20　灰褐色　　ローム粒子・粘土粒子少量

21灰褐色　　粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

22　褐　　色　　粘土粒子少量，ローム粒子微量
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寵2

第62図　第21号住居跡竃実測図

寵2土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　褐　　色

5　黒褐色

6　暗褐色
7　褐　　色

8　褐　　色

9　暗褐色

10　黒褐色

砂粒中量，ローム粒子少量，粘性弱

ローム粒子中量

焼土′トブロック中量

灰中量，炭化粒子微量，粘性強

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子・焼土粒子微量，しまり弱

ローム粒子・焼土小ブロック微量

焼土粒子多量，炭化粒子少量

焼土粒子少量

焼士粒子微量

0　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

11褐　　色　　炭化粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック微量

12　褐　　色　　ローム粒子少量

13　黒褐色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量

14　灰褐色　　粘土粒子多量，ローム粒子微量，粘性強

15　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量

16　灰褐色　　粘土粒子中量，焼土粒子少量

17　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

18　灰褐色　　粘土粒子少量

19　暗褐色　　ローム粒子少量

20　褐　　色　　ローム粒子中量
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第63図　第21号住居跡出土遺物実測図（1）

5

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　！
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千　　　　　　　　　　里
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⊂］二［フ

＠－。 5cm
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第64図　第21号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；＿　　」

0　　　　　　　　　　　　　　　10cnl

！　　　；　　　！

ピット　6か所（Pl、P6）。Pl～P4は，各コーナー側に片寄った位置にあり，主柱穴と考えられる。

Pl・P3・P4は径48、60C汀1の円形，P2は長径64cm，短径42cmの楕円形で，深さは12～29cmである。P5

は南西壁際の中央部に位置し，径34cmの円形で，深さは14cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P6は東コーナー部に位置し，径48cmの円形で，深さは16cmである。性格は不明である。

覆土15層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　　U－ム′トブロック・同粒子微量　　　　　　　　　　5　褐　　　色　　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　　ローム粒了‥炭化粒子少量，ローム′トブロック微量　6　暗　褐　色　　ローム粒子中量，赤色粒子微量
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7　褐　　　色　　ローム粒子中鼠粘性強　　　　　　　　　　　12　褐　　　色　　焼土粒子・炭化粒子少量

8　異　　　色　　ローム粒子微還　　　　　　　　　　　　　　　　13　黒　褐　色　　ローム粒子微鼠粘性・しまり弱

9　暗　褐　色　　焼土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量　14　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

10　暗　褐　色　　焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　15　褐　　　色　　ローム中ブロック・同小ブロック中量

11暗　褐　色　　粘土粒子少量，焼土粒子微量

遣物　土師器片鋸点　須恵器片310点，灰粕陶器片2点，石片1点，士製品2点（紡錘車），鉄製品上長（鎌）

が出土している。2基の竃付近から比較的多くの遺物が出土している。第63図1の土師器杯，4の土師器聾は，

それぞれ竃1の覆土中層から出土している。2の土師器高台付杯は，P3の底部から逆位の状態で出土してい

る。3の土師器婆は竃1西袖部から，8の須恵器甑は同じく東袖部からそれぞれ逆位の状態で出土している。

6の須恵器婆は，竃2南袖部から逆位の状態で出土している。これらは，竃の補強材として使用されたと考え

られる。5ほ須恵器で，西壁寄りの覆土中層から正位の状態で出土している。7の須恵器婆は，竃2及び住居

南側の床面上から覆土下層にかけて，破片の状態で出土している。第64図9の土師質紡錘車はP4内から，

10の須恵質紡錘車はPl内からそれぞれ出土している。12の鎌は，中央部付近の覆土下層中から出土してい

る。

新風　本跡の時期は，出土した土器から9世紀中頃と考えられる。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第63図 杯 A　 ［13．5］ ロ縁部 から底部 の破片。平底。休部 底部 ～体部下端回転へラ削 り。体部 砂粒 P 181　4 5％

1 十 師 器 B　　　 4．2 からロ縁部 にかけて外傾 して立 ち上 外面 ロクロナデ。体部 内面 磨き，窯 灰褐色 P L 47

C　 ［7．4］ がる。 色処理。 普通 竃 1 覆土中

2

高台付杯 B　 （2．3） 底部の破片。高台はハの字状に開 く。 高台部内 ・外 面ロクロナデ。底部内 砂粒 ・石英 P 185　30％

土 師 器 D　　　 6．5

E　　　 L 5

商磨 き，黒色処理。底部 回転へ ラ削

り後，ナデ。高台部貼 り付け。

にぷい橙色

普通

P 3 底面

3

聾 Å　　 21．0 体部下半以下欠損。体部は内攣 して立 目線部内 ・外面へ ラ削 り。体部外面 砂粒 ・スコリア・ P 186　50％

土 師 器 B　 （21．5） ち上がる。目線部は外傾して立ち上がり， ナデ。体部内面上半へ ラ削 り。体部 雲母 P L 4 7

端部はつまみ上げられている。 内面中位 ナデ。 にぷい褐色　 良 竃 1 袖部内

4

婆 A　 ［21．2］ 口縁部か ら休部の破片。体部は内攣 ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面上 砂粒・石英・スコリ P 187　 35％

土 師 器 B　 （16．2） して立 ち上がる。目線部は外傾 して 半ナデ。体部外面中位以下へ ラ削 り。 ア P L 4 7

立 ち上が り，端部はつ まみ上げる ら

れている。

体部内面 ナデ。 橙色

普通

竃 1 覆土中層

5

林 A　 ［13．8］ ロ縁部一部欠損 。休部か ら口縁部 に 口縁 部横 ナデ。体部内 ・外面 ロクロ 砂粒・石英・雲母・ P 184　 55％

須 恵 器 B　　　 3．7 かけて若干内攣 して立ち上が る。 ナデ。休部下端手持 ちへ ラ削 り。底 長石 P L 4 7

C　　　 6．5 部一方向の手持ちへラ削 り。 灰黄色　 普通 覆土中層

6

襲 B　 （2 5．2） 体部か ら底部 の破片。平底。体部 は 体部外面上半格子 目叩 き。体部外 面 砂粒e石英・雲母・ P 189　 40％

須 恵 器 C　　 16．0 内攣 して立ち上がる。） 下半へ ラ削 り。休部内面ナデ後，指 長石 P L 47

頭庄痕。 にぷい褐色

普通

竃 2 袖部内

7

婆 B　 （14．2） 体部か ら底部 の，破片。平底。休部 は 体部外面斜位の平行叩 き。体 部下端 砂粒 ・白色粒子 P 190　 30％

須 恵 器 C　 ［16．6］ 外傾 して立ち上がる。 ヘ ラ削 り。体部内面ナデ。 褐灰色

普通

床面

8

甑 B　 （24．4） 体部から底部の破片。平底。乱数不明。 体部外面縦位の平行叩き。体部下端へ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 191　3 5％

須 恵 器 C　 ［14．2］ 体部は内攣 して立ち上がる。 ラ削 り。体部内面ナデ，指頭庄痕を残す。 黄灰色 P L 47

底部はヘラ状工具により穿孔。 良 竃 1 袖部内

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考

径（cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第64図 9 紡 錘 車 5．8 1．9 1．2 55．0 土　 師　 質 P 4 覆土中 D P 15　 P L 53

10 紡 錘 車 4．5 1．7 1．0 29．6 須　 恵　 質 P l 覆土中 D P 16　 P L 53
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図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さk m） 重量（g ）

第64図11 石　　 片 19．6 16．7 1L 3 5 610 竃煙道部 Q 14　 ホルンフェルス

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（C扉 重量（g ）

第64図12 鎌 （16．4） 3．3 0．25 （65．9） 中央部付近下層 M 5　 有機物付着

第22号健屠跡（第65図）

位置　調査区域の中央部，D4d3区。

規模と平面形　長軸3．5111，短軸3．3111の方形である。

主軸方向　N－310－E

壁　壁高は28～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁際を全属する。断面はU字形で，上幅18～34cm，下幅6～14cm，深さは5～10cInである。

床　ローム質で，平坦である。ピットの内側は，踏み固められている。

毯　北東壁の中央付近に構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，煙道部上端から

西側袖部の先端まで108cm，両袖部幅158cmである。煙道部は壁外へ約60cm掘り込まれ，煙道は若干角度を

変えながら緩やかに外傾して立ち上がる。10～19層は，袖部の土層である。袖部は，灰褐色粘土を使用して構

築されている。3層は粘土粒子を含んでおり，天井部の崩落土層と考えられる。火床部は，竃中央部を径30cmの

円形に言采さ約6cmほど掘りくぼめている。火床部から煙道部にかけて，火熱を受けて赤愛している。
竃土層解説
1　黒褐色

2　暗褐色

3　褐灰色

4　褐　　色

5　灰褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　灰褐色

9　褐　　色

10　灰褐色

炭化粒子・赤色粒子少量

焼土粒子微量

炭化粒子・粘土粒子中量，焼土粒子微量

廃土粒子中量，粘土粒子微量

焼土粒子・粘土粒子微鼠粘性強

焼土粒子少量，ローム粒子微量

粘土粒子少量，焼土粒子微量

粘土粒子少量

ローム′トブロック中量

粘土粒子多義，粘土小ブロック中鼠粘性強

11灰褐色　　粘土粒子中量

12　灰褐色　　焼土粒子・粘土粒子中量

13　褐　　色　　ローム粒子中量

14　灰褐色　　粘土粒子少量

15　褐　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

16　灰褐色　　粘土粒子中量，焼土粒子少量

17　暗褐色　　粘土粒子少量，焼土粒子微量

18　灰褐色　　粘土粒子少量，焼土粒子微量

19　暗褐色　　焼土粒子・粘土粒子微量

ぽッ紅　6か所（P「㌦P6）。Pl～P4ほ，それぞれコーナー寄りに位置しており，主柱穴と考えられる。

Pl～P3ほ長径20～28cm，短径16～23cmの楕円形，P4ほ径24cmのトJ形で，深さは14～24cmである。

P5ほ南西壁際の中央部に位置し，出入り口施設に伴うピットである。径26cmの円形で，深さは24cmである。

P6ほ南コーナー部に位置し，径26cmの円形で言策さば10cmである。補助的な柱穴の可能性がある。

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　色　　ローム粒子中量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　6　暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量

3　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量，粘性・しまり強　　　7　里　　色　　炭化粒子中量，焼土粒子少量

4　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　8　褐　　色　　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物　土師器片302点，須恵器片66点，鉄製品5点（刀子片2，鎌2，その他日　が出土している。第66図3

～5ほ，土師器杯である。それぞれ，覆土の下層から中層にかけて出土している。8の土師器小形嚢は，竃の

煙道部中央付近から，底部に2の土師器杯をかぶせて，逆位の状態で出土している。6・7ほ土師器高台付皿

である。6ほ竃前面から逆位の状態で，7ほ北コーナー付近から正位の状態で，それぞれ覆土中層から出土し

ている。第67図10の土師器聾は北西壁際から，15の須恵器嚢は南西壁際から，それぞれ破片の状態で出土し
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第65図　第22号住居跡実測図
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ている。11の須恵器杯はPl付近から逆位の状態で，12の須恵器杯はP4付近の覆土下層から中層にかけて

正位の状態で出土している。13の須恵器高台付杯は，西コーナー寄りの覆土下層から正位の状態で出土してい

る017の刀子はP2付近，19の鎌はP4付近，2pの鎌は北西壁際の，覆土中層から下層にかけて出土してい

る。15の須恵器高台付壷は覆土上層から出土しており，第23号住居跡出土の破片と接合し，本跡の埋没に伴っ

て流れ込んだものと推定される。

所見　本跡の時期は，竃内から出土した土器から9世紀中頃から後半と考えられる。

撃寧

第66図　第22号住居跡出土遺物実測図（1）
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第霊号住居跡出土遺物観察表

図版番号i器　 橙恒 噺 cm）i 器 形 の 特 徴　 i 手 法 の 特 徴　 恒 の色調磯 「 備　 鴻

第図土器；1；；澤 嘉鸞 漂豊 口箪誓三菱慈 霊漂崇 ア・雲蓋蓋をご‡

2 土語器；［1；；；］≡窯志孟讐莞：窪警芸蒜‡警漂 貰買蓋謹芸冒ア芸孟‡霊芸警芸掌㈲白色羞豊竃
暗赤褐色　 普通

棒　 Å ［ヱ5・4］ 打線部か ら底瀾「一部欠損 0 平底お体千体部外南 口タロナデお体 部下端手持 砂粒 eスコリア　 ㌘ユ94　 55％

3　　 土 師 器　 B　 4 J ’「部か ら目線部 にかけて若干 内攣 して　 ちへラ削 り0体部内面磨 き　黒色処理。 橙色　　　　 P L 媚

C ［細 目 立ち上がる0　　　　　　　　 底部二方向の手持ちへ ラ削 り○　　　 普通　　　　 覆土中層

杯　 Å　 粗 銅　 目線部か ら底部の破片0 平底0 体部 体部外南口タロナデ。体部下端手持 砂粒 0雲母 も白色　 ㌘ま95 購％

4　　 土 師 器　 B　 説4　 から目線部にかけて外反 して立ち上 ちヘラ削 り。体部内面磨き諸 色処乳 粒子　　　　 ㌘L 4 7

C　 軋4　 がる0　　　　　　　　　　　 底部 回転 へラ切 り務∴ …一方向の手持 橙色　　　　 覆土中層

ちヘラ削 り。　　　　　　　　　　 普通

捧　 Å ［ヱ摘　 目線部か ら体部の破片G 平底0 体部 体部内 ・外面ロ グロナデ。休部内面 砂粒 ゆ雲母　　 ㌘ヱ96 ∠臓％

5　 土 師 器　 B　 3 06　 から融 豪部 にかけて外傾 して立 ち上十賢色処理。底部 ㌦体部下端回転へ ラ 灰褐色　　　 底面㌦覆土下層

C　　 7の6　 がる0　　　　　　　　　　　　 削 り0　　　　　　　　　　　　 普通

高台相恩　 Å　 ユ203　 完形0 体 部から目線 部にかけて外傾 「体部外南口タロナデ。体部内商磨 凱　 スコ 盲ア 。雲母　 ㌘翻2　ほ ％

6　　 土 師 器　 B　 3 eO　 して立ち上がる。 高台 はハの字状 に 黒色処軋 高台部内 も外 商ナデ0 底 にぷい橙色　　 覆土中層

n　　 h 1 開 十　　　　　　　　　　　　 部回転へラ削 り軋 ナデ∴　　　　　 良

E　　 。．リ

高台付皿　 A　 は　 打線畜上かふ部欠損0 休部から汀線部にか 体部外 南口タロナデ0 体部下端手持 砂粒　　　　 ㌘鋪3 祁％

7　　 土 師 器　 B　 203　 けて外傾 して立ち上がる〇端部は若干 ちヘラ削 り，黒色処理〇高台吾的 る　橙色　　　　 P L 4 7
か　 6もユ　 外反する0 高台はハの字状 に開 くG　 外商 ナデ0 底部回転へラ削 り私 ナ　 普通　　　　 覆土中層

E　　　 L 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 デ∴
i

小 形 賓　 Å　 眈 7〕 日録部 や底酢 ・一部欠損0 平底0 体部　 目線部内 を外 面ナデ。体部外面上半 砂縮 石英 サ雲母　 ㌘208 8 5％

土 師 器　 B　 ヱ60ユ　 は内攣 して立ち上がる0 頚部は くの　 ナデ0 体部夕滴 下半へ ラ削 り。底部 長石　　　　 ㌘L 4 7

8　　　　　 C　 抹 鋸　 字状 に屈曲する0 ロ縁 部は外反 して　 木葉痕0　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　 竃煙道部

立 ち上が り，端部 は若干外 反 してつ 良
まみ上げられている。

！

婆　 A　 は1朝　 日縁部 の体部一部欠損0 平底0 体部　 目線部内 湖 面ナデ0 体部外商へ ラ　 砂縮 スコリアe　 P 2 06　5 0％

9　　 土 師 器　 B　 34・2　 は内攣 して立 ち上がる0 融 索郎は外 削 り胤 ナデ0 休部内面上半へラ削 り， 石英　　　　 外商尉 ヒ物付着

C　 506　 傾 して立 ち上が りタ端部は上方につ 下半ナデロ　　　　　　　　　 にぷい橙色　　 覆土下～中層

まみ上げられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

嚢　 Å　 ま907　 休部一部欠損0 休部 は内攣 して立 ち　 融 承部内 ・外面 ナデ。体部外面 ナデ。 砂縮 石英 e雲母　 P 207　 50％

ほ　 土 師 器　 B　 3 e　 上がる〔讃 縁部は夕摘 して立ち上が り， 休部内面上半部へラ削 り営一部指頭 にぷい赤褐色　 P L 47

C　 889　 端部 は若干外反 してつ まみ上げ られ 庄痕0 体部内面下半ナデ0　　　　 普通　　　　 外面炭化物付着

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 覆土中層

杯　 Å　 脱 針目 ［摘 部一部欠損 。平底 。休 部から自 体部 内 や外商 ロクロナデ。体部下端 砂粒 e長石　　 P ユ99　 60％

ユユ　 須 恵 器　 B　 4 04　 線部 にかけて外傾 して立ち上がる。　 手持ちへラ削 り。底部回転へラ切 り後， 灰黄色　　　　 P L 4 7

C　 6・6　　　　　　　　　　　　　　 多方向の手持ちへ ラ削 り0　　　　 普通　　　　 覆土中層

杯　 B （4 e3） 口縁部 欠損0 平底0 体部は外博 して 体部内 も外商ロクロナデ。体部下端 砂粒 や雲母　　 ㌘200 6 0％

12　 須 恵 器　 C　 7・0　 立ち上がるc　　　　　　　　 手持ちへラ削 り0底部回転へラ切 り後宮　橙色　　　　 覆土中層

一方向の手持ちへラ削 り。　　　　　 良

高鍋 稀　 B　 は 鋸　 口綾部欠損。休部 は外 増 して立ち上 体 部 内 e 外 面 ロクロ ナデ8 高台 部 砂拉eスコリアe雲　 ㌘罰ま　鮒％

13　 須 恵 器　 D　 9．2　 がるC 高台はハの字状に開 く0　　 内 の外面ナデG 底部回転へラ削 り0＋ 日か 白色拉子　　 覆土下層

E　　 ユ03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄褐色

普通

高射 帽　 B　 くま5e5日 体部か ら底部の破片0 体 部は内攣 し　 体部 内 の外 面 ロ クロナデ 。高 台部 秒針 白色粒子　 P 20 5　3 5％

14　 須 恵 器　 D ［9剖　 て立ち上がる〔）高台 は，低 くハの字 「内 の外面ナデ0 外商に自然軸。　　 褐灰色　　　 覆土上層

E　　 O・8　 状に広がるく）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

禁　 B　 脱 の　 体部 から底部 の破片。休部は若干内 休部外剛 従位の平行叩き。体部 下端 砂粒　　　　 P 209　 30％

15　 土 師 器　 C　 払 6〕 攣 して立ち上がるG　　　　　　 へ ラ削 り。体部内面ナデの私 一瀾 黄灰色　　　 覆土中㌦上層

指頭庄痕。　　　　　　　　　　　 普通
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図版番号 匝　 種 計舶 k m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 恒 の色調 e焼成 備　　　 考

第66回　　　 襲 B　 （5凍　 休部から底部 の破片。休部 は外傾 し　 体部外面へラ削　 後　 縦位の平行P瞳 。 砂粒 や白色紅デー P 20ヱ　25％

蟻　　　 須 恵 器 C　 ［15．2］ て立 ち上がる。　　　　　　　　　　　 体部内面ナデ。 黒褐色 覆土上層

普通

図版番号
言　　 計　　 測　　 値 ！ 出 土 地 点　 備　　 考

種　別「蒜訂γ嘉㌃丁嘉諒丁率率
第67図17

刀　 子 巨 細 i さ2 i e3　 日 ユe郎 中央部付近覆土上層　　 恒

ユ8
刀　 子 巨 細 i せ9 i ・ 巨 細 竃前面覆土摘　　　 恒

19
鎌　 巨 6i i や3 i e3　 日 ，7 竃前面覆土欄　　　 匪 凋 機物付着 P L 54

20
嫌　 い 摘 i も5 i ・3　 巨 08 北西壁際覆土下層　　　　　　　　 M S　 P L 鍼

21
嫌　 い 細　 目 ぜユ） ！ さ2　 日 e糾 竃覆土中層　　　　　　　　　　　 M H

22
棒状締 巨 細　 巨 の鋸 i o　 巨 細 酋コーナー付近覆土欄　 i M は

一tゾ　ー　　　　・′　、

位置　調査区域の中央部，D4dLl区。〕

規模藍平面形　渓軸の器m　短軸。鮮mの方形である。後述するよ射こ　竃西側の壁の外側に棚状施設を有

していた可能性がある。

童軸方向　Np－1・8し、IHl一一W

壁　壁高は霊～詣cmで　外傾して立ち上がる。

、　　　　　　　　　：　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　ノ′

′′　　　　　′、　　　　　　′′　　　　　　　　　′・　　　・・

′　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′．　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　、

、ノ　ー　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′ノ

′ノ．′′ハ．　′′l　′　　′　　　　　．　．　　　ノ′　、′　∴　　　　′・′′ノ　′　　　　′　　一一　一　　　　　　′

樹として　褐色士を貼　付けて構築されている。　層は粘土粒子を含んでお酌天井部の崩落土と考えられる。

ノ∴　′　　′ノ　　　′　　　　　　′ノ　′　　’ニ′　　　　ノ．　三　　　　一　　　′　一　　　‾　′　′　・　′　　　、　ノ

火床部斌床面から髭m掘　下げてお酌平坦である。火床部から煙道部にかけて　火熱を受けて赤愛している。
電土層解説

ユ　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　極暗褐色
9　褐　　　色

10　褐　　　色

11黒　出　色

12　褐　　　色

13　褐　　　色

赤色粒子少量

ローム粒子も赤色粒子少量

ローム粒子中量夕粘土粒子微量

廃土粒子中量讐粘土粒子少量夕粘性強

廃土粒子少量

t「一ム粒子炭化粒j’一微量

炭化粒子微量

焼土粒子中量

ローム粒子少量，粘性強

焼土粒子中量，粘性強

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子や炭化粒子少量

摘　灰　褐　色　　粘土粒子中量，廃土粒子少量

ヱ5　灰　褐　色　　焼土小ブロック。粘土拉子中鼠粘性強

16　黒　褐　色　　廃土粒子少量

膵　にぷい褐色　　廃土粒子少量粘土粒子微量

相　にぷい褐色　　焼土粒子微量

19　灰　褐　色　　粘土粒子多量，焼土粒子微量夕粘性強

20　灰　褐　色　　粘土粒子中量，焼土粒子少量

21暗　出　色　　炭化物中量∴焼「小ブ日ソケ少量

22　にぷい褐色　　ローム粒子を炭化粒子少量

23　褐　　　色　　ローム粒子8炭化粒子少巌

24　褐　　　色　　焼土粒子。炭化粒子中量夕粘性のしまり強

25　褐　　　色　　ローム粒子少量ヲ粘性強

′ノ　　　　，　　　　　′‘′　　・　　′　　　　　′　一′′　　′　　　．　　　　　　　　、ノ、／：　　・ノ　　ノ

′こ∴∴；　‘′、　′　　－ニ　′　　　′　　‾ノノ、′　．．・・ユ　ニ　　ノ　∴，　′　‾′／′　　　　　′

，′、、ノ∴　　′　　一　　′、　言へ’′　′　　　∫ノ′′ノ・、∴ノ′′、、・：、：∴′′・・′′′ノ′，・言　　　ノ　　　　　′．

ノ′　　　′　：、　／、　　　　　　　　　′　　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　、　　　ノ　ー、　　　′ノ　′ノ　　　　・ノ・　ノ　　　′　　　一′　　　　′　′

覆土　6層からなる。、、レンズ状に堆積しており，自然堆積と思われる。、

－101－
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色
色

褐
褐

説餌
望
一
髪

層土
　
1
　
リ
】

ローム粒子を焼土中ブロック少最

上トl∴小ゾl「！・ト址巨巨′′‾、l上一二′・規上中ゾ

ロックの炭化物少量

3　暗　褐　色　　廃土太ブロックや焼土小ブロックの炭化物少量

・1吠　配　色　l「∴中十日∵ン中量，「ト∴大l！1「・ン′レ量

5　にぷい褐色　　ローム小ブロック多鼠ローム中プロ、メタ濁化物少量

6　にぷい橙色　　ローム太ブロック多鼠　ローム小ブロックの廃

土小ブロック少量

′　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　ノ　　　　　′

、、　ノ′　　l　　　＼　　　　　　　　　　　．、　　　　　　ノ　　　′′、′′’

高さから出土してお軋竃西側に棚状施設を有していた可能性が考えられる。　e O m須恵器杯である。

′　　　　　　　　　　　　ノ　ー　、　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　一　′、′　　′

ノ　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′；　　－　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

・・　　ノ′∴　　　　′　ノ　　′・一′　　・　　　′、J＼　　ノ　　′　　　・′′　　　　′　′、

′ノノ′CJノ・　　　　　′′、．

′‾　♪　′′、′－　　　　　′′　　－・′　　　’　・ノー　　　　　　　二　　′・′／・・ノー了′．

＼・′、　　　　　　　′　／　　　　　　　　　　ノ　　　′／

第23号住居跡出土遺物観察義

図版番号 器　 種 巨 憫 倦k m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 桓 6色調 欄 成　 備　 考

雛 鋼　　 球　　 Å　 ユ3 J 1 日縁部は一一一・一一部欠損。平底。体部か ら冒　 体部内 の外面ロタロナデ。底部多方　 砂粒も石英 さスコリ　 ㌘凱2　撒％

且　　 土 師 器　 B　 壇も且　 綾部にかけて外醸 して立ち上がる。　 向手持ちへラ削 り0　　　　　　 アや雲断 続　 P L 4 8

C　　 606　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　 覆土千㌦上層

普通

杯　　 Å　 ユ4 60　 日縁部一郎如 員。平底。休部か ら口 上体部内 も外商 ロタロナデ。休部下端　 砂粒 e雲母 ・白色　 ㌘213　6 0％

2　　 土 師 器　 B　 4せ4　 綾部にかけて若干外反して立ち上がるC） 手持ちへラ削 り0底部回転へラ切 り後， 粒子　　　　 P L 48

C　　 7 eO　　　　　　　　　　　　　　　　 手持 ちへラ削 り○　　　　　　　　 灰黄褐色　　　 覆土中層

普通

鉢　　 A ［2 240］ 目線部か ら底部の破 片。平底。 日縁　 日縁部 内 や外商ナデ。体部内 e外 面　 砂粒 キ雲母 ・白色　 P 222　 45％

3　控鋸鵠㌦霊 詔霊霊豊霊 霊 がり凋部器面が荒れ潤 槻　　 誓い褐色　 羞三豊 上層
普通

棒　　 A　 は 5　 完形。平底。体部か ら口綾部にかけ　 体部内 の外面ロクロナデ。体部下端　 砂掛 石英や雲掛　 P 2ユ4　ユ0 0％

4　 須 恵 器　 B　 400　 て外傾して立 ち上がる。　　　　 手持ちへラ削 り。底部多方向の手持 長石　　　　 P L 購
C　　 6ザ1　　　　　　　　　　　　　　　　 ちヘ ラ削 り。　　　　　　　　　 褐灰色　　　　 床面

普通

杯　　 Å　 12 e7　 m 東部一一一一一部欠損0 平底0 休部か ら日　 体部内 の外面 ロクロナデ。底部 回転　 砂粒 石卦 雲母 ・ P 215　 75％

5　 須 恵 器　 B　 4誹ニ上線部にかけて外傾 して立ち上がる〇 へラ切 り。　　　　　　　　　　　　　 長石　　　　　　　 P L 48

C　　 6・6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 褐灰色　　　　 床面

普通

杯　　 A　 ヱ308　 融 承部一十部匁損。平底。休 部からH 「体部藩い タ射南口タロナデ体部下端手　 砂粒 ぜスコリアe　 P 2 16　75％

6　 須 恵 器　 B　 4さ7　 綾部にかけて外傾 して立ち上がるC〕 持 ちへラ削 りG 底部回転へ ラ切 り痕 雲針 白色粒子　 P L 4 8

C ・＋ 7誹　　　　　　　　　　　　　　　　 を残 し　 多方向の手持ちへラ削 り。　 灰黄褐色　　　 床面

普通

棒　　 Å　 1 05　 日綾部 一一一一一一部欠損。平底。休部か ら［二ブ　体部内 の外面 ロクロナデ。休部下端　 砂粒も石英せ雲母 e　 P 217　祁％

7　 須 恵 器　 B　 4 85　 縁部にかけて外反 して立ち上がるC　 手持 ちへ ラ削 娠 底部 多方向の手持 長石　　　　 P L 舶

C　　 6。ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちへラ削 り。 灰黄色　　　　　 覆土下層

普通

杯　　 Å　 脇 4］ 目線部一一一一一一一一A部欠損 。平底。ラ体部 から口　 体部 内 や外面 ロタロナデ。休部下端　 砂粒 ずスコリアe　 P 2 18　 60％

8　 須 恵 器　 B　 4 03　 線部にかけて外傾 して立ち上がる〔－） 手持 ちへ ラ削 娠 底部一一”一方向の手持 白色粒子　　　 覆土上層

C　　 軋6　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちヘラ削 娠′　　　　　　　　　　　 灰黄褐色

普通

盤　　 Å　 ユ6・8　 ロ綾 部 む高台部一部矢花に 休部は外　 日縁部内 e夕摘 ナデ。体部内 0 外面　 砂粒 を雲母 ・石英　 P 220　7 5％

9　 須 恵 器　 B　 4ゥ0　 傾 して立 ち上が り，口綾 部下端 に稜　 ロクロナデ。高台貼 り付 け後，内 の　 にぷい黄褐色　 P L 48

D　　 軋8　 を持つ合口綾部は若干外 反するご）高 「外面 ナデくラ底部離 京へラ削痕 を残 し， 良　　　　　　 墨書 「上□」

E　　 ま82　 台はハの学派に開 く。　　　　　　 ナデC⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 覆土下層

－1（，）‘1－



図版番号 匝　 種 調 雁 はmラ　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 恒 の色酢 焼成　 備　 考

第69図　　　 盤　　 A　 m 1 日 目磯 部一一一ムー部欠損。体部 は外傾 して立 ［招豪部内 e 外面ナデ。体 部内 ・外 面　 研蓬0 石英 サスコリ　 P 22ユ　70％

ほ　須恵器呂 ；：溌孟宗志謡豊豊霊霊鳥は㌶㌫霊㌣霊㌫需豊は㌘摘石　は欝
E　　 私8　 字状に開く。　　　　　　　　　　　　 内 の外面ナデ。　　　　　　　　　　　 普通

甑　　 Å　 ［24湖　 体部から底部の破片。 孔。体部 は外　 目線部内 e外面 ナデ。体部外面縦位　 砂粒 e石英 。長石　 P 2別　 離％

須 恵 器　 B　　 20．2　 傾して立ち上が 軋　 目線部は強　 外反 の平行叩 き。休部内面へ ラナデ。底　 灰白色　　　　　　 P L 舶

iヱ C　 ［ヱ2。2］ する。ロ縁端部は軽 くつ まみ上げ ら　 部はヘラ状丁具によ　 穿孔。　　　　 良　　　　　　　 竃覆土中層

れ営　端部下端 に面取 りを施 されてい

る。

甑　　 Å　 ［弘丁目 係部 か ら底部の破片。乱数不明。体 ［二摘豪部 内 も外面横ナデ。）体部外面舵　 砂粒 の雲母　　　 P 225　罰％

須 恵 器　 B　　 24」　 部は外傾 して立 ち上がる。）［璃　 部は　 位 の平行叩 凱　 下端へ ラ削 生　 体部　 黄灰色　　　　　 竃覆土中層

12 C　 ［1 ．の　 強　 外反 し　 目線端部に面取 りを施 さ 内面へラナチ。底部はヘ ラ状丁牒言つ 良

れている。タ　　　　　　　　　　　　　　　 より穿孔。

閂 面 硯　 A　 H 湖　 硯南部の破片。堤部は断面四角形を　 硯面部内 の外面 ロタロナデ。硯商都　 砂粒 e スコリア　 P 2日　 購％

1 須 恵 器 昔 霊 鵠 志漂 誓 霊 言霊 漂 霊 外面に 然紬がかかる○　　　 慧黄色　　 覆土上層

に持つ。

．　　　　　　　　　　　／ノ′

位置　調査区域の中南部，D3g9区，ご

｝、－′・　・・′　こ・′　　　‘　′　′　　ノ′　ノ　ノ・・、

童軸方向　N一一7、‾、－I三

′

一一　．㍉、・ノ　．．　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　′‥・′、、ノノ　　　　ハ　　：

卜つ幅6－つニkIllであるし・、）

′　∴　　　　‾　′ノ　　　　　・′　　　　′　′　、’′　′ノ　′　．′ノ

竃　北壁の中央部やや東寄りに位置する。通有状態は良ら　天井部が残っている。規模は　煙道部上端から焚

．．：′　、，、　・！　．　　　　‾′：′、′‘・－、′二′　1　′，1′1　　　′　′、　′．・、ノ　、．′　　　－　∴一・

一ノ、′′′　′ノ　ー．一　　　　一　′：′・」　：：′、・′ノ∴．ニ．・ノ′′、　．：脱，、　′′ノ　：、　′、　一　ノ．‥

及び天井部の士層である。粘土混じりの褐色土を中心に構築されている。天井部の中心には　長径器cm　短径

、　ノ′．J　ニ′ニ　ー　　′　′　′　　／ノ　ノ言、．・　′．、　　　　　一　　　　　　′ノ′′∴　ノ、′＼－　′ノ　　　：・′ノ

火熱のため赤変している．、。

電土層解説

ユ　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　黒　褐　色

・1　黒　侶　色

5　暗赤褐色

（う　黒　掲　色

7　窯　褐　色

8　黒　褐　色

9　にぷい赤褐色
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．
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15

16

17

18

灰
暗
褐
灰
褐
褐
褐
極
暗

ローム粒手焼土中ブロックe廃土小ブロック少量

焼士拉千載土中ブロック少量

ローム中ブロック磯土紅巨粘土中ブロック・砂粒少量

粘土太ブロック中鼠焼土粒子瀾土中ブロック8砂粒少鼠粘性強

廃土粒子粘土太ブロック磯土小ブロック少量

ローム小ブロック瀾土粒子少量

ローム小ブロック・粘土粒子8砂粒少壷

焼土粒子中鼠焼土中ブロック瀦土粒子少乳糖性eしまり弱

粘土粒子少量

褐　色　　粘土粒子中量

褐　色　　ローム粒子粘土粒子少墨

色　　ローム拉子中鼠磯土粒子少鼠粘性軌しまり弱

褐　色　　ローム粒子少量激性強

色

色

色

暗褐色
褐　色

19　にぷい褐色

ローム紅テ少量

ローム粒子少鼠焼土粒子微量

廃土拉子機化粒子少鼠廃土小ブロック微量

炭化粒子少量テ廃土粒子微量

ローム粒子中鼠焼土粒子6粘土粒子微量

ローム粒子中鼠炭化粒子微量
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にぷい褐色

褐　　　色

にぷい褐色

明　褐　色

褐　　　色

にぷい褐色

ロレム粒子中鼠ローム小ブロック微鼠粘性強

ローム粒子中鼠ローム小ブロック少還

ローム粒子少鼠ローム小ブロックも炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック微量激酎轟

ローム拉子機土粒子少量牒トム中ブロック微量

ロレム粒子炭化粒子赤色粒子微量

褐　　　色　　焼土粒子茂化粒子少鼠焼土小ブロック微量

灰　褐　色　　ローム粒子き焼土粒子茂化粒子少量

褐　　　色　　ローム粒子中鼠粘性強

褐　　　色　　ローム粒子中量

灰　褐　色　　ローム粒子微量

暗　褐　色　　廃土小ブロック。翻宣子微量

褐　　　色　　焼土路子瀬瀾湿

褐　　　色　　焼土粒子微量

灰　褐　色　　灰少量瀾士粒子微量

暗　褐　色　　ローム粒子微鼠粘性強

極暗褐色　　廃土小ブロック少鼠焼土粒子微鼠粘性弱

灰　褐　色　　ローム粒手炭化拉手粘土粒子微量



叫び

慮熟蓑迅
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第70図　第27号住居跡実測図
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ピット　4か所（Pl、P4）。Pl、P3は，各コーナーに片寄って位置しており，主柱穴と考えられる。

径22cmの円形で，深さは18～28cmである。P3に対応する東側のピットは，床面を精査したものの確認さ

れなかった。

覆土12層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐

2　暗　褐

3　灰　褐

4　黒　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

色　　ローム大プロソク・ローム／トブロック・焼土小ブロック少量

色　　ローム大ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

色　　ローム大ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

色　　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量

色　　ローム中ブロック中鼠炭化物・粘土粒子・砂粒少量

色　　ローム大ブロック・剛、ブロック少量

7　にぷい褐色　　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量

8　にぷい褐色　　ローム′トブロック中量，ローム中ブロック少量

9　黒　褐　色　　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

10　灰　褐　色　　ローム′j、ブロック多鼠ローム大ブロック少量

11暗　褐　色　　ローム′トブロック・同粒子少量

12　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物　土師器片161点，須恵器片58点，鉄片1点（不明鉄器）が出土している。第71図1の土師器杯は，竃前

面から正位の状態で出土している。3の須恵器壷は，破片の状態で竃煙道部の底面から出土している。2の土

師器高台付皿，4の不明鉄器は，覆土中から出土している。

所見　竃は天井部も残っており，全体の構造がよく分かる例である。本跡の時期は，出土した土器から8世紀

後半から9世紀初め頃と考えられる。

10cm

1－1十－1

第71図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表

－ －

‾二
…　∵

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

ち　　　　　　　　　！
0　　　　　　　　　　　　　5cm

！　　　呈　　　」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第71図 土不 A　　12．5 ロ緑部一部欠損。平底。休部から口休部外面ロクロナデ。休部内面磨き，砂粒・スコリア・P226　80％

1
土師器B　　　4．5 緑部にかけて若干内攣して立ち上がる。黒色処理。底部二方向の手持ちへラ白色粒子 PL48

C　　　6．4 削り。 橙色　普通 床而

2

高台付皿A　［12．4］口縁部・高台部一部欠損。休部から休部外面ロタロナデ。高台貼り付け後，砂拉・スコリア・P228　65％

土師器B　　　2．7 ロ緑部にかけて大きく開く。高台は内・外面ナデ。休部内面磨き，栗色雲母・白色粒子 覆土中

D　［6．2］

E　　　O．5

短くハの字状に開く。 処理。底部回転へラ削り。 にぷい黄橙色

普通

3

貢ぎ B　（13．0）体部の破片。休部は内攣して立ち上体部内・外面ロタロナデ。 砂粒・砂礫 P229　30％

須恵器 がる。 褐灰色

良

竃煙道部底而

図版番号種　　別
計　　　　　　 測　　　　　　 値．

出　土　地　点 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

第71図4 不明鉄器 （5．8） 0．7 0．5 （7．3）覆土中 M12

－107－



一　′　　　′

位置　調査区域の中南部芦　D損壊区。

∴、　　　　、　　　　　　　　　　　′′ニ、　′

童軸方向　Nlm・…7、・・・・・一つ三

′　　′　　　　　　、　　　、　　ノ　　′′

′　′－　　．　　∴、　′．・′．、．　招．－　、　′′ノ　′　‾　／′．

磯　北壁の北東コーナー付近に位置する。天井部及び袖部は残存していない。規模は　煙道部上端から焚　日

、・　、　、′、、、）　　′　　　　　．こ　．、′・、、‘．′　！　′＼′　　ノ　′　　　．．、ノ　　　　　′＼　′　∴

′　　∴　　　∴．′′　　′　　　，、′、′　、・　　　　′∴ノ・′　‾　ノ、・．糊、一　一　′二．＿．′・′ノ　ノ、′、∴

′、！・ノ、　　　　　′　′　　　　　　　′ノ　　ノ；′ノ　′、′、一′′　′ノ・、・∴　′　　　　　ノ、　　ノ　′　′　　＿　′、

電土層解説

ヱ　暗褐色　　ローム粒子少義軍粘土粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子も焼土粒子微巌

3　灰褐色　　焼土粒子あ粘土粒子微量

4　暗褐色　　廃土粒子少量

5　極暗褐色　　廃土小ブロック少量

6　褐　　色　　焼土粒子も炭化粒子少壷

7　暗褐色　　焼土粒子少鼠炭化粒子微量

8　褐　　色　　焼土粒子少量

9　褐　　色　　焼土小ブロックも炭化物微量

摘　黒褐色　　焼土小ブロック少量営焼土粒子微量

11暗　褐　色　lトー∴′トノ′、、IJ∵ン′レ量

ノ　　　　　ー　　　　‘　　一　、㌦　　　‾　′　　　′　　　　　　　　　∴　　′‥∴　∴；．′・・　　　：

：　ノ　　・・　　　、‘　′　　‾　ノ′・′∴　　ノ、．　　′　　′ノ　∴・　　　　／こ　′・′・′　　　　－．

されなかった。

轡　　剣

′　　　－

ごノ　　さ・・　　　　　　′　′　′

9　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　走

ー1（）8－r′



覆土　9層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

寵土眉解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，赤色粒子微量，しまり弱　　　　　　6　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量　　　　　　7　褐　　色　　ローム粒子少量，粘性強

3　黒　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　8　暗褐色　　焼土粒子少量，ローム中ブロック微量

4　褐　　色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　9　褐　色　　ローム粒子中量，赤色粒子少量

5　極暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

遺物　土師器片202点，須恵器片37点，陶器片1点が出土している。陶器片は撹乱により混入したものと思

われる。第73図1の土師器杯は，東壁寄りの覆土下層から，正位の状態で出土している。2の土師器高台付

皿，4の土師器嚢，5の須恵器杯，6の須恵器聾は，主に竃の内部及びその周辺から出土している。2は正位

で，4は横位で，5は逆位で，6は破片の状態で，それぞれ出土している。5は，両面に二次的な焼成を受け

ている。3の土師器高台付皿，7・8の須恵器嚢は，Plの北側の覆土下層から，それぞれ逆位の状態で出土

している。

第73図　第28号住居跡出土遺物実測図

0 10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！
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′・ノ　　　　　　　　′′　　　　　一　・′　　　　　　一J′　ノ　′　′　一一J J　　　　　　　　　　　ノ　、

世紀前半頃と考えられる。、

、、．．　　　　一　　　　一1′′　′　′ヽ　′・

図版番号器　種計舶kmラ　　 器形の特徴　　　　 手法の特徴　　 軽色調め焼成　備　考

第73回　　捧　　A　1268　完形。平底。体部からロ綾部にかけ　体部外南口タロナデ。体部内商磨勘　砂粒eスコーアe　P2罰　ほ％

1　土師器　B　4・4　て若干内攣して立ち上がる。　　 黒色処軋底部回転糸切。　　 雲母　　　　 PL媚

C　　7淵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　覆土下層

普通

高台相恩　Å　ヱ208　完形。体部から冒綾部にかけて若干十体部外商ナデ。体部下端手持ちへラ　砂粒のスコ誉ア0　㌘描　摘％

2　　土師器　B　2・9　内攣して開く0高台は若干外反して「削り0高台部内を外面ナデ0体部内雲母　　　　 PL媚

D　　サ　　バの字状に開　㌶　　　　　　　　　 商磨軋　黒色処理グ　ー部指頭庄痕を　にぷい褐色　　　覆土下層

E　l・1　　　　　　　　　　　　　　　　　 叛十底部回転へう削十　　　　　　 良

高台付m　A　は　　日綾部欠損。体部から日経部にかけ　体部夕摘ロタロナデ。高台部内の外　砂粒み石英を雲母や　㌘23複　80％

3　土師器雲　㌢自認詣誓損がる0高鍋ハの霊志票覧荒．讐叫デ色処理濃い橙色　是層

E　　OoS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

碧　　Å　翻せ　　底部欠損。仁摘部は外傾して立ち上　に緒部内の外面ナデ。休部外商上半　砂粒・石英やスコ　㌘235　湘％

4　土師器B∈26°6ノラ芸孟諸鐙豊言霊ぎ宕㌻ている常孟子霊警震；票志芸芸票差孟蘭　孟志讐覆土欄

削り。　　　　　　　　　　　　　　 普通

棒　　Å　且や　　冒綾部一一ネ部欠損。平底。体部から巨　体部外面強いロタロナデ。内面ロタ　砂粒を雲母さ白色　㌘232　郁％

5　須恵器誓；：雲縁部にかけて外傾して立ち上がるG　ロげG底部二方向の翔ちへ調性愕い黄橙色　竃廊

ニ波〕茹i　 i　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日通

婆　　Å［3湖　沼縁部から体部の破片。ロ縁部は強　目線部内や外商横ナデ。休部外面欄薩「砂家ト∵スコープアe　㌘236　35％

6 須恵器　B　Hゃお　　外反し　端部は上郡二若干つ　み　位の学窮雄瞳。体部内繭ナデ軋　一一一一′ふ　色粒子　　　　㌘L姻

出されている。　　　　　　　　　 部に指頭庄痕。）　　　　　　　　 痍黄褐色　普通　床面～覆土中層

婆　　B　くま3湖　休部から底部の破片。平底。体部は　休部外商沌位の平行叩。体部下端　鋸も石英キスコリ　P2欝　舗％

7 須恵霹　C　持す　若手内攣して立ち上がる。　　　　 へラ削りC）体部内商ナデ。　　　　 アや雲か鮪　　覆土下層

灰褐色　普通

婆　　B　「㌫Hi体部からL摘承部の破片。平底。体部　体部夕摘上位へラ削り後タ　ナデ。体　砂粒・石英6スコ　㌘238　25％

8 須恵器C　ユアキ9　は外傾して立ち上がる。　　　　　 部下端へラ削り。休部内面ナデ。ラ　　リア　　　　　 覆土下層

にぷい褐色　良

一ノ∵　　・　．、　　′、

一　．．了㌧く／′’　　　　′　′

∴′　・∴　′　′　・・＼／　　　　　　　　′　　　H、　　　　　、、　　　　　　′　ノ

童軸方向　N－・lつ5㌧l－E

．一′　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ

J！、　ノ・′こ′一　　′′

磯　北壁の中央付近に構築されている。撹乱が著しら天井部e袖部と　残存していない。規模は　煙道部上

∴　言∴　　∴　　・　　一、′　．ノ　　　　′′　、＿　∴　　　．1　′　　　　．、一

に外傾して立ち上がる01㌦5層は砂粒を含みタ天井部または袖部を構築していた層と思われる。火床商はタ

床面から同じ高さで続き撃平坦である。火床部から煙道部にかけて芦火熱を受けて硬化している。
電土層解説

1吠　掲　色　「トム中ノ．、l「∵ク・焼巨巨ノ「「！シ・揖ヒ粒子で】帖1′：少量

2　暗赤褐色　廃土太ブロックも同中ブロック中鼠砂粒少鼠しまり弱

ーHF－．11（）一一
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ぎ

夢

六
年
総
的
鵠
㈱

空
㍗
㍉
／
㍉
〆

㌔

1

1

1

1

1

も

l

も

㍑
／
轡
気
日
吉

的
結
社
㍑
滞

ノ′　′′　′

J′′　′ノ／　′　．

蝋舷み

逐鍼。◎澗　瑠

璧管玲言巌／／／／′

K l 瑠 K 聯終且曳　院 瑠 絃

2 ウ 2

．　　　　　　　一　　　　　　一

⑳　　　　　　　　　　　　　　　雲脚

陸産

の　　　　　　　　　　　　　　　　欄間

』　　　走

：1　掲　吠　色　「トム小ゾ主上．！ケ・焼回りt’「了、ソク・砂幸′：少量し　（う　暗′右褐色　　地上小ゾt「二′・ク端皿骨子少量，llトム大ゾ主上′ク

まり弱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微鼠しまり弱

4　暗赤褐色　　ローム粒子ず焼土太ブロック0焼土中ブロック0秒　　7　明　褐　色　　ローム粒子多量，粘性のしまり強

粒少量言ま　弱　　　　　　　　　　　　　　　　　暗赤褐色　　焼土粒子e炭化粒子少数しまり弱

5　にぷい赤褐色　　廃土拉子中鼠牒－ム粒子。砂粒少量タしまり弱

－　ノ　　　′′′　　　′　′　　　′　　　　．．、　　′　　′．　　　′　′、・′・′、・　∴　　　′　．′　　こ，

：　：　　　′　　　　　　　　　　‾′・・ノ

．′　′′′、／′ノ　　／′′　′、′　　ノ、．　　∴、∴′－　、′．・・こ．

色
色

説
褐

解層

暗

黒

土壌

　

1

上

　

2

ローム小ブロックの焼士粒子少量

Lrl一ム中ブし「！ク・l－トーム粒」∴つ砂粒少量

遺物　土師器片は点　須恵器片m点　土製品且貞　紡錘車上　磯　点　撹乱の混入と思われる陶器片　点が

出土している。第撒図　の須恵器婆は中央付近の覆土中層から，　の須恵器饗は酋壁害　の覆土下層からタ　そ

れぞれ出上している。3の紡錘車は∴覆土中から出上している。

所農　本跡は撹乱を受けてお娠　遺存状態が良　ないが，遺物は穫土中から出土している。本跡の時期は　出

I二した上器の特徴から9世紀頃と思われる。。
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第75図　第29号住居跡出土遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表

⊂二二7

0　　　　　　　　　　　　10clu

l　　；　．」

5

0　　　　　　　　　　　5clu

L＿　；　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第75図 要 A　［19．6］口縁部の破片。口縁部は外反して立口緑部内・外面ナデ，頸部外而縦位砂粒・石英・スコP239　15％

1
須悪器B　（7．1）ち上がる。ロ緑部は折り返し口線状

に粘土帯を貼り付ける。口縁端部は

軽くつまみ上げられている。

の平行叩き。 リア

にぷい褐色

普通

覆土中層

2

襲 A　［22．5］ロ緑部の破片。口緑部は外反して立口縁部内・外面ナデ。 砂粒・スコリア・P240　25％
須恵器B　（6，7）ち上がり，端部に面取りを施す。 雲母

灰黄褐色　普通

覆土下層

図版番号、種　　別
計　　　　　　測　　　　　　値

材　　　質 出　土　地　点 備　　　考
径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第75図3 紡　錘　車 4．8 1．9 0．7 （25．8）須　恵　質覆土中 DP17

図版番号種　　別
計　　　　　　測　　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（C汀り重量（g）

第75図4 砥　　石（8．2） 5．3 2．5 （71）覆土中 Q16　凝灰岩

5 砥　　石 （4．8） 4．5 1．2 （43）覆土中 Q17　凝灰岩
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、　　　　　　こ

位置　調査区城の中部資　E3C7区。

′　′　　　′　　　一　、　　　－　′　　　ノノ′　′＼・ノ′

主軸方向　N一つ十l－1つ三

：　′、、　　　　　　ノ、言　、　一　　J　ノ　　　二、　　　　ノ　ノ．′′ノ

・′ノ、．、、　′　′′　、、∵：ノ　　ノ∴　　・－、′．三∴　　∴用　言l・　　‥　　　八一　第、：、、　′：

cmである。

、　－　　′　　　　　‥　、′　ノ′・・′ノ　　　ノ、‥∴、　ノ　ノブ・＼　′′ノ

竃　北壁中央部に構築されている。天井部は崩落し　両袖部が残存している。規模は　煙道部上端から袖部先

，　　　　　　　　′・　　　′　一　′ノ・・′　　、．　　　′′l＼、′、十二、・・　′’し　　　．∴′、ノ′ノ　，！－∴．ノ、・ノ

上がる。摘～摘層は袖部の土層である。袖部は　地山を削　出して基部をつく軋　褐色土を貼り付けて構築し

．・、・、　．、　　　　ノ　′′　∴－ノ・、′　　、　　　ノ　　、′∴　．．（　　　　　＿　　ハ　ノ、′　∴′∴．′り－　＿

．　　ノ　　　　　　・、　一　′．　　　′　ノ、、∴′・・：′　′、　′、′　∴’：．

｝′こし、る。、

電土層解説

1　灰　褐　色

2　褐　　　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　にぷい褐色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　灰　褐　色

ローム粒子中量策炭化粒子微量

焼土粒子0炭化物・粘土粒子微量

粘土粒子中量夢焼土粒子も炭化粒子微鼠粘性強

焼土粒子少数牒－ム粒子微量

焼土小ブロックe炭化物少量

焼土粒子中鼠炭化物微量

焼土粒子徴壷

焼土粒子中量

「トー∴粒子つ尭上位j’中量

10　出　　　色

11明　出　色

12　褐　　　色

13　にぷい褐色

洞　にぷい褐色

15　明　視　色

蟻　灰　褐　色

膵　にぷい褐色

18　褐　　　色

焼土粒子微量

ローム粒子6焼土粒子中量夕粘性強

焼土粒子微量

焼土粒子や粘土粒子中量

ローム拉子中鼠炭化粒子微量

ローム粒子中鼠粘土粒子微量

ローム粒子0焼士粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子み粘土粒子微量

しトーム粒日放量

′　　・・・－・・′　　　　　　　　　′．　′　　′一lノ・・　　ん、一二　　　′　　ノ・－、′－・／

認できなかった。㌘且の㌘2ほタ　それぞれコーナー寄　に位置し　主柱穴と考えられる。P　は径錆cmの閏

二　　　　　　　、　　　′　　′　　　：、　　一　　′　　′、、　′．′・．　′：ノ　　ノ　∴　－．、・∴　lノ、

りロ施設に伴うピットと考えられる。径28cmの閏形で　深さは罰cmである。

ノ　　　　　　　　　　　、／′　′′、　　　′・　．．　　　′′工：．一．－、ノノ　／．

色
色

褐

説解
　
暗
視

層土
　
1
　
り
】

ローム中ブロックをローム粒子e焼土小ブロック少量　5　暗　褐　色

ローム太ブロックe焼土中ブロックの焼土小プロツ　6　明　褐　色

クの炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色

3　暗　褐　色　炭化物中鼠ローム小ブロックの焼土太ブロックの焼　8　灰　褐　色

土中ブロック少量，しまり弱　　　　　　　　　9　黒　褐　色

4　にぷい褐色　　ローム太ブロック中量の焼土小ブロック茂化物　10　黒　褐　色

少量、粘性・しまり強

9・10層はP3の覆十である、〕

ローム申ブし上ノク中量

U－ム小ブし「ノク多量

tトーム中ブ［二「ソケ・同′トソ㌧「ソク少：ti．：

炭化物や粘土太ブロック。砂粒少量

lトーム粒J’・中量

ローム粒子微量

遺物　土師器片舶貞　須恵器片動乱蕉　石器　点　砥石）が出土している。第7　の開園　の土師器高台付

皿はタ酋壁際中央付近の覆土下層から逆位の状態で出土している。2の3の土師器婆は芦竃の覆土及び周辺の

覆土下層から破片の状態で出土している。3の5の須恵器棒は逆位で，6の須恵器棒は正位で，それぞれ竃東

側の覆土下層から中層にかけて出土している。7の須恵器婆はタ　竃東袖部内から逆位の状態で出土しており，

袖の補強材として利用されたものと思われる。外面には二次的な焼成を受けた痕が認められる。8は須恵器甑

の底部であり，やはり竃周辺の覆土中層から出土している。9の砥石は北西コーナー付近の覆土中層から言0

の砥石は竃前面の覆トト層および中央部付近の床面から，それぞれ出上している。

所農　本跡の時期は芦　出土した土器の特徴からタ　9世紀前半と考えられる。
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第76図　第31号住居跡実測図
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第77図　第31号住居跡出土遺物実測図（1）
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第78図　第31号住居跡出土遺物実測図（2）

第31号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　5cnl

」　＿i　＿　」

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第77回高台付皿A　［13．9］口緑部・高台部一部欠損。体部から休部外面ロクロナデ。休部内面磨き，砂粒・スコリア・P245　50％

I
土師器B　　　2．6口縁部にかけて外傾して立ち上がる。黒色処理。底部回転へラ削り。高台雲母PL49

C　　　6．9

E　　　O．7

高台は短くハの字状に開く。貼り付け後，内・外面ロクロナデ。にぷい褐色　良覆土下層

2

要A　［28．2］口縁部から休部の破片。休部は内攣口縁部内・外面，休部外面ナデ。体砂粒・石英・長石P246　35％
土師器B　（15．0）して立ち上がる。口線部は外反して部内面へラ削り後，ナデ。にぷい褐色PL49

立ち上がり，端部はつまみ上げられ

ている。

普通竃内・覆土下層

3

襲A　［16．8］ロ縁部から体部の破片。休部は内暫し口縁部内・外面ナデ。休部外面へラ砂粒・石英・スコP247　25％

土師器B　（9．4）て立ち上がる。口緑部は若干外反してナデ。頸部内面へラ削り。休部内面リア・長石竃覆土下層

立ち上がり，端部はつまみ上げられて

いる。休部は内野して立ち上がる。

ヘラ削り後，ナデ。明赤褐色

普通

4

杯A　　12．8完形。平底。休部から口緑部にかけ体部内・外而ロクロナデ。体部下端砂粒・石英・雲母P243　100％
須恵器B　　　5．1て外傾して立ち上がる。手持ちへラ削り。底部多方向手持ちにぷい黄橙色PL49

C　　　6．2 ヘラ削り。 普通覆土中層

5

杯A　［13．2］ロ縁部一部欠損。。平底。休部からロ体部内・外面ロクロナデ。休部下端砂粒・スコリア・P244　65％

須恵話B　　　4．5縁部にかけて外傾して立ち上がる。手持ちへラ削り。底部回転へラ切り雲母・白色粒子PL49

C　　　6．6 痕を残し，手持ちへラ削り。橙色　普通覆土中層
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元 首 可 器　 軽 巨 憫 倦 k m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 恒 漆 調 の焼成　 備　 考

那 凋　　 杯　 A ［はす日 日綾 部か ら底部 の破 片∴ 平底。㍉体部 「体部内 e 外酢 コタロナデと休 部下端 砂粒 ・スコ　 アも　 ㌘封　 壷％

6　　　 須 恵 器　 B　　 4」　 から日綾部 にかけて外反 して立 ち上　 手持 ちへ ラ削 勘．底 部多方向 の手持　 雲母　　　　　　　 覆土下層

C　 ［7．4］ がる。　　　　　　　　　　　　　　　 ちヘラ削 娠　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　 良

婆　　　 B　　 は2サ3ラ　‖ユ綾部か ら体部上半欠損。平底。二〉　体　 休部外面縦位 の平行叩 きく　休部下端　 砂粒 やスコ　 アo　 P 封8 ．％

7　 須 恵 器 C　 ヱ758 部は若干内酌 て立 ち上がるC）　 義認 。娠 休部内面 ナデ軋 瀾 指 警 豊 子　 竃袖部内

普通

甑　　 B　　 甘ト裏 「体部か ら底部の破片。乱 数不 明ム　体　 休部外 面縦位の平行叩 軋　 体 部下端　 砂粒 一石英 キスコ　 ㌘249　25％

8　 須 恵 器 C ［15－糾 吾！ろば外傾 して立ち上がるCj　　 這孟畿 一票 禁 誓 ；言 警 護芸 濃 色　 覆土欄

り穿孔。　　　　　　　　　　　　　　　 良

図版番号 種 別 転 。mラ言 縮。言 ；…厚さkm）ず直 巨 土 地 点　 巨　　 考

重量（gj
第撒図日 砥　 可　 細　 目 潮　 目 ・8 い廟 覆土中層　　　　 i Q ユ8 凝灰岩　 P L53

用　 砥　 石 巨 細 i o5　 日 鯛 （55鋸 床面～覆土下層　　 i Q20 洛結凝灰岩

－　　　　　　　′′　こ、

位置　調査隊観の噺乳∴琵飢朝も

．こ　　　　　　　こ・・　　　　　　′、　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　′　ノ、、・′

主軸方向　N－15、、－E

壁　壁高は2十＼ノ28日11で，外陣して立ち上がる。

壁溝　断面はし†字形で，上席山上35clll，卜幅6つL一五1了予言策さは8＼1」cll了亡あるし・－

くい　　　　　　　　　　　′　、′　′　　／　　　　　　＝′　′一、・′　・‾　　′′

竃　北壁の中央部に構築されている。、天井部は崩落し，両袖部が残存している。、規模は煙道部上端から西側柚

J′′ノ∴・．　　　′　　　　′　ノ　　′　　　．′　　　　　．　　′　　　　′　　　ノー　　　　　　′　　　．．　′

′l’∴▲．－′　∴　ノ　　　、‾　ノ　　ノ　ノ′ノ　　　　、t　　　′　∴′　　　　′′、．／．．．、　　　′　′　＿　．　・′　′

して構築されている。　層は粘土粒子を含み　崩落した天井部の土層と思われる。火床部は　楽　日部付近を

3cm　袖部の付け根付近を翫mほど掘　下げている。火床部から煙道部にかけてはタ火熱を受けて赤愛している。

電土層解説
1

・

ふ

　

ワ

お

　

り

∂

　

4

7

　

5

　

6

　

7

　

8

暗褐色
灰褐色

黒

黒

黒

暗

暗

褐色

褐色

色

褐色
褐色

暗褐色

ローム粒子ゼ粘土粒子微量

ローム粒子瀾土粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子も焼土粒子微量

焼土小ブロック中量，焼土粒子少量

ローム中ブロック中量牒化粒子微量

焼土小ブロック中鼠焼土粒子少鼠炭化粒子微量

ローム小ブロック中鼠ローム中ブロック少鼠炭化粒子微量

9　褐　　色　　ローム粒子少量

10　暗褐色　　粘土粒子少量

は　褐　　色　　ローム粒子微量

12　灰褐色　　ローム粒子凝土中ブロック中量

13　褐　　色　　ローム粒子中量

14　黒褐色　　白色粒子少量

15　褐　　色　　ローム粒子少量

l一、．　　　′′　　　′　　　′　′　、・　　．‾　　′一一　・　’・　　十　　′・・ノ　、′　　　′′　：：

られる。南東側の桂穴は　撹乱によって破壊されている。径飢～謂cmの円形で　深さは罰～諏cmである。

I〕3は，南壁際の中央に位置し，長径3公町　短径2公111の楕ll川三で言策さは12〔n了亡ある。出入りll施設に伴う

ピットである。

穫豊　は層からなる。　～摘層は　竃から流出した土層と考えられる。レンズ状に堆積しており芦　自然堆

積と思われる。、

一つ17－
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第79図　第32号住居跡実測図
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土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　黒　褐　色

5　にぷい赤褐色

ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子

少量

ローム大ブロック・ローム′トブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム大ブロック・炭化粒子少量

焼土大ブロック・灰中量，しまり強

6　明　褐　色

7　黒　褐　色

8　にぷい褐色

9　にぷい赤褐色

10　灰　赤　色

11赤　灰　色

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック少量

ローム′トブロック中量，ローム大ブロック・同粒

子・少量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量

焼土大ブロック・焼土ノ」、ブロック・砂粒少量

遺物　土師器片258点，須恵器片138点，石器2点（砥石），陶器片2点が出土している。第80図1の土師器杯

は，竃の底面から逆位の状態で出土している。2の土師器杯は覆土中から出土している。3・4は土師器嚢の

口緑部片で，ともに竃の火床部近くから，重なった状態で出土している。5・6の須恵器聾は，竃周辺の覆土

中層から出土している。第81図7・8の砥石は，北西コーナー寄りの覆土中層から出土している。陶器片は撹

乱による混入と思われる。

所見　本跡の時期は，出土した土器から9世紀中頃と考えられる。

．　／

㌔4

第80図　第32号住居跡出土遺物実測図（1）

0　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　！
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第81図　第32号住居跡出土遺物実測図（2）

第32号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　5cl¶

L＿＿　；　　：

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第80図杯B　（4．0）体部から底部の破片。平底。体部は休部外面ロクロナデ。休部内面磨き，砂粒・雲母P250　50％

1土師器C　　　6．9外傾して立ち上がる。黒色処理。休部下端回転へラ削り。にぷい褐色PL49

底部回転へラ削り。 良竃底面

2

杯A　［14．0］口緑部から休部の破片。休部から口体部外面ロタロナデ。休部内面丁寧砂粒・雲母P251　25％

土師器B　（3．9）縁部にかけて若干内攣して立ち上がる。なナデ，黒色処理。 にぷい橙色

良

墨書有り

覆土中

3

小形碧A　［17．2］ロ緑部から体部の破片。休部は内野し口緑部内・外面，休部外面上半ナデ。砂粒・雲母P252　30％

土師器B　（12．0）て立ち上がる。ロ緒部は外傾して立ち休部外面中位へラ削り。休部内面へにぷい橙色電底面

上がり，端部はつまみ上げられてる。ラ削り後，ナデ。 普通

4

整A　［20．6］口福部から休部の破片。体部は内攣口緑部内・外面，体部外面ナデ。体砂粒・石英・雲母・P253　30％

土師器B　（8．6）して立ち上がる。口縁部は外博して

立ち上がり，端部はつまみ上げられ

ている。

部内面へラ削り後，ナデ。長石

橙色

普通

竃底面

5

要A　［15．9］ロ緑部から休部の破片。休部は外傾口緑部内・外面，休部内面ナデ。体砂粒・雲母P254　15％

須恵器B　（13．5）して立ち上がる。ロ緑部は強く外反し，

端部に面取りを施す。

部外面縦位の平行叩き。にぷい赤褐色

良

覆土中層

6

嚢A　［17．5］□福部から休部の破片。休部は内攣ロ緑郡内・外面，休部内面ナデ。体砂粒P255　20％

須恵器B　（17．7）して立ち上がる。口緑部は外反して

立ち上がる。

部外面縦位の平行叩き。灰色　普通

焼成時の歪みが著しいニ

覆土中層

－120－



図版番号 恒 長さkm言 幅廟 盲；…摩さ行翻競 蔓軸ラ「 i‥ 二地 点　 巨　　 考

如凋7　 砥　 石巨 eま） i 84 ！ 46　 日 137） 覆土欄　　　　　 棒飢凝灰岩

項 砥　 石i 汀や須 i 93 i p6　 日 縮 覆土欄　　　　　 極　 凝灰岩

第慧磯考燵腰跡　第鵬固）

位置　調査区蟻の南部学　監3蔚区。

規模藍平面形　本跡の南部は調査区域

外に位置してお軋　全容は不明である

が東商。弼m　南北　ほお　mの隅丸　胞

方けはたは隅九長方彬lと思われる、・

方向　本跡の漸酢雛酢蛸上欄㌧瀾確

指している、、

壁　貼高は目上コ（うし、正亡，外伸して立ら

上がる。

床　T「－ム質一二　若つ二起伏がある、．や

や軟弱である。

1

魯轟庵

′

㌘2ほ芦　コーナー付近に位置し　主柱

穴と考えられる、、つ′1律然＼l持し・lll，毎律

黒＼用〔Illの楕円形で．深さは黒－＼－25clll

である。㌘3はタ　やや東壁寄りに位置

し　径猶cmの開形で　深さは諏mであ

るし、性格は不明である．、、、

◎　　　　　　　　　　　　　　　　慧評闘

』　　　壷
第82図　第34号住居跡実測図

覆豊　　層からなる。レンズ状に堆積してお軋　自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　　赤色粒子微量諸離㌢しまり弱

2　黒　褐　色　　赤色粒子中量

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　出上していない、一、、

所見　本跡の時期は，不明である．、、、

4　黒　褐　色　　ローム粒子多量

5　暗　褐　色　　ローム粒子中量

6　窯　褐　色　　赤色粒子中鼠ローム粒子少量，粘性強

第議惑鸞健贋捗　第鋸囲う

位置　調査区域の南部，E∴五二車∴

ミニi∴　　∴　′ノ　ノ　′′　′、∴　ノノ　　　　、′　′、j，二　′′　　　′ノ　′　　′、．′′

‾　丁一　　l　　　　！　／′くノ　′′　　　　　　．．　／‘、シこ　こ′＼り　　＿」′′′．′′．；、ご　　　　　′　・ノ　、、・′ノ．三二

たは長方形と推定される．二、

主軸方向　＿N一一117し、Iu一・一1Ⅵ′γ

壁　壁高は1（トUkl11で，外傾して立ち上がる、∴

－121－
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第83図　第35号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　1m

ヒ二二一一一一十一一一一一一一二∃

壁溝東壁及び竃西側の北壁から西壁にかけて巡っている0断面はU字形で，上幅18～31cm，下幅6～14cm，

深さは6、18cmである。

床　ローム質で，平坦である。中央付近が，踏み固められている。

竃北壁中央部に構築されている0天井部は崩落し・両袖部が残存している0規模は，煙道部上端から焚き口

部まで98cm，両袖部幅38cmである0煙道部は，壁外へ約62cm掘り込まれ，煙道は若干角度を変えながら緩や

かに外傾して立ち上がる。13、20層は袖部の土層である0袖は，灰褐色粘土（13層）を芯材として構築され

ている0火床面は，床面と同じ高さで続き，平坦である。煙道部の入り口付近に，竃の長軸と直交するように，

長径36cm，短径29cm，深さ4cmの浅い楕円形の掘り込みを設けている。この掘り込みから煙道部にかけては，

－122－



火熱を受けて硬化している。
寵土屑解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　灰　褐　色

7　暗赤褐色
8　赤　黒　色

9　褐　　　色

10　赤　黒　色

ローム粒子微量，粘性弱

ローム粒子少量，白色粒子微量

ローム小ブロック・焼土粒子微量

焼土粒子中量

焼上粒子少量

焼土粒子微量

焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量
焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量

ローム小ブロック・焼土大ブロック・焼土中ブロ

ック・焼土粒子・炭化粒子少量

11灰　褐　色

12　褐　　　色

13　灰　褐　色

14　褐　　　色
15　褐　　　色

16　褐　　　色

17　褐　　　色

18　にぷい褐色

19　にぷい褐色

20　にぷい褐色

粘土粒子少量，粘性強

粘土粒子少量

粘土粒子中量，粘性強
粘土粒子微量

粘土粒子少量

ローム粒子・粘土粒子微量

焼土粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

焼土粒子中量，粘土粒子少量

焼土粒子微量

ピット　4か所（Pl～P4）。P2は北西コーナー付近に位置し，主柱穴と考えられる。径36cmの円形で，

深さは48cmである。Pl・P3は，北東コーナー付近に位置している。長径38～58cm，短径28、44cmの

楕円形で，深さは12、16cmである。Pl・P3のいずれかがP2と対応する主柱穴と思われる。P4ほほほ

中央部に位置し，長径44cm，短径32cmの楕円形で，深さは46cmである。性格は不明である。

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土′トブ　　5　にぷい褐色　　ローム大ブロック多量

ロック少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

3　灰　褐　色　　ローム大ブロック・同小ブロック・同粒子少量

4　にぷい褐色　　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック中量

6　にぷい褐色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

7　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片91点，須恵器片27点が出土している。第84図1の土師器高台付杯は，覆土中層から正位の

状態で出土している。2の土師器聾は竃煙道部の底面上から逆位の状態で，3の土師器嚢は，竃の底面から破

、∈∃≡請

第84図　第35号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　10cl¶

l　　　　；　　　＿」
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片の状態で出土している。の新海にはタ二融勺な焼成を受けた跡が認められる。複の須恵器婆は竃の南側の

覆土中層から破片の状態でタ　5の須恵器婆は焚き口部の床面上から横位で汐それぞれ出土している。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

第器号住屠跡出土遺物観察麦

図版番号 器　 種 序 則値価　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 桓 鰯 「 焼成　 備　 考

第 引当　 高台相称　 B　 は ．封　 底部の破片0 高釦 ハの字状 に開　 〇　底 部内面 ログロナデ。高離 汚内 を外 砂粒 や石英 の雲母　 P 257　 50％

且　　 土 師 器　 B　　 7 08　　　　　　　　　　　　　　　 商ナデ○底部回転へラ削 り。　　　 にぷい黄褐色　　 覆土中層

E　　 ユe3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良

小 形 嚢　 A　 D 痛　 口縁部か ら休部の破片〇体部は内攣　 目線部内 や外風 体部内 朝 鮮 デ。 妙齢 スコリアe　 P 2 58　30％

2　 土 師 器 B C e鋸 議 ㌶ 慧 警 豊 豊 呈　　　　　　　 慧 褐色　 塩焼道都

ている○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

婆　　 B　 眈 鋸　 体部か ら底 部の破片 。平底。休部は　 体部内 をタ摘 ナデ。体部下端へラ削 娠　 砂粒 さスコリアも　 ㌘259　購％

3　 土 師 器　 C ［7耳目 若干内攣 して立 ち上がる〇　　　　 底部木葉痕〇　　　　　　　　 雲母も長石　　 竃底面

に鋤 数 普通

澄　　 Å ［28湖 ［コ縁部か ら休部の破片。休部は外 傾　 目線 部内 を外敵 体部内面ナデ。体　 砂掛 石英も雲掛　 ㌘260　ユ5％

4　　 須 恵 ・器　 B　 は 誹　 して立ち上がるC〕㌫綾部は強く外反し学　部夕摘 縦位の学研 瞳 ジ　　　　　 長石　　　　 P L 4 9

端部に面取 りを施す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 褐灰色　　　　 体部に補修孔

普通　　　　　　 覆土中層

襲　　 B　 雄レ再 「体部から底 部の破片。平底。休部は　 体部外面鏡位の平行 叩き。体部下端　 砂粒 もスコリアe　 ㌘2 6ま　30％

5　 須 恵 ・器　 C ［ユ5湖　 若干内湾 して立ち上がる0　　　　 ヘラ削 娠 休部内面ナデ〇　　　　 雲母　　　　 床面

黄橙色

普通

′

位置　調査区域の中部芦　E4舶区。

′

童軸方向　N　－・つ）、1．－－－つ三

′　　　　　　′　　　　　　　　一　　　′ノ

′、　　　　　　．・　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ：．）、、．

1、　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　′′　　　　　　　、　′ノ　′　　　　・・

′　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　′　・′　′　　　　　　′　　′　　　　－・　　　　1　′、

まで摘甑　両袖部外側の基部では短である。煙道部は　壁外へ約閥cm掘　込んで構築されタ煙道は外傾

して立ち上がる0摘㌦2層は　袖部の士層である。袖部は　灰褐色粘土を芯材として構築されている。　07

層は粘土粒子芦または砂粒を比較的多　含み　天井部の崩落土層と思われる0底面は髭mほど掘年下げられ芦

ノ′ノ　′　　　　　　　′′ノ　　′　　∴　　　　　、ノ　ノ　′　　　　　／．1－当項′ノノ　′、．’　ノ

と考えられる。底面から煙道部及び袖部の内側は芦火熱を受けて赤愛している。煙道部の立ち上がり付近にタ

第振回　の須恵器が逆位の状態で出土している。

竃土層解説

ユ　黒　褐　色　　ローム粒子も砂粒微量
2　暗　褐　色　　赤色粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，砂粒微量
4　暗　褐　色　　廃土載守一の粘土粒子微量

5　褐　　　色　　粘招描一の赤色粒子微量

6　黒　褐　色　　焼士粒子の粘土粒子微量

7　灰　褐　色　　砂粒中量，廃土小ブロック0炭化物少量

8　暗　褐　色　　廃土粒子の砂粒微量

9　褐　　　色　　ローム粒子微量

摘　極暗褐色　　ローム粒子少鼠廃土粒子微量
は　褐　　　色　　廃土粒子少量

12　褐　　　色　　ローム粒子の廃土粒子茂化粒子少量

F一一一12111－
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0

1

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

1

褐　　　色　　炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　19　灰　褐　色　　ローム粒子一粘土粒子中量

暗　褐　色　　焼土小ブロック中鼠焼士粒了少量　　　　　　　20　灰　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量

暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　21褐　　　色　　粘土粒子少量

異 褐　色　　焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　22　灰　褐　色　　ローム粒子ア粘土粒子中鼠炭化粒子少量

極暗褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　23　灰　褐　色　　ローム粒手焼土小ブロック・焼土粒子粘土粒子中量

灰　褐　色　　粘土粒子多量，ローム粒子中量，粘性強　　　　　24　暗　褐　色　　焼土小ブロック微量

ぽッ睦　57か所（Pl～P5）。P U㌦P射も　各コーナー付近の壁際に位置し，主柱穴と考えられる。長径32

～50cm，短径24～40cmの楕円形で，深さは13～35cmである。P5ほ南壁際中央付近に位置し，出入り口施設

に伴うピットである。長径33C恥　短径22cmの楕円形で　深さほほcmである。

尊堂　8層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と思われる。7・8層はP5の土層である。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子少量，ローム太ブロック微量　　　　　5　褐　　色　　ローム小ブロック多量

2　灰　褐　色　　ローム中ブロック・同小ブロック少量　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子中量

3　褐　　色　　ローム小ブロック・同粒子少量　　　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム粒子微量

4　にぷい褐色　　ローム小ブロック多量　　　　　　　　　　　　8　灰　褐　色　　ローム粒子微量

遺物　土師器片220点，須恵器片接点　石片2点が出土している。第86図1の土師器杯は芦　竃東側から正

位の状態で出土している。2の土師器杯は，竃煙道部の底面付近から正位の状態で，6の須恵器聾は同じく逆

位の状態で出土している。3の土師器杯は，東壁寄りの床面上から正位の状態で出土している。後の須恵器高

台付杯は覆土中層から破片の状態で，5の須恵器聾は覆土下層から横位の状態で，それぞれ出土している。8

ほP3付近の床面上から，9ほPl付近の床面上から，それぞれ出土している。雲母片岩の石片と思われるが撃

用途・性格は不明である．－、

所農　本跡の時期は，出土した土器から9陛妃後半から末頃と考えられる。

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色調 ・焼成 備　　　 考

第86回 林 Å　　 13．4 ロ縁部欠損。平底。体部 から口縁部 体部外南 口クロナデ。体部下端手持 砂粒・石英・スコリ P 262　8 0％

1
土 師 器 B　　　 3．7 にかけて内攣 して立ち上がる。 ちヘラ削 り。休部内面ナデ，黒色処理。 ア・雲母ヰ長石 P L 49

C　　　 5．4 底部一迅方向の手持 ちへラ削 り。〕 橙色　 普通 覆土中層

杯 A　 ［14．4］ ロ緑部か ら底部一部欠損。平底。体 休部外面 ロクロナデ。外 商下端手持 砂粒 ・白色粒子 P 263　6 0％

2 土 師 器 B　　　 4．6 部か ら目線部にかけて外傾 して立 ち ちヘラ削 り。休部 内面 ロクロナデ。 橙色 竃底面

C　　　 6。8 上が る。 底部一方向の手持ちへラ削 り。 普通

高台相棒 A　 ［17．4］ 高台部欠損 。体部 から口緑部 にかけ 体部外面 ロクロナデ。外 面下端へ ラ 砂掛 スコリア・雲 P 2 64　60％

3 十 帥 器 B　 （5．7） て若干内攣 して立ち上がる。 削 り後，ナデ。体部内面磨 き，黒色 母

にぷい橙色　 普通

床面

処理。底部回転へラ削 り。

高台付杯 Å　 ［14．5］ 目線 部一部欠損。体部か ら口緑部に 体部内 ・外面ロ クロナデ。体部下端 砂粒・雲母 ・長石 P 2 65　5 5％

4
須 恵 器 B　　　 6．8 かけて若干内攣 して立 ち上がる。高 回転へ ラ削 り。底部 回転へ ラ削 り。 灰黄色 覆土中層

D　　　 7．9

E　　　 L O

台はハの字状 に若干外反して開く。 高台貼 り付け後，内 ・外面ナデ。 普通

婆 Å　 ［2ユ朝 ロ縁部 から休部の破片。体部は内攣 ロ縁部内 ・外 面ナデ。休部外面縦位 砂粒 ・雲母 ・白色 P 2 66　25％

5
須 恵 器 B　 （15．の して立ち上が る。休部か ら口縁 部は 叩 き。〕休部内面ナデ，…・一部 に指頭庄 粒子 覆土下層

緩や かに外反 して立 ち上が り，端部

は若干つ まみ上げられている。

痕を残す。 黒褐色

普通

甑 B　 （25．8） 体部か ら底部の破片。乱数不明。’体 ＿体部外 面縦位 の平行叩 き。体部下端 砂粒・雲母 ・長石 P 26 7　40％

6 須 恵 器 C　　 13．2 部は外傾 して立ち上がる。 ヘラ削 り。体部 内面へ ラナデ。〕底部 黄灰色 補修孔有 り

は焼成前へ ラ状丁具によ り穿孔。 普通 竃内

甑 B　 （7．射 体部か ら底部の破片。乱 数不 明。体 休部外 面格子 目叩 き。休部下端へ ラ 砂粒 ・雲母・長石 P 26 8　25％

7 須 恵 器 C　 ［15．2］ 部は外傾 して立ち上がる。 削 り。体 部内而 ナデ。体部は焼成前

にへラ状圭具により穿孔。ラ

灰黄褐色

普通

覆土中層

－127－



図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cmラ 厚 さ（cm） 重量（g ）

第86図8 石　　 片 （9．6．） （12．3） 4．0 78 0 床面 Q 24　ホルンフェルス

9 石　　 片 10．5 9．3 2．6 83 1 床面 Q 2 5　ホルンフェルス

第38風号健贋跡（第87図）

位置　調査区域の南部，E4g4区。

重複関係　本跡が第38B号住居跡の竃を破壊して構築されているので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4言m，短軸3。7mの長方形である。

主軸方向　N－93J一一W

璧　壁高は12～14cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　東壁の南半と南壁の下を巡る。断面はU字形で，上幅10～26cm，下幅4～9cm，深さは4～8cmである。

床　ローム質で，おおむね平坦である。中央部が，踏み固められている。

囁　西壁中央付近に構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚き口部

まで117C恥　両袖部幅137cmである。煙道部は，壁外へ83cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がる。

16～23層は袖部の土層である。粘土混じりの褐色土を中心に構築され，南側袖部には土師器嚢が補強材とし

て使用されている。1層は粘土粒子・砂粒を含み，天井部の崩落土層と考えられる。火床部は7cmほど掘り込

まれており，底面は平坦である。煙道部の中央付近からほ，土師器聾が石塊の上にかぶせられた状態で出土し

ており，支卿として使用されたものと思われる。
竃土層解説

1　極暗褐色

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

　

1

0

　

は

　

1

2

暗赤褐色

暗赤褐色

暗赤灰色

極暗赤褐色

にぷい褐色

褐　　　色

にぷい褐色

焼土太ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック茂化物・粘土　　　　　　13　にぷい褐色　　焼土粒子中鼠炭化粒子少量

粒子・砂粒少量

焼土中ブロック中鼠焼土中ブロックe砂粒少量

焼土太ブロック中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量

焼土中ブロック・砂粒少量

焼土中ブロック・炭化粒子少量

焼土中ブロック・同粒子中量

焼土粒子中量

焼土中ブロック中量

褐　　　色　　焼土中ブロック中量

暗　褐　色　　ロレム粒子中量

暗　褐　色　　ローム粒子微量

赤　褐　色　　焼土中ブロック・焼土′トブロック・粘土粒千砂粒少鼠焼土太

ブロック微量，しまり強

14　にぷい褐色　　焼土小ブロック・粘土太ブロック中量

15　褐　　　色　　焼士小ブロック中鼠粘土粒子微量

16　暗　褐　色　　粘土粒子赤色粒子微量

17　灰　褐　色　　粘土粒子中量

18　褐　　　色　　ローム粒子少鼠ローム中ブロック微量

19　灰　褐　色　　ローム小ブロック・粘土粒子中量

20　灰　褐　色　　ローム小ブロック・粘土粒子中鼠しまり強

21灰　褐　色　　粘土粒子多量・ローム粒子少量

22　灰　褐　色　　粘土粒子中量，炭化粒子微量

23　暗　褐　色　　粘土粒子少量，焼土粒子微量

ぽッ紅　5か所（P「～P5）。P4ほ位置的に第38B号住居跡に伴うものと考えられる。Pl～P3は，コ

ーナー寄りに位置しており，主柱穴と考えられる。Pl e P3ほ径32cmの円形，P2ほ長径62cm，短径22cm

の長円形で言采さほ17㌦18cmである。P5ほ径約30cmの円形で，深さは25cmである。東壁寄り中央付近に

位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と思われる。

色
色

褐
褐

説解
窯
窯

層土
　
1
　
リ
】

ローム中ブロック・ローム小ブロック磯土小ブロック少量　　　　　　　　4　明　褐　色　　ローム中ブロック中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック茂化　　　　　　　　5　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　明　褐　色　　ローム粒子多量

3　灰　褐　色　　ローム太プロノク・焼土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　　焼土大ブロック・同小ブロック少量

遺物　土師器片68点，須恵器片28点，石製品2点（支卿）が出土している。第88図1の土師器杯，3の土

師器聾は，竃の覆土中層から破片の状態で出土している。2の土師器高台付杯・6の土師器聾e7の須恵器嚢

は北東コーナー付近の覆土中層から上層にかけて出土している。4の土師器嚢は，竃の南側袖部から出土して

いる。竃の補強材として使用されたものである。5の土師器婆は，煙道部底面に置かれた雲母片岩（9）の上

ー128－
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から　違位の状態で出土して折る。　の花崗岩の石塊は　煙道部の底面から出土している。　の鋸離桁毎に光

熱を受けた痕があ軋　支卿として使用された　のと思われる。

新風　事跡と第謂愚考住居跡との関係は　第謂迅号住居跡の竃が破壊されていることから　事跡が新し浴と

考えられる。なお　平面及び土層断面で第諏B号住居跡の霧を込みを確認で　なかったことから　本線は第謂

B替佐屠跡のプランを再利用した離能性が想定される。春磯の時期ほ　重複関係及び生来土器から　第謂欝

号住居跡豊を新しい　陛紀後半と考えられるぐ

第諏風号佳屠渉出土遺物観察素

Å　［腺湖

B　　汀乱射

に縁部から休部の破片。体部は内攣

して立ち上がる。打線部は若干外増

して立ち上が軋　口縁端部は外反し

‾＿　′i、′一、・一＿；’－　上－：・、F、’

」「＝」二二二㌻上

霊㍊霊霊剖禁霊霊霊霊霊豊霊
つ　　　 陣 端部は〆〕 射 げ られている。i

b

婆　　 B　 くほ お　 射 下手か ら脚 破 … 璃 一　体

土 師 器　 C　　　 も7　 都 路 宇内攣 して立ち上がるc　　　 菱

詳中 鵠匪㌶豊当
i i　　　　　　　 i

丁

堅 脚 破片、：楓 休部は蒜 司

郎 半 舷 路 －　　　　 i

汀線部内の外商，体部外商ナデ∴　体

部内面ナテラ　…一部へラ削り　や指頭押

捺を残す。ラ

i〕縁部内を外面ナデrノ　休部外面ナデ

内蔭プ＼ラナデ。j

体部外面器繭荒れ調整不明。ノ　休部内

面〆㌔ラナデ、ノ　底部木葉痕。〕

体部外面へラ削り。体部内面へラナデ。ノ

休部外面横位の平行叩き。体瀾下端

へラ削り。体部内面ナデ。

砂乾き石英∵呆コ

リア

にぷい褐色

普通

砂粒　石英　スコ

ー　ア　雲母

にぷい赤褐色 ．・！、

㍉
に
J

㌘欝3　諏％

竃覆土中層

㌘㌢花ミ　3蕎％

竜覆土や

㌘㌢持．3憑％

覆土中層

㌘2閥　諏Uf、

覆土中層

図版番号　　 種　　 別

i　　　 計　　　 測　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

長さk m　　　 幅k m　　　 厚 さk m　　　 登最穣 ）

第猶囲　　　 石　　 塊 H 5凍　　　　 1 ゎ0　　　　　　 タ2　　　　　 ほ瀬ララ
i

竃底面 Q 錆　 花崗岩　　　　　 ㌘L 53

9　　　 石　　 塊 栂 凍　 上 思 ㍉ ∴ 「 … と ㌧ … 士 二 聖 聖 竃底面 Q 27　ホ飽ノンプェルス　 P L 53

第議爵陽考健贋妙　第断固ラ

位置　調査区域の南部芳　崖弛区。

重複関係　奉跡の竃が第罰号住居によって破壊されて締るため　本跡の方が高齢。

規模磨平面形　本跡の規模め平面形とも不明である。

童華由方向　N－l－2、、mlんl－1ノ＼’

、　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

竃　北壁の北東コーナー欝を招こ位置している。義井部は崩落し　袖部　破壊されて遠存状態は良　を齢。規模

は　煙道部の上端から焚　描部まで閥cm　両袖部幅猶mである。煙道部は　壁外へ撒cm掘　込まれ　煙道

r－1－一一一1：31・－・1－



は外傾して立ち上がる09層は袖部の土層である0東側袖部は粘土混じりの褐色土で構築されているが，西側

袖部は貼り付けた部分は残存せず，地山削り出しで構築された基部が残っている。火床部は平坦で，床面とほ

ぼ同じ高さである。焚き口部から煙道部にかけては火熱を受けて赤変しており，上面には焼土を含む層が堆積

している。

埴土層解説

1　褐　　色　　焼土粒子中量

2　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量

3　褐　　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　　ローム粒子中量

5　暗赤褐色　焼土大ブロック・同中ブロック・同小ブロック少量

6　暗赤褐色　　ローム大ブロック・同小ブロック少量

7　褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

8　褐　　色　　焼土粒子少量

9　褐　　色　　ローム粒子・粘土粒子中量

ピット　P4は径約26cmの円形で，深さは14cmである0南壁寄り中央付近に位置し，出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

遺物　土師器片74点，須恵器片7点が出土している。第89図1の土師器杯は，竃の覆土中層から正位の状態

で，2の土師器小形聾は1の下から横位の状態で，それぞれ出土している。3の土師器要は，竃の東袖部内か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，第38A号住居跡との重複関係及び出土土器から，第38A号住居跡に先行する9世紀後

半と考えられる。

第89図　第38B号住居跡出土遺物実測図

第38B号住居跡出土遺物観察表

f…置

10cm

L＝＋＋；　　」

図版番 号 器　　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第89図 杯 A　 ［14 ．0］ ロ 綾 部 か ら底 部 の破 片 。 平 底 。 体 部 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂粒 ・雲 母 ・白色 P 269　 4 0％

1
土 師 器 B　　　 3 ．6 か ら「1線 部 にか けて外 傾 して 立 ち上が 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。底 部 手 持 粒子 竃 覆土 中層

C　 ［6 ．0 ］ る。 ちヘ ラ削 り。 にぷ い黄褐 色

普通

2

小 形 襲 A　 ［13 ．7 ］ 口緑 部 か ら体 部 の 破 片。 休 部 は 内攣 口緑 部， 外部 内 ・外 而 ナデ 。 砂粒 P 270　 40 ％
土 師 器 B　 （12 ．0 ） して 立 ち上 が る 。 ［］緑 部 は若 干外 反

して立 ち上が る。

にぷ い橙 色

普 通

竃覆土 中層

3

要 A　 ［20 ．6 ］ 口緑 部 か ら休 部 の 破 片 。 休 部 は 内 攣 口 縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 ナ デ。 体 部 内 砂粒 ・スコ リア P 2 71 4 0％
土 師 器 B　 （11．3 ） して 立 ち上 が る 。，［」線 部 は外 傾 して

立 ち上 が り， 端 部 は つ まみ 上 げ られ

て い る。

両 に一一部 指頭 庄 痕 。 にぷ い橙色

普通

電袖 部内

－132－



第磯風考健腰跡　第郷国ラ

健置　調査区蟻の南部タ　E錮区。

重複関係　本跡が第L用I月舘潮訂）覆上圭振り込んで構築されているので，本跡が新しい。、

規模と平面形　長軸：弓∴35Ill，紬柚コ．鮎111の長方形である、．

主軸方向　N‾一一一一一1甘’、－・1′・′一1V

璧　壁高は学　は～蟻cmで誹傾して立ち上がる。

′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′ノ

床　ローム質で　平坦である。中央部付近には貼床が施され　踏み固められている。

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′　一、　、一

層は袖部の土層である。袖部は　ローム混じ　の褐色まで構築されて折る。火床部は　中東部付近が床面か

ら10〔illはど据年込まれている㍉　ノ大床面から煙道部にかけては，火熱のため硬化している．、．、
電土層解説

ヱ　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　極暗褐色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

摘　黒　褐　色

赤色粒子微量諸柚針しまり弱

ローム粒子少量

廃土粒子少量

粘土粒子徴義

廃土粒子を粘土粒子微量

焼土粒子多量

ローム粒子少巌

ローム粒子の粘土粒子微量

焼土粒子中量

n　橙　　　色

12　暗赤庇色

相　暗赤褐色

lLl　吠　赤　色

15　暗赤灰色

16　暗赤灰色

膵　橙　　　色

相　にぷい褐色

ローム太ブロックを廃土粒子40炭化粒子少量　　　19　褐　　　色

．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′．・　　　　　　′

廃土小ブロック多鼠廃土太プロッタを炭化粒子少還

口如一ム小プロ、ブタめ焼土粒子少量読ま　弱

焼土中ブロックも廃土ノ道、ブロックの粘土粒子少量

粘土粒子多鼠焼土中プロッタ少鼠粘性強

焼土粒子も粘土粒子中量蟄粘性強

焼圭粒子少鼠粘性強

廃土粒子多墨

ローム粒子多鼠焼士かプロ、ブタ少数粘性普通学

しまり強

ローム粒子中巌

深さは11mlである㍉　ノ性格は不明であ

る。

・′　　　　　　　ノ　　　　　　′　ヽ　ノヽ　　　l　′　　　　′　　　　′　　　　　　　　′、　一

積していることから撃　自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子少巌　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　　色　　ローム粒子多義諸騨巨しまり強

2　暗　褐　色　　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子微墨

3　暗　褐　色　　ローム中ブロックの同小ブロック少鼠炭化粒子　　7　黒　褐　色　　ローム中ブロック微巌

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　　ローム粒子少量夢炭化粒子を粘土粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子多量芦炭化粒子少量資粘性もしまり強

ノ　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′・・　　　　　′ノ　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′ノ′ノJ　　　　　　ノ　　／　　　　　　　　′・　　　・

態で出土している。　の有孔閏廃は頁岩製で　竃の覆土中から出土している。外面に焼けた梯子は見られずタ

流れ込みの可能性があ宣言

所農　本跡の時期は　第購B号住居跡との重複関係及び出土した土器の特徴から夢　摘世紀前半と考えられる。

第舶A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種序 灘 廟 器 形 の 特 徴　 i　 手 法‾の 特 徴　　 恒 の色調 あ焼成 備　　　 考

第90図 杯　　 Å　 ［14．2］ 体部から底部の破片。平底。体部から　体部外南口クロナデ。体部下端回転　 砂粒 e石英 e雲母 P 279　30％

ま
十 師 器 B　　　 乱6 ロ綾部にかけて外傾して立ち上がる。　 ヘラ削 り。体部内面ナデ。底部手持 ・長石 竃覆土下層

C　 ［7．4］ ちヘラ削り。　　　　　　　　　　　　　 橙色　 普通

n－1133－



⑥

A．C

‾‾‾竜

克。。5

A24．4m
4　　8　　3　K l

＼．：‾

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「l l　”　」

0　　　　　　　　　　　1m

L i　一一一二］

10cm

L－－一一一十－一－1

第90図　第40A号住居跡・出土遺物実測図

－134－

0　　　　　　　　　　5cm

ト　　ニ　　ー」



窮轟◎随考健腰静　第削図ラ

健置　調査区域の南部学　監鍼区。竃の北端が調査区域外に位置する。

重複関係　第綱A号住居が本線の覆土を掘　込んで構築されているので　事跡の方が露も′。

規模藍平面形　産軸を鍼飢渇　短軸を媚照の長方形である。

：頚三幸幽寂こr：萄　八l一・一1（’）1．1－一三1て：

璧　壁高は　㌦摘m等　外傾して立ち…がる。

床　腎一義質で　平坦である。全体的にやや教弱である。

畿　北壁中央部に構築されぞ障る。義井部は崩落し　両袖部が残存じて障る。規模は　袖部先端から調登区域

際まで　纏郎　cm　両袖部幅は翫mであるむ煙道部は先端が調査区域外に位置してお軋　規模も形状とも不明で

ある苺　㌦漫層あ臓越の摘層は磯部の士層である。袖部は　灰褐色粘土を芯樹として構築されて折る（腰嘉⊥l－′・’i j A A　【‾1　1）、IIll l j事一　　　‾　　　1－　　f‾1　　　、　　－　・ノ　　、こ　、、　　　　さト1I l‾，l‾’W q　　　　　′’　ヽ　l　「　　　」－ノ　31て　　え　‾　　、▼　．し・‘　t　′　　1－　　、′　　　　、　II J I、・　、‾、　　　　　　　　‾　　　　　　　　’　　　　　　　　　‾　・

部は床面と同じ高さで続凱　平坦である。鬼床面は　光熱を受けて硬機して折る㌶

竃土層解説

且　褐　　　色　　ローム粒子微墨

2　暗　褐　色　　廃土粒子微量

3　褐　　　色　　澤－ム粒子も焼土路子を炭化粒子少量

4　褐　　　色　　甘…ふ粒子少義

窯　褐　色　　廃土粒子0炭化粒子擬巌

転　暗　褐　色　　ロ…ぬム中プロッタぁ廃土小プロ、ブタぁ焼土粒子少量

7　灰　褐　色　　粘土粒子中農牒－ム粒子も炭化粒子少量夕粘性強

にぷい褐色

9　褐　　　色

摘　暗　褐　色

m　褐　　　色

旦2　暗　褐　色

臓　にぷい褐色

摘　褐　　　色

ぽッ睦　　か所　津　㌦㌘射。それぞれ壁側に寄って位置してお軋

ローム粒子か中量粘土粒子微量

廃土粒子め粘土粒子微巌

ローム粒子や廃土粒子微量

ローム粒子微巌

廃土粒子少量

粘土粒子少鼠ローム粒子微量

廃土粒子磯波凍プロッタ薇巌

主柱穴と考えらる㌫　P O P凱　援鍬

㌦諦cmの閏形努　㌘飢　産経3鮎m　短径凱cmの不整閏形で　深さは　～蟻cmである。

啓豊　　層からなる。レンズ状に堆積して折ることから自然堆積邑監われる。
土居解説

にぷい褐色　　ローづ立位釣㌻ッグ鴻餌王位釣コック少墨

2　灰　褐　色　　ローム中プロッタ雄翫樟㌢ロック少巌

3　明　褐　色　　甘…ム中ブロック中量

遺物　土師器片消磨痕　須恵蓄片肱塵　灰槻陶器片凱軽が出生している。第鋸園　の須恵若葉は東霧　の床

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′

れ出上している．、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・C　　　′　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

．．

図 版 番 号　 器　　 種 計 測 値 k 前　　　　　 審　 形　 の　 特　 徴
手 法 の 特 徴　　 恒 0 °色 調 や焼 成

備　　　 考

第 鋸 図　　　 棄 Å　 持 摘　　 綾 部 か ら 体 部 の 破 片 c 　体 都 路 二号二 ［二摘 豪 部 内 を外 面 ナ デ 。ラ　休 部 外 面 格 子　 砂 粒 も雲 母 か ス コ

冒 叩 針　 休 部 内 面 に 同 心 円 状 げ 当 て　 盲　ア さ白 色 粒 子

㌘ 2 8 3 　 ＿2 5 ％

l 　 須 恵 器 B 　　 H 　 骨　 外 傾 し て 立 ち を二が る ＿パ ＿‾＿＿‾‾摘 東 部 は 強 く ㌘ L 溝

i 床 酢 欄 守 二欄外 反 す る 。〕 具 痕 有 畑　　　　　　　　　　　　　　 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

－豊35－
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A24．2m
S140A

第91図　第40B号住居跡・出土遺物実測図

10cm

】　　；　＿」

－136－

0　　　　　　　　　　　10clれ
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図版番可 器　 棒 鋼 値毎m） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　　 恒 ・矧 戦 「 備　 考

「軋第

7．1

1．り

休部か ら高台部 の破片。体部は外傾

して立ち上がる。高台 は断面三 日月

状を呈する。

体部 ，高台部内 の外 面ロ タロナ デ。 砂粒 ・白色粒子　 P 280　40％

高台貼　 付け。底部河転へラ削 。　 素地灰黄褐色牒 調　 P L 胡　 覆土下層

褐灰色　 良　　　 太原 2 号窯式

′・　　．　㌧∵′、

位置　調査区域の南部タ　E釣　区。

規模藍平面形　住居跡の太半が調査区域外に位置す

′ノ　・　′　′　・　司、′．　′，　′　　二、＿　・′－ユ　ニ．‘∴一

方形と考えられる。

・′　　　　　　　　一　、＼、′′ノ

璧　壁高は霊㌦舶cmで　外傾して立ち上がる。

‾　　′、　∴　　′′、　　　　　　′ノ　ノ．r　；　′、　‥．

、′　　　三　　　＿　　　　、、．　、．．　∴　　′

さは10m了亡あるし、

ノ　　　′ノ　　′‥′　′、J′　′ノ　′　　J、

ある。

′　　′’′－／・一一　′′　　　　ノ　‾　．′ノ

・‾二　　　　　　り　′′二、／：　／／′＼・、　ノー　　＿　　　′＼－　・

と思われる。

土層解説

1・黒褐色

2　灰褐色

3　褐　色

4　暗褐色

ローム太ブロック中鼠ローム小ブロックの同粒子

少量ふま　強

しトーム小ブl上ノ′ソ中量，し「一∴中ゾし「ノン′レ量

ローム粒子多義，ローム太ブロック少量夕炭化粒子

少量

ローム小ブロック中量汐粘性のしまり強

遺物　土師器片罰点　須恵器片　点が出土している。

いずれも小片で学　園化できなかった。

所見　本跡は出上した遺物が少なく，時期は不明で

ある。

伽も轟の

二　　　、

‾胃「

騰　覧
了◆：ムーノミ・二一、ノけ三二ノ♪′・．ノ、ノ：＼‘

空間

』　　　姦

‘lノノ二、、l、　十、．こ　く

位置　調査区域の南部，E勘　区。

重複関係　第1の2号士坑が本跡の床面を掘り込んでいることから芳　春跡が古い。

、ノ、ノこr‥　　′′：、㌧つ、、　　′：．）　′　ノノノノ　ン＼‘ニノ′′ノ

主軸方向　N－OJ－W

・′．l・∴′　　∴　‾　　ノ、　ノ　′＼；ノ、／′．

壁湧　東壁際及びタ　南西コーナー付近から西側袖部付近にかけて造る。断面はU字形で　上幅摘～凱C恥　下

幅6～13cmで言采さば3～10cmである。

ハ　　ニー　∴一い　　－ノ、′ノノ′・ノ・′＼∴、∴．♪・へ　一′ノ　ー　、′・ノ

磯　北壁中央部やや東寄りに構築されている。天井部は崩落し芦両袖部が残る。規模はタ煙道部上端から焚き

－1：37－



口部まで154cm，最大幅171cmである。煙道部は壁外へ74cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾して立ち上が

る01ト20層は，袖部の土層である0袖部は，灰褐色粘土を用いて構築されている05層は，粘土粒子を含み，

天井部を構築していた層と考えられる。火床部面は，皿状に床面から9cm掘り下げられている。火床画から煙

道部にかけて，火熱を受けて硬化している。

埴土層解説

1　栗　　　色

2　極暗褐色
3　極暗褐色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　黒　　　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　　　色

10　暗　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

£

ローム粒子微量

壌土粒子少量，粘土粒子微量

粘土粒子中量，焼土粒子少量

焼土粒子少量，粘性・しまり弱

13　暗　褐　色

14　極暗褐色

15　褐　灰　色

16　褐　　　色

粘土粒子中量，焼土粒子少量，粘性・しまり強　　17　褐　　色
焼土粒子微量

焼上粒子中量

焼土粒子・粘土粒子少量

砂粒微量，粘性・しまり弱

砂粒少量，粘性・しまり弱

焼土粒子少量

焼土小ブロック微量

18　黒　褐　色

19　暗　褐　色

20　暗　褐　色

21褐　　　色

22　褐　　　色

23　にぷい褐色

ローム小ブロック・焼土粒子微量

焼土粒子少量，炭化粒子微量

粘土粒子中量，焼土粒子少量

焼土粒子・灰中量，粘性・しまり弱

焼土粒子・粘土粒子少量

ローム粒子少量，粘性・しまり弱

ローム粒子微量

焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子中量

ローム粒子多量

壌土粒子・炭化粒子少量

8

／
／

＼
＼

二＝
l

l

■、→1
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第93図　第45号住居跡実測図
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ピット　7か所（Pl～P7）。Pl、P3は壁寄りに位置しており，主柱穴と考えられる。Pl・P2は径28

、30cmの円形，P3は長径34cm，短径23cmの楕円形で，深さは10～17cmである。P4は南壁寄り中央付

近に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。径27cmの円形で，深さは22cmである。P5、P

7は，壁から18～24cm外側に位置する。P5・P6は径32～42cmの円形，P7は長径42cm，短径33cmの楕円

形で，深さは18～42cmである。本跡の補助的な柱穴の可能性がある。

覆土　9層からなる。レンズ状に堆積するため，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色

4　黒　　　色

5　褐　　　色

ローム粒子少量

ローム小ブロック・同粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼田、フロック・炭化

粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブ

ロック少量

ローム小ブロック多量

6　橙　　　色　　ローム大ブロック多量，しまり強

7　にぷい赤褐色　　焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化物・粘土粒

子少量，ローム大ブロック微量

8　にぷい赤褐色　　焼土大ブロック・焼土粒子・粘土大ブロック・粘土

粒子少量

9　褐　　　色　　ローム粒子少量，粘性強

遺物　土師器片646点，須恵器片290点，灰粕陶器片1点が出土している。第95図1の土師器小形嚢は，煙

道部から逆位の状態で出土している。2の土師器聾は煙道部から竃前面にかけて，破片の状態で出土している。

双方とも二次的な焼成を受けており，2は竃天井部の補強材である可能性が考えられる。3の土師器嚢は，竃

の覆土中からの出土である。4の土師器嚢はP2寄りから，10の須恵器嚢は東壁際から，横位の状態で覆土

中から上層にかけて出土している。5の須恵器杯は南壁際の覆土中層から正位の状態で出土している。6の須

恵器杯は逆位の状態で，7・8の須恵器杯は破片の状態で，それぞれ竃前面の覆土下層から中層にかけて出土

している。9の須恵器杯は北東コーナー付近の覆土上層から破片の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土器などから9世紀後半と考えられる。

第94図　第45号住居跡竃実測図
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第95図　第45号住居跡出土遺物実測図
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図版番号極　橙巨潮位ねmき　　 器形の特徴　　　　 手法の特徴　　 恒ま色調の焼成　惰　考

第鮎図　小形棄　B　を．射　U綾部欠損。平底。体部は内攣して　休部外面上半ナデ＿　体部外面下半へ　砂粒8雲母eE色　㌘熟4　繍％

鼠　土師鎧C　ぁ　立ち上がるく）　　　　 霊。：体部内面ナデの後　ふ部へ　‾蓋い黄橙色　竃煙道部

普通

窯　　Å　　飢せ　　体部〃”一部欠損。平底ジ　休部は内攣し　目線部内0外面梯ナデに　体部内の外　砂粒・さスコリア0　㌢2飢　閥％

J　　土師器　B　　欝も　　て立ち上がる㌶　目線部は外醸して立　面ナデの後　〃一部へラ削年　　　　　 石英　　　　　　 PL減

2　　　　　 C　。8　ち上が軋端部はり　み上げられて　　　　　　　　　　　　 橙色 竃煙道部

いるジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

婆　　Å　［摘。射　し摘　部から休部の破片。体部は内攣　打線部内か外面　休部内面ナデ。体　砂粒の石英eスコ　㌘鐸2　翫％

土師器　B　摘め射　して立ち上がる。打線部は強く外玩しき　部外面は器面荒れ調整不明。 リアe雲母　　　　竃覆土中層

端部はつ　み上げられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　普通

婆　　B　亡は減　俸部から底部の破　通。平底。体部は　休部外面へラ削　の後　一一でー一部棒状丁　砂粒タ石英も雲母る　㌘293　諏％

4　二ま師器C　繍折内攣して立ち上がるら‥　　 晃で鵬のげく二酬賄面へラげ′黒磯色　覆掴層

普通

棒　　Å　14。　ロ縁部▼…山部髭損。平底。体部から［二　体部内を外面ロタロナデ。休部下端　砂粒の．スコ　ア　㌘器4　醜％

須恵器　B　　　の　　綾部にかけて若干外反して立ち上が　手持ちへラ削。底部…誹方向の手持　鴫灰色　　　　　 ㌘L狛

C　　　5。護　る。〕　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちヘラ削縮。　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 覆土中層

！
杯　　Å　　拍ゼ　　ロ縁部…め部欠損。平底。体部から［二　体部内せ外商口タロナデ。体部下端　砂粒e石英8雲母　㌘器6　踊％

6　　　須恵器　B　　後も0　線部にかけて外傾して立ち上がる。回転へラ削娠　底部一一一方向の手持ち　痍黄色　　　　　 PL粥

C　　。0　日縁端部付近で若干外反する。）　　　へラ削り。　　　　　　　　　　　　　　 普通

棒　　Å　　照雄＋＝ユ縁部「一部欠損。平底。体部からロ　体部内の外商ロタロナデむ　休部‾軒端　砂粒を石英の雲母e　㌘器7　m％

門　　須恵器　B　　　8〔　縁部にかけて射頃して立ち上がる。手持ち鵜ラ削。底部回転へラ切を後　鋸寺　　　　　　 ㌘L渕

g　　　　　　 c　　5せ3　日縁端部付近で若干外反する。　　　手持ちへラ削娠　　　　　　　　　 黄灰色　　　　 覆土‾′‾′〃′㌦中層

！　　　　　　　　　 普通　　 i

［
棒　　Å　　蟻を　　㌫綾部から休部の破片。平底。体部　体部内を外面ロタロナデ。休部下端　砂粒も白色粒子　㌘隷8　減％

須恵器　B　　．　から目線部にかけて外傾して立ち上　回転㌔＼ラ削娠　底部ルームムぷ方向の手持ち　黄灰色　　　　　 覆土下層

i　 c　6め転がる亡　　　　　　 へラ削りCラ　　　　　　 普通

杯　　Å　［はり　ロ縁部から底部の破片。平底ご　休部　体部外面強いロタロナデ。休部内面　砂粒さ石英を雲母き　㌘雷5　購％

9　須恵器警　詰紺認諾誓㌶㌶禁禁羞半組げ淡路防輔腑つ禁豊濃i酎瀾
i　　　　　 するe　　　　　　　 i　　　　　　　 i良　　 ！

嚢　　B　は摘　体部から壊藩の破片。平底。休部は　休部外面横位の平行鞘摘。体部下端　砂粒お石英6雲母　㌘鐸5　渕％

10　須恵器　C［ま繍　内攣して立ち上がる。　　　　 ヘラ削り。内面ナデ。ラ 灰黄褐色　普通　覆土中～上層

第堵露骨健腰跡　第粥園ラ

健置　調査区域の南部汐　F3鼠区。第媚号住居跡の南に位置する。

重複関係　第　号土塊と重複している。第　号土塊が本住居跡の床面を掘　込んで折ることから　本渉が古い

と思われるが汐　士層断面では第3号士坑の掘り込みを確認できなかった。

規模藍平面形　長軸。消罰撒　短軸。輌刑の方形である。

童軸方向　N・つ2し‾‾∴lつ三

壁　壁高は2（ト・－一敗Il了亡，外傾して立ち上がる．、「

壁湧　壁際を巡る。断面はU字形で　上幅蟻～凱cm　下幅　～ほcmで　深さは　㌦航照である。

床　ローム質で　平坦である。P　から竃前面にかけては　踏み固められている。

′　′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ

′　　　　　　　　　　　　一　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′
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第97図　第46号住居跡出土遺物実測図
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電土層解説

暗
暗
睾
暗
黒
褐
窯
黒
窯
匪

ま

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

　

ツピ

色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
庇
褐
褐

ローム粒子う縮む隊子機還

ローム粒子数量

ローム粒子少量芦粘土粒子微量

ローム粒子を粘土粒子少量

ローム粒子弓勧骨路子徴巌

粘土粒子多義

ローム粒子微量

廃土粒子の粘土粒子ゆ砂粒少量

ローム粒子少量　粘土粒子微量

摘　極暗褐色　　廃土粒子を粘土粒子微量

H　暗褐色

ヱ2　褐灰色

13　暗褐色
摘　褐　　色

蟻　暗褐色
蟻　暗褐色

膵　褐　　色

ヱ8　灰褐色

廃土粒子も砂粒少量
粘土粒子中量

廃土凝予弓計階路子少量

ローム粒子薇巌
粘土粒子少量粘性のし離弱

ローム粒子薇登
ローム粒子中量

粘土粒子中量

か所津　㌦㌘射。㌘招北東コーナー付近に位置し　主柱究　考えられる。長径諒だm　短径凱

′

で　深さは摘～舗cmである。出丸　田施設に樽　ピットと考えられる。

穫豊　層からなる。レンズ状に堆積し芦　自然堆積と思われる。

土層解説

鼠　黒褐色　　ローム粒子少量

2　黒褐色　　ローム粒子微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック少量

4　暗褐色　　ロームかブロック少巌

5　暗褐色　　ローム粒子中量

（う　揖　　邑　lトムl巨ノ、、し「ソク・U一一ム粒子朝日つ∵亘「・！－′′少量

7　褐　　色　　ローム粒子少還

呂　灰褐色　　ローム4㌔プコックぁローム粒子ゆ廃土小プロッタ少選

9　褐　　色　　ローム粒子少還芦粘性強

造機　土師器精薄儲鰯　須恵器片3鍼蒸　着片　点が出土している。第鮮園　の土師器高畜相恩は正使の状

態で撃　の須恵器棒は達位の状態で　それぞれ商壁際中央付近の覆土中層から出土している。　㌦　の土師若

葉は　竃内から竃前面にかけて出土している。の須恵器棒は遵位の状態で撃　の須恵器杯は破片の状態で彩

それぞれ竃東側の覆土中層から出土している。　の須恵器聾は　竃東側の床面上から覆土中層及び第凱号士

坑内から破片の状態で出土して折る。臓は　竃西側の覆土下層から出土している。

新風　第　号士坑　本位屠跡との関係は　第鮮図　が第　号丑坑内と竃東側床面上の破片同士で接督するこ

とから　第　号土塊は事跡に伴　遺構の可能性がある。事跡の時期は　出土した土器の特徴から　世紀後半と

考えられる。

第媚号住居跡出土遺物観察表

i　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 桓 瀾 … 頑　 備蓄　 考

雛 7図　 高射 す皿　 Å　 ヱ3ぁ8　 m 蒙部…”一一一部欠損ジ体部か ら「摘 部 に　 休部 的海口タロナデ。体部下端回転　 砂粒 e石英 茂 石　 ㌘罰泊　 閥％

土 師 器　 B　　 e　 か けて太 き　 開 。高台はほぼ垂 ‾　 ヘ 調 川 。休部内面磨 勘 黒色処理C　にぷい橙色　　　 覆土中層

㌶　　 説9　 する蔦　　　　　　　　　　　　　　 高台貼　 付け後　 内 8 外商ナデ。底　 普通

E　　 O o5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部回転へラ削 り。

婆　　 A　 は2湖　 招 義郎から体部 の破片。j r摘蒙部は外 ［‾摘豪乳 体部内 の夕摘 器面荒れ調整　 砂粒 も雲母 6 白色　 P 3飢　 勤％

土 師 器　 B （ 誹　 反 して立ち上が 軋　 端部はつ　 み上　 不明む　　　　　　　　　　　　　 粒子　　　　　 床面

げられている。休部勘 勺攣 して立ち　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色

上がる。ノ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

隻　　 Å　 ほ 朝　 摘 部か ら体部の破片′　休 部は若干　 打線部内 の外商横ナデ。体部外面ナデ。 砂粒 0石英 さスコ　 ㌘渕2　渕％

3　 ‾姜二締 箸護 B 皿 82瑠 禁 霊 宝霊 ；雷電 票 票　 体部内面へラ削 後 ナデ。　 護 い赤褐色　 覆土欄

上げられている。⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

禁　　 B　 は 97　 体部から底 部の破片。平底。体部は　 休部外面へ ラ削 畑　 内面ナデ3　　　 砂粒 e石英 e スコ　 ㌘諏3　期％

4　　 二王師 器　 C　　 e　 外傾 －て立ち上がる0　　　　　　　　　　　　　　　　　 リア　　　　 覆土下～華 層

にぷい赤褐色

普通

婆　　 B　 用 瀬　 休部か ら底部の破片む 平底。体部 は　 休部外面へ ラ削 ；告　 内面ナデ。．底 部　 砂粒 eスコ ‘ァ　 ㌘諏4　期％

5　　 土 師 器　 C　　 9 69　 若干内攣 して立ち上がるC　　　　　 木葉軌　　　　　　　　　　　 にぶ 藩 褐色　　 覆土一一一一F ㌦中層

普通

1－－－1・1・・1一一一F一



覇 器　　　 ！　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴＋ ＋ 恒 機 縮 舶 備　　　 考

第97回　　　 稀　　 Å　 13。4　 日綾部が〝”′′〝∴部欠損．平底。休部から＝ 体部 1ふ端手持ちへラ削生　 体部内 e　砂粒。石英eスコ ㌘燕7　鋸％

6　 須 鮒 膵　 ㌍黒 部にかけて外傾して立ち上がるミラ

i

外商ロタロナデ。∋　底部囲転へj 牒付目 ㌧㍗㌔長石 P L舗

；痕を残し官一一滴 向の鞘 ちヘラ削をラっ 黄灰色 普通 覆土中層

棒　　 Å　 ［ユタ幻 ［璃　部から底部の破片。平底。体部
i
i体部内 の外面”タロナデC 体部下i ′ee完 ㌶ニ ヴ

端 の底部手持ちブ＼ラ削 ′L．ラ

㌘2鱒　 綱璧ラ

須恵 若　 B　　 叡l 「から＝綾部にかけて若干内攣して立 覆土中層
㌔　　　　　　 C ［6湖　 ち上が り言 二了縁端部付近で若干外反 きにぷい黄褐色

する。ラ ；普通

棒　　 Å　 ［ぼ凍目 口縁灘から体部の破片。∋　休部から口 内 の外離 タロナデジ　　　　　　　　 砂粒 ㌘2鱒　 購％

須 恵 器　 B　 は 。別　 線部にかけて外博して立ち上がる。） 橙 色 覆土中層

婆　　 Å　 髄 。4］ ロ縁部から底部の破片。平底。ロ縁 目線部内 の外商横ナデ。休部外面縦　 砂粒 ㌘306　50％

9　 須 恵 鵠 「 霊 農 豊 是 ㌫ 豊 漂 慧

体部は外傾して立ち上がる塁

位の平行叩き。体部下端へラ削 り。 黄灰色

休部廟而ナデの後，一部指頭庄痕。．ラ　　 普通

床面㌦覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
‖ 銅 価 幅k扉 厚さk扉 重量をg ラ

第97回ユ0 砥　　 石 絃鋸 5も7 私9 ∈59。且．ラ 覆土下層 Q 29　凝灰岩　 ㌘L 53

、　　　　　　　　　一

位置　調査隊蟻紺漸乳∴炉飢朗も

重複関係　第　号掘立桂建物が本跡の覆土を掘　込んで構築されて折るので　本路の方が古い。

規模藍平面形　窺軸5。25mタ　短軸護。87mの方形である。

童牽由方向　N一一ll、L－11－＼野

′　　　　　　　　　　　　－　　′

望湧　壁際を巡る。断面はU字形で　上幅　～2艶m　下幅　㌦摘mで　深さは　㌦7cmである。

・　　′　　　　　　　ノ、∴

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′′　′　　　　　　　′∴　・′　　　　　　　　　　　一

拍艶流である。煙道部は壁外へ粥cm掘　込んでお軋　煙道は緩やかに外傾して立ち上がる。磯部はタ　砂粒混

′′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　、

床面とほぼ同じ高さである。火床面から煙道部にかけて　鬼熱を受けて硬化して折る。

竃飢東壁の南東コーナー付近に構築されている。天井部は崩落し　両袖部が残存して折る。規模は　煙道

部上端から南側磯部の先端まで閥cm　両袖部幅は舶孤である。煙道部は壁外へ邦mほど掘　込んでお娠燵

・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　一

′

′　　　　　ノ　　　　　′　　　　　　ノ

電1土層解説

ユ　暗褐色

2　黒褐色

3　褐　　色

4　暗褐色
5　褐　　色

6　黒褐色

7　窯褐色

8　暗褐色

l「∴！、位！一斗1日－．粒「少宣・

ローム粒子少鼠廃土粒子や炭化粒子少量

灰粒子少量夕粘土粒子微墨診粘性強

粘土粒子少量

廃土粒子を炭化粒子少量

焼喜二粒子の炭化粒子少量

焼土小ブロックの同粒子少量

ローム粒子の粘ヒ粒子微量

0
．
m
　
日
　
工
　
は
　
日
　
昌

－摘5－

暗褐色
撃
∵
賠
二
望
∵
陪

褐色

褐色

褐色

褐色

竪褐色

暗褐色

ローム粒子鴻雛摘折巨粘土粒子徹還

ローム粒子少鼠粘土粒子微量

焼蛸と子中墨諸騨巨しまり弱

焼土粒子ゆ炭化粒子少量

焼土粒子中鼠炭化粒子少量

廃土小プ層ッタ，粘性のしまり弱

焼ま減は㍉炭化粒子少巌



竜2土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色

3　灰　褐　色

4　極暗赤褐色

ピット　5か所

ロ‾ム小ブロック・焼土粒子・砂粒少量，焼土小プ　5　極暗赤褐色　焼土小ブロック・同粒子中量，ローム粒子・炭化
ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子微量，しまり弱

焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化　6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量，しまり弱

粒子・粘土粒子少量　　　　　　　　　　　7　明赤褐色　焼土大ブロック多量，しまり強

ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土　8　暗赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
粒子・砂粒微量

焼土中ブロック・同小ブロック・同粒子中量，炭化

粒子少量，砂粒微量

（Pl～P5）。Pl、P4は，それぞれコーナー側に片寄って位置し，主柱穴と考えられる。

Pl・P3・P4は径26～38cmの円形，P2は長径57cm，短径46cmの楕円形で，深さは22～36cmである。

P5は南壁際中央付近に位置し，出入り口施設に伴うピットである0長径43cm，短径34cmの楕円形で，深さ

は18cmである。

覆土　7層からなる。5・6層はP5の土層である。竃前面の床面上には，焼土が薄く堆積している。レンズ

⑥
　
D

第98図　第47号住居跡実測図
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状に堆積し，自然堆積と思われる。

土屑解説

1　黒　　色　　ローム粒子少量

2　灰褐色　　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量

3　褐　色　　ローム中ブロック・ローム′トブロック・焼土小ブロ

ック少量

4　明褐色　　ローム′トブロック・ローム粒子中量，しまり強

5　褐　　色　　ローム小ブロック中量

6　暗褐色　　ローム粒子微量

7　褐　　色　　ローム粒子少量

遺物　土師器片444点，須恵器片154点，陶器片1点が出土している。第100図1の土師器聾は覆土下層から

正位の状態で，2の土師器嚢は竃2前面の覆土下層から破片の状態で，それぞれ出土している。3・4・6、

8の須恵器杯は，住居跡中央付近の床面上から覆土下層にかけて，破片の状態で出土している。5の須恵器杯

は竃2の覆土中層から出土している。9の須恵器盤は正位の状態で南壁寄りの床面上から，10の須恵器盤は

逆位の状態でP2の南側の覆土中層から，それぞれ出土している。11の須恵器高杯は，P2の西側の覆土上

層から出土している。12・13の須恵器聾は，中央部付近の床面上から破片の状態で出土している。

所見　2基確認された竃のうち，位置から判断して竃1が主たる竃であると思われる。本跡の時期は，出土し

た土器の特徴から8世紀後半と考えられる。

第99図　第47号住居跡竃実測図

第47号住居跡出土遺物観察表

L
P
N

∋

J

甘

患題

二幸‾‾■：‾二孝一tr
K

二Å／一
籠2

0 1m

l　　　　；　　　［

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第100図小形要A　　14．1 休部一部欠損。平底。休部は内暫し

J裏立　　　　つ

ロ緑部内・外面，休部外面上半，体

立内面　‾サ　体立　半へ‾削り

砂粒・スコリア・

牽母・長石

P322　90％

PL50

1
土師器B　　12．1

C　　　7．7

て止ち上がる。口緑部は緩やかに外

反して立ち上がり，ロ緑端部は若干

つまみ上げられている。

都　　ナァ。　都下　　フ削り㌧　木

葉痕。

石・、
にぷい赤褐色

普通

覆土下層

－147－
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第100図　第47号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値k扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第1川1図 禁 Å　　 22．6 体督「一部欠損。平底。休部は内攣 し ロ縁部内 ・外面，体部外面上半ナデ。）砂粒 ・雲母 ・白色 P 318　70％

2
土 師 器 B　　 30．6 て立 ち上がる。口縁 部は緩 やかに外 体部外 面下半縦位の磨 き。〕体部内面 粒子 P L 50

C　　 ユ私2 反 して立ち上がる。 ナデ，一部指頭庄痕を残す。フ にぷい赤褐色

普通

覆土下層

3

杯 A　　 13．2 ロ綾部WW・・・・一部欠損 。＞　平底。体部か ら口 休部 下端手持 ちへ ラ削圧し　体部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 310　80％

須 恵 器 B　　　 4．1 綾部 にかけて外傾 して立ち上がる。 外面 ロクロナデ。〉　底部回転へ ラ切 り 暗灰黄色 P L う1

C　　　 7．6 痕 を残し，一方向の手持ちへラ削 娠〕 普通 床面

4

捧 A　　 14．0 ロ縁部 一部 欠損。平底。休部か ら日 体部内 ・外面 ロクロナデ。＞　休部下端 砂粒 ・スコリア・ P 309　70％

須 恵 器 B　　　 4．2

C　　　 8．2

綾部にかけて外傾 して立ち上が る。 手持 ちへ ラ削 り。底部回転へ ラ切 り

痕を残 し，一方向の手持ちへラ削 娠）

雲母

にぷい赤褐色

普通

床面

5

杯 A　　 12．7 体部一部欠損。平底。体部か ら目線 体部内 0 外面ロクロナデ。体部下端 砂粒・有英・1 母・ P 3 1ユ　70％

須 恵 器 B　　　 4」 部にかけて外傾 して立ち上がる。 手持 ちへ ラ削 り。底部一方向の手持 長石 P L 50

C　　　 7．2 ちへラ削 り。 黄灰色

普通

ヘラ記号 「×」

竃 2 覆土中層

6

杯 Å　　 13．7 ロ縁部か ら休部一山部欠損 。平底。体 体部内 ・外 面ロクロナデ。休部下端 砂粒 P 312　60％

須 恵 器 B　　　 4．4 部か らロ縁部にかけて外 傾 して立 ち 手持 ちへラ削 り。底部回転へラ切 り 灰色 P L J1

C　　　 7．7 上がる。 痕 を残 し，手持ちへ ラ削 り。 普通 床面

7

杯 A　 ［13．4］ 目線部か ら体部一部欠損。平底。体 体部 内 ・外面 ロクロナデ。休部下端 砂粒・有英・∴母・ P 313　55％

須 恵 器 B　　　 4．2 部か ら目線部にかけて外傾 して立 ち 手持 ちへラ削 り。底部多方向の手持 長石 床面～覆土下層

C　　　 7。2 上が る。 ちヘラ瀾頼信 黄灰色

普通

8

杯 Å　 ［13．0］ 目線 部から底部 の破片。平底。体部 体部 内 の外面 ロクロナデ。休部下端 砂粒 ・実母 P 314　45％

須 恵 器 B　　　 4．4－ か ら目線 部にかけて外傾 して立 ち上 手持 ちへ ラ削 り。底部一方向の手持 黄灰色 覆土下層

C　 ［7．7］ がる。∋ ちヘラ削 り。 普通

i

9

盤 Å　　 19．4 ロ縁部一部 欠損。体部は外傾 して立 ロ縁部内芦　外面 や体 部外面 ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・白色 P 315　鋸％

須 恵 器 B　　　 4．0 ち上が り，口綾部との境界に稜を持つ。 部内南口クロナデ。底部回転へラ削 り。 粒子 P L 51

D　　 IL 2

E　　　 L ＝

目線部 は外傾 して立 ち上がる。高台

はハの字状に開 く。

高台貼 り付け後，内 や外面ナデ。 黒褐色　 普通 床面

10

盤 Å　　 14．7 ［］縁部か ら体部一部欠損。体部は太 日縁部 ㌦体 部内 さ外面 ロクロナテ㌧ 砂粒 ・実母 P 316　70％

須 恵 器 B　　　 3．6 きく開き，ロ綾部 との境界に稜を持つ。 高台貼 り付け後 ，ナデ。底部回転へ 灰黄褐色 覆土中層

D　　　 8．5

E　　　 l．4

ロ縁部は外傾 して立 ち上がる。高台

はハの字状 に開 く。

ラ削 り。 普通

11

耗　　 杯 B　　 「乱射 脚部 の破 片。－）脚 は外 反 して広が り， 脚部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・石英e長石 P 3 17　90％

須 恵 器 D　 ［11湖 脚端部は下方につ まみ出 される。 灰色

普通

覆土上層

12

13

襲 Å　 ［20湖 目線部一部 ・底部 欠損。体部 は内攣 ロ縁端部 ナデ。 ロ縁部内 や外商ロク 砂粒 ・雲母 P 320　60％

須 恵 器

楽

B　 （24．3）

A　 ［33誹］

して立 ち上がる。 口縁部 は緩や かに ロナデ。体部外 面横 位の平行叩 き。 灰色 P L 5 1

外傾 して立ち上が る。 口縁端部 は断 休部 内面 ナデ，同心円状の当て具痕 良

砂粒 ・スコリア ・

床面

P 32 1　25％

面台形を皇す。 有 り。

ロ緑 部か ら体 部の破片。廊部 は若干 目線部内 の外面ナデ。体部外 面横位

須 恵 器 B　　 H 0．1） 内攣 して立 ち上が る。 目線部は強 く の平行叩 き。体部内面ナデ，同心円 雲母 床面

外反 し，端部を若干つ まみ上げる。 状の当て具痕有 り。 橙色　 普通

第超8号健贋跡（第101図）

位置　調査区域の南部，F2d9区。

規模と平面形　住居の西側が調査区域外に位置している。南北2．66m，東西　紬。6）mの方形または長方形と

推定される。

方向　東壁はN－6e－一Eを向く。

壁　壁高は12～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　ローム質で，平損である。

ぽッ睦　床面を精査したが，確認できなかった。
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第柑図　第超8号住居跡実測図
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覆羞　3層からなる。レンズ状に堆積し，自然堆積

と思われる。

土層解説

1　にぷい褐色　　ローム小ブロック中量

2　にぷい褐色　　ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム太ブロック・同小ブロック少量

遺物　土師器片4点，須恵器片4点が出土している。

いずれも小片であり，図示し得なかった。

所見　本跡の時期は，明らかではない。

第5◎号住居跡（第102図）

位置　調査区域の南部，E3g6区。

規模と平面形　長軸3．94m，短軸3．47mの長方形である。

主軸方向　N－22ローE

璧　壁高は8～14cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　壁際を巡る。断面はU字形で，上幅1ト22C恥　下幅3～8cm，深さは4～6cmである。

床　ローム質で，平坦である。ピットの内側は踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，煙道部上端から焚き口

部まで100cm，両袖部外側の基部で152cmである。煙道部は壁外へ30cm掘り込んでおり芦　煙道は緩やかに外

傾して立ち上がる。25㌦35層は袖部の土層である。袖部は，灰褐色粘土を芯材として構築されている。100

m層は粘土粒子e砂粒を含み，崩落した天井部の土層と思われる。火床部は，長径60cm，短径40cmの楕円形

で，床面から深さ9cmほど掘り込まれている。火床面から煙道部にかけて，火熱を受けて硬化している。

竃土層解説

1灰　褐　色　　粘土中ブロック・同小ブロック中量，焼土小ブロ

ックも炭化粒子・砂粒少量，しまり強

2　灰　褐　色　　粘土粒子多量，焼土粒子6炭化物・砂粒少量，焼土

太ブロック微量，しまり強

3　暗赤褐色　　炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

4　にぷい赤褐色　　焼土粒子・炭化物・砂粒少量，しまり強

5　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，しまり強

6　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土小ブロックe砂粒少量，しまり強

7　灰　褐　色　　ローム小ブロック・砂粒中量，しまり強

8　灰　褐　色　　粘土中ブロック中鼠焼土粒子少量，しまり強

9　にぷい赤褐色　　粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土中

ブロック・砂粒少量

10　灰　褐　色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・

砂粒少量

11灰　褐　色　　粘土小ブロック多量，粘性・しまり強

12　暗赤褐色

13　灰　褐　色

14　黒　褐　色

15　黒　褐　色

16　黒　褐　色

17　暗赤褐色

18　灰　褐　色

19　暗赤褐色

20　暗赤褐色

－150－

ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子

少量

粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土中

ブロック・砂粒少量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・同粒子少量

ローム小ブロック・焼土中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

粘上中ブロック・粘上粒子中量，焼上中ブロック・

焼土粒子・炭化粒子少量，粘性強

焼土中ブロック。焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒

少量，粘性・しまり強

焼土太ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土

粒子・砂粒少量，しまり強
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第102図　第50号住居跡実測図
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第103図　第50号住居跡出土遺物実測図
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21褐　灰　色

22　にぷい赤褐色

23　にぷい褐色

24　にぷい褐色

25　にぷい褐色

26　明　褐　色

27　明灰褐色

28　灰　褐　色

砂紗帽，ローム粒子機上小ブロック磯土粒子磁化粒子少量

ローム小ブロック磯土中幻りク磯土恒やロック茂柁粒子磯粒少量

ローム太プロソ　帽声－ム小弟りタ磯土抒茂憤抒・砂粒少量

ローム小プローブク申鼠ロ…ム拉子機土桂子濁個蓬手砂粒少量

粘土粒子多数ローム粒子少鼠粘性強

ローム粒子多乱射摘

粘土粒子多鼠粘性強

粘土粒子　鼠焼土紅抄墨適性強

29　灰　褐　色

30　暗　褐　色

31褐　　　色

32　灰　褐　色

33　灰　褐　色

34　明　褐　色

35　にぷい褐色

粘土粒子中量瀾土粒子少量

ロ…ム中ブロック少墨

ローム小プロッタ中量

粘土粒子多鼠ローム粒子中量

粘土粒子多量

ローム拉子多鼠粘蟻子中鼠粘性強

口如ム粒子多義

貯蔵穴　南壁際中央付近に位置する。長軸86cnl，短軸52clllの不整長方形で言策さは22cmである。底面は若

干起伏があ軋　壁はほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子微量澱牲強

ぽッ匪　5か所（㌘1～㌘5）。P U＋P射も　それぞれ壁寄りに位置し汐　主柱穴と考えられる。㌘つL e P2ぁ

P4は径26～28cmの円形夢　P　は長径舶cm　短径購cmの楕円形で　深さは蟻～錆cmである。P　は南壁際

に位置し　径渕cmの円形で　深さは2艶mである。出入　冒施設に伴　ピットと考えられる。

尊堂　摘層からなる。レンズ状に堆積するためタ　自然堆積と思われる。

土層解説

ユ　黒　褐　色　　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム小ブローノ舛蟻

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック瀾紅銅蟻

4　黒　褐　色　　ローム中プローブク微巌

5　暗　褐　色　　ローム粒子多量

6　褐　　　色　　ローム粒子多義賂掛しまり強

7　暗　褐　色　　ローム粒子多量濁化粒子少量

8　黒　褐　色　　口如ム粒子中量

9　黒　褐　色　　ローム粒子焼土粒子磯土粒子微量

摘　黒　褐　色　　粘土粒子少量逓化粒子微量

造機　土師器片閥慮　須恵器片路銀　鉄製品　頗　鎌　が出土している。第摘　図　0　の土師若葉は資

竃内から出土している。鼠は焚きロ部寄りの覆土中層からタ　2ほ煙道部寄りの底面から覆土下層にかけて，そ
喝軋

れぞれ破片の状態で出土している。　O　の須恵器杯は　竃煙道部の底面上に　下から403と重なって逆位

の状態で出上している、12点とも外面には　二次焼成を受けた痕跡が認められ，支脚として転用されていたと思

われる。5の須恵器棒は資　貯蔵穴付近の覆土下層から達位の状態で出土している。6の須恵器聾は，竃東側袖

部の上面から横位の状態で出土している。7の須恵器聾は南壁際東寄りのタ　8の鎌は東壁際南寄りの，それぞ

れ覆土中層から出上している。

所農　本跡の時期は責　出土遺物の特徴から9世紀後半と考えられる。

第50号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　　 種 計測値k 扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 船上 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第103回 棄 Å　　 20」 ロ緑部 から底部の破片。休部は内攣 目線部内 の外 商ナデ。休部外面上半 砂粒 ・石英 ・スコ P 3 26　5 0％

1
土 師 器 B　 （29。1） して立 ち上が る。ロ縁部は緩やかに 部 ・下端ナデ。中位へ ラ削 り。休部 リア P L ユ1

外反 し，端部 を若干つまみ上げる。 内面ナデ。 橙色　 普通 竃覆土中層

婆
B　　 を2 L 6）

C　　　 8．4

体部下半か ら底部の破片。平庵言　ノ体 体 部外 面ナデ，一一一一一一部へ ラ削 り。体部 砂粒 ・石英 や雲母 P 32 7　40％

2 土 師 器 部は若干内攣 して立ち上がる。 下端縦位の磨き。休部内面は器商荒れ，

調整不明。

明赤褐色

普通

竃煙道部

杯 A　　 I4．2 完形くつ　平底。）体部か らH 縁部 にか け 体 部外 面強いロクロナテ㌔　体部下端 砂粒・石英・雲母・ P 32 4　 1弼％

3
須 恵 器 B　　　 4」 て外傾 して立ち上がる器 ［摘　端部付 手持ちへラ削り。）体部内面ロクロナデ。 長石 P L 51

C　　　 軋4 近は若干外反する。〕 底部一方向の手持 ちへラ削 り。 にぷい黄褐色

良

竃煙道部

4

杯 Å　　 12．9 口綾 部一一一一一一一一一一部欠損 。平底。）休部か ら口 休部外面 ロクロナデ。体部下端手持 砂粒 ・雲母・長石 P 32 3　80％

須 恵 器 B　　　 4．5 綾部 にかけて外傾 して立ち上がる。） ちヘ ラ削 り。休部 内面 ロクロナテ。 にぷい橙色 P L う1

C　　　 5．3 底部一方向の手持 ちへラ削 り。 良 竃煙道部
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図版番号 器　 種 巨 十測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第5 回 杯　　　 A　　 ユ4．0 目線部㍉酢鋸鮎　 体部から口縁部に 体部内 ・外 面ロクロナデ。底部回転 砂粒・石英・雲母・ P 325　75％

5
須 恵 器 B　　　 4．3 かけて外傾 して立 ち上が り，端部付 ヘラ切 り痕 を残 し，｝一方向の手持ち 白色粒子 P L 51

C　　　 6．0 近は若干外反する。 へラ削 り。 暗灰黄色

普通

覆土下層

6

禁　　 A　 ［21朝 日縁部か ら体部の破片。体部は内攣 目線部内 0外面，体部内面ナデ。体 砂粒・石英・スコリ P 328　30％

須 恵 器　 B　 （10．2） して立 ち上がる。目線 部は緩やか に

外反する。目線 端部は若 干つまみ上

げ られ言断面三角形を呈 している。

部外面縦位の平行叩 き。 ア・雲母 ・白色粒子

黒褐色

良

竃袖部

7

婆　　 B　 （16．2ラ 体部か ら底部 の破片。平底。ラ　休部は 体部外面縦位の平行P膵 ，内面ナデ。 砂粒 ・雲母 ・白色 P 329　30％

須 恵 器　 C　 ［16．4］ 若干内攣 して立ち上がる。 粒子

にぷい褐色　 普通

覆土中層

図版番号 楯　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さk扉 幅k m） 厚さ（cm） 重量（g ）

第103図8 鎌 19．0 3。3 0．2 （43．の 東壁寄り覆土中層 M 13　有機物付着　 P L 54

第5号健腰掛　第摘図）

鐙置　調査区域の南部，E3i7区。

重複関係　第52号住居跡の覆土を掘り込んで構築されているので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3の79m，短軸3。52mの方形である。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は26＼ノ32cl11で，外傾して立ち上がる、〕

壁溝　東壁及び，南壁南東コーナー付近から北西コーナー付近にかけて巡る。断面はU字形で，上幅14～28

clll，下幅8＼17enl，深さは5－＼10cl11である。

床　ローム質で，ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

磯　北壁中央に構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，煙道部上端から焚き口部

まで90cm，両袖部幅138cmである。煙道部は，壁外へ42cm掘り込んで構築されている。煙道は，外傾して立

ち上がる。1ト14層は袖部の土層である。袖部は，第105図5。6の土師器婆を補強材として，粘土及びロー

ム混じりの褐色土を用いて構築されている。6層は粘土粒子を含み，天井部の一部と思われる。火床部は床面よ

りなだらかに続き，平坦である。火床面から煙道部。袖部の内側にかけては，火熱を受けて赤愛している。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ローム粒子瑞与土粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子・廃土粒子少量

ローム粒子中量，焼士粒子少量

焼士粒子中量

焼土粒子せ粘土粒子微量

焼士粒子サ粘土粒子微量

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　灰　褐　色

11灰　褐　色

12　にぷい褐色

13　明　褐　色

14　褐　　　色

ローム粒子中量

ローム粒子中量，焼土粒子少量

粘土粒子中量，焼土粒子少量

焼土粒子中量，ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム拉子中鼠粘土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P射ま，それぞれコーナー付近に位置し，主柱穴と考えられる。これ

らは，第52号住居跡の柱穴を再利用している可能性がある。Pl～P3ほ径30～42cmの円形，P4ほ長径74

cm，短径65cmの楕円形で言采さば12′㌦36cmである。P5ほ南壁中央付近に位置し，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。長径42cm，短径36cmの楕円形で，深さは16cmである。

覆丑1㌦6層は第51号住居跡の覆土である。レンズ状に堆積し，自然堆積と思われる。
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第104図　第51・52号住居跡実測図
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∠＝⊃
第106図　第51号住居跡出土遺物実測図（2）

第51・52号住居跡土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　灰褐色

4　褐　　色

5　灰褐色

6　褐　　色

ローム中ブロック・同小ブロック少量，焼土中ブロ

ック微量

ローム小ブロック・炭化物少量

焼土粒子・炭化粒子・粘土大ブロック・粘土粒子・砂

粒少量，粘性・しまり強

炭化物・粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，粘性強

0　　　　　　　2cm

L＿＿＿＿＿＿L」

7　黒　　色　　焼土中ブロック・炭化物微量

8　黒　　色　　ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子少量

9　黒　　色　　焼土′トブロック・砂粒少量

10　極暗褐色　　ローム中ブロック中量

11暗褐色　　ローム′トブロック・砂粒少量，焼土粒子微量

12　灰褐色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子少量

13　黒　　色　　砂粒少量

遺物　土師器片491点，須恵器片241点，灰粕陶器片2点，陶器片2点，剥片1点が出土している。陶器片・

剥片は混入と思われる。第105図1の土師器杯・2の土師器高台付杯・8の須恵器杯は南東コーナー寄りの床

面上から覆土中層にかけて，それぞれ破片の状態で出土している。3の土師器小形嚢は，竃中央部の底面上か

ら逆位の状態で出土しており，転用支脚と考えられる。4の土師器小形聾は，竃東側の床面上から逆位の状態

で出土している。5の土師器碧は竃東側袖部内から，6の土師器嚢は同じく西側袖部内から，それぞれ逆位の

状態で出土している。7の須恵器杯は竃の底面上から破片の状態で，9の須恵器嚢は竃西側の覆土中層から正

位の状態で，それぞれ出土している。10の須恵器甑は，竃東側の床面上から覆土下層にかけて，破片の状態

で出土している。

所見　本跡の時期は，第52号住居跡との重複関係及び出土した土器から，9世紀末～10世紀前半と考えられる。

第51号住居跡出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 105 回 杯 A　 ［14 ．4 ］ ロ 緑 部 か ら 休 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 体 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 下 端 手 持 砂粒 ・スコ リア ・雲 P 3 31 50％

1
土 師 器 B　　　 4 ．0 か ら ロ 緑 部 に か け て 外 傾 し て 立 ち 上 ち ヘ ラ削 り 。休 部 内 面 磨 き ，黒 色 処 理 。 母 ・白色粒子 P L 5 1

C　　　 6 ．8 が り， 端 部 付 近 は 若 干 外 反 す る 。 底 部 一 方 向 の 手 持 ち へ ラ 削 り。 橙 色　 普 通 覆 土 中 層

2

高 台 付 杯 A　 ［19 ．4 ］ ロ 緑 部 一 部 欠 損 。 休 部 か ら 口 緑 部 に 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 内 而 磨 き， 砂 粒 ・雲 母 ・白色 P 3 33　 50 ％

土 師 器 B　　　 6 ．4 か け て 若 干 内 攣 し て 立 ち 上 が る 。 高 黒 色 処 理 。 高 台 貼 り付 け 後 ， 内 ・外 粒 子 覆 土 中 層

D　　　 9 ．4

E　　 l ．2

台 は 直 線 的 に ハ の 字 状 に 開 く。 面 ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り。 に ぷ い 橙 色

普 通

3

小 形 襲 A　　 12 ．2 ロ 緑 部 か ら 休 部 の 破 片 。 休 部 は 内 攣 口 緑 部 内 ・外 面 ． 休 部 内 面 ナ デ 。 体 砂 粒 ・雲 母 ・白色 P 3 37　 30 ％

土 師 器 B　 （10 ．0 ） し て 立 ち 上 が る 。 口 緑 部 は 緩 や か に 部 外 而 ナ デ ， 下 位 へ ラ 削 り。 粒 子 P L 52

外 反 し て 立 ち 上 が り ， 端 部 は つ ま み

上 げ られ て い る 。

赤 褐 色

普 通

竃 底 而
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図版番号 器　 橙 錮 値廟　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 恒 e色調 ゆ焼成　 備　 考

第㍍娼図

4

小 形 登　 B　 を　減　 体部から底部の破片。平底。体部は　 休部外 面へ ラ削 娠　 体 部内面ナデか　砂粒 0着蒸 せスコ　 ㌘3諏　 購％

土 師 器　 C　　 7・2　 内攣 して立ち上がる。）　　　　　　 底部本葉痕。　　　　　　　　　 リアセ雲母　　　 床面

にぷい赤褐色

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　 …

5

婆　　 Å　 2（もユ　 「綾部か ら体部の破 片。休部 は内攣　 目線部 内 ・外敵　 休部斬 新ナデ。体　 砂粒 も石英 もスコ　 ㌘謂4　媚％

土 師 器　 B　 H e射　 して立ち上がる。 日綾部 は若干外傾　 部内商へ ラ削 。　　　　　　　　 盲ア　　　　　　 P L 52

して立ち上が 軋　 端部 は軽　 つ　 み　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　 外面炭化物付着

上げられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 竃袖部

6

棄　　 Å　 20e4　 ［離縁部 から休部の破片こ休部は内攣　 目線部内 か外敵 体部外商ナデ㍍体　 砂粒 キ雲母 も白色　 ㌘335　綱％

土 師 器　 B　 をユ讃　 して立 ち上がる。日綾部は若干外 磯　 部内面へラ削　 後　 ナデ。　　　　 粒子　　　　　 ㌘L 52

して立 ち上が り，端部はつ まみ上げ　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 竃袖部

られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

7

稀　　 Å　 摘め2　 日縁部か ら底部 一部 欠損だ平底。俗　 体部内南 口タロナデ。体部下端手持　 砂粒 のスコリアO　 P 3諏　 閥％

須 恵 器　 B　　 複や5　 部か らロ綾部 にかけて外傾 して立 ち　 ちヘ ラ削 り。底部一一ノー′・一方向の手持 ちへ　 雲母　　　　　 P L 5ユ

C　 摘 むり　 上がる。　　　　　　　　　　　 ラ削 。　　　　　　　　　　　 にぶ 潤 色　 良　 竃底面

8

棒　　 A　 H e離　 日縁部 から底部の破片。平底。休部　 体部内 の外 面ロタロナデ。休部下端　 砂粒 eスコリアや　 ㌘332　50％

須 恵 器　 B　　 400　 からロ綾部にかけて外 傾 して立ち上　 手持 ちへラ削 り。内 さ外商 とも摩 滅　 雲母　　　　 ＿床面

C　　 e　　 がる。　　　　　　　　　　　　　 が著 しい。底部－…一方向の手持ちへラ　 灰黄褐色

削娠　　　　　　　　　　　　　　　 普通

婆　　 B　 摘 凍　 体部か ら底 部の破片告平底。休部 は　 休部外 商へ ラ削 。休 部内海ナ デタ　砂粒 0雲母　　　 ㌘3姻　 謂％

9 須 恵 器　 C　 蟻か　 外傾 して立ち上がる。）　　　　　　 …一部指頭庄痕fj　　　　　　　　　 にぷい黄褐色　　 覆土中層

普通

甑　　 B　 摘 減　 俸部か ら底部の破片。乱数不明。俗　 体部外面へ ラ削 畑　 内面ナデ。　　　 砂粒ヰスコリアも雲　 ㌘親　 翫％

1り
須 恵 器　 C　 H 湖　 部 は外傾 して立ち上がるむ底 部は焼　　　　　　　　　　　　　　　 酎 白色粒子　　 床面㌦覆土下層

成前にへラ扱‾．E 農によ　 穿孔。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色

普通

晰 車 別 転 志
き　　　　　　　　　　　　　　g、厚さ廟　 重量廟　　 出 土 地 点　　 備　　　 考

幅k扉
組 酢 巨利　 片 i 読

㌃7 00　 日 eo　 極土中層　　　　 擁 黒曜石 PL鍼

第鍼考健贋紗　第臓　の摘固）

位置　調査区域の南部軍　監飢区。

′′三．　　　　　　　′∴　　、一　　　　　・・ノ　　　　　　　　　　．′′　．　；　′　　　　　′　　′

尋第別号住居跡の服である。

＼　　　　　　、　′　　　　　　　　　　　　　　　ノノ　　二　　　　　　／′

主軸方向　Nlr一一81°．一一l－・Ⅵ▼

璧　壁高は頴～霊cmで　外傾して立ち上がる。

璧湧　南壁中央付近から南西コーナーにかけて巡る。その他は　第別号住居に掘　込まれてお　不明である。

断面はU字形でタ　上幅2㌦測cm　下幅　～膵cm　深さは　㌦8cmである。

ノ　　　、　ノ　　　　′　　　　　　　　　‥　　　′

′　　　　　　ノ　　　　　　　　　′　　ノ　′　′／　　′　　　　　　′　、　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　、　ヽ　　　　　　　′　　．ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、ノ

ー　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　一．　　　′　　　．′　　　　ノ　　　　　　ノ・．　　′

′　　　　　ヽ　　ノ　ー　＼、　′′　　　　　　′　　　一　　　　　　　　　　、　　　　　　　　一　　　　′　　′′

ノ・・′　　ノ　　　・′／、、、　　　　′　　′　　　′　′　′　　　　l・′　　　　．　、：　・　　　　＼′、

．・　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　、　　　　　′′

人熱のため梗化しているく＿、，

ーIP158－－－



篭土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　暗赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　黒　褐　色

7　暗赤褐色

8　にぷい橙色

9　褐　灰　色

10　にぷい褐色

11にぷい赤褐色

12　明褐灰色

13　灰　褐　色

ピット　5か所

ローム粒子・焼土粒子炭化粒子少量

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物少量

焼土大ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物少量

焼土中ブロック・焼土小ブロック・砂粒少量

砂粒中量，焼土中ブロック少量

壌土小ブロック・炭化物少量

焼十大ブロック中量，炭化物・砂粒少量

ローム大ブロック中量，砂粒少量

焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

ローム中ブロック中鼠炭化物・砂粒少量，しまり強

砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム大ブロック・炭化粒子・砂粒少量

ローム大ブロック・同中ブロック中量

（Pl～P4・P6）。Pl～P4

は，第51号住居に再利用されている可能性がある。

P6は，東壁際中央部に位置する。長径36cm，短径

27cmの楕円形で，深さは10cmである。出入り口施設

に伴うピットと思われる。

覆土　6層からなる（第104図）。7～13層が第52号

住居跡の覆土である。

遺物　土師器片61点，須恵器片38点，石塊1点が出

土している。第108図1の須恵器嚢は北側袖部から，

2の須恵器嚢は南側袖部の内部から，それぞれ逆位

の状態で出土している。袖部の補強材として使用さ

れたと考えられる。3・4の須恵器嚢は，竃の覆土

中層から破片の状態で出土している。5の須恵器嚢は，

磯L
0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第107図　第52号住居跡寵実測図

竃前面の覆土下層から正位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，第51・54号住居跡との重複関係及び出土遺物から，9世紀後半と考えられる。

第52号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第108回 嚢 A　 ［2 6．4］ ロ緑部か ら休部の破片。体 部は若干 口緑部内 ・外面ナデ。休部外面格子目 砂粒 ・石英 ・雲母 P 342　 50％

1 須 恵 器 B　 （2 5．3） 内攣 して立 ち上がる。口緑 部は若干 叩 き。体部外面下半へラ削 り。体部内 暗灰黄色 竜神部

外反 して立ち上が る。 而ナデ，同心円状の当て具痕有 り。 普通

2

襲 A　 ［18．1］ 口綾部か ら休部の破片。休部 は内攣 ロ縁部内 ・外面ナデ。休部外面縦位 砂粒 ・雲母 P 343　4 5％

須 恵 器 B　 （27．0） して立ち上がる。ロ緑部はほぼ直立し， の平行叩 き。休部内面ナデ．同心 円 灰白色 P L 52

端部付近で若干外反する。 状の当て具痕有 り。 普通 竃袖部

3

憂 A　 ［25．4］ 口緑部か ら休部の破片。休部は内攣 し 口緑部内 ・外面，休部内面ナデ。体 砂粒 ・石英 ・長石 P 344　3 0％

須 恵 器 B　 （15．7） て立ち上がる。頚部はくの字状に屈曲し，

内面に稜を持つ。口縁部は外傾 して立

ち上がる。端部は内側に沈線 を持 ち，

断面三角形を呈 している。

部外面縦位の平行叩 き。 橙色

普通

竃覆土中

4

棄 A　 ［36．6］ 口緑部 から休部の破片。休部は内攣 □緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面格 砂粒・スコリア ・ P 34 5　2 5％

須 恵 器 B　　 16．6 して立 ち上が る。口綾部 は外 反 し， 子 目叩 き。体部内面に同心円状の当 雲母・白色粒子 竃覆土中

口緑端部は断面三角形を呈 している。 て具痕有 り。 橙色　 普通

5

要 B　 （6．7） 休部か ら底部の破片。平底。休部は 休部外面へ ラ削 り。体部内而ナデ。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 34 6　2 5％

須 恵 器 C　 ［14．6］ 若干内攣 して立ち上がる。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

－159－



第108図　第52号住居跡出土遺物実測図

－160－
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図版番号 軒　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 土 地 蒸

備　　　　　　　　　　　 考

良さk扉 幅k扉 摩 さ行扉 重量纏 う

第は 図 6 石　　 塊 16．2 1982 5る6 鋪祁 竃内 Q 32　ホルンフェルス

＿　　　　　　　、　　′

位置　調査区域の南部，F：ja5区、、、・

重複関係　第十号抽日月i三建物と闘反し

ている、＿＿一一、第・日引帖：斗l三建物のj帖）方が，

本跡の覆土を据年込んで構築されてい

′　　　′

規模藍平面形　長軸。媚nn　短軸。霊

Illの長方形である．∴

童軸方向　Nl・lllつ、一“一1E

璧　壁高は　㌦摘cmで　緩やかに外傾

して立ちi二がる。．

′

体的にやや軟弱である。

′

なか／ノ〕た．、－，

覆土　2層からなる、l、†トームプロ、ソク

を多く含み夕尤為堆積の可能性がある。

土層解説

1褐　色　　ローム小ブロック多量

2　褐　色　　ローム太ブロック多量

鴻細

『澤
連勝姻

1．S8鵡　　　妄

第欄図　第惑題号健贋妙実測図

◎　　　　　　　　　　　　　　芝悶

』　　　姦

ノ　　　ノ　　　　、　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′、　　一　　　　、

所農　本跡の時期は　手がか　が少ないため明らかではない。第　号掘立桂建物との重複関係から　これより

古い時期と考えられる、。

′

位置　調査区域の南部賢　覧射　区。

、　　　　′′　　　　　　　　ノ、‥　′

規模藍平面形　長軸護の温5m汐　短軸3。87mの窺方形である。

童軸方向　N‥F－6し、－lW

、　　　　　　′

－　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

Sclllである、、

′　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　ノ　J　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　・・ノ

ー　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　ノ

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　八　′

一一161一一



土で構築されている。火床部は床面から同じ高さで続き，若干起伏がある○火床面は，火熱を受けて硬化している。
電土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量　　　　　　　5　暗　褐　色　焼土粒子少鼠ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック傾化粒子微量　6　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子・粘土粒子少量　　　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子中量
4暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　6か所（PトP6）o Pl、P4は，それぞれ壁寄りに位置し，主柱穴と考えられる。長径29、38

cm・短径20～32cm・深さは13～18cmであるo P5は南壁際中央付近に位置し，出入り口施設に伴うピットであ

る0長径48cm・短径38cmの楕円形で，深さは22cmであるo P6は，Plと東壁との間に位置する。径24cmの円

形で，深さは12cmである。補助的な柱穴と思われる。

覆土　9層からなる。ローム粒子を含む層が多く，人為堆積の可能性がある。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

ローム粒子・赤色粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

第110図　第54号住居跡実測図

－162－

3　暗　褐　色　　ローム粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，粘性強

tLr

2m

⊆「一一一一一；　　」

0　　　　　　　　　　1m

L＝二一一←「二∃



5　褐　　　色　　ローム粒子中量

6　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

8　暗　褐　色　　ローム中ブロック・同粒子中量

9　にぷい褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

7　褐　　色　　ローム粒子中量，粘性強

遺物　土師器片122点，須恵器片27点が出土している。第111図1の土師器高台付杯は南西コーナー付近か

ら逆位の状態で，覆土中層から出土している。2・3の土師器嚢，4の須恵器杯は，P5付近から破片の状態

で，覆土下層から中層にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，第51・52号住居跡の重複関係及び出土した土器から9世紀前半と考えられる。

第111図　第54号住居跡出土遺物実測図

第54号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cnl

L　　；　　i

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第111回 高台付杯 B　 （2．3）底部から高台部の破片。高台はハの 底部内面磨き，黒色処理。高台郡 雲母・長石 P349　30％

1 土師器 D　 ［6．7］

E　　 l．1

字状に外反して開く。 内・外面ナデ。底部回転へラ削り。 にぷい橙色

普通

覆土中層

2

嚢 A　　 20．6 ロ緑部から休部の破片。休部は内攣 体部内・外面ナデ。体部外両へラ削 砂粒・雲母・白色 P350　40％

土師器 B　 （24．3） して立ち上がる。口縁部は緩やかに り後，ナデ。休部内面ナデ，一部へ 粒子 P L52

外反して立ち上がり，端部はつまみ

あげられている。

ラ削り。 橙色

普通

覆土下＼中層

3

尭 B　 （27．6）体部から底部の破片。平底。休部は 体部外両へラ削り後，ナデ。体部内 砂粒・スコリア P351 45％

土師器 C　　　 7．7 内攣して立ち上がる。 而器而荒れ，調整不明。 明赤褐色

普通

覆土下、中層

4

杯 A　 ［13．0］ロ綾部から底部の破片。平底。休部 体部外面強いロクロナデ。休部内面 砂粒・雲母 P347　30％

須恵器 B　　　 4，3

C　 ［6．2］

から口縁部にかけて外傾して立ち上

がる。

ロクロナデ。底部手持ちへラ削り。 黄灰色

普通

覆土下層

－163－



第56号住居跡（第112図）

位置　調査区域の南部，E3h9区。

重複関係　第2号掘立柱建物が本跡の覆土を掘り込んで構築されているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸2．17mの長方形である。

主軸方向　N－830－W

壁　かなり削平を受け，北壁は一部滑失している。壁高は，4～6cmで，外傾して立ち上がる。

床　ローム質で，平坦である。中央付近は，踏み固められている。

竜　西壁中央部やや南西コーナー寄りに構築されている。上部は削平されており，基底部付近が残存している。

規模は，煙道部上端部から焚き口部先端まで99cm，両袖部幅118cmである。煙道部は，壁外へ48cmほど掘り

込んでいると推定される。9層は，袖部の土層である。袖部は，暗褐色土を用いて構築されている。火床部は，

竃の中央付近に長径50cm，短径40cm，深さ12cmの楕円形のピットを設け，掘り方としている。火床面は，

火熱を受けて若干硬化している。

篭土層解説

1　黒褐　色

2　黒褐　色

3　黒褐　色

4　暗褐　色

5　黒褐　色

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・壌土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子微量

焼土粒子・砂粒少鼠粘性・しまり弱

第112図　第56号住居跡実測図

6　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量，粘性・しまり強

7　暗褐色　　赤色粒子微量

8　褐　　色　　ローム粒子中量

9　暗褐色　　ローム粒子中量

2m

！　　　　j l
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ピット　3か所（Pl、P3）。Pl・P2は，南壁寄りに位置し，主柱穴と考えられる。長径34～46cm，

短径24～34cmの楕円形で，深さは31～46cmである。P3は，東壁中央やや南寄りに位置する。長軸42cm，

短軸35cmの隅丸方形で，深さ14cmである。底面中央部に長径10cm，短径6cmの楕円形で，深さ4cmのピッ

トが確認されている。P3は，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積し，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量

3　褐　　色　　ローム粒子多量，粘性弱

4　褐　　色　　ローム粒子少量

5　暗褐色　　焼土粒子少量

遺物　土師器片29点，須恵器片32点が出土している。第113図1の須恵器葉は竃北側袖の上面から，2の灰粕

陶器椀は北壁寄りの床面上から，それぞれ出土している。

所見　2は折戸53窯式に比定される。本跡の時期は，第2号掘立柱建物に先行し，9世紀後半から10世紀前半

を中心とした時期と推定される。

第113図　第56号住居跡出土遺物実測図

第56号住居跡出土遺物観察表

ミ≡∃

図版 番号 器　　 種 計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第1 13 図 襲 A　 ［20 ．4 ］ ロ緑 部の 破 片 。 口緑 部 は 外 反 して 立 口 緑 部 外 面 ナ デ。 口緑 部 内 面 摩 滅 の 砂粒 ・石英 ・白色 P 3 53　 15 ％

1
須 恵 器 B　 （4．8） ち 上が る。 口 縁端 部 は 面取 りを施 し，

断面 台形 を呈 してい る。

た め調 整不 明 。 粒子 ・長石

黒褐 色　 普通

竜 袖部

2
椀

灰袖陶器

A　 ［15 ．6 ］

B　 （2．9）

口紹 都 の 破 片 。 口 緑 部 は 若 干 内 攣 し

て立 ち上 が る。

ロ緑 部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。
砂粒 ・微小白色粒子

素地黄灰色，粕調黄

褐色　 良

P 3 52　20 ％

折戸 56号窯 式

床 而

第58号住居跡（第114図）

位置　調査区城の南部，E4jl区。

規模と平面形　長軸3．54m，短軸3．35mの方形である。

主軸方向　N－110一一W

壁　壁高は27～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁際を巡る。断面はU字形で，上幅12～33cm，下幅4～10cm，深さは4～6cmである。

床　ローム質で，ほぼ平坦である。Plから竃前面にかけて，踏み固められている。

竃　北壁中央付近に構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，煙道部上端から焚き

口部まで138cm，両袖部幅149cmである。煙道部は壁外へ67cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がる。19

～21層は，袖部の土層である。袖部は，褐色土を用いて構築されている。13・14・16層は，粘土または砂粒

を含む灰褐色土で，崩落した天井部の土層と考えられる。火床部は，ほぼ床面と同じ高さで続く。火床面から

煙道部にかけて，火熱のため硬化している。
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第114図　第58号住居跡実測図
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寵土層解説

1　灰　褐　色　　ローム小プロノク機土小プロノク・炭化粒子少量

2　にぷい赤褐色　　ローム小プロノク鳩土中ブロック炭化物少量

3　灰　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小プロノク・ローム粒子載化物少量

4　褐　灰　色　　ローム′けロック・焼土小ブロック・炭化物少量

5　褐　灰　色　　ローム小プロノク・焼土粒子・炭化物少量

6　にぷい赤褐色　　ローム粒子・粘土小ブロック少量

7　赤　褐　色　　ローム大ブロック帽，ローム小フロック・ローム粒子・焼土粒子・

炭化物少量

8　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，しまり弱

9　灰　褐　色　　ローム大プロノク凋小ブロック少量

10　暗赤褐色　　ローム小ブロック機上小ブロック・炭化物少量

11暗赤褐色　　ローム粒子傾土小ブロック・炭化物少量

12　暗赤褐色　　ローム中プロノク・ローム小プロノク・焼土小プロノク・炭化桂子少星

13　灰　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック虜化粒子・粘土中ブロック・

粘土小プロノク少墨

14　灰　褐　色　　砂粒中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化掛

粘土粒子少量

15　暗赤褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量

ノ
0　　　　　　　　　　　　　10cl¶

】　　　；　　　！

第115図　第58号住居跡出土遺物実測図

16　灰　褐　色　　ローム中ブロック磯土粒子・炭化粒子・砂粒少量

17　暗赤褐色　　ローム小ブロック・焼土小プロノク茂化物少量

18　黒　褐　色　　焼土中プロノク・粘土粒子少量

19　暗　褐　色　　ローム粒子帽

20　暗　褐　色　　ローム拉子中鼠ローム小ブロック少量

21褐　　　色　　ローム粒子帽，ローム小ブロック少鼠尉純子微鼠粘性強

ピット　1か所（Pl）。Plは南壁寄り中央部に位置しており，径28cmの円形で，深さは64cmである。ピ

ットの断面は，南壁側に傾いており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。他のピットは，床面を精査し

たが確認できなかった。

覆土10層からなる。6～8層は粘土粒子を含み，竃から流出した土層と考えられる。覆土はレンズ状に堆

積しており，自然堆積と思われる。

土眉解説

1　黒　　　色　　ローム大ブロック・同粒子少量　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土中ブロック少量

2　褐　　色　　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・同粒子少量　　7　黒　褐　色　　粘土大ブロック・同粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム中ブロック・同粒子少量　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　　ローム粒子中量，粘土大ブロック・同粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　9　黒　　　色　　ローム大ブロック・同粒子少量，粘性強，しまり弱

5　褐　　色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　10　褐　　色　　ローム粒子中量，しまり強

遺物　土師器片44点，須恵器片17点，陶器片2点，石片1点が出土している。第115図1の土師器嚢は，竃内

の覆土下層から中層にかけて，破片の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土器の特徴から8世紀後半頃と考えられる。

第58号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第115回 粟 B　 （8．9） 体部か ら底 部の破 片。，休部 は内攣 し 休部外面縦位の磨 き。休部内面ナデ。 砂粒 ・スコリア ・ P 354　2 0％

1
土 師 器 C　 ［7．6］ て立ち上がる。 雲母 ・長石

明赤褐色　 普通

竜覆土中

第59号住居跡（第116図）

位置　調査区域の南部，F3aO区。

規模と平面形　長軸4．50m，短軸4．33mの方形である。上面はかなり削平されている。

主軸方向　N－10。－E

壁　壁高は4～6cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁及び南壁際を巡る。断面はU字形で，上幅16～26cm，下幅4、10cm，深さは4～6cmである。

床　ローム質で，起伏がある。踏み固められた形跡は見られなかった。
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第116図　第59号住居跡実測図
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竃　北壁中央付近に構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，煙道部上端から焚き

口部まで135cm，両袖部幅124cmである。煙道部は，壁外に長径67cm，短径60cmの楕円形で，深さ8cmほど

掘り込んで設けており，煙道は緩やかに外傾して立ち上がると推定される。14・15層は袖部の土層である。袖

部は，粘土混じりの褐色土を用いて構築されている。1・8・9層は粘土粒子を含み，崩落した天井部の土層

と考えられる。火床部は皿状に床面から2cmほど掘り下げられており，5cmの段差をもって煙道部へ続いてい

る。火床面から煙道部にかけて，火熱をうけて硬化している。

亀土層解説

1　黒　褐　色

2　にぷい赤褐色

3　灰　褐　色

4　灰　褐　色

5　にぷい赤褐色

6　黒　褐　色

7　暗赤褐色

ピット　17か所

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

ローム小ブロック中量，焼土′トブロック・焼土粒

子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量

ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

8　暗赤褐色

9　暗赤褐色

10　暗　褐　色

11褐　　　色

12　明　褐　色

13　褐　　　色

14　暗　褐　色

15　褐　　　色

ローム′トブロック・焼土小ブロック・粘土粒子少量

焼土中ブロック中量，焼土大ブロック・粘土粒子

少量

焼土小ブロック少量

焼土ノトブロック・炭化粒子少量

粘土粒子中量，粘性・しまり強

ローム′トブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒

子少量

ローム粒子・粘土粒子中量，粘性・しまり強

ローム粒子中量，粘性・しまり強

（Pl、P17）。Pl・P2は東壁寄りに位置し，主柱穴と考えられる。Plは径24cm，P

2は長径24cm，短径20cmの楕円形で，深さは10～13cmである。P3・P4は西壁寄りに位置し，柱穴の可能性

がある。P3は長軸40cm，短軸38cm，P4は長軸30cm，短軸25cmの不整形で，深さは10～15cmである。P5は

南壁より中央部に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。長径32cm，短径23cmの楕円形で，深さは

12cmである。その他のピットは掘り込みの浅いものが多く，性格は不明である。

覆土　5層からなる。ロームブロックまたはローム粒子を含む層が多く，堆積状況が不自然であるため，人為

堆積の可能性がある。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，粘性・しまり強　4　褐　　色　ローム粒子多量，粘性しまり強

2　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒二卜炭化物微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子微量

遺物　土師器片44点，須恵器片17点，陶器片2点が出土している。第117図1・2は，土師器の嚢である。

1は逆位の状態で，2は破片の状態で，それぞれ竃の覆土中層から出土している。3の須恵器杯は，竃煙道部

の底面付近より横位の状態で出土している。

‾喜琶

第117図　第59号住居跡出土遺物実測図
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所農　本跡は上面がかな　削平されてお軋掘　方部だけが残存して齢た呼能性がある。時期は　出土した土

器から9世紀後半頃と考えられる、－＿

′

図版 中　 橙 計測値毎mラ　　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 桓 色調 の焼成　 備　 考

凱 け図　　 聾　　 Å　 2 ぁ　 目線部か ら体 部の破片8 体部 は内攣 体部内 の外面　 目線部外商ナデ。体 砂粒 0 石英 ．白色　 ㌘356　諏％

土 師 器　 B　 H 私射　 して立ち上がる〇日綾部 は外傾 して　 部内商へラ削　 後　 ナテC　　　　 粒子 e雲母　　　 竃覆土中

立ち上が り資　端部 はつ まみ上げ られ　　　　　　　　　　　　　　　　 赤褐色

ている〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

土霊・絡昔 ；…紺 霊芝も豊 票豊 平底に射臓 腑 肺 ラ削0離纏薬療C瑠警雷 スコ羞霊畏 ％

i　　　　　　　　　　　 霊噛褐色
棒　 Å　 脇 守日 日縁瀾 一部欠損。〕平底。体部か ら［〕 体部内 さタ摘 ロタロナデ。体部下端 硯 やス刈 アつ P m 5橘

須 恵 器　 B　　 ぁ　 綾部にかけて外傾 して立ち上がる0　 手持ちへラ削 。底 部回転 へラ切　 雲母　　　　　 ㌘L 髭

C　　 505　　　　　　　　　　　　　　　 を残 し夢一方向の手持ちへ ラ削 り。　 にぶ♭藩 褐色　　 竃煙道部

普通

第畷◎考健腰掛　第豊摘固ラ

皇儀姻

2　　　　　　　　2

◎　　　　　　　瑠悶

』≡藍≡』

第醐爵祝　第醜考健腰跡実測図

健置　調査区域の南部夢　野馳区。

′

あるため芦　平面形は不明である。

壁　壁高は　㌦摘cmで誹傾して立ち上がる。

床　澤…ム質で　平坦である。若干踏み固められている。

二・

め夢　先為堆積と考えられる。

土層昭説

i　黒　褐　色　ローム太ブロックのローム中プロ、ブタ茂化物少鼠粘性のしまり弱

にぷい褐色　　ローム粒子多量診しまり弱

達観　遺物はタ　確認できなかった。

所農　本跡の時期は　ご　限られた調査であ　出土した遺物　をいため明らかではない。

第感考健腰跡　第m囲う

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

規模歴平面形　長軸。鮮m　短軸。鮮mの方形である。

童軸方向　N．－．一一12、’‾‘’一一一一E

璧　壁高は摘～2艶mで　外傾して立ち上がる。

璧湧　壁際を巡る0断面はU字形で　上幅蟻～弛m　下幅　～挽m　深さは　㌦航mである。

′ノ　　　′　一　　　　　　　　　・′

竃　北壁中央部やや東寄りに構築されている0充井部は崩落し　両袖部が残存している。規模は　煙道部上端

、　　　　　　　　　ノ・・・∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

′　．、′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

床面より航mほど掘　込んでお軋平坦である。鬼床面から煙道部にかけて　火熱を受けて硬化している。
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寵土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　黒　　色

4　黒褐色
5　暗褐色

6　黒褐色

7　暗褐色
8　暗褐色

9　暗褐色

10　極暗褐色

ピット　2か所

ローム粒子少量

ローム粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒中鼠炭化粒子・粘土粒子微量

焼土粒子微量

ローム粒子微量

炭化粒子少量，ローム粒子少量

焼土粒子少量

焼土粒子微量

11暗褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量

12　明赤褐色　　焼土大ブロック多量

13　褐　　色　　ローム粒子少量

14　黒褐色　　焼土粒子微量

15　灰褐色　　ローム粒子・粘土粒子中量

16　褐　　色　　粘土粒子少量，壌土粒子微量

17　暗褐色　　ローム粒子微量

18　黒褐色　　焼土粒子・炭化粒子少量

19　黒褐色　　炭化粒子中量，焼土粒子少量

（Pl・P2）。Plは東壁寄り中央付近に位置する。長径26cm，短径18cmの楕円形で，探

さは22cmである。性格は不明である。P2は南壁寄り中央付近に位置するため，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。径18cmの円形で，深さは16cmである。

覆土10層からなる。ロームブロックを多く含み，不自然な堆積状況を示しているため，人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色

2　黒褐色　　ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・粘土粒　7　黒褐色

子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　黒褐色

3　黒褐色　　ローム小ブロック・同粒子少量　　　　　　　　　　9　褐　　色

4　暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土小ブロック・粘土中ブロック少量　　　　　10　褐　　色

5　暗褐色　　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

焼土小ブロック少量

焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量

焼土中ブロック・焼土小ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム′トブ

ロック・焼土粒子・炭化物少量

ローム粒子中量

遺物　土師器片51点，須恵器片71点が出土している。第120図1の須恵器嚢は，竃底面から破片が重なった

状態で出土している。外面には二次的な焼成を受けた痕跡が認められる。2の須恵器嚢は，東壁寄りの覆土上

層から正位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土器の特徴から9世紀後半頃と考えられる。

第119図　第61号住居跡実測図
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第120図　第61号住居跡出土遺物実測図

第61号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cnl

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第120国 整A　［20．4］ロ緑部から休部の破片。口綾部は強口緑部内外面・休部内面ナデ。休部砂粒・白色粒子P359　30％

1
須恵器B　（13．1）く外反する。口緑端部は内側に若干外面縦位の平行叩き。 褐灰色 PL52

折り返して面取りを施し，内面に稜

を持つ。

良 竜底而

2

要B　（4．6）休部から底部の破片。平底。休部は休部内面ナデ。休部外面へラ削り。
砂粒・石英

灰褐色　普通

P360　25％

須恵器C　　17．0外傾して立ち上がる。 覆土上層

第64号住居跡（第121図）

位置　調査区城の南部，E4i5区。

規模と平面形　住居東側が調査区域外に位置する。南北2．93m，東西（2．54）mの方形または長方形と推定

される。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は8～14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁・南壁及び西壁北西コーナー付近を巡る。断面はU字形で，上幅12～26cm，下幅4～10cm，深

さは4、7cmである。

床　ローム質で，若干起伏がある。竃とP3を結ぶ線より東側が踏み固められている。

竃　北壁に構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，煙道部上端から焚き口部まで

65cm，両袖部幅104cmである。煙道部は，壁外へ43cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がる。13～15

層は，袖部の土層である。袖部は，主にローム混じりの褐色土を用いて構築されている。火床部は，床面より

3cm掘り込まれている。火床面から煙道部の壁面にかけて，火熱のため硬化している。
寵土層解説

1　にぷい赤褐色

2　灰　褐　色

3　にぷい赤褐色

4　褐　灰　色

5　灰　褐　色

6　黒　褐　色

7　赤　褐　色

8　黒　褐　色

ピット　3か所

ローム′トブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ロームノトブロック・焼土′トブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック・壌土小ブロック・炭化物少量

ローム小ブロック少最

ローム′トブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

ローム′トブロック・焼上粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土小

9　黒　褐　色　　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量，粘土粒

子・砂粒微量

10　黒　褐　色　　ローム小ブロック・粘土中ブロック中量，焼土粒

子少量，炭化粒子微量，しまり強

11黒　褐　色　　焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

12　褐　　　色　　ローム小ブロック・粘土小ブロック少量，ローム

粒子・焼土粒子微量

ブロック少量

粘土粒子中量，ローム′トブロック少量，焼土小ブ

ロック微量

（Pl～P3）。P2は北西コーナーに位置し，主柱穴と考えられる。長径26cm，短径22cm

の楕円形で，深さは21cmである。P3は南壁際に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

長径24cm，短径16cmの楕円形で，深さは16cmである。Plは南壁寄りに位置する。長径32cm，短径26cmの

楕円形で，深さは14cmである。性格は不明である。
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第121図　第64号住居跡実測図
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第122図　第64号住居跡出土遺物実測図
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然堆積と思われる．、、、

土層解説

1暗　出　色　「ト∴小イ目し！ン少量∴「ト∴ノ∵ィ、rr！雄と量

ご　黒　出　色　　t「∴ノ」∵、「f∵・シ・国中▼ノ′、’rf一一一一ノ㌧同位∵・′少量

3　褐　　　色　　ロームかプロッタ中量

－i　出　　　色　1ト∴小一′’“＝∵ケ多量

う　吠　出　色　「ト∴大十日∵シ・帖十ノア’、i1－1、1′叫一量

6　褐　　色　　ローふ事プロッタ多量誹緋かしまり強

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　、　　、

所凰　事跡の時期は浮　出ました土器の特徴からタ　9世紀前半と考えられる。

′′　　ノ′　　　　　　　　′

図版番号匝　種巨細航m日　　器形の特徴
手　法　の　特　徴胎土㍉邑訴巨当艶麗備　　　考

第ヱ22回　　杯　　Å　栂湖　口綾部から確鴻臣一部欠損。平壌。体体部内の外面ロタロナデe　休部下端砂粒や石英e雲母㌘3鋸　締％
ま　　　須恵器　B　　も7＋上部から［］縁部にかけて外傾して立ち手持ちへラ削り。底部回転へラ切り暗灰黄色㌘L52

C　　　転も9　上がる。 針残し，…一方向の手持ちへラ削航普通 竃覆土中層

棒　　B　は潮　目縁部欠損。平底。体部は外傾して体部内め外商ロタロナデ。）底部W一方砂粒・石英やスコ㌘362　40％
2　　　須恵器　C　　6牒＋「立ち上がる。 向の手持ちへラ削りか 牛アq雲母

黄灰色　普通

竃覆土中層

婆　　A　は。封［摘部から休部の破片。3　日綾部は強ロ縁部内さ外面　体部内面ナデ。倦砂粒の白色路子さ㌘363　30％
須恵器　B　目頭　　外反し　内面に稜を持つ。部外面舵位の平行P腿。 雲母

灰黄褐色　普通

㌘L52

竃底面

ノ　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　∴　　　－

屠 位置主軸方向平面形莞車禁霊 腕 前 窯、苗 窯竃同 翫　 出土遺物

2　恒中一79－可方　 形恒 ×・中㌦軽坦有恒 い い　 竃上　 整序師器那軋須恵器鵜3　 i

相棒畢軽骨可方　 形恒 Xe閥恒項平坦有い い　 っ 竃　つ自然匡繍摘須醜冊乳石製品椚 極…眩重複
12　D3d中一220…E方　　 形3077×3．69ユ8㌦潮平坦有　…　且　…　憲　一自然　土師器緒，須恵器桐7諸製品ヱ
㍑序胤序勝 頼　 形恒 ×せ恒㌦2葎叫 有恒 い　 つ 竃　つ 無圧縮勘絹須恵器勘7着製品中 欄と違複

可 C3g2恒 00潤恒方形』聖堂建璧疫塗に∃三二三「「事T 「市有拝前説南扇転片6調縞目
ほ匝 恒 〇一E棒　 形中日X湖恒 軽申緒つ つ つ 一　つ 然匡師器片2須恵器片2　 ！
16 匝 年齢サ匝＋ 料恒嘉は恒 痺坦有恒　 つ …　竃　つ纏恒新鶴鵜狛09芦石製品用製叫

”つB3両勝 頼　 形恒 x2・軋聖建曳き⊥弓＝主導逐エコ車重垂車重二二二「‾「
ヱ　匝 恒H O一癖 方形恒 xf購恒 脾趨有　つ　 つ 竃　…Å為匡師器机嶺須恵器片封，土製品2恒 旺濠複
可 C勅封一群率方　 形恒 Xe頼㌦叫平坦有い　 つ つ 竃　つ 整序瞞飢削須恵器片2　 ！

」」聖か勝 頼　 形恒5×・6中～膵坦有恒 い い　篭れ…糎 恒器鋼は瀾肘鵜石製品は製品2恒 と重複
2　匝服恒 〇刃方　 形ie渕×テ中 欄平坦有い い 目　 竃　つ 整序師器椚摘恵器朋軋鉄製品可
23 匝 恒83潤匝　 軒 別Xe併恒 軽坦有い い 巨　 竜　つ 無　用器片鋤須恵器鋸器　 i

㌘「関所鮮幸一中　 形恒×62匪叫平坦有い い　 っ 竃　つ 然匡礪机机須恵器欄遜製品片目

北上別項鮮㍗一E恒方形恒×・中 ㌦痺建つ 中 つ 一　竃　つ 然匡師器片鋤須恵器片野　 i
29 恒中一ユ5。…E匝　 形恒 Xも中～癖坦つ　 上 い　 竃　一画 巨師断亀須恵器射し土鋸可
3　恒 恒 C一項方　 形恒 ×0中 ぺ軽姐有い い 巨　 竜　つ自然匡略礪鋭須鰭根絶石製品2 i

3日E車…ユ0…E恒方形恒 ×す鵜匠 軽坦有い い 目　 竃　つ 整序師器片猟須恵器射講潮 目

銅棒磯匪守一塑堅塑捷慈慈可塑E E 三三ココ＝蜃工二二二「「‾「
堅吏塑極端貢げ㌃「珂茄萩l載恒㍊車頑有声　…恒　竃　つ然匡師器柵須恵器鵜7　 is一mと重複
37裏山望」互＝車重率帝司司有いい　っ竃　一画匡師器片2鋤須恵器机鮮湖中
38A　E3g4酢が瀾牒∴方　形‖摘摘日掛湖区域有i3　日　「つ璃自　…圧撒　土師器購軋須恵器片器石製品2
聖吏聖経望空亡三二壬三二王重空堅＝巨二三Eュ亘にヨ車重垂垂垂率率干‾‾「
硯つm 可鮮縦W 恒 方形恒 ×膏中 ㌦斬画一ツー瀾有い　 つ つ 竃　つ 然圧縮器机3乙須恵器片2諸製品ユ鉦摘 重複

－17・1－h－F・－



仕居跡

番　 号
位置 主軸方向 平 面 形

規 模 十m 〕

伐軸×短軸ラ

壁 高

くcmラ
床面

内 部 施 喜軋ロ又
i

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係右㌢璃齢墜落 主柱宍机胱㍉ ピ再 炉瀾 貯蔵宍

40B E 3 f6 N 」滋㌧E 長　 方　 形 2．94×2．48 6～18 平坦 無 3 － － 竃 － 自然 土師器片63 須恵器勘 軋灰袖陶器片3 SI－40A と重複

43 E 2 jO N …4 0－W ［方　　 形］3．50×絡頼 32㌦47 平坦 一部有 － － － － － 自然 土師器片28，須恵器片 9

45 E 3 j3 N －鮮 方　　　 形 3．80×3．70 24㌦36 平坦 有 3 1 3 竃 － 自然 土師器片6絶 須恵器片2純減 舶 器片ユ S紅上覧紅2と重複

46 F 3a2 N 」受㌧E 方　　　 形 4．03×4．00 26㌦40 平坦 有 1 1 1 竃 － 自然 土師器片553，須恵器片299，着片2 SK－34と重複

47 F 2誠 N ∵P ∵W 方　　　 形 5．25×4．87 18㌦24 平坦 有 4 1 － 竃2 － 自然 土師霹片舶4，須恵器片154 S臥2と鼻緩竃か緑川

48 F 2d9 N －6 0－E ［方　　 形 〕2．66×絡縮 12～16 平坦 － － … － － － 自然 土師器片 4 ，須恵器片4 SL 52と重複

50 E 3g6 N －22 9－E 長　 方　 形 3．94×3．47 8、14 平川l 有 4 1 － 竃 1 自然 土師器片76，須恵器片157，鉄製品 1

51 E 3 i7 N 」が－E 方　　　 形 3．79×3．52 26～32 平坦 有 4 1 1 竃 － 自然 土師器射 鋸 須恵器片2時 灰袖陶器片1

52 E 3 i6 ［胎ト藩1〇一W ［方　　 形］3．80×［3．51］29～32 平坦 有 － － － 竃 … 人為 土師器片61，須恵器片38，石塊 1 SI血5ま，SL 5拉重複

53 F 3a狛N －4 0－E
ミ

長　 方　 形 2．47×2．22 4㌦ま0 平坦 無 － － … － 人為 土師器片21，須恵器片6 SB…4と重複

54 E 3g7 ［N 4 ㌢∵W 長　 方　 形 4．15×3．87 22へJ30 平坦 有 4 1 － 竃 － 人為 土師器片122タ須恵器片27 SI…51，説ト52と重複

56 E 3h9 N j ぽ∵W 長　 方　 形 3．25×2．17 4㌦　6 平坦 無 2 1 － 竃 － 自然 土師器片29，須恵器片32，灰粕陶器片 1

58 E 勘1 N －11㌧W 方　　　 形 3．54×3．35 27～36 平坦 有 … 1 － 竜 … 自然 土師器片妬 須恵器片17 SBj と重複

59 F 3 aO N 」が－E 方　　　 形 4．58 x、4．33 4～　6 平坦 一部有 2 1 13 竜 2 人為 土師器片舶 須恵器片17

60 F 3 cO － － 仕59×0．86ラ 8～10 平坦 － － － － － － 人為

61 E ∴hJ N －2が∴E 方　　　 形 2，97×2せ87 18㌦22 平坦 有 － 1 1 竃 － 人為 土師器片5L 須恵器片71

64 E 4 i5 N －120…E ［方　　 形］2．93×（2．54） 8㌦14 平坦 有 － 1 2 竃 － 自然 土師器片22，須恵器片2ユ

し2）据立柱建物跡

掘立柱建物跡は芦　調査区域の南部を中心に6棟確認されている。以下タ　その特徴と遺物について記述する。

第瑠考掘豊櫨建物跡（第123回）

位置　調査区域の南部，E3113区。

規模　桁行3間（平均5。93m）タ　梁街2間（平均叡射の　の側杖構造の建物跡である。柱穴は用か所（Pl㌦

PlO）で，柱間寸法は芯々間で桁行1。9～2。Om，梁行26ト2。2m，面積は約26。09壷である。柱穴の掘り方は，

P2・P3・I‥〕7・P9が長軸0．9＼1．3‘わ11，鯨油0．72＼1．し）4111の長方形，Pl・P4＼6・P8が　－辺

0875～0ゆ96mの方形である。断面は逆台形でタ　深さ0も56～088mである。柱痕また柱抜き取り痕はPつL e P4

＼P8・PlOで認められ，復元される柱の径は20・＼36mlである。

柄行方向　N－81ローE

尊堂　1～3　013014や24025028032層は，柱痕または柱抜き取り痕の土層と考えられる。その他の層は，

水平に版築状の堆積状況が認められることから，埋土と考えられる。

土層解説
1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

　

1

0

　

は

　

1

2

　

1

3

　

1

4

　

1

5

　

1

6

　

1

7

にぷい褐色

褐　　　色

暗　褐　色

灰　褐　色

にぷい褐色

にぷい褐色

灰　褐　色

暗　褐　色

褐　灰　色

にぷい褐色

ローム太ブロック・同小ブロック中鼠ローム中ブロック少量

ローム中ブロック洞小ブロック中量

ローム太ブロックや同中ブロック中量

ローム小ブロック薄匿子中量

ローム太ブロック・同小ブロック中量

ローム中ブロックe同小ブロック中量

ローム太ブロック・同中ブロック中量

ローム太ブロック多数しまり弱

ローム太ブロック中量

ローム太ブロック中蚤ローム粒子中量

褐　　　色　　ローム中ブロック・同小ブロック中量

暗　褐　色　　ローム小ブロック薄戦子中量

灰　褐　色　　ローム太ブロック中鼠ロレム中ブロック渦中プロノク少量

褐　　　色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック洞小ブロック少量

明　褐　色　　ローム大ブロック爛中ブロック少量

暗　褐　色　　ローム中ブロック中鼠ローム小ブロック少量

褐　　　色　　ローム太ブロック少量

18　暗　褐　色　　ローム太ブロック・同中ブロック・同小ブロック少量

19　褐　　　色

20　褐　　　色

21褐　　　色

22　褐　　　色

23　灰　褐　色

24　褐　　　色

25　黒　褐　色

26　褐　　　色

27　暗　褐　色

28　黒　褐　色

29　暗　褐　色

30　黒　　　色

31暗　褐　色

32　褐　　　色

33　褐　　　色

34　褐　　　色

35　暗　褐　色
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ローム小ブロック多数ローム太ブロック湖中ブロック少量

ローム中ブロック湖中ブロック中鼠ローム太ブロック少量

ローム太ブロック湖中ブロック中鼠ローム小ブロック少量

ロレ…ム中ブロック多量

ローム小ブロック多量

ローム小ブロック中鼠ローム中ブロック少量

ローム太ブロック中鼠ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック少量

ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック少量

ローム小ブロック多鼠ローム太ブロック少鼠しまり弱

ローム太ブロック・同小ブロック中鼠ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック凋小ブロック少量

ローム小ブロック多鼠ローム大ブロック少量，しまり弱

ローム中ブロック多鼠ローム太ブロック凋小ブロック少量

ローム小ブロック多鼠ローム中ブロック中量

ローム小ブロック多量

ローム太ブロック・同小ブロック中量
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第相聞　第　号掘立櫨建物跡実測図
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遺物　遺物は出土していない。

所凰　本跡の桁行方向は，第2号掘立柱建物跡の桁行方向と直交し，第3号掘立柱建物跡とほぼ平行である。

このことから，これらの掘立柱建物跡は一連の企画の下で構築されたと思われる。このことから，本跡の時期

は，第2号掘立柱建物跡とほぼ同時期と考えられる。

第2号掘量櫨建物跡（第124図）

位置　調査区域の南部，E2jO区。

重複関係　本跡が，第47号住居跡の覆土を掘り込んで構築されていることから，本跡の方が新しい。

規模　桁行3間（平均5。4m），梁行2間（平均3言8m）の側柱構造の建物跡である。柱穴は10か所（Pl㌦

PlO）で，柱間寸法は芯々間で桁行1．75～1。85m，梁行L45～1．65m，面積は約17・17nfである。柱穴の掘

り方は，PlゆP3～P7。P9ほ長軸0．58～0．9叫短軸0．54～0。8mの長方形，P2ほ長径1・06m，短径LO

mの不整円私　P8e PlOは一辺0。74～0。76mの方形である。断面形は達台形で言葉さば0・2～0・64mである。

柱痕または柱抜き取り痕はPl～P7e P9．PlOで認められ，復元される柱の径は言5～24cmである。

第帽堵囲　第　号擁立櫨建物跡実測図
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桁行方向　N－9°－E

穫堂　上26488012016824層は，粘性。しまりが弱い層が多ら柱痕または柱抜き取り痕の土層と

考えられる。その他の層はタ　ロームの黒色土互層や版築状の堆積が認められることから，埋士と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム太ブロック多数しまり弱

2　暗　褐　色　　ローム太ブロック中鼠ローム粒子少量，しまり弱

3　暗　褐　色　　ローム太ブロック中畳ローム中ブロック・同小ブロック

少量

4　黒　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム太ブロック同中ブロック

少量

5

　

6

　

7

　

Q

U

　

9

　

0
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1

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

　

リ
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褐　　　色　　ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック少量

黒　褐　色　　ローム太ブロック少数しまり弱

黒　褐　色　　ローム小ブロック中量

褐　　　色　　ローム小ブロック多量

にぷい褐色　　ローム太ブロック多量

褐　　　色

5　灰　褐　色　　ローム粒子多量

6　褐　　　色　　ローム中ブロックを同小ブロック中鼠粘性eしまり強　21にぷい褐色

7　褐　　　色　　ローム小ブロック多鼠粘性・しまり強

8　黒　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少乳粘性弱　22　にぷい褐色

9　灰　褐　色　　ローム中ブロック中量

10　褐　　　色　　ローム太ブロック・同小ブロック中量　　　　　　　　23　暗　褐　色

H　暗　褐　色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック少量　　　　24　褐　　　色

12　暗　褐　色　　ローム中ブロック・同小ブロック少量

13　黒　褐　色　　ローム太ブロック南砂ブロック少鼠しまり強　　　　25　暗　褐　色

14　窯　褐　色　　ローム小ブロック少数しまり弱　　　　　　　　　26　暗　褐　色

ローム太ブロック中鼠ローム中ブロック・同小ブロック

少鼠しまり弱

ローム中ブロック中畳ローム太ブロックや同小ブロック

少量

ローム太ブロック中量，ローム中ブロック湖中ブロック

少量

ローム太ブロックや同中ブロック・同小ブロック少量

ローム太ブロック湖中ブロック少量，ローム小ブロ

ック微鼠しまり弱

ローム太ブロック・同中ブロック少量

ローム中ブロック南砂ブロック少量

遺物　土師器片5点夕須恵器片2点が出土している。いずれも小片であ軋　図示できなかった。

所凰　第2号掘立柱建物跡の桁好方向は夢　第且の3号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ直交しており，これらの

建物を意識した配置である。本跡は，8世紀後半と考えられる第鮮号住居跡の覆土を掘り込んでいることか

らタ　これよりも後出する。9世紀後半から用世紀初め頃と考えられる第50051号住居跡の主軸と本跡の桁行

方向がほぼ同じ方向であるためダ　これと近い時期に構築されたと推定される。

第3号掘豊櫨建物跡（第125図）

位置　調査区域の南部，E3g9区。

重複関係　本跡が，第56号住居跡の覆土を掘り込んで構築されているので，本跡の方が新しい。

規模　桁行2間（平均5。2m），梁行2間（平均3。6m）の側柱構造の建物跡である。柱穴は8か所（Pl㌦P

鋸で　柱間寸法は芯々間で桁行2．45～2膏5mタ　梁行1。77～1。88mで，面積は約18．72m∠である。柱穴の掘り

方は，長軸0。76㌦1言5m，短軸0。7㌦0。85mの長方形である。断面形は逆台形で，深さは0。38～0。5mである。

柱痕または柱抜き取り痕はPl～P8で確認され，復元される柱の径は19㌦23cmである。

柄行方向　N－80。－W

覆豊106010の15・22・2　e器層は　粘性あるいはしまりが弱い層位が多く，柱痕または柱抜き取り痕

の土層と考えられる。その他の層は，版築状の堆積が認められることから，埋士と考えられる。

土層解説

1　窯　褐　色

2　灰　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　黒　褐　色

6　灰　褐　色

7　褐　　　色

8　灰　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11褐　　　色

ローム太ブロック中鼠しまり弱　　　　　　　　　　12　褐　　　色

ローム中ブロック少鼠しまり弱　　　　　　　　　　13　黒　褐　色

ローム太ブロック中畳ローム中ブロック一同小ブロック　14　褐　　　色

少量

ローム小ブロック多蔓

ローム小ブロック少量

ローム太ブロック中量

ローム太ブロック中蔓，ローム小ブロック少量，しまり弱

ローム小ブロック多量

ローム太ブロック・同中ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中鼠ローム小ブロック少量

15　極暗褐色

16　暗　褐　色

17　褐　　　色

18　暗　褐　色

19　暗　褐　色

20　にぷい褐色

21褐　　　色

22　暗　褐　色

23　暗　褐　色

ー178－

ローム中ブロック多量

ローム小ブロック少量，しまり弱

ローム太ブロック中還

ローム小ブロック，しまり弱

ローム太ブロック中鼠ローム小ブロック少量

ローム太ブロック湖中ブロック中鼠粘性しまり強

ローム小ブロック中鼠ローム申ブロック少量

ローム中ブロック・同小ブロック少量

ローム大ブロック多量

ローム太ブロック中還

ローム太ブロック中量

ローム太ブロック多量，しまり弱
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ローム小ブロック少鼠　粘性・しまり弱

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

ローム中ブロック多数　しまり弱

遺物は言廿」二していない。、

27　暗　褐　色　　ローム小ブロック中鼠　ローム太ブロック少鼠

しまり弱

所農　本跡の桁行方向は，第1号掘立柱建物跡の桁行と平行し汐　第2号掘立柱建物跡桁行とほぼ直交する。

本跡の時期はタ　これらの建物跡と同じ時期と考えられる。

載　録
i
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第臓5図　第　考撼蓋櫨建物跡実測図
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第超考掘蓋櫨建物跡（第126図）

位置　調査区域の南乳　F3a5区。

重複関係　本跡は，第53号住居跡の覆土を掘り込んで構築されているので，本跡の方が新しい。

規模　桁行2間　平均。欝m）梁行2間（平均3言8m）の側柱構造の建物跡である。柱穴は8か所（Pl～

P8）で，柱間寸法は芯々間で桁行工6～1．7m，梁机。35～1。92m，面積は緋0072m2である。柱穴の掘り方

は，長軸0。82～1。03恥短軸0．75～0．98mの方形である。断面形は逆台形で　深さはOe26～0・56mである。
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柱痕または柱抜き取り痕はP3～P5e P70P8で認められ，Pl・P6では平面的には確認できなかっ

たものの，土層断面から確認された。復元される柱の径は20～28cmである。

柄行方向　N－3㌔－W

穫豊1～3・8つ6層はしまりが弱くタ柱痕または柱抜き取り痕の土層と思われる。その他の層は，版築

状の堆積が認められることから，埋土と考えられる。

土層解説

1　にぷい褐色　　ローム小ブロック中邑ローム太ブロック・同粒子少量　12　明　褐　色

2　灰　褐　色　　ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック少量，しま明弓　13　褐　　色

3　褐　灰　色　　ローム中ブロック中鼠ローム小ブロック少鼠しまり弱

4　灰　褐　色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック少量

5　褐　灰　色　　ローム中ブロック中量，ローム太ブロック・同小ブロック

少量

6　褐　　　色　　ローム太ブロック中邑ローム中ブロック・同小ブロック

少量

7　にぷい褐色　　ローム小ブロック多量

14　黒　褐　色

15　暗　褐　色

16　にぷい褐色

17　黒　褐　色

18　褐　　　色

19　にぷい褐色

201暗　褐　色

8　褐　　色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック少鼠しまり弱　21褐　　色

9　明　褐　色　　ローム太ブロック中量，ローム中ブロック・同小ブロック　22　灰　褐　色

少量

10　褐　　　色　　ローム小ブロック少量

11明　褐　色　　ローム中ブロック・同小ブロック中量

23　褐　　　色

ローム太ブロック多量

ローム小ブロック・同粒子中量

ローム太ブロック・同中ブロック少量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

ローム太ブロック多鼠粘性・しまり弱

ローム中ブロック中量

ローム中ブロック中鼠ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム太ブロック少量

ローム太ブロック少量

ローム中ブロック中墨，ローム太ブロック少量

ローム大ブロック中量芦ローム中ブロック・同小ブロック

少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物土師器片旺蕪，須恵器片12点が出土している。第127図1。2ほ，須恵器の杯で，P8の埋土中から出

土している。
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第相国　第　号掘童櫨建物跡実測図
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、　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　、

たと考えられる。本跡の時期は芦　㌘8の埋まから出土した土器から芦　9世紀以降の平安時代と考えられる。

、

第4号堀立桂建物跡出土遺物観察表

瑠◎e悶』

図版番号器　　種計測値k扉 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 賠土e色調・焼成備　　　考

第ユ27回 林 Å　［ま2‘7］ロ縁部一部欠損。平底。休部から口底部回転へラ切り痕を残しチ　手持ち砂粒の雲母 ㌘364　鮒％

1 須恵器B　　　4。4縁部にかけて外傾して立ち上がる。へラ削り。体部内の外商ロタロナデ。橙色 PL52

C　　　説4 体部下端手持ちへラ削り。 普通 P8覆土中

2

稀 Å　［払2］日縁部から休部の破片。〕体部から［二了体部内を外商ロタロナデ。）体部下端砂粒0ス二川ア∴㌘365　35％

須恵器B　　「娠舅縁部にかけて若干内攣して立ち上がり普

端部付近で若干外反する。）

手持ちへラ削り。 雲母6白色粒子

黄褐色　普通

㌘8覆土中

第　号擁立櫨建物跡　第は囲う

位置　調査区域の中南部，FこうdS区．、＿－、

′　　　　　　一　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　′　。　　′　′

、　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　′　　　　　′　　′

′・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

∴　　　　′　′ノ　′′／　′′ノ　　　　　二　　．ノ　　　　′　　　　　　　　　　，　　・・ノ　　　　　　　ニ　：

取　痕は㌘　～P　で認められ　復元される桂の径は凱～謂cmである。

柄行方向　N－：汀－E

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　、　　　　　　　　　　　　－　　　　　′　　　　　　　　ノ　　′

′－　　ノ　　　　　ー　　　　　　　　　　ノ　　′ノ　ー　　　　ニ　　　　′ノ

土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

ローム粒子の炭化粒子微量

t「一∴粒子′レ量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，粘性強

ローム小ブロック。同粒子少鼠炭化粒子微量

ローム中ブロックの同粒子中量

ローム粒子や赤色粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，赤色粒子少量

ローム粒子中量，粘性強

H　褐　　　色

12　褐　　　色

13　暗　褐　色

14　褐　　　色

15　暗　褐　色

1（う　侶　　　色

膵　にぷい褐色

18　褐　　　色

19　暗　褐　色

20　暗　褐　色

ローム粒子中屋

ローム粒子少量

ローム小ブロックの同粒子少鼠粘性強

ローム拉子中鼠赤色粒子少量

ローム小ブロックの同粒子少量夕粘性弱

tトー！、粒子少量

ローム粒子少量声砂粒微量，粘性強

ローム粒子中量夕炭化粒子微量

赤色粒子少鼠牒－ム粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子の赤色粒子微量

遺物　土師器片は点　須恵器片　点が出土している。第は図　は土師器の杯で努　P　の捜土中から出土し

ている＿こ、

－181－
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第128図　第5号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第5号掘立柱建物跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　；　　」

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿⊥－＿＿　＿l

図版番号器　　桂計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第128図杯A　［159］口縁部から休部の破片。休部からロ体部外而ロクロナデ。休部内面磨き・砂粒・スコリア・P366　25％

1
土師器B　（4．9）綾部にかけて外傾して立ち上がる。黒色処理。 雲母

黄橙色　普通

P3覆土中

第6号掘立柱建物跡（第129図）

位置　調査区域の中部，D3d8区。
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第臓9図　第　考掘童櫨建物跡実測図
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重複関係　第13号溝跡によって覆土を破壊されているので，本跡の方が古い。

規模　桁行3間（平均5言7m），梁行2間　ぐ平均3．4m）の側柱構造の建物である。柱穴は10か所津つ～PlO）

で，柱間寸法は芯々間で桁行1。58㌦工98mタ　梁行1．6～1．84m，面積は約17。58壷である。柱穴の掘り方は，

Pl＼P3・P5・P8ノ＼PlOは，一一辺O．7Ll＼1．Omの方形，P Ll・P6・P7は長軸0．9LZ＼1．0111，紅軸O．82

㌦0．9mの長方形である。断面形は逆台形で，深さは乱38～私54mである。柱痕または柱抜き取り痕はP4・

P5・P7＼PlOで認められ，復元される柱の径は28＼40clllである。

柄行方向　N－770－W

尊堂14～蟻層は　暗褐色または粘性の弱い層位であり，柱痕または柱抜き取り痕の土層と思われる。その

他の層は水平に版築状の堆積が見られることから，埋土と考えられる。

土層解説

1　明　褐　色

2　暗　褐　色

3　にぷい褐色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

ローム粒子多量，炭化粒子・赤色粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，粘性強

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，粘性強

ローム粒子・赤色粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子微巌

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム中ブロック8ローム粒子・炭化粒子徽軋

粘性強

9　にぷい褐色

10　にぷい褐色

11黒　褐　色

12　暗　褐　色

13　明　褐　色

14　暗　褐　色

15　暗　褐　色

16　褐　　　色

17　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子・赤色粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子多量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，粘性弱

ローム粒子・赤色粒子少量，粘性弱

ローム粒子中量，ローム小ブロック。炭化粒子少量

遺物　遺物は，出土していない。

所農　本建物跡はタ　桁行方向が第1号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ同一方向を指向しており，共通した企

画の下で構築された可能性がある。時期は，第1～3号掘立柱建物跡と同じ時期と考えられる。

表5　六十日遺跡掘立柱建物跡一覧表

掘立柱

建物跡

番　 号

位 置 桁行方向

規　　 模　 （長 さの単 位 はすべ てm ） 柱　　 穴　 （長 さの 単位 はすべ てcm） i

覆 土 主　 な　 遺　 物

備　　　　 考

遺構番号　 新旧関係措→縮

時代　 その他
桁開平現沌 桁行柱間 鯛 平均距離梁行柱間 画酎粛 構造 柱穴 平面形 長針 榔 短径潮）深　 さ 柱寸法

1 E 3h3 N －810－E 3 4 ．4 2．1 ㌦2．2 2 5 ．3 9 1．9 ～2．0 26．09 側柱 10 方 ・長方 75～139 721 朋 5 ′㌦鋪 20y㌦36 人 為 SB…1，平安

2 E 2jO N －鮮戎 3 5 ．4 1．75㌦1瀾 2 3 ．18 1．45㌦1．65 17．17 側柱 10 方 ・長方 58㌔106 54㌦100 20㌦64 15＼24 人為 S臥2，Sト47→本跡，平安

3 E 3 g9 N －800－W 2 5 ．2 2．45、2．55 2 3 ．6 1．7ト 1．88 18 ．72 側柱 8 長　 方 76、115 70～85 38、50 19、23 人為 SB…3，平安

4 F 3 a5 N …3 ㌧W 2 3．3 7 1．6 ㌦1．7 2 3．18 1．35㌔1．92 10 ．72 側柱 8 長　 方 82、103 75㌔98 26㌔56 10㌦28 人為 土礪 机 1，須恵器片12 SB－4，Sト53→本跡，平安

5 F 3d 8 N －310－E 3 5．32 1．5 ㌦1．88 2 3．38 1．32㌦1．98 17 ．98 側柱 10 方・長方 68㌦1弼 70㌦82 壷㌔66 24㌦38 人為 土師器片12，須恵器片7 SB…5，平安

6 D 3d 8 N …77㌧W 3 5．17 1．58㌦1．98 2 3．4 1．6 ㌦1．84 17 ．58 側柱 10 方 ・長方 74、1純 74㌦90 38、54 24㌦46 人為 SB－6，本跡→SD 」3 ，平安

（3）竪穴状遺構

調査区の中部から，規模0形状は異なるものの，底面を2段に掘り込んだ竪穴状の遺構を2基確認した。

以下，その特徴と遺物について記載する。

第瑠考竪究状遺構（第130回）

位置　調査区城の中部，D3h9区。

形状と規模　本跡の北西部が一部調査区域外にかかる。断面は円筒状で，底面に一段の掘り込みを持っている。

底面は措鉢状に緩やかに傾斜し，掘り込み面に至る。規模は，上端で長径2。61m，短径（2．02）mの不整円形，

底面は長径2．3m，短径（1．70）mの同じく不整円形である。壁高は工05～1言mで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面の掘り込みは長軸L45m，短軸0。85mの長方形で，深さは甘2mである。底面はほぼ平坦で，掘り込み面

の壁は外傾して立ち上がる。遺構上端から掘り込み面の底部までの深さは，1．88mである。
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長径方向　N－260－E

覆土　6層からなる。ロームブロックを含む層が多いことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1明　褐　色　　ローム大ブロック多量，しまり強　　　　　　　　　　　　　4　にぷい褐色　　ローム大ブロック多量

2　黒　褐　色　　粘土大ブロック多量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　5　極暗褐色　　ローム小ブロック・同粒子少量

3　暗　褐　色　　粘土大ブロック中呈，ローム大ブロック少量，粘性・しまり強　　6　褐　　　色　　ローム粒子中量，粘性強

遺物　土師器片5点，須恵器片6点が出土している。第130図1は土師器小皿で，覆土中層から出土している。

所見　本跡の性格は明らかではない。時期は，出土した土器から11世紀前後と推定される。

0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

第130図　第1号竪穴状遺構・出土遺物実測図

第1号竪穴状遺構出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　2m

L l一一一一「∃

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第130図小　　皿A　［8．0］口緑部一部欠損。休部から口縁部に体部内・外面ナデ。 砂粒・スコリアP406　60％

1土師質土器B　（2．1）かけて内攣して立ち上がる。 橙色　普通覆土中層

第2号竪穴状遺構（第131図）

位置　調査区城の中部，D4f5区。

規模と形状　断面は南北方向で若干袋状を呈し，北壁側が一段深く掘り込まれている。底面は平坦である。上

端部は径約1．55mの円形，底面は長径1．7m，短径1．25mの楕円形である。壁高は0．85～0．95mで，南壁側

は内傾して，北壁側は外傾して立ち上がる。底面の掘り込みは長径0．95m，短径［0．57］mの楕円形で，深さは

0．1mである。掘り込み面の底面は平坦である。遺構上端から掘り込み面の底部までの深さは，1．01mである。
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覆土　9層からなる。ロームブロック・粘土ブロックを含む層が多く，

土層解説

1褐　灰　色　　粘土粒子中量，ローム中ブロック・同小ブロック　　5　褐　　　色

少量，粘性・しまり強　　　　　　　　　　　　　　　6　にぷい褐色

2　黒　褐　色　　ローム小ブロック・同粒子少量　　　　　　　　　　7　褐　　　色

3　褐　　　色　　ローム大ブロック中量，ローム中ブロック・同小　　8　褐　　　色

ブロック少量，粘土大ブロック微量　　　　　　　　9　にぷい褐色

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

人為堆積と考えられる。

ローム粒子中量

ローム粒子中量，粘性強

粘土小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量，粘性強

遺物　土師器片36点，須恵器片37点が出土している。第131図1の土師器高台付杯は，覆土中層から横位の状

態で出土している。2・3は須恵器の杯である。2は覆土上層から破片の状態で，3は覆土上層から逆位の

状態でそれぞれ出土している。4の須恵器嚢は，覆土中層から破片の状態で出土している。

所見　本跡の性格は不明である。本跡の時期は，出土した土器から9世紀中頃と考えられる。

lu

寸

lり

∵

第131図　第2号竪穴状遺構・出土遺物実測図

第2号竪穴状遺構出土遺物観察表

，＿＿ノ

10cm

」＿＿＿＿＿⊥＿　　」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　［

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第131図高台付杯A　　14．5 口綾部一部欠損。休部からロ緑部に底部回転へラ削り。口縁部から休部砂粒・スコリア・P404　70％

1
土師器B　　　5．3

D　［4．3］

E　　l．2

かけて外傾して立ち上がる。 上半外而ロクロナデ。休部下端回転

へラ削り。休部内面磨き，黒色処理。

雲母

にぷい橙色

普通

覆土中層

2

杯 A　［13．3］ロ線部から底部の破片。平底。体部底部一方向の手持ちへラ削り。休部スコリア・雲母P402　50％

須恵器B　　　5．7 から目線部にかけて若干内攣して立内・外而ロクロナデ。休部下端手持明赤褐色 覆土上層

C　［6．8］ち上がる。 ちヘラ削り。 普通
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図版番可 器　 種 巨 憫 樋（可　　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 ・色酢 焼成 備　　　 考

P 4（〕3　30％第131回　　　 杯 B　　 「おの 体部か ら底部の破片。）平底く〕体部 は　 底部 回転へ ラ削 娠　 体部内 ・外面ロ 砂粒 0雲母 ヰ白色

3　 控 紺 半 「用 ㍗ して立ち上が るく〕　 クロナデ〇　　　　 禁 色 普通 覆土上層

P 405　25％婆 B　 日 。お　 体部か ら底部の破片ミ′）平底。休部 は 「休部外面縦位 の平行叩 き。体部下端 砂粒 ・実母

4　　 須 恵 器　 C ［絡 0］ 若干内攣 して立ち上がる。）　　　　 へラ削 娠）休部内面ナデ。　　　　 橙色　 普通 覆土中層

表6　六十日遺跡竪穴状遺構一覧表

番　 号

位車 径方車 両 形 規　　　　 模 i

壁　 面 底　 面

覆 車 士 遺 物 備　　　　 考

遺構番号 ・新旧関係 （古→新ラ

時代　 その他長径 摘鋸×篤璃昔軸‖壷 深さ軸の

1 吉成守不 登日当形 2 61 X は 02ラ 1．88 垂　 直 播鉢状 人 為巨 師器片5 蘭 計器片牒 平安時代

2 D 可　　　 陣　　 形 1。55× 1．55 1．1 内　 傾 平　 坦 人　 為　土師器片36，須恵器片37 平安時代　北壁側が一段掘り込まれている。

3　その他の時代の遺構と遺物

当遺跡からほタ　古墳時代及び奈良の平安時代の遺構のほか芦　中も近世または年代が明らかではない遺構と

して　溝跡邦条の火葬施設　基め粘土採掘坑　基ゆ地下式墳　墓の井戸跡　基8土坑摘基が確認されている。

以下，これらの遺構について記述する。

し1）溝跡

当遺跡からほ29条の溝跡が確認されている。一部は薬研塊状に掘　込まれてお軋　これらは奈良も平安時

代の遺構や地下式境を破壊して構築されていることから，当遺跡の西方に存在したとされる苅間城跡に関連

するものと考えられる。代表的な遺構について記述しタ　それ以外の遺構の特徴や遺物について昧㍉一覧表で

掲載する。

第　号溝跡　第描図）

位置　調査区域の北部，A5・B5区、〕

重複関係　本跡が第：1封捕調躯を掘り込んでいることから，本跡

の方が新しい。

規模藍形状　断面は逆台形で，東壁は一度段を形成してタ　酋壁は外

傾して立ち上がる∴規模は，上幅0．55＼1．65m，下幅0．05－＼0．75m，

深さ0．17－10∴32111である。確認できた長さは26．0111で，北側はさ

らに調査区域外に延びる。東側の段は幅0。4～1．2m，上端からの

⊥鎮∴、
㌣

1－1111－‥－・‥－　　＿　一一　　　1

2

随

9　　　　　　　　　2m

∴‥＿∴…∴J・

第臓図　第　考溝藤堂腰断面図
深さ0。5～068mで芦　上面が硬化している。

方向　N－38。－E

尊堂　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

l　暗褐色　　ローム粒子中鼠赤色粒子少量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，赤色粒子少量

4　暗褐色　　ローム粒子中量
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遺物　遺物は出土していない。

所凰　本跡の東側の段はかなり硬化しており，道路として使用された可能性がある。本跡の時期は，4世紀

前半と考えられる第1号住居跡を掘り込んでいることから，それ以降と考えられる。

窮掴号溝跡（第133図）

位置　調査区域の中央部，D3区。

重複関係　第10号住矧臥　第10016～18号溝跡と重複している。第10号住居跡を掘り込んでいることから，

本跡の方が新しい。第10e16～18号溝跡との新旧関係はタ　土層断面の観察からほ確認できなかった。同時代

に存在していた可能性がある。

規模と形状　断面は逆台形で，薬研堀状に掘り込まれている。壁は1＼2か所段を作りながら外傾して立ち上

がる。上幅0．7～2．8m，下幅乱鋸ト甘4m，深さは0。7～0。78mである。長さほ，調査された範囲では36mで

ある。D3a8区付近でほぼ90度屈曲し，達し字状を呈する。北部は第19号溝跡につながり，西側は調査区

域外へ延びる。

方向　N－80十一一E，N－10J－W

覆土15層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　灰　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　灰　色

4　暗　褐　色

5　褐　灰　色

6　褐　　　色

ローム太ブロック・同中ブロックe同小ブロック

少量，しまり弱

ローム太ブロック中最牒－ム小ブロック少鼠しまり弱

ローム中ブロック少量，しまり弱

ローム太ブロック0同中ブロック・同小ブロック

少量，しまり弱

ローム中ブロック中量，ローム太ブロック・同小

ブロック少量，しまり弱

ローム太ブロック中量，ローム小ブロック少量

7　褐　　　色　　ローム太ブロック・同中ブロック中量

8　極暗褐色　　ローム粒子微量

9　暗　褐　色　　ローム粒子微量

10　褐　　　色　　ローム粒子中量

11褐　　　色　　ローム粒子中量，粘性強

12　暗　褐　色　　ローム粒子少墨

13　暗　褐　色　　ローム粒子少量，しまり弱

14　暗　褐　色　　ローム小ブロック・同粒子微量

15　にぷい褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片51点，須恵器片4点，陶器片6点が出土している。いずれも小片で，図化できるものはない。

本跡が捜没する過程で流れ込んだものと考えられる。

所凰　本跡の時期は，遺物が少なく判断する材料が乏しい。深さが約且7mと比較的深く，薬研堀状に掘り込

まれていることから，当遺跡の西方に存在した苅間城跡との関連が想定される。

第郡考溝跡（第134図）

位置　調査区城の北西部，Bl e Cl区。

重複関係　本跡が第65。67号住居跡を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と形状　断面は逆台形である。壁は，北側では角度を変えて，南側では直線的に，それぞれ外傾して立

ち上がる。上幅0。59㌦1。31m，下幅0．22～0。46m，深さ私83～0。93mである。長さは，調査された範囲では

27。6mで，直線的に延びており，さらに南北に向かって調査区域外へ延びる。

方向　N－50－W

尊堂　5層からなる。レンズ状に堆積しているが，ロームブロックを比較的多く含み，またしまりの弱い層

が多いため，人為堆積と考えられる。
土層解説

1灰　褐　色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量，　3　褐　　　色　　ローム小ブロック中量，しまり弱

しまり弱

2　明　褐　色　　ローム中ブロック多鼠ローム太ブロック少鼠

しまり弱

4　褐　　　色　　ローム太ブロック・同車ブロック8同小ブロック

少量，しまり弱

5　明　褐　色　　ローム中ブロック多量
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遺物　土師器片43点，須恵器片3点，陶器片31点が出土している。本跡を埋める際に廃棄されたものか，埋

士に混入していたものと考えられる。第135図1は陶器の鉢芦　203は陶器の茶碗，4ほ陶器の湯飲みである。

いずれも覆土中から破片の状態で出土している。

新風　掘り込みが0。9m前後と深いことからタ　苅間城跡との関連が想定される。本跡は，近世のものと思われ

る陶器が出土していることから，ある程度の期間存続し，近世に至って廃棄されたと考えられる。
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以下に，上述した遺構を除く溝跡の土層解説を記載する。

第2号溝跡土層解説

1　にぷい褐色　　ローム粒子中蚤牒－ム中ブロック少量
2　褐　　　色　　ローム中ブロックe同粒子微量

3　明　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・同小ブロック少量

4　明　褐　色　　ローム小ブロック0同粒子中量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第3号溝跡土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　　色　　ローム粒子中量

第4号溝跡土層解説

1　暗　褐　色　　白色粒子少数　ローム粒子微量，粘性弱
2　褐　　　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量

5　褐　　　色　　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少巌，赤色粒子微量

7　暗　褐　色　　ローム粒子微量

こも等二王売主！

Sり　瑠7

2m

r「∵二二l‥　一一一lll・∴二∵二二二＿！

第5号溝跡土層解説

1　褐　　　色　　ローム小ブロックの同粒子少量，炭化粒子微墨
2　明　褐　色　　ローム粒子中量

第7号溝跡土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子少量

第10号溝跡土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　にぷい褐色

第11号溝跡土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　にぷい褐色

ローム大ブロック・同中ブロック少量

ローム中ブロックe同小ブロック少量

ローム中ブロック中墨，炭化物少量，しまり強

ローム太ブロック多量

ローム粒子中量，赤色粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

第12号溝跡土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・赤色粒子少量
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第13号溝跡土層解説

ユ　暗　褐　色　　ローム粒子中鼠牒－ム小ブロック微量

2　褐　　　色　　ローム粒子少巌

3　褐　　　色　　ローム粒子中量

4　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

第16号溝跡土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子微量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量
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Sり2月
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SP　26
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ヽここミス＼l二シ′

4

Sり32

2m

第17号溝跡土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少巌

2　褐　　　色　　ローム小ブロック多鼠ローム粒子少量

3　褐　　　色　　ローム小ブロック6同粒子中量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック・同小ブロック少量

5　暗　褐　色　　ローム太ブロック4間中ブロック中量言／まり弱

6　黒　褐　色　　ローム太ブロック多義，しまり弱

7　褐　　　色　　ローム粒子中鼠牒－ム中ブロック・間中ブロック少巌

8　にぷい褐色　　ローム太ブロック・同小ブロック中量

9　にぷい褐色　　ローム中ブロック8同小ブロック中量

＿二三＿Juこ♪
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第18号溝跡土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　にぷい褐色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

ローム粒子少量，赤色粒子微量，粘性弱

ローム粒子・赤色粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロックo Eトーム粒子・炭化物・赤色粒子微量

ローム粒子微量，粘性弱

ローム粒子少量，赤色粒子微量，しまり弱

ローム粒子中鼠ロームブロック少量

ローム粒子少量

ロトム粒子少量，コ…ム小ブロック微量，粘性0し

まり弱

ローム小ブロック・同粒子微量，粘性弱

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

第20号溝跡土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　にぷい褐色
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ローム小ブロック・同粒子徽凱粘性弱

粘土ブロック少量，ローム粒子微量

ローム粒子・赤色粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック徽邑しまり弱

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

しトー∴粒j’・・赤色粒！l少量

ローム粒子少量，粘性強



第21号溝跡土層解説
ユ　褐　　　色　　ローム路子軒数ローム小プロッタ微義
2　褐　　　色　　ローム小プ層ッタつ稀絃子少量

第23号溝跡土層解説
1褐　　　色　　ローふ太プロッタ㍗掛鞍プロジグ中量

第24号溝跡土層解説

1極暗褐色　　赤色粒子少数牒－ム粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子薇巌

第26号溝跡土層解説

ヱ　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

逢　暗　褐　色

5　極暗褐色
6　褐　　　色

ローム粒子少還

ローム粒子中乳酪怪強
ローム粒子少量
ローム粒子中量
赤色粒子単数牒－ム粒子少量夢　粘性強
ローム粒子多量ふま　強

第28号溝跡土層解説

且　褐　　　色　　ローム太プロッタゆ同小ブロック中還

2　灰　褐　色　　ローム太ブロックの同率ブロック中墓誌ま　弱

3　黒　褐　色　　ローム太プロ、ブタも炭化物少量ふま　弱

4　灰　褐　色　　ローか樟維持㌣多数牒－ム太プロッタ少還㍉しまり弱

5　褐　灰　色　　ローム擁プロッタ多鼠しまり弱

6　褐　　　色　　ローム粒子多義

7　褐　灰　色　　ローム擁プロ、ブタ多鼠　しま　弱

第路号清勝出土遺物観察表

第32号溝跡土層解説

温　暗　褐　色

2　褐　　　色

にぷい褐色

4　明　褐　色

第33号溝跡土層解説

l　暗　褐　色

2　明　褐　色

第34号溝跡土層解説

ユ　褐　　　色

2　褐　　　色

第35号溝跡土層解説

1　暗　褐　色

2　明　褐　色

3　褐　　　色

4　明　褐　色

ローム粒子4縮む路子少量

ローム中プセッタつ甘絃子中登

ロ…ム粒子中量

ローム粒子中量

ローム小プ骨ブタり斗紘子少巌

ローム粒守牒滝髭ロームかブロック中巌

H・∴∴小∵1「　芸′！レ量

ローム粒子少数ローム太プロッタ微量

ロームかプロッタを同粒子少巌

ローム粒子多鼠牒－ム小ブロック中簑

由一ム粒子中毒タロ…ム小ブロック少巌

ローム粒子中量

第38号溝跡土層解説

ヱ　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム小プロッタ少量

第39号溝跡土層解説

1　灰　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

ローム太プロッタり称淋プロッタ少巌

ローム中プロッタ㍗姉娘プロッタ少巌

t「∴′、申ゾl「′一ケ・同小∵‥＝∵一t・′′レ量

図版番号
上 梅 志 す　　　　　　潮　　　　　　音重量纏う　 出土地点　 巨清　　 孝

臨月 掛軸
第ユ35図 日 鉄　　 淳　　　　 5 め5

6を7 i 36ヱ
且の603　　　 第購 潅路 程土中　　　　　　　　 M は

第路号藩跡出土遺物観察衷

図版番号 器　　 棟 器　 質
計　　　　　 測　　　　　 値毎扉

残存率 色　　 調
絵　　 柑

軸　　 薬

文　　 様

特　　 徴

出　　 土

備　　 考Å H い E

第ヱ3 5図

且
碗 磁　 器 lL 逢

！

∴．寸 叡2 私7 踊％ 灰　 白　 色
染付

透明軸

E

平行及び星 ㌘3 73

2 ！ト擁 磁　 器 抱 4］ 4」 持。2］ 紅 封 姻％ 灰　 白　 色
銘有 り

透明柚
無文 ㌘374

第路掛湛捗出土遺物観察表

漸 巨 中 彊 測 値k扉 色調恒 項 豊科 完芸
B i D E

誓 つ 鉢 巨司 （7ぉ車 7
私3 諏％

滝黄色i透卵由

4　 措 鉢 陶器区 別 項
… 5％

匠

第㌶号藩跡出土遺物観察麦

酢 車 種恒 計恒測諾 斗拍車 調恒 項 孟畑 芸妄
Å

警 棒㈹ 恒
－

持す車 中 車 ％　　 地軸　 脚 タロ冒　㌘3撒

第㍍号溝渉出土遺物観察義

図版番号恒 器質i笥 B測 。 値等 残存 恵　 色　 調　　 絵　 付　　 文　 様 出　　 土

子′′ナノふ　　　 Pり　　 軸　 薬　　　 特　 徴　　　 備　 考

誓つ 鉢　匡可酬年月つ 飢巨潤滑㌶＋ 唇制御唇

－温削－
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図版番号 器　　 種 器　 賞

計　　　　　 測　　　　　 値k m）
残存率 色　　 調

絵　　 付 文　　 様 出　　 土

A B D E 軸　　 薬 特　　 徴 備　　 考

第135図

7
碗 磁　 器 ［10．1］ 8．2 6．6 0．7 4 0％ 灰　 白　 色

染付

透明軸
草木？ P 383

第135図

8
小　　 碗 磁　 器 ［8．4］ 4．8 4．3 私7 50％ 灰　 白　 色

染付

透明袖
笹 ・縦格子 P 385

第135図

9
小　　 梅 磁　 器 ［8．0］ 4．4 3．8 0．7 50％ 灰　 白　 色

染付

透明袖
草木 ・鳥 P 387

第28号溝跡出土遺物（土師器）観察表

図版番 号 桓　 種 計測 値 （crn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 13 5図　　 高 年 A　 ［18．2］ 杯 部 の 破 片。 杯 部 外 面 下 端 に稜 を持 ロ縁 部 内面 ナデ 。目線 部 か ら杯 部外 面 砂粒 ・石英 ・スコ P 38 8　30 ％

10　　　 土 師 器 B　 （7．7） つ 。 口綾 部 は外 傾 して 立 ち 上 が り，

端部 に面取 りを施す 。

ヘ ラ削 り後 ，ナデ。杯 部底 面へ ラ削 り。 リア ・白色粒子

にぷ い褐色

普通

覆土 中

図版番号 ！ 種 別 計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ葎扉　　　 幅k m） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第135図可 砥　 石 （摘 ！ 4・1
L 8 86 覆土申 Q 33　アプライト　 P L C〕

表7　六十日遺跡清跡一覧表

湛番号 位 置 主軸方 向 断　 面

規　 模 （m ） ！

壁　 面 底　 面 覆　 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　 考

長　 さ 上　 幅 下　 幅 深　 さ

1 A 5 ・B 4 N －38 ㌧虻 逆 台形 （26） 0，55～摘5 0潤、0．75 侶ト8．32 傾斜 平 坦 自然 S L 1 と重 複

2 C 4 N －0 9 逆台 形 （臓 0．㌢薄瀾 0．4ト鍼 8．5ト0．6 垂 直 平 坦 自然 土師器 片 9 ，須 恵器片 4 ，陶器 片 3

3 C 4 N 4 首㌧ E 逆台 形 （16．6） 鋸「洩瀾 0．25魂湖 0．3 ㌔0．45 傾 斜 平 坦 自然

4 E 3 ・E 4 N －8㌢∴E 皿　 状 （1鋸 0．95㌔1．55 0，25㌦0．5 0．2 ㌦0．3 緩 斜 平 坦 自然 第 4 号地 下式壕 と重複

5 D 4 N －12㌦ E 皿　 状 27 0．5 ～2 0．2 ㌦1．13 0．2 ㌔0．3 緩 斜 平 坦 自然 陶器片 3

7 C 4 N …400 －W 皿　 状 8．51 0．6 、1．3 狛9㌔錮4 鋸か丑1 緩 斜 平 坦 自然 底面 は踏 み固め られ ている

10 D 3 N －樟∵一W 皿　 状 （紬 0．6ト1．6 机上狛 0．28、0．33 緩 斜 皿状 自然 土 師器 片13，須 恵器片 3 ，陶器 片 1 SL 18 と重 複

11 D 3 N －4 0－E 皿　 状 26 0．5 ～1 0．25㌦0．4 0．1 、8．25 緩 斜 皿状 自然

12 D 3 N －900－E 皿　 状 （26．4） 0．2巨 8．77 0．2 ㌦0．5 掴 6、鋸5 緩 斜 皿状 自然 SL 12 ・S L 13号 住居 跡 と重 複

13 D 3 N －820…E 皿　 状 （絡 5） 0．38魂．86 机上錮 0．12㌔0．21 緩 斜 平坦 自然 SB－6 と重複

14 D 3 N …800－E 逆台形 （3鋸 8．7 、2．8 0．鵬～錮 0．7 、0．78 外 傾 平坦 自然 土 師器片 51，須恵 器片 4 ・陶器 6 SL 10 重複

16 D 3 、 N …6 0－W 皿　 状 10．4 0．2ト甘張 0．08㌦錮 侶8～0．2 緩斜 皿状 自然

17 D 3 N －860－ 逆台形 （36） 0．95㌦1．25 0．15㌦摘 8，35㌦0．95 外 傾 平坦 自然 土 師器片 6 ，須恵 器片 3 ，陶器片 3

18 C 3 N －8 30…E 逆 台形 （15湖 2．25㌦2．75 0．25、1．8 0．7 ㌦1．17 外 傾 平坦 自然 土 師器片 1 ，陶器 片 4

19 C 3 N －9 0…W 逆 台形 （80） 0．4 ㌔0．9 0．2 ㌦0．35 0．18魂．2 外傾 平坦 自然 土 師器片 7 ，須恵 器片 上 陶器片 1 SL 9 と重複

20 C 4 N 」 40－E 皿　 状 （17．8） 1．1 ㌦2．3 0．3 、1．8 0．3 ～0．43 緩斜 皿状 自然 陶器 片 2

21 C 3 N …7 90－E 皿　 状 （15．6） 1．15、1．4 0．55㌦0．65 0．25㌦0．4 緩斜 皿状 自然 土 師器片 6 ，陶器 片 1 ，灰粕 陶器 片 1

23 C 4 N －120－W 皿　 状 （37湖 0，8 ㌦1．65 侶「寸瀾 0，1ト0，25 緩斜 皿状 自然 土 師器片 13，陶箪 10

24 B 2 N －68 0－E 皿　 状 ㈱ 0．54～0．75 0．16㌦0．53 0．1ト0．3 緩斜 皿状 自然 土 師器片 9 ，陶器片 1 S L 5 と重複

26 C l N －79 0－W Ⅴ字状 （37．2） 断行 1．2）0．35、0．95 0．2 ㌔錮 外傾 皿状 自然 陶器 片 7

27 B l ・C l N －5 ㌧ W 逆 台形 （27．6） 0．59、1．31 8．22㌦0．46 0．83、0．93 外傾 平坦 人為 土 師器片43 ，須恵器 片 3 ，陶器片3 1 S L 65 ・Sト 6 7 と重 複

28 B ト C l N 一㌢㌧W 逆 台形 （2 ．郎 0．56魂瀾 8．22㌦0．46 0．83㌔0．93 外傾 平坦 人為 土師 器片34 ，陶器片 4 S ト 67 と重複

31 F 4 N …62 ㌦ W 皿　 状 （2．75ラ侶射寸消 0．5 ～0．55 0．18㌦0．2 緩斜 皿状 自然 第 1 号 地下 式横 と重複

3 2 C 5 ・C 6 N －45 ㌧ E 皿　 状 （23．5ラ 0．59、1．12 0．2 ㌦0．5 0．1巨 0．19 緩斜 皿状 自然 土師 器片 2

3 3 D 7 ・D 8 N …75 0－E 皿　 状 8．9 0．5 ㌦0．7 0．3 ㌦0．5 私19～0．25 緩斜 皿状 自然

34 D 7 ・D 8 N －800 －E 皿　 状 （12．2） 臣「魂．8 8．2 、0．5 0．18、0．21 緩 斜 皿 状 自然

3 5 CトC8・D7 N ∵㌻㌧ E 逆台 形 （37．9） 8．75㌦1．35 0．45㌔8．85 配「1 日 緩 斜 平 坦 自然

38 D 7 N －780－E Ⅴ字 状 （27．鋸 0．25魂．S M ト錮 0．15魂．2 外 傾 平 坦 自然

39 D 7 N 塞 2。－E Ⅴ字 状 20．5 ル「」溌 鋸か撼凝 8．15、8．25 外 傾 平 坦 自然
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没　火葬施設

第　号幾諸施設　第1罰図）

位置　調査区域の南部芦　E3i8区。

規模整形状　上面をかな　削乎されてお軋燃焼部及び通気溝の基底部が残存している。i字状を呈しておりタ

長さは1。5mである。燃焼部は長径43cmタ　短径33cmの楕円形である。深さは4cmである。長径方向は主軸と

平行している。壁面は緩やかに立ち上がる。通気清は断面U字形で，長さ55cm，幅は上端で27～33cm，底面

で1（ト1恥軋　深さ4・、－（う〔111である㍉　壁面は外傾して立ち上がる。

主軸方向　N一一59J－E

底面　燃焼部は皿状でタ　火熱を受けて赤愛している。通気溝は平坦である。

尊皇　2層からなる。ロームブロックの骨片を含んでいるため，人為堆積と思われる。

色
色

褐

説解
　
暗
黒

層土

　

1

1

　

2

ローム中ブロック中墨，ローム太ブロックのローム小ブロックさ炭化物少量

炭化物・骨片多義，ローム太ブロック少量，粘性やしまり弱

所農　本跡はタ　燃焼部底面が火熱を受けて赤愛してお軋　骨片の炭化物が出土していることから，火葬施設

と考えられる。時期はタ　形状から中世と推定される。

’Jへ二′、ノ∫′言、－　」′．ふ、く

位置　調査区域の南部，Fこ・＝〕1区。

規模藍形状　丁字状を呈してお軋　長さほ。mである。燃焼部は主軸　直交しタ　長軸76cm　短軸甜cmの長方

形で　深さは撒mである。断面は達台形で　壁面は外傾して立ち上がる。開口部は主軸と平行し，長軸は嶺勒

短軸70cmの長方形でタ　深さは17～25cmである。断面は逆台形でタ　壁面は外傾して立ち上がる。通気溝は燃焼

部のほぼ中央に穿たれ，断面はU字形である。規模は　長さ鈍cm　幅は上端で47cm，底面で20cm言采さほ35

～購cmである。壁面は　開口部側は緩やかに外傾して立ち上がりタ　燃焼部側は外傾して立ち上がる。

主軸方向　N－66ご－E

底面　開口部から燃焼部へ緩やかに下がっている。燃焼部及び通気溝の底面は，火熱を受けて赤愛している。

尊堂　6層からなる。ロームブロックゆ骨片を含んでいるため人為堆積と思われる。

土層解説

1　にぷい赤褐色

2　暗　褐　色

3　赤　黒　色

4　褐　　　色

5　黒

6　赤

褐
窯

ローム中ブロック・焼土中ブロック0焼土小ブロック少量

ローム大ブロックのローム中ブロックe焼土中ブロックの廃土小ブロック茂化物の骨片少鼠しまり弱

ローム中ブロック0ローム小ブロックe焼土中ブロックさ廃土小ブロック・炭化物・骨片少量，粘性・しまり弱

ローム太ブロック多量，ローム小ブロック少量

ローム太ブロック中量，ローム小ブロックの焼土小ブロック少量

ローム中ブロックeローム小ブロックの焼土中ブロック0炭化物少数粘性弱

㊨
－　キ÷一二∴l二　一

＿∴／∴

一！く’；二ここ・ぎー一；－こン
1

第1号火葬施設

第臓感図　第　の　考親藩施設実測図

二一一一一∴－

＿÷㌦　′、・・ノ

－19∠11－
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・・　、′、　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　　　　　　　　　′　　　′ノ

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

規　　 模　　　　　　　　　　 i
番　号位置　長径方向　平面形 阜　焼　部　　 1　　開　口　部 i　通　気　湛　 i覆土出土遺物　備　考

極離狛鐙廟日精毎日捧獅‖離㈲痛錮摘舶拗津幡躯酬齢離機嫌匪華
「「桓恒攣攣吏」望 正言㍊　巨再翻「→「…　「 恒5　恒㌦中膵　人為i i

三⊆藍車湖0欄T字形76　×　50　日7匿方形いユ5×　70　恒25鵬頑　95「翫購い膵巨沌i＋ i

摘　粘土採掘坑

、

健置　調査区域の南部学　監航　区。

重複関係　事跡が第　号粘土採掘坑を掘　込んで折ることから　本跡の方が新しい。

′　　　　　　　・・　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

平坦である。底面は黄灰色粘土層を掘　込んでいる。

童啓由　飼…390　…W

′　　　　　　／ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　、

堆積と考えられる。

第1・2号粘土採掘坑土層解説

1　明褐灰色　　粘土粒子多数粘性のしまり強

2　暗　褐　色

3　明褐灰色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　灰　褐　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

にぷい褐色

摘　暗　褐　色

ロ…ム粒子中鼠粘土粒子の赤色粒子少量

粘土粒子多還夕粘土中ブロック少量夕粘性やしまり強

廿∵∴「′7’“rl∵ン・同小、ノ1十「－ツ中量粘上位j’・

少量

ローム粒子多量多粘土粒子徽軋粘性弓∴まり強

粘土太ブロック多義夕粘性強

ローム粒子多義諸津かしまり強

ローム粒子多量撃赤色粒子中量誹甜紅しまり強

ローム粒子多義芦粘性ぬしまり強

ローム粒子減速凍ブロック中義，粘性強

il　明　褐　色

は　褐　　　色

13　褐　　　色

「i　暗　出　色

且5　橙　　　色

1（う　暗　出　色

膵　にぷい褐色

摘　明　褐　色

摘　暗　褐　色

ローム路子滅法凝子針鼠牒－ム中ブロック少量

し「∴－巨ハ＿7－・′′′売ト∵詳イ・・粘上．1、∴ハ「・川岸

「トム粒「多量，粘巨トイ「Jソケ微甘言∴去り弱

lト∴ノ」ゾrl∵ン・lトム小ゾl「ノウ・帖上人’lノ、、

ロック中量

粘土粒子多鼠粘性をしまり強

lトムーム大ゾIJ∵ク・粘巨巨ナ日ソノン小結粘性・し

まり強

「ト∴∴大ゾ＝∵ク・同位j’一多量誹一性・しまり強

lトーム申ゾし「ノ′ソ・同粒守中量、粘性強

しト→ム粒子′レ量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　　・・′　　　′、　　　　；　　Jt　；′

′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

新風　黄灰色粘土層を掘　込み　覆土に粘土ブロックを含むことから粘土採掘坑と考えられる。第　号粘土採

′　　　　′　　　　　　　．　∴　′　　　　　　　′ノ　∴　′　　　　、　　　　　　′　　　′′

ら91帰己後半以降と考えられる∴．

′

位置　調査区域の南部，E・一一一lj5区、・、，

一、　　′　．　　　　　′　′、・．ノ　　　′、′′　　　′　　－　′′ノ　・′′　′・　′．・′′　′　′′′

、：　　ノノ　．　　　　　ノ　　　　・　、二　　　　　　　　　‾　′′．　、‾　一　一‾　　．　ノ：

面は平坦である。底面は黄灰色粘土層を掘　込んでいる。
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主軸　N－47。一W

遺物　出土した遺物は見られなかった。

所見　黄灰色粘土層を掘り込み，覆土に粘土ブロックを含むことから粘土採掘坑と考えられる。本跡の時期は，

明らかではないが，第1号粘土採掘坑に若干先行すると考えられる。

ミ〒≡こ1

0　　　　5cm

［＝∃＝＝」

第137図　第1・2号粘土採掘坑・出土遺物実測図

第1号粘土採掘坑出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （C川） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 137図 高 台 付 皿 A　 ［12 ．6］ 口 緑 部 か ら休 部 の 破 片 。 休 部 か ら 口 内 ・外 両 横 ナ デ 。 砂粒 ・ス コ リア ・ P 3 93　 4 0％
1 土 師 器 B　 （2 ．4 ） 緑 部 に か け て 外 傾 し て 立 ち 上 が る 。 雲 母

橙 色　 普 通

覆 土 中

2
婆 B　 （ 8，3 ） 休 部 か ら 底 部 の 破 片 。 休 部 は 外 傾 し 休 部 外 面 縦 位 の 平 行 叩 き 。 休 部 下 端 砂 粒 ・雲 母 P 395 10％

土 師 器 C　 ［16 ．9 ］ て 立 ち 上 が る 。 ヘ ラ削 り 。 休 部 内 面 ナ デ 。 黄 灰 色　 普 通 覆 土 中

表9　六十日遺跡粘土採掘坑一覧表

番　 号 位置 長径方向 平 而 形

規　　　　 模

壁　 而 底　 而 覆　 土 出土遣物

備　 考

遺構番号 ・新旧関係 （古→新）

時代　 その他
長径（軸）×短軌軌血）酎 m）

1

2

D 4 i4 N －390－W

N 4 5。－W

楕 円 形 3．3　 ×　2，45 1．15 垂　 直 平　 坦 人　 為 土師器片 9 ，須恵器片11 第2 号粘土採掘坑→第 1 号粘土採掘坑

E 4 J5 楕 円　形 （3．4）×　2．75 1．3 垂　 直 平　 坦 人　 為 第2 号粘土採掘坑→第 1号粘土採掘境
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「目　地卜式場

一　　　　　　　　　／　　′　　′

′・　＼　　　　　　　　　　　　　　　　＼

・′・、　　　′　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

主車内　N一丁（〕、、’－1㌔・丁

一　　　　′′　　　′　　　　　　　　′　　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　、　　　　　　　　　　　ヽ

′、′ノ　′　　　　　′　　　　　　′　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　′′　　′　　、

．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　、　　　　　　　　　　　　　一　　　　　、

主軸と直交する隅丸長方形である。底面は平坦で　確認商からの深さは摘艶mである。

一　　　一　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　′　　　　　　　　′

′　ヽ　　　　　′　′　、　　　　　　　　　　　　　　′′　‾　′ノ　　　　　　ヽ　　　　　　　′　　　　　　′・　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　′

した土層と思われる。
土層解説

1　黒　出　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　灰黄褐色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　にぷい黄褐色

l「一∴大‾ハ「4∵情巨「ノ’’「「∵ン少量

粘土太ブロック中量，粘土率ブロック少量調剤敷

しまり強

ローム小ブロックぁ粘土中ブロック少量ふま　弱

tトー∴左ゾt、‥　・同位」’中量・枯上人ゾt「′ケ

少量芦しまり弱

粘土申ブロック中鼠粘性強

粘土太ブロック中鼠粘性やしまり強

ローム粒子多量

遣物　遣物は確認できなかノ月と、

所見　本跡の時期は，形状から中世と推定される、、、

8　褐　　　色

9　暗灰黄色

摘　明黄褐色

は　オリーブ褐色

12　明黄褐色

ユ3　明黄褐色

1・1黒　出　色

ローム粒子中鼠粘土粒子少鼠粘性強

ローム拉子中鼠粘性もしまり強

ローム粒子多数しまり強

「「l∴中ゾ主上′シ中量∴帖上人でト「リン′レ量、

粘性強

ローム粒子多鼠粘土粒子中量，粘性強

ローム粒子多量ふま　強

粘土太ブロック少量夕粘性強

慧悶

』≡≡≡羞≡≡≡≡≡≡≡』

、、　　　　　　・．

第　号地帯戎磯　第臓図）

位置　調査区域の中部，D3i朴上

重複関係　第m号清跡が本跡を掘り込んで構築していることから　本跡の方が古い。

竪坑　天井部は崩落しておりタ　上面の形状は不明である。規模は　確認面で長軸。錆m　短軸。蟻m　底面

．　　　　　．　　　　　　　　　、　′　．．′ノ　‘　　　　ノ　∴　　　　　一　　ノー　二∵　′ノ・

ノ　　′　　′ノ・ノ′′′　　　　、　　　　　　　′ノJ　　　　′　　　‥　　　　　一　　　′　′′
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④

屯

＼モヨ≡こ肴
0　　　　5cm

［二二i二二］

1－‾l‾‾‾三

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ＝　ト一一一「∃

第139図　第2号地下式境・出土遺物実測図

主室　削平された可能性があり，天井部の形状は不明である。規模は，確認面で長軸2．85m，短軸1．78m，

底面で長軸2・49m，短軸1・64m，長軸が主軸と直交する長方形である。底面は平坦で，確認面からの深さは

56cmである。

壁　竪坑・主室ともにほぼ垂直に立ち上がる。

主軸方向　N－440－W

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積しているため，自然堆積と思われる。5層はローム粒子を多く含んで

おり，崩落した天井部または壁面の土層と考えられる。

ー198－



土居解説

ヱ　褐　　色　　赤色粒子中敷ローム中プロとブタぁ匡精子少巌　　　4　黒　褐　色　　ローム粒子購凱ローム中プロッタを同小プロッ

2　暗　褐　色　　ローム粒子中鼠赤色粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕少還

3　褐　　色　　ローム粒子多数牒－ム中ブロック少量　　　　　3　にぷい褐色　　ローム粒子多義

遺物　土師器片腕蕉　須恵器片親慮　土師質土器片結軽　石製品思慮　砥石ラ　銑淳　薫が出土している。第

相国　の高台相棒夢　の砥石などが出土している。これらの遺物は　本跡が埋没する過程で流れ込んだ　の

と考えられる、、

所農　本跡の時期は汐　形状から中牡と推定される。

第2号地下式壌出土遺物観察表

図版番号 極　 軽 i 計舶 廟 ！　 若 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 精 微　　 恒 の矧 磯 「 備　 考

第招 図　 高台相棒　 B　 を　減　 俸部下端か ら高台部 の破片。体部は　 底部内面 ロタロナデ。体部下端 回転　 砂粒 e スコ　 ア　 ㌘姻ユ　購％

須 恵 器　 D　 摘 み幻　 外傾 して立ち上 がる。 高柳　 ハの字　 へ ラ削 娠　 底部回転へ ラ削 をト∴高台　 にぷい黄橙色 覆土下層

E　　 O．9　 状 に開 く。　　　　　　　　　　　　　 部貼 り付け後夕　内 の外面ナデ。　　　　 普通

焙　 烙　 Å　 ［隷潮　 路 部 の破片。 ロ縁部 は内湾 して立　 瑚 部内 を外面ナデ′　　　　　　　　 砂粒 や雲母　　　 ㌘購0　ほ％

2　　　 土師質土器　 B　　 は 。お ち上 がる。〕目線端部 は面取 りを施 さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒褐色　　　　　 外面煤付着

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良　　　　　　　 覆土中

図版番号 種 別 転 。mj　 縮。言 ノ；厚さ毎翻ラ　 馴　 出 土 地 点　 備　　 考

釦 渦 中 砥　 石 i e5 ！ 。1 e8 ［ 射　 程土中　　　　　　 那頼繍凝描 線継 をj P L53

図版番号 種 別 長軸 言 幅言 ； 厚さ廟　 重畳沌 ラ
出　 ′．－L　地　点 備　　　　　　　　　　 考

彿 敲 恒 袈　 可 ＋ 撃 つ ＿ 聖 」 二 聖 」 ⊥ 聖 覆土中 M ヱ5

第　考地帯戎磯　第摘固ラ

燈置　調査区域の中南部　D飢　区。

竪坑　削平を受け汐　上面の形状は不明である。規模

はタ　確認面で鼠鰍昔紬㍉　憂摘縮減軸叛　意瀾浮腰瀾

i言m夢　舷掛凱猶m資　産軸が主軸と直交する廃方形

である。底面は平坦で　主室底面と同じ高さで続い

ているつ縮錮iかr）の深さは目し軒ごある、＿．

童窒　削平を受け夢　天井部の形状は不明である。規　選

校は夢　確認商で庭瀬裟鮮m夢　短儲』鍋潮汐　底感で億

劫且の95m夢　短軸1諸飢勘　二掛軸が主動漣一致する方形

である＿つ正面は、臣〔「工　確認面からの深さはは（ト：持

〔mである、．、＿

◎　　　　　　　　　　　　　　　翌紺竃

』　　　姦
策鍼の園　第　号地帯戎磯実演派

壁　竪坑の主室と縮こほぼ垂直に立ち上がる。

主事癖　N一一一一丁P、1－I三

尊豊　　層からなる。　～　層に粘土ブロックを多　含んでいるため汐　見為堆積と思われる。　の　層は壁

の崩葎‖二と考えられる－

－豊99－



土層解説

1　暗褐色

2　極暗褐色
粘土大ブロック中鼠ローム粒子微量，粘性・しまり強

粘土大ブロック多量，ローム中ブロック・粘土粒子
少量，粘性・しまり強

3　黒褐色　　赤色粒子少量，粘土小ブロック微量

4　褐　　色　　ローム粒子多量

5　褐　　色　　ローム粒子中量，粘性・しまり強

遺物　遺物は出土していない。

所見　本跡の時期は明らかではないが，形状などから中世と推定される。

第4号地下式塘（第141図）

位置　調査区域の中部，D4j2区。

重複関係　第4号溝が本跡を掘り込んでいるため，本跡の方が古い。

竪坑　崩落しており，上面の形状は不明である。規模は，確認面で長軸2．0m，短軸1．62m，底面で長軸1．85

m，短軸1・45m，長軸が主軸と一致する長方形である。底面は平坦で，確認面からの深さは60。mである。主

室底面より20～22cm高く，階段状となっている。

主室　崩落しており，天井部の形状は不明である0規模は，確認面で長軸2．15m，短軸2．0m，底面で長軸1．94

m，短軸1・82m，主軸が長軸と一致する方形である。底面は平坦で，確認面からの深さは80cmである。

旦

1J
第141図　第4号地下式境

0

⊆＝＝とこ∃m

出土遺物実測図

－200－
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璧　竪坑は外傾して資　主室はほぼ垂直に立ち上がる。

主軸方向　N－11。一一E

尊堂　22層からなる。10の13層は第4号溝跡の覆土である。16層はローム粒子を多量に含んでいることからタ

天井部の崩落士層と考えられる。これより下位の土層は，ロームブロックを多く含むことから天井部0壁の崩

落土層の可能性がある。　～　eH層は　天井部崩落後のくぼみに自然に堆積した土層と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　黒　褐　色　　赤色粒子中量，ローム小ブロック・同粒子微量

3　にぷい褐色　　ローム粒子多量

4　褐　　　色　　ローム粒子少量

5　褐　　　色　　ローム粒子中量

6　暗　褐　色　　ローム粒子中量

7　暗　褐　色　　赤色粒子中鼠牒－ム粒子少量

8　褐　　　色　　ローム粒子多量，粘性弱

9　褐　　　色　　ローム粒子・白色粒子少量

10　褐　　　色　　ローム小ブロックやローム粒子一赤色粒子微量

11褐　　　色　　ローム粒子微量，粘性強

12　にぷい褐色　　ローム小ブロックe同粒子少量

13　にぷい褐色　　ローム小ブロックe同粒子中量

14　にぷい褐色

15　にぷい褐色

16　明　褐　色

17　にぷい褐色

18　にぷい褐色

19　褐　　　色

20　褐　　　色

21黒　褐　色

22　明　褐　色

ローム小ブロック中鼠赤色粒子少量，粘性強

ローム小ブロック・同粒子中量，ローム太ブロッ

ク級数粘性強

ローム粒子多量

ローム小ブロックの同粒子中量資粘性強

ローム小ブロック・ローム粒子e赤色粒子中量，粘

土粒子微量

ローム中ブロック・ローム粒子・赤色粒子中鼠粘

土粒子徽軋粘性強

ローム粒子・粘土粒子少量，粘性強

ローム粒子少量

ローム小ブロックe同拉子中鼠炭化粒子少量，

粘性強

遺物　土師器郎3点，須恵器片摘点　陶器片　点が出土している。第摘図　は土師器高台付杯タ　2は須恵

器聾の底乳　3ほ瀬戸産の壷の底部である。いずれも本跡の埋没する過程で流れ込んだものと思われる。

所凰　本跡の時期は，形状から中世と推定される。

第4号地下式墳出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第14 1図 高台付杯 B　 （2．6） 底部か ら高台部の破片。休部 は外傾 体 部外面か ら高 台部内 ・外商 ナテ。 砂粒 0雲母 P 408　4 0％

1 土 師 器 D　 ［6．0］ して立 ち上が る。高台は外 反 してハ 底部回転へ ラ削 り。高台貼 り付 け後， 橙色 覆土中層

E　　　 L 2 の字状 に開く。 内外而ナデ。内面黒色処理。 普通

2

棄 B　 （7．0） 休部か ら底部の破片。体 部は外傾 し 体部外面へラ削 り。休部内面ナデ。） 砂粒 ・石英 ・長石 P 409　 15％

須 恵 器 C　 ［1臥2］ て立ち上がる。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

3

てこ士ニー笠E B　 （2．5ラ 体部か ら底部の破片 。体部 は外傾 し 休部 内面へ ラ削 り。体部外南 口タロ 砂粒 P 410　5％

陶　　 器 C　 ［7湖 て立ち上がる。 ナデ。体部下端回転へラ削 り。 明褐灰色

良

覆土中 古瀬戸

表摘　六十日遺跡地下式墳一覧表

番　 号 位置 長径方向

規　　　　 模 l

l覆土

l

出　 土　 遺　 物

備　 考

遺構番号 ・新旧関係 （古→新）

時代 ・その他
竪　　　　 坑 主　　　　 室

招 郷×短径潮廟 離廟 平面形長勧輔×短観韓日cm 深さ廟 平面形

1 F 4 a2 N m一一70〇・・mE L l　X　私3 L O 長方形 1．68　× 1．2 1．02 長方形 自然 Sト31と重複

2 D 3 i6 N －440－W 1．25　× 1．15 0．4 方　 形 2．85　× 1．78 0．56 長方形 自然 土師器片16，須恵器片20，石製品1 本跡→SD一日　 土師質土器片1出土

3 D 3 iO N l 甘㌧E 1．2　×　0．65 私34 長方形 2．07　×　L 89 0．35 方　形 人為

4 D 4 j2 N －110－E 2．0　 × 1。85 0．6 長方形 2．15　×　2誹 私8 方　形 自然 土師器片12，須恵提出6，陶器片1 本跡→SD－4

（5）井戸跡

第瑠号井戸跡（第142図）

位置　調査区域の南部，E4i3区。

規模と形状　径1mの円筒形である。壁面はほぼ垂直に立ち上がる。深さ約1mまで掘り込んだところで湧

水が著しくなり，それ以下の調査を打ち切った。

－201－



尊堂　摘層からなる。粘土ブロックを多く含むことからタ　人為堆積と考えら

◎　　　　　瑠翻

』三豊≡：：≡』

．十膏　∴　．∴∴l言－・

れる、、

土層解説

1　暗オリーブ褐色

2　黄　　灰　　色

3　に　ぷ　い　黄色

Ll　黒　　出　　色

5　黄　　灰　　色

6　オリーブ褐色

7　オリー∴プ褐色

8　に　ぷ　い　黄色

9　オリーブ褐色

蟻　に　ぷ　い黄色

粘土太ブロック潅髄予少鼠しまり強

粘土太ブロック中量，粘性やしまり強

粘土ブロック多量諸雄巨しまり強

粘土太ブロック少量ふま　弱

粘土太ブロックや同中ブロック少量

粘土太ブロック中鼠粘性強

粘土粒子中鼠粘性強

粘土小ブロック中鼠粘土太ブロック少鼠粘性強

粘土粒子中墨，粘性・しまり強

粘土小ブロック多鼠粘性強

所農　本跡の時期は資　遺物が出土していないため汐　明らかではない。

表Ⅲ　六十日遺跡井戸跡一覧表

態 孝票m） 手芸｛‥m困 底 面 覆 土 出土鋤　 再 番霊 旧係橘→酢

恒ほ　　　 円筒形　　 ま　　 い以上　垂 可　 ！人 為 ！

（、（白　土坑

今回の調査の結果　当遺跡では摘基の士坑が確認された。調査区域の東部及び南部に多く分布しており，

内訳は資方形及び長方形のもの猫基　円形及び楕円形の　の開基　不整円形のもの15基である。この内夕

第52号土塊は古墳時代の遺物が出土していることから芦　遺構の遺物の概要を古墳時代の項で取り上げている。

その他の土坑は，遺物が出土したものが少ないため，時代の性格とも不明なものが多い。調査区域の東部に分

布する一群については資規模の形状がほぼ等しくタ覆土の堆積状況が不自然なものであることから芦墓境の可

能性が考えられる。

ここでは軍代表的な遺構をいくつか取り上げ夢　それ以外については一覧表及び実測図を掲載する。

観閲億應儀つ第摘図）

位置　調査区域の東部タ　C6C4区。

規模と形状　径L器mほどの円形で言宗さば13cmである。壁は外傾して立ち上がりタ底部は平坦である。

覆羞　3層からなる。ロームブロックを多く含んでいることから資　人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子少鼠ローム中ブロック・同小ブロック微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，赤色粒子微量

3　黒褐　色　　ローム小ブロック・同粒子微量

遺物　遣物は出上していない、、，

所農　本跡及び以下に記載する第93㌦98号土塊は，台地平坦面から谷部に下る傾斜変換点付近に位置してお

りタ　ほぼ標高23。5mの等高線に沿って並んで構築されている。覆土にロームブロックを含む層が多いことか

ら，人為堆積と考えられる。直径がほぼ1m前後であり，埋め戻した形跡が認められるので，墓壕の可能性が

考えられる。時期は，遺物が出土していないため明らかではない。

－2（〕2－



第的考量蟻　第摘園）

位置　調査区城の東部，C6C4区。第92号土塊の南西側に位置している。

規模藍形状　長径。蟻m　短径。併mの円形で　深さほほcmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，底

部は平坦である。

尊皇　2層からなる。ロームプロッタを含むことからタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少鼠ローム太ブロック微量

2　褐　　色　　ローム掟子中蔓澤…ム太ブロック薇還

遺物　遺物は出I二していない。．

▲∴了′　．　′．1：、

位置　調査区域の東部タ　C6融区。第93号土塊の南側に位置している。

規模藍形状　長径。併m　短径。鍼mの不整円形で　深さは翫mである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，

北壁には長径45cmタ　短径30cmの楕円形で言葉さ3cmのピットがある。底面は平坦である。

尊堂　2層からなる。不自然な堆積状況をしていることから夢　人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　　ローム粒子少量沃ト読太ブロック微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量

遺物　遣物は出上していない、、

第鵬考量銑　第摘固）

位置　調査区域の東部芦　C6舶区。第鋸号土塊の南側に位置している。

規模藍形状　長径。鈍m　短径。撒mの楕円形で　深さは6cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり学

酋壁に長径37cm芦短径30cmの楕円形で，深さ25cmのピットがある。底面は平坦である。

こ十．‾　　　　　　　　、

穫豊　2層からなる。不自然な堆積状況をしていることから芦　人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少鼠ローム太ブロック微墨

2　明褐色　　ローム粒子中量プ粘性強

遺物　遺物は出土していない．

：′lふ∴　‾ノー　／′　′．、ト

位置　調査区城の東乳　C6d3区。第95号土坑の南西側に位置している。

規模と形状　長径0。92m，短径乱牒mの楕円形で，深さは7cmである。壁は緩やかに立ち上がり芦　底面は平坦

である。酋壁及び底部に長径購～45cm，短径25～29cmの楕円形で　深さ摘～凱cmのピットがある。

主軸　N－17。－I三

種豊　3層からなる。ロームブロックを含むことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

2　褐　　色　　ローム粒子中鼠ローム太ブロック微量

3　明褐色　　ローム粒子中量，粘性強

遺物　遺物は出土していない。

－203－



第紺考羞琉（第143図）

位置　調査区域の東部営　C6d3区。第96号土坑の南西側に位置する。

規模と形状　長径1。27m，短径1言8mの円形で，深さは10cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，底

面は平坦である。

穫蓋　2層からなる。ロームブロックを含むことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子少鼠牒－ム中ブロックe同小ブロック微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，赤色粒子微量

遺物　遣物は出土していないし、

第鍼考量坑　第摘図）

位置　調査区域の東部，C6C2区。第92㌦97号士坑の西側に位置する。

規模と形状　長車組75m，短如。57mの長方形で，深さは10cmである。壁は嬢やかに外傾して立ち上がり，

底面は皿状である。

長軸方向　N－L紺1－I三

㊨

SK92・93・94・95・96

第掴3図　第犯軸9号豊坑実測図

ー20∠1－

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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尊堂　単一層である。ロームブロックを含むことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロックe同小ブロック微量

遺物　遺物は出上していない。

第賎酢獄患坑（第144図）

位置　調査区域の東部，n7b9区。，

重複関係　第38号溝が本跡の覆土を掘り込んでいるので資　本跡の方が古い。

規模と形状　径1言4mほどの円形でタ　深さは12cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上が軋　底面は平坦で

ある。

尊堂　2層からなり，ロームブロックを含んでいることから人為堆積と考えられる。3層は第38号溝跡の土

層である。

土層解説

1　褐　　色　　ローム粒子少量，赤色粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量タローム中ブロック・同小ブロック微量

遺物　遣物は出土していない。

3　暗褐色　　ローム粒子・赤色粒子微量

所農　本跡は第92～98号士坑と規模の形態が類似しており，円形の墓境と推定される。時期については，遺

物が出土していないため，不明である。

第臓感考量琉（第144回）

位置　調査区城の東部　D7C区。第は号土坑の南側に位置している。

重複関係　本跡が第39号溝跡・第127弓∵土坑の覆土を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。、

規模と形状　長軸1。89m，短軸0．86mの隅丸長方形で，深さは18cmである。壁は外傾して立ち上がり，底面

ほ平坦である。

長軸方向　N－30－W

積立　2層からなる。ロームブロック

を含んでいることから，人為堆積と考

えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム中ブロック・同小ブロッ

ク少量

2　黒褐色　　ローム中ブロック0同位子少量

遺物　遺物は出土していない。

所見　本跡及び以I、つ二記載する第

127つ28号上坑は，長軸1．55＼1．92n′1，

鯨油0．82＼0．88Illの長方形を呈してい

る。規模0形態に共通性が認められ，

覆土も人為堆積と考えられることか

ら，墓境の可能性が考えられる。時期

については，遺物が出土していないた

2m

‾‾‾‾‾‥‾‾一‾‾‾l L二＿－l＿二Ill⊥二一一二二l二＿」

第閥堵図　第臓　◎帽軸臓尊堂坑実測図
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め明らかではない。

アニー声二∴－去し　気「主亘

位置　調査区域の東部タ　D7C9区。

重複関係　第126号土坑が本跡の覆土を掘り込んでいることからタ　本跡の方が古い。

規模と形状　長軸1。55mタ　短軸0．88mの長方形で，深さは31cmである。壁は外傾して立ち上が軋　底面は平

坦である。

長軸方向　N－78、．、－E

穫蓋　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック・同小ブロック少量

2　灰褐色　　ローム太ブロック中量，ローム中ブロック・同小ブロック少義，粘性強

遺物　遺物は出土していない。

第帽8号蓋琉（第摘図）

位置　調査区域の東部　n7儲区。第は号士坑の東側に位置する。

重複関係　第39号溝が本跡の覆土を掘り込んでいることから，本跡の方が古い。

規模と形状　長軸1。92m夢　短軸0。82mの長方形で　深さは飢cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，

底面は平坦である。

長軸方向　N－（「－W

尊皇　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム太ブロック0同中ブロック0同小ブロック少量

2　黒褐色　　ローム中ブロック・間中ブロック少量

遺物　遺物は出土していない。

以下に，上述した遺構を除く士坑の士層解説を記載する。

第1号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

第2号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

第3号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第4号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

ローム小ブロック中鼠ローム中ブロック少鼠粘性強

ローム中ブロック・同小ブロック・同粒子微量

ローム小ブロック凋粒子申鼠ローム中ブロック少鼠粘性強

ローム粒糾瑠ローム中ブロック微量

ローム小ブロック中量ローム中ブロック少畳粘性強

ローム粒子中量

ローム太ブロック多鼠粘性強

ローム小ブロック少数ローム粒子微量，粘性強

ローム太ブロック・粘土粒子磯土粒子微量

ローム粒子微鼠粘性強

ローム粒子少量藩色粒子微量

ローム粒子赤色粒子微鼠粘性弱

赤色粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少鼠炭化粒子微墨

ローム粒子少量

第5号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ローム太ブロック湖中ブロック中鼠しまり強

2　黒　褐　色　　ローム中ブロック中量

第6号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ロ…ム太ブロック中鼠ローム小ブロック少数しまり強

2　暗　褐　色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック少量ふまり強

第7号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・粘土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム中ブロック磯土粒子少鼠粘性・はり弱

3　灰　褐　色　　ローム粒子少鼠しまり強

第8号土坑土層解説

1黒　褐　色　　ローム小ブロック少鼠しまり強

2　褐

3　褐

4　暗　褐

色　　ローム中ブロック中量，しまり弱

色　　ローム小ブロック多量

色　　ローム小ブロック・焼土大ブロック少量

5　暗　褐　色　　粘土小ブロック中量，粘性強

6　にぷい橙色　　ローム太ブロック多量，しまり強

7　褐　　　色　　ローム太ブロック中量

8　灰　褐　色　　粘土太ブロック多量灘性・しまり強

－206－
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第15号土坑土層解説

1　明　褐　色　　ローム小ブロック中鼠牒－ム太ブロック少量，粘性強　ユ　褐　　　色
2　暗　褐　色　　ローム中ブロックを同小ブロック少巌

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム太ブロック少巌

4　暗　褐　色　　ローム太ブロックのローム中ブロックの焼土粒子少量

第10号土坑土層解説

ユ　暗　褐　色　　ローム太ブロックe同小ブロック少量ふま　強

2　黒　褐　色　　ローム太ブロック・ローム校了∵廃土小ブロック少量

3　灰　褐　色　　ローム太ブロック中量

4　褐　　　色　　ローム小ブロック多義

第11号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量，ローム太ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム太ブロック中墨，しまり強
3　黒　褐　色　　ローム粒子の炭化粒子少量

第12号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム太ブロックの同中ブロックや同小ブロック少量

2　橙　　　色　　ローム太ブロック多量

3　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

4　明　褐　色　　ローム小ブロック少量

第13号土坑土層解説

1　灰　褐　色　　ローム粒子中量

2　にぷい褐色　　ローム粒子多量

3　褐　　　色　　ローム粒子中鼠牒－ム太ブロックの同中ブロック少量

4　褐　　　色　　ローム粒子中鼠ローム太ブロックのローム小ブロ

ックe焼土粒子少量

5　にぷい褐色　　ローム中ブロック中墨，ローム粒子少量
6　にぷい褐色　　ローム中ブロック中量

7　褐　　　色　　ローム小ブロック多量

第14号土坑土層解説

1　灰　褐　色　　ローム大ブロック0同中ブロック少量

2　黒　褐　色　　ローム太ブロックも炭化粒子少量，しまり弱

3　にぷい褐色　　ローム小ブロック中量，ローム太ブロック少量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

5　灰　褐　色　　ローム太ブロックe同中ブロックe同小プロノク少蔓

6　黒　褐　色　　ローム粒デー少量

7　にぷい褐色　　ローム粒子多量

2　褐　　　色

3　明　褐　色

・1　黒　出　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

第16号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　灰　褐　色

4　明　褐　色

第17号土坑土層解説

1　浅黄橙色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　灰　褐　色

第18号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　橙　　　色

3　黒　褐　色

4　灰　褐　色

5　にぷい褐色

第19号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　にぷい褐色

3　にぷい褐色

4　黒　褐　色

霊

感

郵

∴
一
l
l
　
　
　
∵

9　　　　　　　　　　　　　　2m』

ローム小ブロック中量，炭化粒子少量夕　粘性強

ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック少鼠粘性強

ローム小ブロック多義

赤色粒子微量

ローム小ブロック中量，粘性強

ロ…ム粒子中量，粘性強

ローム小ブロック多量

ローム小ブロック中量

ローム粒子中量

ローム中ブロック中量，しまり強

粘土太ブロック南幌予多巌，粘性強

ローム太ブロックをローム小ブロックさ炭化粒子少量

ローム太ブロック中量

ローム粒子中量，しまり扇

ローム太ブロック中壷

ローム太ブロック多義

赤色粒子微量，しまり弱
ローム小ブロック多量

ローム中ブロック多量

ローム粒子多量

ローム太ブロックの粘土太ブロック中鼠粘性強

ローム粒子中量

ローム粒子少鼠ローム太ブロック微量

第20号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム中ブロック中量，ローム太ブロック少量

2　黒　褐　色　　ローム小ブロック少量

3　灰　褐　色　　ローム太ブロックも同中ブロック・同小ブロック少量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

－21‘1－－



第21号土坑土層解説

1　灰　褐　色　　ローム中ブロックや降小ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム太ブロック中鼠牒－ム中ブロック・ローム

小ブロック・炭化物少量

3　褐　灰　色　　ローム小ブロック茂化粒子少量

4　暗　褐　色　　ロ…ム中ブロックを同小ブロック少量きしまり弱

5　にぷい褐色　　ローム小ブロック多量

第22号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　褐　　　色

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

第23号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

第24号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　明　褐　色

第25号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　灰　褐　色

4　橙　　　色

ローム太ブロック0同中ブロック少鼠焼土太

ブロック徽軋粘性・しまり弱

ローム小ブロック中量，粘性eしまり弱

ローム粒子多鼠粘性eしまり弱

ローム中ブロック・同小ブロック少数粘性ゆしまり弱

ローム中ブロック中鼠ローム粒子少鼠粘性・しまり弱

ローム中ブロック少量，粘性・しまり弱

ローム中ブロック中鼠粘性・しまり弱

ローム中ブロック・同小ブロック少量，粘性eしまり弱

ローム小ブロック少量，粘性・しまり弱

しトム大ブU、∵ク・同申ゾ「「！ク・同位J’・少量，粘性・

しまり弱

ローム小ブロックの同粒子中量，ローム中ブロック0

粘土粒子微量

ローム小ブロックを同粒子中量夕焼土粒子微量

ローム粒子多鼠ローム小ブロック中最廃土粒子微量

ローム小ブロック・同粒子多量

ローム小ブロック・同粒子多量，粘性強

ローム粒子多数粘性強

ローム粒子中量

ローム粒子多鼠ローム小ブロック少量

ローム粒子中鼠ローム太ブロック少量

ローム小ブロック多量

第26号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

第45号土坑土層解説

1　灰　褐　色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック少量

2　明　褐　色　　ローム太ブロック多一義

第46号土坑土層解説

1　灰　褐　色

2　にぷい褐色

3　にぷい褐色

4　明　褐　色

5　にぷい褐色

第47号土坑土層解説

1　褐　灰　色

2　にぷい褐色

3　褐　灰　色

第48号土坑土層解説

1　にぷい褐色

2　黒　褐　色

3　にぷい褐色

4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

第49号土坑土層解説

1　灰　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第62号土坑土層解説

1　望　　　色

2　褐　　　色

第63号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　にぷい褐色

ローム小ブロック中蔓草炭化物少量

ローム小ブロック多蔓，ローム太ブロック少量

ローム小ブロック多鼠ローム中ブロック少量

ローム中ブロック多量

ローム中ブロックe同小ブロック中量

ローム太ブロックの同小ブロック少量

ローム太ブロック中鼠ローム小ブロック少鼠しまり弱

ローム小ブロック少鼠しまり弱

ローム太ブロック多量，炭化物少量，しまり弱

ローム小ブロック・炭化物少鼠しまり弱

ローム中ブロック中鼠ローム小ブロック少蔓，しまり弱

ローム太ブロック・同中ブロック少量言／まり弱

ローム小ブロック中鼠ローム大プロ∴ノク㍉同中

ブロック少量，しまり弱

ローム中ブロックゆ同粒子中量，炭化物少巌
ローム中ブロックや炭化物少量

ローム小ブロック中量

ローム中ブロックe同小ブロック少量

ローム太ブロック中鼠ローム中ブロック・同小ブロック少量

ローム粒子・炭化粒子少量夕炭化物微量

炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子e炭化物微量

ローム粒子中量ア炭化粒子少量

第64号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子微量

2　にぷい褐色　　ローム小ブロックの廃土粒子少量，ローム粒子微量

2　灰　褐　色　ローム太ブロック・同中ブロック・同小ブロック少量　3　褐　　色　　ローム粒子少量

3　明　褐　色　ローム小ブロック多量
第65号土坑土層解説

第40号土坑土層解説

1　灰　褐　色

2　にぷい褐色

3　褐　灰　色

4　灰　褐　色

5　にぷい褐色

6　黒　褐　色

7　にぷい褐色

第41号土坑土層解説

1　にぷい橙色

2　灰　褐　色

3　にぷい褐色

第42号土坑土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

1　褐　　　色　　ローム粒子e炭化粒子微量

ローム太ブロック中量　　　　　　　　　　　　　2　褐　　　色　　ローム粒子e炭化物少量

ローム中ブロック中量　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　　炭化物0炭化粒子中量，ローム粒子少量

ローム太ブロックeローム中ブロックeローム小ブ

LJ∴′ク・炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　第66号土坑土層解説

ローム太ブロック中墨，ローム中ブロック載北物少量1黒　褐　色　　ローム小ブロックも焼土粒子さ炭化物少量

ローム太ブロック多量

ローム太ブロック・炭化物少量

ローム中ブロック少量，ローム太ブロック微量

ローム太ブロック中墨，炭化物少量，しまり弱

ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子少量，しまり弱

ローム小ブロック多量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ローム粒子中量

ローム粒子少量，粘性強

ローム粒子中量，粘性弓／まり強

ローム小ブロックe同粒子中鼠粘性・しまり強

第43号土坑土層解説

1　極暗褐色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量

第44号土坑土層解説

1　にぷい褐色　　ローム小ブロック多量

2　灰　褐　色　　ローム太ブロック・同中ブロック少量

3　明　褐　色　　ローム中ブロック多量

2　黒　褐　色　　ローム太ブロック・ローム小ブロック・炭化物少量
3　褐　　　色　　ローム中ブロック中量，炭化物少量，しまり弱

第67号土坑土層解説
1　暗　褐　色　　赤色粒子中量，ローム粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量泊色粒子少量
4　にぷい褐色　　ローム粒子中量

第68・69号土坑土層解説ll・小甘は表口軋　十＼（頼子は敬訂号巨軋
7㌦9層は第69号土坑の土層）

1　黒　褐　色　　ローム粒子の赤色粒子微鼠粘性弱
2　暗　褐　色　　白色粒子少量
3　褐　　　色　　ローム粒子中量，粘性強
4　暗　褐　色　　ローム粒子微量
5　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少鼠粘性強
7　暗　褐　色　　ロ…ム小ブロック0同粒子微量
8　暗　褐　色　　赤色粒子中量ラローム粒子微量
9　褐　　　色　　ローム小ブロックせ同粒子中量

第70号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック潅仲ブロック少量
2　暗　褐　色　　ローム太ブロック・同中プロ、ノク中量
3　黒　褐　色　　ローム粒子中鼠ローム太ブロック・同中ブロック中量
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第71号土坑土層解説

1　灰　褐　色

2　暗　褐　色
：1　黒　　　色

4　褐　　　色

5　明　褐　色

ローム小ブロックを同粒子中量，炭化物少量

ローム中邦ツタ中還，ローム太邦tブタ・ローム樟ロブ　茂憫媚は欄

尉ヒ物多鼠ローム太プロメタ湖中ブロック少鼠粘性・しまり弱

ローム太ブロックも同小ブロック中量，炭化物少量

ローム小ブロック多量

第72号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ローム小ブロック・同粒子少量

2　明　褐　色　　ローム太ブロック中量

第73号土坑土層解説

1　窯　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

第74号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　にぷい褐色

6　褐　　　色

第75号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　明　褐　色

第76号土坑土層解説

ヱ　褐　　　色

2　褐　　　色

第77号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　窯　褐　色

ローム太ブロック中義，炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量，炭化物少量

ローム太ブロック0ローム小ブロックもローム粒子
・炭化粒「少量

ローム太ブロックe同中ブロック少量

ローム太ブロックも焼土小ブロック・炭化物少量

ローム太ブロック中量タローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム太ブロック磯土粒子少量

粘土太ブロック中量，炭化粒子少量，粘性強

ロ｝ム太邦ツタ・ローム中邦ックモローム小邦ック虜髄子・粘土粒子少量

ローム太ブロックや同中ブロック少量

ローム太ブロック中量

ローム太ブロック多量，しまり強

ローム中ブロック中量

ローム太ブロック中鼠ローム中ブロック湖中ブロック少量

ローム太ブロックぁ司中ブロックの同小ブロック少量

ローム中ブロックも同小ブロック少量

ローム太ブロック中量

ローム中ブロック・同小ブロック少鼠しまり強

第78・79号土坑土層解説
ユ　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

第80号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

主上一ム小ゾtl「ノン・同位」’・少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子・赤色粒子少量

ローム粒子中鼠ローム小ブロック少量

ローム太ブロック中量，ローム粒子少量，粘性強

ローム粒子中量，粘性弱

ローム粒子少量

tlトー！、粒j’・中量

ローム粒子の赤色粒子少量

ローム粒召放墨

ローム粒子中量

ローム粒子少量

「トl∴粒J’・少量

ローム粒子中量

第81号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子少量泊色粒子微量

第82号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量
2　褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第83号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子微量

第84号土坑土層解説

1　にぷい褐色　　ローム粒子・白色粒子中量
2　褐　　　色　　ローム粒子・赤色粒子少量
3　にぷい褐色　　ローム粒子中二蔓
4　褐　　　色　　ローム粒子・白色粒子少量
5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

第85号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

第86号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

第99号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　明　褐　色

5　黒　褐　色

6　明　褐　色

7　褐　　　色

ローム小ブロックの同粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少鼠ローム小ブロック徴鼠しまり強

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子中量，粘性強

ローム太ブロック少量，粘性・しまり弱

ローム太ブロック中乳ローム中ブロックの同小ブ

ロック少量，しまり弱

ローム中ブロック少量，しまり弱

ローム中ブロック多量，ローム太ブロック少鼠しまり弱

ローム太ブロック中量，しまり弱

口如ム小ブロック多鼠ローム大ブロック湖中邦ソク少鼠はり弱
ローム中ブロック中量，しまり弱

第100・101号土坑土層解説　し1・コ層は第1州じ上拭，そし，‾．）他は第101

号土坑の土層）

1灰　褐　色　　ロレム中ブロック中乳ローム太ブロック湖中ブロック少量

2　黒　褐　色　　ローム小ブロックの同粒子少量

3　褐　　　色　　ローム中ブロック載戦子中鼠ローム太ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・同拉子中巌

5　褐　　　色　　ローム粒子中量

第102号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量，ローム太ブロックも同小ブ

ロック少量，しまり弱

2　明　褐　色　　ローム太ブロック多義

第103号土坑土層解説

1　明　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム太ブロックe同中ブ

ロック少量，しまり弱

2　にぷい褐色　　ローム太ブロック中鼠牒－ム中ブロック0同小ブ

ロック少量タ　しまり弱

第104号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ローム大ブロック多量

2　褐　　　色　　ローム中ブロック多量

第105号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム中ブロック中鼠ローム小ブロック・同粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第106号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム中ブロック中鼠ローム小ブロックや同粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子も炭化粒子少量

第107号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム太ブロック・同中ブロック・同小ブロック少量
3　暗　褐　色　　ローム中ブロックも同小ブロック少量

第108号土坑土層解説

1黒　褐　色　　ローム太ブロック中量，ローム中ブロック・同小ブ

ロック少量，しまり弱

2　明　褐　色　　ローム太ブロック多量

第1捕号上兢上層解説

1　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・赤色粒子微量

第110号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ローム太ブロック・同中ブロック少量

2　褐　　　色　　ローム太ブロック多量，ローム中ブロック少量
3　暗　褐　色　　ローム太ブロック・同中ブロック少量

第111号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム太ブロック・同中ブロック中量
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第112号土坑土層解説

ヱ　褐　　　色　　ローム粒守づ璃凱ローム中プロッタ徹巌

2　褐　　　色　　ローム中プロッタぉ同粒㌢中量

第113号土坑土層解説

ヱ　黒　褐　色　　ローム太ブロックも同車プロッタ少量高まを弱

にぷい褐色　　ローム太ブロック中鼠ローム中プぷッタ㍉同小

プロ、ブタ少鼠しまり弱

第114号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム4、ブロック中鼠牒－ム太プロッタも司中プ

ロッタ少鼠　しか弱

2　褐　　　色　　ローム太ブ粛ック多鼠牒－ム中プ粛ッタ㍉同小ブ

ロック少鼠資　しまり弱

第115号土坑土層解説

l　暗　褐　色　　ローム中プロッタ欄小ブロックか量タしまり弱

2　明　褐　色　　ローム太プロッタ中量

第116号土坑土層解説

i　黒　褐　色　　ローム太ブロック凋中ブロック欄小プロッタ少量

2　黒　褐　色　　ローム太プロ、ブタ中鼠ローム中プ璃ッづ㌦同小ブ

ロック少量

第m7号土坑土層解説

1暗　侶　位　l「∴小Iノ′、17∵ノ！中：l；∴t「∴し、ノ’11・－・ン少量

第118号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム小ブロック中鼠牒－ム太プロノ　湖中ブロック少量

第119号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子少量撃赤色粒子微量

2　褐　　　色　　ローム粒子中義軍赤色粒子微巌

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量タローム中ブロック欄小ブロック微量

4　暗　褐　色　　ロ…ム粒子少鼠ロ…ム太プロブタの同率ブロック微量

5　暗　褐　色　　ローム小ブロック少数粘性強

第120号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ローム中ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム太ブロック中量

第122号土坑土層解説

1　出　　　色　　tト∴小一ノ、、l「′シ中；！；∴l「∴左∵1「∵ト同中‾ノ、

ロック少墨

2　暗　褐　色　　ローム太ブロックを同中ブロック少鼠しまり弱

3　褐　　　色　　ローム小ブロック中鼠ローム太ブロック0間中ブ

ロック少量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック中豊

第123号土坑土層解説

1．灰　褐　色　　ローム中ブロック中鼠ローム太ブロック少量

2　黒　褐　色　　ローム太ブロック少量ふま　弱

にぷい褐色　　ローム太ブロック中量

第124号土坑土層解説

l　灰　褐　色　　ローム中ブロック軒数ロ∴ム太プロッタ少巌

2　黒　褐　色　　ローム太ブロック少量ふま　弱

3　にぷい褐色　　ローム太ブロック多義

第125号土坑土層解説

ユ　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少鼠牒－ム小ブロック微墨

第129号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム太ブロック0間中ブロックも同かブロック少量

」　黒　出　色　　t「∴中ゾl「！ン・同小いノ7、‾「「∵？少量

3　明　褐　色　　ローム小プロッタ多義

4　暗　褐　色　　ローム中プロッタ雄和樟㌢ロック少量

第130号土坑土層解説

1黒　褐　色　　ローム太ブロック潅腫ブロックの間中ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム中ブロックぁ同小ブロック少量

3　明　褐　色　　ローム小ブロック多量

第131号土坑土層解説

l　黒　褐　色　　ローム太ブロック中蔓，ローム申ブロックの同小ブ

ロック少鼠　しまり弱

第132号土坑土層解説

ヱ　黒　褐　色　　ローーム太プロ、ブタ中鼠ローム中プロッタの同小プ

ロッタ少遽∴しまり弱

2　暗　褐　色　　ローム太ブロック多乳ローム中プロッタの間中プ

ロツダ少巌芦　しまり弱

3　灰　褐　色　　ローム太プロッタの同中プロッタの同小プロ、ブタ少数

しまり弱

第133号土坑土層解説

l　出　　　色　l「∴位j’中量．t「∴小、ノ1、、・1’′レ；l；．

2　褐　　　色　　ローム小プロッタ瀬髄予少鼠牒－ム太ブロック数量

3　暗　褐　色　　ロ…ム小ブロックの同粒子少量

4　褐　　　色　　ローム粒子中鼠牒－ム小ブロック少量

第134号土坑土層解説

i　暗　褐　色　　ローム小ブロック少還　ローム中ブロックの炭化粒

㌢微鼠しまり強

2　暗　褐　色　　ロームかブロック少逼

3　褐　　　色　　ローム小ブロック少量ヲローム申ブロック微量

第135号土坑土層解説

鼠　褐　　　色　　ローム中ブロック中蔓タローム粒子少巌

2　褐　　　色　　ローム粒子中鼠牒－ふ小ブロック少量

第ヱ3絹一班招渦潮載

ユ　黒　褐　色　　ローム太ブロックを間中プロッタ少量

2　明　褐　色　　ローム太プロ、プクの同中プロッタ中量

第137号土坑土層解説

褐　　　色　　ロ…ム中プロ、ブタ瀾小ブロック少量ふま　弱

2　黒　褐　色　　ローム太ブロックを間中ブロック少量タしまり弱

3　褐　　　色　　ローム太ブロック中量ふま　弱

4　明　褐　色　　ローム太ブロック多義

第138号土坑土層解説

ヱ　褐　　　色　　ローム太ブロック中量

2　暗　褐　色　　ローム太ブロック中鼠ローム中ブロックの同小プ

ロッタ少量

第139号土坑土層解説

i　灰　褐　色　　ローム太ブロックe間中ブロック少巌

2　暗　褐　色　　ローム中ブロックを同小ブロック少量

：う　黒　田　色　　しトム大ゾ「「′ン・同小ゾ「ト∵ケ′レ量

4　にぷい褐色　　ローム申ブロック多巌

第140号土坑土層解説

ま　黒　褐　色　　ローム粒子微還

2　暗　褐　色　　ローム粒子を赤色粒子少量

3　褐　　　色　　ローム小ブロックの同粒子少還

第事鋼号土坑土層解説

i　黒　褐　色　　ローム太ブロックを間中ブロック0同小ブロック少還

2　黒　褐　色　　ローム太ブロック0間中ブロック少還

3　黒　褐　色　　ローム中ブロックの同小ブロック少量

複　明　褐　色　　ローム小ブロック多義

第142号土坑土層解説

ヱ　暗　褐　色　　ローム小ブロック少鼠炭化粒子微巌

2　褐　　　色　　ローム小ブロックの同粒子少量

第143号土坑土層解説

l　暗　出　色　lト∵∴小ゾ主上！シ・同位「′レ量

2　暗　褐　色　　ローム中ブロックを同粒子少量

3　褐　　　色　　ローム中ブロックを同小ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子も赤色粒子少量
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第153図　第16・78号土坑出土遺物実測図

第16号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

L二二二二　l　一一一」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第153回長頸瓶A　［12．0］口緑部の破片。口緑部は外反して立内・外面ロクロナデ。 砂粒 P392　5％
1 灰粕陶器B　（2．5）ち上がる。口縁端部は断面三角形を 素地黄灰色，柚調褐黒笹90窯式

呈する。 色　良 覆土中

第78号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第153図 長 頸 瓶 B　 （2．2） 体部か ら高台部の破片。休部は外傾 内面 ロク ロナ デ。 高台 貼 り付 け後 ， 砂粒 P 407　5％
2 灰袖陶器 D　 ［8．3］

E　　 l．0

して立ち上が り，高台 はハ の字状に

大きく開く。

内 ・外面ナデ。 素地灰黄褐色，粕調

褐灰色　 良

覆土中

表12　六十日遺跡土坑一覧表

番　 号
長径 方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　 模

壁　 面
）

底　 面 覆　 土 出土 遺物

備　 考

遺 構番 号 ・新 旧関係 （古→ 新）

時代　 その他

一　位置
長径㈲ ×短掛掛軸 深さ（cm

1 E 3 j3　　　 － 円　　　 形′　 0．98　×　 0 ．82 21 緩　 斜 平　 垣 人　 為 S ト 45内

2 F 3 j2　　　 － 円　　　 形 1．13　×　 0 ．96 18 外　 傾 平　 垣 自　 然 S 1－45内

3

4

F 3a

F 3 C

2　N －7 0－W

8　N －800－E

楕　 円　 形 1．12　× 1 ．0 4 19 績　 斜 平　 垣 自　 然 S 1－4 6内

［方　 形 ］ 1．63　× （0．79 ） 69 媛　 斜 平　 垣 自　 然

5

6

E 3 i

E 3 i

8　N －21。－W

8　N －160－E

楕　 円　 形 1．23　×　 0 ．8 1 24 外　 傾 平　 垣 自　 然 土師 器片 6

長　 方　 形 1．24　×　 0 ．75 23 緩　 斜 平　 垣 自　 然

7 E 3 j8 円　　　 形 0．97　×　 0 ．88 27 緩　 斜 皿　 状 自　 然 土 師器 片 6 ，須恵 器片 3

8 F 3a8 円　　　 形 0．88　×　 0 ．8 5 3 4 外　 傾 皿　 状 自　 然

9 F 3b8 円　　　 形 1．05　×　 0 ．9 0 3 4 外　 傾 凹　 凸 自　 然

10 F 3 a7 － 円　　　 形 1．03　×　 0．93 17 緩　 斜 皿　 状 自　 然

1 1 E 3h O － 円　　　 形 1．54　× 1．48 t6 緩　 斜 乎　 垣 自　 然 土師 器片 5 ，須恵 器片 1

12

13

E 3 jO

E 3 j9

N －0 0 長　 方　 形 1．12　×　 0 ．75 16 外　 傾 平　 垣 自　 然

N －8 9。－W 長　 方　 形 1．40　×　 0 ．94 14 外　 傾 平　 垣 自　 然

14

15

F 3b9

F 4 b l

－ 円　　　 形 0．91 ×　 0 ．88 5 5 垂　 直 平　 垣 自　 然

N －6 0 －E 長　 方　 形 0 ．91 ×　 0 ．6 7 2 8 垂　 直 平　 垣 自　 然 土 師器片 2 ，灰 粕片 1 P3 92

16 E 4h l 円　　　 形 0 ．85　×　 0．80 14 緩　 斜 凹　 凸 自　 然

17 E 4h 2 N －220－E 楕　 円　 形 1，27　×　 0．99 48 垂　 直 平　 垣 自　 然

18 E 4 i2 N ∴6 4Ct E 楕　 円　 形 0．98　×　 0 ．81 23 外　 傾 平　 垣 自　 然

19 E 4h3 N －73 0－E 楕　 円　 形 1．19　×　 0 ．43 4 4 緩　 斜 乎　 垣 自　 然 土 師器片 11，須恵 器片 9

20 E 4 i2 N －290 －E 長　 方　 形 1．09　×　 0 ．88 2 4 外　 傾 平　 垣 自　 然 土 師器片 6 ，須恵器 片 1

2 1 E 4 j3 N －740 ，W ［長 方 形］（1．68 ）×　 0 ．56 10 緩　 斜 平　 垣 自　 然 本 跡→ SK－22 ・SK －23

22 E 4 j3 N －740－W ［長 方 形 ］（1．13 ）×　 0．82 12 緩　 斜 平　 垣 自　 然 SK－2 1→本 跡

23 E 4 j3 N －12。－E ［楕 円 形 ］ 1．15　×（0．5 1） 8 外　 傾 平　 垣 自　 然 土師 器片 1 SK－2 1一・本跡

24 F 4a2 N ∴5 80－E 不 整楕 円形 1 ．3 0　×　 0．95 18 外　 傾 平　 垣 自　 然

2 5

26

F 4a l

F 4 a2

－ 円　　　 形 1 ．17　×　 0 ．99 10 ‾ 緩　 斜 凹　 凸 自　 然 土 師器 片 3

N －5 ㌧ E 長　 方　 形 1．18　×　 0 ．73 7 緩　 斜 平　 垣 自　 然

27

28 l

29

30

3 1

32

33 l

F 4 a2

E 4 j3

E 4 j3

E 函

B O j7I

C 叫

C la 81

N －820－W

N －430－W

長　 方　 形 2 ．23　×　 0 ．71 2 緩　 斜 平　 垣 自　 然

［長 方 形 ］［1．3 2］× 0．7 5 11 緩　 斜 平　 垣 自　 然 本跡 → SK－2 9

N －3 50－E

N －8 2。－W

N －73 0－W

N －55。－E

［長 方 形］ ［1 ．2 7］× 0．62 10 緩　 斜 平　 垣 自　 然 土師 器片 1 SK－28 →本跡

楕　 円　 形 1．20　×　 0 ．95 33 穣　 斜 乎　 垣 自　 然 土師器 片 4

楕　 円　 形 L 8 1 ×　 0 ．75 13 緩　 斜 平　 垣 自　 然

楕　 円　 形 1．70　× 1．46 39 綬　 斜 平　 垣 自　 然

N －360－W f古　 円　 形 1．69　×　 0 ．9 2 15 緩　 斜 平　 垣 自　 然
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番　 号 位置
長径方向

を民軸方向）
平　面 形

規　　　　 模 ；

壁　 面 底　 面 覆　 土 出土遺物

備　 考

遺構番号 ・新旧関係　を古→新ラ

時代　 その他柁

34 C ユb9 N －320－E 長　 方　 形 1．22　×　0．72 35 緩　 斜 平　 垣 自　 然

35 C lb 9 － ＝　　　 車 0湖 × … 日　 鋼 緩　 斜 皿　 状 自　 然

36 C Ic 8 － 円　　　 形 は 誹 錮 叫　 凱 段　 状 平　 垣 自　 然

37 C ld 7 … 円　　　 形 0ず4　 × ・補 い 2 外　 傾 皿　 状 自　 然

38 C ld 7 … 口　　　 車 0052 × 0・48 巨 0 外　 傾 皿　 状 自　 然

39 B 2 il N J y 楕　 円　 形 照 射 描 つ　 封 緩　 斜 凹　 凸 自　 然

40 B 2g4 N 」紺㌧E 不　 定　 形 1・酎 廟 可　 桁 緩　 斜 段　 状 1 自　 然 陥穴？

4ユ B 2h4 N 」甘㌧W 方　　　 形 1・95 × 1・68 「 11 緩　 斜 平　 垣 自　 然

42 B 2j3 N 一針㌧E 不整楕円形 0剖 × … ‖　 姻 垂　 直 ゆる軸 船 人　 為

43 B 2j3 － 円　　　 形 0・6　× ・鈍 い 8 外　 傾 皿　 状 自　 然

44 B 2 j3 N J 嫁㌧E 長　 方　 形 3．34　×　0。62 2 1 外　 傾 平　 垣 自　 然

45 C 2 a3 － 円　　　 形 0．75 × 0069 「 18 緩　 斜 平　 垣 自　 然

46 C 2 a3 N 一㌢㌧E 楕　 円　 形 2910 × 18可　 53 外　 傾 乎　 垣 自　 然 土師器片 主常滑片 2

47 C 2 a3 N J 賂㌧E 長　 方　 形 2。81 X　Oe66 35 外　 傾 平　 垣 自　 然

48 C 2 a4 N 一弼∴虻 長　 方　 形 1瀾 X は ‖　 購 外　 傾 乎　 垣 人　 為 土師器片 1

49 C 2b 6 N －830－E 長　 方　 形 3瀾 × … バ　 凱 外　 傾 平　 垣 自　 然

50 C 2d 5 N －り十 ［長 方 形］ 1048 ×鉦 姉 巨 2 緩　 斜 乎　 垣 人　 為 土師器片 2 ，須恵器片 2

51 C 2d 6 N 一7 ㌧E ［長 方 形〕 ユ・97 ×（0潮 「 16 緩　 斜 平　 垣 人　 為 土師器片 4 ，須恵器片 1

52 B 2 i7 N ∵㌻㌧E 長　 方　 形 2誹 × 相 月　 犯 垂　 直 平　 垣 人　 為 土師器片93　P397 0 399

53 B 2g9 N l 烙㌧E 隅丸長方形 2瀾 × 摘 ‖　 ㍊ 外　 傾 外　 傾 自　 然

54 B 2jS N 塞げ 長　 方　 形 1も45 × 0・63 日 0 外　 傾 平　 垣 自　 然

55 B 3 i2 N …900－W 隅丸長方形 1・62 × 0サ55 日 3 外　 傾 平　 垣 自　 然

56 B 3 i3 N …「㌧E 隅丸長方形 調 X　 e関 目 2 緩　 斜 平　 垣 自　 然

57 C 3d6 N 」ぜ∵W 隅丸長方形 1割 × … 月　 別 緩　 斜 皿　 状 人　 為

58 C 3e l N l 悪㌧E 隅 丸 方 形 1・18 × 10可　 23 緩　 斜 皿　 状 人　 為

59 1C 淡粛 N －2 ㌔牒自持 「「］ 刑 1．19 × 0．77 ［ 47 i 緩　 斜つ 皿　 状　－自　 然つ l59 ic 3露iN ∴㌢∵W 出J 「1　 楷1 1．19　×　0．77 ［ 47 日経＋斜 I 皿　 状 i 自　 然 i ！

りり B 3il N 」が∵W 楕　 円　 形 L 71 X 1∴ほ 30 外　 傾 平　 垣 自　 然

6ユ B 3 f8 N l 率∵W ［長 方 形］Ci．91）×　0．92 30 外　 傾 辛　 恒 人　 為 土師器片 し須恵器片2

62 D 3 f8 N ！㍗ －W ［長 方 形］紅潮の× （ト閥 30 緩　 斜 辛　 垣 人　 為

63 D 3 j6 N …323－W ［円　　 形］ 0．96　×紅 8射 20 外　 傾 皿　 状 自　 然 本跡→S軋牒4

64 D 3 j6 N －㌻㌧W 長　 方　 形 1。2ユ　×　0．97 24 外　 傾 平　 垣 自　 然 土師器片 2 SK－63→奉跡

65 E 3 a5 N …7㌢∵野 長　 方　 形 L 43　×　0，97 23 外　 傾 平　 垣 自　 然

66 D 3 jまN J 路㌧E 楕　 円　 形 1．33　×∴L 鋸 28 緩　 斜 皿　 状 自　 然 土師器片 ユ

67 E 3b 3 N 三好㌧E 不整方形 1．82　× 1。72 21 外　 傾 平　 垣 自　 然

68 E 3d云
… 円　　　 形 （0．7射 ×　 … 25 緩　 斜 皿　 状 恒　 然 須恵器片 1

69 E 3d4 i 円　　　 形 （1．35）×　 … 33 緩　 斜 皿　 状 自　 然 土師器片 1

70 C ∠呈j8 N 一朗㌦虻 不 整 円 形 0．56　×　0．55 62 袋　 状 平　 坦 人　 為

71 D 4a7 N 4 ぼ㌧E 楕　 円　 形 1∴＝　＼　O．輔 34 外　 傾 凹　 凸 人　 為 土師器片16，灰粕片 1

72 D ∠皇b7 N －2 0－W 楕　 円　 形 0。80　×　0．68 15 緩　 斜 皿　 状 自　 然

73 B 4b7 － 円　　　 車 0。61 ×　0．56 21 外　 傾 皿　 状 人　 為

74 E 4 f2 N －P ㌧W － 紅 52ラ×掩。25ラ 34 車　 両 平　 坦 人　 為 SL 器魂本跡

75 D 3拶 N …90 0 長　 方　 形 1．42　×　私71 13 緩　 斜 平　 坦 自　 然

76 D 4 i4 N l 紆㌧E 長　 方　 形 2．3　×　 ．鋸） 22 緩　 斜 平　 坦 自　 然

77 D 3 j9 N …83 0－W 長　 方　 形 3。08　×　0。80 ユ6 緩　 斜 平　 坦 人　 為

78 D 4 il － 円　　　 形 私97　〉く　0」娼 ユ06 垂　 直 平　 坦 人　 為 灰軸片 1　 P407 S臣5→本跡→SK…79

79 D 4 il N －170－E 長　 方　 形 3．50　×　0．75 2 0 緩　 斜 平　 坦 自　 然 S臥5→SK－78→本跡

80 E 4b 4 N －74㌧W 不整楕円形 2．02　〉く　0．96 14 緩　 斜 平　 坦 自　 然

81 E 4 e4 N l 亨∵W 不整楕円形 1．86　×　0．93 6 緩　 斜 平　 坦 自　 然

82 E 4 f4 N －2が∴E ［長 方 形］ 0．67　×絶 6射 12 緩　 斜 平　 坦 自　 然

83 E ∠皇e3 N －65㌧W 楕　 円　 形 1．56　×　0．79 28 外　 傾 平　 坦 自　 然

84 D 4 i2 N j ぱ∵W 長　 方　 形 L 53　×　0．98 22 外　 傾 平　 坦 自　 然

85 E 4h2 N J が－E 長　 方　 形 1．69　×　0．93 26 外　 傾 平　 坦 自　 然 土師器片 上須恵器片 1

86 E 4C2 N l 悪㌧E 長　 方　 形 L 97　×　0．69 20 緩　 斜 平　 坦 自　 然 土師器片 2 ，須恵器片 1

87 E 4d l N －1が∴E 不 整 方 形 L 42　× 1．41 40 外　 傾 平　 坦 人　 為 土師器片 上須恵器片 2

88 C 3 il N 一鍋㌧W 楕　 円　 形 1．30　×　0．69 35 外　 傾 傾　 斜 人　 為

89 C 2 iO N J 貯㌧E 不整楕円形 （1．79）× 1．63 58 外　 傾 段　 状 人　 為

90 D 3 iO － 円　　　 形 1．07　〉く　L 輌 22 緩　 斜 皿　 状 人　 為
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番　 号 位置
長径方向

（艮軸方向ラ
平　面　形

規　　　　 模 ！

壁　 面 底　 面 覆　 土 出土遣物

備　 考

遺構番号 ・新旧関係 （古→新ラ

時代　 その他雅

91 D 3 iO N J y 楕　 円　 斉．′フ
0湖 × 0潤 い 3 緩　 斜 ゆるい起状ミ　自　 然

92 C 6e4 － 門　　　 井′フ
1・28 × 1・22 日 3 舛　 傾 、上　 川 人　 為

93 C 6e4 －
’門　　 井ノラ

1・ユ5 × 1湖 i 12 緩　 斜 平　 坦 人　 為

94 C 6d4 N j が∵W 不 整 門 井ノブ
＝ ‥ 日 割 つ　 5 緩　 斜 平　 坦 人　 為

95 C 6d4 － 門　　　 井ノラ
0・85 × 0・可　 6 外　 傾 凹　 凸 人　 為

96 C 6d 3 N －17㌧E 不 整 門 井．′フ
0・92 × ・舗 巨 緩　 斜 凹　 凸 人　 為

97 C 6d 3 N l 貯㌧E 円　　　 サノ汐 1サ27　×　L 18 10 緩　 斜 平　 川 人　 為

98 C 6C 2 N 4 甘㌧E 長　 方　 弄ラ伊 75 × 0・57 10 緩　 斜 皿　 状 人　 為

血　　99 D 7b4 － 門　　　 井ノク L O2　〉く　0」掩 ユ6 緩　 斜 皿1 状 人　 為

100 D 7C4 － 門　　　 井／ノ L 25　× 1．22 14 緩　 斜 平　 坦 人　 為 SK－10 1→本跡

10 1 D 7C4 N …40 0－E ［円　　 形］ 1．10　X　L 鋪 14 緩　 斜 平　 坦 人　 為 本跡→SK…10 0

102 D 7C4 － 門　　　 井ノラ 私97　×　私94 ユ4 緩　 斜 皿　 状 人　 為

103 D 7b5 … 円　　　 弄ノブ 1002 × 0・93 「 16 緩　 斜 皿　 状 人　 為

用4 D 7a6 … 円　　　 形 1．04′　× 1．03 16 緩　 斜 皿　 状 人　 為

105 D 7a6 － 円　　　 形 1．01 ×　0．92 13 外　 傾 平　 坦 人　 為

106 D 7a6 － 円　　　 形 1．04　×　0．94 15 緩　 斜 皿　 状 人　 為

ユ07 D 8 C3 N J甘㌧E 方　　　 形 0．93　×　0．87 43 垂　 直 平　 料 人　 為

108 D 7b 6 － 円　　　 形 私74　×　0．65 9 緩　 斜 皿　 状 人　 為

109 D 7b 5 － 円　　　 形 私71 ×　0．69 4 緩　 斜 皿　 状 人　 為

1用 D 7b6 N ｝鮮㌧E 不整長方形 1．57　×　ユ．29 2 0 緩　 斜 平　 坦 人　 為

日日 D 7b6 － 円　　　 形 L 26　〉く1∴拍 12 緩　 斜 皿　 状 人　 為

112 D 7C5 N －22㌧ E ［楕 円 形］ L 39　×仕 15） 24 緩　 斜 平　 坦 人　 為 本跡→SD－38

日3 D 7C5 － 円　　　 形 ′L O4　×　0．99 16 外　 傾 皿　 状 人　 為

114 D 7C6 N －6㌦W 楕　 円　 形 0．90　×　0．72 15 緩　 斜 平　 坦 人　 為

まま5 D 7d7 N J y 不　 整　 形 紅 86）×　0．96 18 緩　 斜 平　 坦 人　 為

116 D 7C7 N －7が∴E 不整楕円形 1．25　× 1．18 18 外　 傾 平　 坦 人　 為

1ユ7 D 7C7 － 円　　　 形 1凋〕×絃 76．） 11 緩　 斜 平　 坦 人　 為 本跡→SD－38

118 D 7b8 － 円　　　 形 0．88　×　0．80 7 緩　 斜 皿　 状 人　 為

119 D 7b 8 － 円　　　 形 1．（章　＼　L 杷 30 緩　 斜 皿　 状 人　 為

120 D 7a 8 － 円　　　 形 1．05　× 1．03 14 緩　 斜 皿　 状 人　 為

12ユ D 7b 9 － 円　　　 形 1．14　× 1．12 12 緩　 斜 平　 坦 人　 為

122 D 7d8
i
N －38 0－W 楕　 円　 形 1．32　×　0ぜ98 19 緩　 斜 平　 坦 人　 為

123 D 7C8 N －85㌧E 楕　 円　 形 1．37　×　L 10 3 1 外　 傾 平　 坦 人　 為

124 D 7d8 N J 汀㌧E 不整長方形 L 48　× 1．10 32 外　 傾 平　 坦 人　 為

i

i

！

！

i

i

l

S紅127 ・SD－39→本跡

125 D 7C9 N －13㌧W 楕　 円　 形 0．75　×　0．56 12 緩　 斜 皿　 状 人　 為

126 D 7C9 N －3 0－W 隅丸長方形 1．89　×　0．86 18 緩　 斜 平　 坦 人　 為

127 D 7C9 N ～780…E 長　 方　 形 L 55　×　0。88 31 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡や→SK－126

128 D 7b9 N …6 ㌧W 長　 方　 形 1も92　×　0．82 24 緩　 斜 十　 川 人　 為 本跡→S且1 拍

129 D 7 cO N －4 ㌧W 長　 方　 形 仕 61）×　0．88 22 緩　 斜 平　 坦 人　 為 本跡一→SI）－39

南面エリア外

本跡→SD…35

13 0 ・D 7C 9 N －80。－E 長　 方　 形 1．93　×　L 13
l

22 外　 傾 平　 坦 人　 為

131 D 7dO N －820…E ［方　　 形］ 1。08　×（0．93） 29 外　 傾 平　 坦 人　 為

132 D 8d l N j ぽ∵W 方　　　 形 1．48　× 1。32 4ユ 垂　 直 平　 坦 人　 為

133 D 7cO N J l〇一E 長　 方　 形 1．92　×　L 17 20 緩　 斜 平　 坦 人　 為

134 D 8（：1 N ∴㌻∵W 隅 丸 方 形 1．14　× 1．06 24 緩　 斜 平　 坦 人　 為

135 D 8cl N －90－W 隅 丸 方 形 0．80　×　0．76 20 外　 傾 平　 坦 人　 為

136 D 8b2i
－ 円　　　 形 1．13　× 1．01 70 垂　 直 平　 坦 人　 為

137 D 8 C2 N …6 ㌧W 楕　 円　 形 L 77　×　0．98 25 外　 傾 平　 坦 人　 為

ユ38 D 8 C2 N －㌃㌧E 長　 方　 形 2，16　×　0．83 24 緩　 斜 十　 川 人　 為

139 D 8 C3 N J y ∵W 長　 方　 形 2．05　×　0．93 24 緩　 斜 平　 坦 人　 為

140 D 8C 3 N －310－W 楕　 円　 形 l1．05　×　0．76 15 緩　 斜 皿　 状 人　 為

141 D 8d3！N －600－E　‾方　　　 形 0．95　×　0．86 24 緩　 斜 皿　 状 人　 為

142 D 叫
… 円　　　 形 0・76 × 0・73 i 16 緩　 斜 皿　 状 人　 為

143 D 8C2！N J 貯㌧E 長　 方　 形 1・06 ×　 潮 目 4 外　 傾 平　 坦 人　 為

144 D 3C3i N …19〇一W 隅丸長方形 3瀾 × 1・97 ！ 55 外　 傾 平　 坦 人　 為
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遺構外出丑遺物

今回の調査で　遺構に伴わない土器の土製品0石器も鉄製品さ古銭を煙管などが出土している。ここでは夢

それらの中から縄文土器を土師器を石器について解説し　その他については実測図　第蟻　の蟻聞　及び観

察麦を一覧患㌣一括して報告する。

第蟻図　は縄文土器の胴部片である。外面に撚糸文を綻位に施してお軋　縄文時代早期の土器と考えられ

る。　あ　ほ縄文土器の胴部片と考えられる。LRの単節斜縄文を施し　法線で区画した後　磨　消している。

共に加曽利E戎土器に比定される。闘縄文土器の描線部片で誹庭して立ち上が隼田縁端部を丸　処理し

ている。描線部は波状描線を呈するよ　である。加曽刹迅式と考えられる。

第蟻図　は土師器、形器台である。受部は若干内攣して立ち上が軋　端部に面取りを施している。受部中

央部には律約1．1五111ほどの穿孔を存している、＿一一一、古墳時代Ij描Jjの上器と考えられる．、、、

′

る。第蟻　図蟻～膵は石鉱である。石質はすべて黒曜石である。第蟻　回路は　刃部の太宰が匁摸して折る

が汐　磨製石斧の破片と考えられる。石質は潜結凝灰岩である。

′′　　　　　　　　　′

踊離車　種浄服廟 器形の特徴　 i　 手法の特徴　　 恒の色調や焼成備　　　考

第温54回　高台相棒　A　i敏速目線部一一部欠損ぞニラ　体部からH綾部に　体部外商夢高台部内の外商ロタロナデ。砂粒を石英をスコ㌘射6　期％

i 主用欄は＋㌶かけて外傾して立ち上がる。高台は「体部内面磨き芦　黒色処理。底部回転リアの雲母 PL52

ハの字状に開信　　　　　　　　　　　 へラ削　。高台貼　付け後ラ　内外面　にぷい橙色 B区

E　　　L2 ナデ。）　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

高台相棒　A　l私6体溜上一部の高台部欠損。〕休部からは　体部外南口タロナデ。休部内面磨き，砂粒のスコリアも㌘射7　鋪％

2　　　土師器B　（5．3）縁部にかけて若干内攣して立ち上が軋　黒色処理。底部回転へラ削り。　　　雲母 ＝亘

端部付近で若干外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　普通

小形器台　Å　　　7。5支部一部の脚部欠損。受部は若干内　受部内商器商荒れ調整不明。受部外「砂粒サ石英 P射8　購％

土師器B　「乱封攣して立ち上が軋　端部に面取りを　商ナデ。　　　　　　　　　　　　　　　 赤褐色 B区

施す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

図版番号　種　別i　 計　　 測　　 値 巨 士地点

備　　　　　　　　　　 考
径km　　　長さkm　　　乳径km　　　重量軸ラ

第1欄は　泥海子i 43 i oo　巨02　中潮㌶4区 PP封　力士　　PL53

可泥面子！3e2 ！203 i oも7　日・ほ
C4区 BP21不明

可泥面子i e3 ！47 i e7　日湖
E4区 DP22　大黒？

13巨魁製可 ・l i ・ヱi e8　日潤
E4区 BP23

図版番号種別疑さ行m）言幅寝言；摩抽mラ　重量毎） 出土地点　 備　　 考

勘55図可剥　片！244 1ずO i L9 3・86 iF3区　　　　 iQ30チャート
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第154図　遺構外出土遺物実測図（1）

－222－

匂
I3

0

ヒ二二土ここ∃cm



ヽ

28

第155図　遺構外出土遺物実測図（2）
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計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 土 地点　 備　　 考
業　来者 i匪r　ノブ 長さkm　　　 幅km　　　 厚さ．cm　　　重量＿g．ラ
聖 聖 止 里 j 止 」 撃 つ …堅 十 「言 ㌃ 7 1 ㌫ 表採　　　　　　 棒滋 洛結凝灰岩 PL53

攣 聖 逗 」 畑 ∵ H i L牒　 十 寺 √ 千 ㍍ 鋸区　　　　 iQ37 黒曜石　 PL54

可 杢 そ 「 空 ［ ユ十 千 完 了 「 議 表採　　　　 iQ38 黒曜石

虫 ヱ 空 上 空 ㍉ 「 読了 「 音 「 「 蒜 表採　　　　　 恒 描 曜石

吏 土 空 士 空 ㌧ 」 舶「 「 謡 「 「 蒜 表採　　　　　 極 描 曜石

虫 ヱ 空 ⊥ ま 〔 十 才 「 「 完 「 「 芯 C 区　　　　　 棒射 黒曜石

攣 車 吏 〕 軋 」 牛 つ　 説牒 i 言√ 辛 気 C相　　　　　 棒紹 餉 －ト　 P L54

図版番号
器 種　 径行m） 厚芸。m） 軸芸 m中 濃 mラ　 馴　 出 土 地 点

備　　 考

第155図22
紡 錘 車　 線封 i ・2

私4 ほお （抽　 恒 区
M 16

図版番号
消種　 別　 畏さ行mラ 百 測　　　　　　 ず直 重量玩 ラ　 出 土 地 点　 備　　　 考

幅毎の　　　 厚 さk m）

第15 5図23 嫌　 い 湖 ヱe7 i o e4 賂 9） iE 摘　　　　　　 M 摘　 P L 髭

計　　　　　　 測　　　　　　 値
図版番号　 種　 別　 長さkm） 幅kmラ　 摩紬 m） 重量届　　 出 土 地 点　　 備　　　　 考

縮 減可 煙　 管 i 567 且もO i l生 ⊥ 空 … 恒 攣 ＋　 …… 「 蒜 嘉 料

貴 い堅　 管つ＋ … Ie3 ！ む09 ！ 7e4　 恒 繍　　　　　 M27

初鋳　0　鋳造年
備　　　　 考図版番号　　 銭　 名　 産さ行m　　帽km　　厚さkm　 重量穣　 孔径km） 和暦漕暦ラ i鋳造地名 出土地点

聖 聖 ⊥ 聖 堅 ⊥ 聖 」 二 二 斗 論 1 ㌦ ㌃ γ 議 寛永元勘は飢初鋳　 枠　 本匝 M 28　　P L54
第ユ55図27 i　 銭 巨 ユ i i op30　巨 め5 i 大正1輝 ユ923）鋳造　 枠　 本桓 表採

M 29
聖 聖 上 撃 引　 軋3　 日 誹 十 蒜 丁 宕 天保路 （1835欄鋳　 枠　 本匝 M 30
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第4章　　ま　と　め

今回の調査で確認された遺構は，竪穴住居跡53軒e掘立柱建物跡6棟e竪穴状遺構2基・溝跡29条・火葬

施設2基・地下式墳4基・井戸跡1基。土坑1舶基である。

ここでは，時期別に各時代の主な遺構と遣物についての概要を述べ，まとめとする。

1　旧石器時代から縄文時代まで

旧石器時代の遺物としてほ，剥片も石核が表土及び後世の遺構の覆土から出土している。石質はチャート及

び黒曜石である。石器が集中している地点や地層などは確認できなかった。

縄文時代の遺物としてほ，早期・中期・後期の土器片がごく少数と，この時代のものと考えられる石鉄が数

点出土している。

2　古墳時代

当遺跡において，初めて集落が形成される時期である。この時代の遺構として，竪穴住居跡12軒・方形層

溝状遺構2基の土坑1基が確認されている。遺構は調査区域北部を中心に分布しており，さらに北方へ集落が

広がることが予想される。これらの遺構は，3世紀末から5世紀前半にかけてのもので，さらに四つの時期に

区分できる。

期　は世紀末～　世紀初）

第38809号住居跡。古墳時代初めの住居跡で，調査区域の北部に分布している。住居跡の平面形は，隅

丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸5．4～6。7m，短軸5。ト6．7mである。第3・9号住居跡は焼土が堆

積しており，焼失住居と考えられる。

遺物は土師器（椀e壷・婆など）が大半を占めている。その他の遺物としてほ，第9号住居跡からガラス小

玉が出土している。本県で住居跡から出土したものとしてほ，最も古い例の一つである。また，弥生時代末と

考えられる十王台式土器の破片が第889号住居跡から，また南関東系の壷が第9号住居跡から出土している○

床面付近の，土師器と同じ土層から出土していることから，供伴していたものと思われる。

十王台式土器はタそのほとんどが広口壷上半部の破片である。頸部に帯状の刺突文が施されていることから，

十王台式土器の中でも新しい一群に位置づけられる（注1）。南関東系の壷は2個体（第24図203）で，双方と

も複合口縁を有し，外面に赤彩が施されている。器形e文様ともに在地での系譜を追うことは難しく，東京湾

周辺の土器の影響を色濃く受けている。こうした影響は，土器の移動によるものと土器制作者自体の移動によ

るものと二つのケースが想定されるが，いずれのケースにしても広範な交流の結果もたらされた土器であり，

当遺跡の成立期は人的あるいは物的移動が盛んな時期であったといえる。

Ⅲ期（4世紀前半）

第1e4。72号住居跡。古墳時代前期の住居跡である。住居跡は調査区城の北部に分布し，I期とほぼ同

じ場所に構築されている。住居跡の平面形は，隅丸長方形を呈するものが2軒あり，これが基本となると思わ

れる。第4号住居跡は，長軸6。33m，短軸5．45mである。第72号住居跡は長軸4．45m，短軸4・33mである〇

第1号住居跡は一部が後世の遺構と重複しているが，破壊を免れた主軸方向の長さほ5誹1mであり，ほぼ中

間の値を示している。
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遺物は土師器極も婆の高杯など）が中心でタ士製品（球状士錘）も出土している。第1号住屠跡からほ折

り返し日縁を持つ壷（第4図203）がタ　第4号住居跡からは単目線の壷　第は図1）が出土している。第

1号住居跡の壷は打線部下端に円形刺栗文をもつものとタ何の施文を施さないものがある。第4号住居跡から

出土した壷は無文で浮体部下半に最大径がある。住居跡ごとに壷の器形は異なるものの，頚部の屈曲が弱ら

ハケ日が施された悪を伴っていることが共通するし、

Ⅲ期　拍世紀中葉）

この時期の遺構は少なくタ住居跡は調査区城内では確認されていない。遺物が遺構に伴うものであれば，第

2号方形層薄状遺構がこの時期に属する唯一の遺構である。生活の痕跡が希薄な時期でありタ居住の場が調査

区域外に移動していたのであろう。

Ⅳ期（5世紀前半）

第50607・65e67。71号住居臥　第52号土坑。古墳時代中期の遺構である。遺構は，‡～Ⅲ期では北

部に散在しているのに対し芦調査区域の北西寄りにややまとまって分布している。住居の平面形は，方形も長

方形。隅丸長方形が認められタ　長方形ゆ隅丸長方形の平面形を持つ住居跡は，主軸方向に対して横長のプラン

を持っている。規模は芦　第67号住居跡が長軸6湖m，短卓酪36m，その他が長軸3。42㌦後。6m，短軸3。2㌔机5

mである。7軒確認された中で第　0m号住居跡は焼失家屋である。第67号住居跡は，当遺跡では第3号住

屠跡と共に太型住居の部類に属するものである。この住居跡は，第50　0m号住居跡などの中規模の住居

跡と一つのグループを構成している。出土した遺物からほその他の住居との相違は認められないが，中規模の

住居から構成される集団の中で中心的な位置を占めていたと思われる。

遺物は，土師器（椀の増の壷の聾。高塚など上土製品　球状士錘）鉄製品　鉄鉱男が出土している。赤

彩された相の高杯が見られるのも，この時期の特徴である。第7の6　0m号住居跡では　土器を投棄したよ

うな状況が確認できた。

このように古墳時代にはタ　3世紀未から5世紀前半にかけて集落が営まれている。4世紀中葉にいったん途

絶えるが，5郎己前半にいたって再び営まれる。この中断は集落が一時的に移動したことによると考えられる。

5世紀中葉以降再び断絶し，以後8世紀まで集落は形成されていない。当遺跡の南西約800mに位置する神田

遺跡では，5世紀以降も集落が継続している状況とは対照的である。

こう　奈良・平安時代

当遺跡の中心となる時代である。この時代の遺構として　竪穴住居跡射軒ゆ掘立柱建物跡6棟e竪穴状遺

構2基が確認されている。遺構は調査区域の南部を中心に分布している。調査区南側の畑地には同時代の土器

片が数多く散布していることから，この付近に遺構が集中していると考えられる。これらの遺構は，8世紀後

半から10世紀前半にかけてのもので，さらに四つの時期に区分できる。

期　摘世紀後半）

第47・58号住居跡。集落が再び形成される時期である。当該期の住居跡は2軒確認されており，調査区域

の南部に位置している。平面形は長方形で，規模は長単組54～5。25m，短卓絶35～4．87mである。第47号住

居跡は竃が2基併設されている。

遺物は，土師器（婆）。須恵器（捧・盤・襲）である。第47号住居跡では，土師器よりも須恵器の個体数が

多く，須恵器の中でも棒の割合が高い。

I自明（1日牡紀前半）
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第23・27028031e54064号住居跡。遺構数が若干増加し，調査区域の中部から南部にかけて散在してい

る。平面形は方形または長方形で，規模は長軸3．0ト生はm　短軸2・7ト3087mである。第23号住居跡は棚

状施設を有していた可能性が考えられる。遺物は土師器（杯e高台付杯0婆）ダ須恵器（杯。盤・聾・円面硯）

石器（砥石）が出土している。当遺跡から出土した円面硯は，第23号住居跡の1例だけである。

Ⅲ期（9世紀中葉）

第2eH主14・15。17021。32号住居跡。第2・14号住居跡が調査区域の北部に位置していることを除く

と，調査区域の中部に遺構が分布している。住居跡の平面形は方形または長方形のものが認められるが，方形

のものが多い。規模は，長軸2．73㌦生15m，短軸2．35～4誹mであり，一辺が約3m前後（第2e14つ7号

住居跡）と約4m前後（第10021032号住居跡）のグループに分かれる。

遺物は，土師器（杯e高台付捧・乳須恵器　杯0婆。甑上土製品（紡錘郵，鉄製品（鎌），石製品（砥

石など）が出土している。第21号住居跡は竃が2基確認されており，竃2の煙道部底面に雲母片岩の石塊が

置かれている。石塊は柱状で，表面に火熱を受けている。支脚の可能性が考えられるものの，竃の奥まった所

に位置しているため，なお検討する余地がある。当遺跡ではこのように，竃の火床面あるいは煙道部底面に石

塊を置く住居跡がありタ次のⅣ期でも第38A o52号住居跡に同じような施設が確認されている。仮に支脚と

想定すると，当遺跡では土器転用と石塊を使用した支脚があることになる。また，石塊が竃の補強材あるいは

構築材の可能性も考えられるが，当遺跡周辺ではそのような使用例は知られていない。今後類例の増加をまっ

て検討したい。

Ⅳ期（9世紀後半～10世紀前半）

第12の13018。19835037038A o38Bや40Aの40Bの45046050や5。泌号住居跡　第　～6号掘立柱

建物跡。当遺跡の中心となる時期である。遺構は中部から南部にかけて分布しておりタ前代から集落が拡大し

た様相を示している。平面形は方形または長方形であり，前代と同じく方形の住居跡が卓越している。住居跡

の規模は，長軸2．74～4言6m，短軸2．4～4．02mで，一辺205m前後と4m前後のグループに分かれる。これ

は，前代での住居の大小がそのまま引き続いていると見ることができる。前代までははっきりと認められなか

ったが，当該期の住居は大きく調査区域中部と南部のグループに分けられる。6棟確認されている掘立柱建物

跡も，当該期以降に構築されたものである。

遺物は　土師器　杯e高台付杯も婆上須恵器　杯e高台付杯・婆e甑）のほか，土製品（紡錘車）や鉄製

品（鎌の刀子）が出土している。土師器の杯は，内面に黒色処理が施されたものが多い。

奈良。平安時代は，初め少数の住居が形成された後，若干軒数を増やし，9世紀中頃には中部を中心に，9

郎己後半には中部・南部に広がっている。北部には一部を除いて住居は構築されず，空白地城となっている。

古墳時代は北部を中心に集落が展開しているため，住み難い環境であったとは考えられない。これは，当時の

土地利用状況によるものか，あるいは居住空間に何らかの規制が働いていたことによるものと想定される。

4　中e近世

中・近世と考えられる遺構として，溝跡29条0火葬施設2基の地下式墳4基が確認されている。このほか，

1舶基確認された土坑の中には，中・近世と推定されるものが存在する。溝跡の中で，調査区中部に位置して

いる第14e18号溝跡，調査区北西部に位置している第27号溝跡は，掘り込みが深く断面が薬研堀状を呈して

いることから，苅間城跡と関連がある遺構であろう。苅間城跡は当遺跡から西方に約500mの所に位置し，小

田氏家臣の野中瀬氏の居城とされている。主部と思われる部分には∴現在も土塁や堀の痕跡を認めることがで
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きる。遺跡周辺を描いた貞享5年（1688）の判決絵図面Hiニ2では　当遺跡の西隣にあたる「本屋敷」に堀が方形に

巡ることが確認でき，複数の郭で構成された城跡であることがうかがえる。神田遺跡からも城跡と関係のある

遺構が確認されており，今回の調査で城域が東方へ広がることが明らかにされた。苅間城跡の縄張りは不明確

であるがタ地形的に見て東側が防御上の弱点であ軋　当遺跡の溝跡はそれを補強するために構築されたもので

あろう。なお苅間城跡は小田氏の没落と共に廃城となったが，溝跡からほ近世の陶器片が出土し，溝は城が廃

絶された後もしばらく存続していたのであろう。

埋葬に関係する遺構として，火葬施設2基e地下式場4基が確認されている。火葬施設は，2基とも調査区

南部に位置している。このうち第2号火葬施設は燃焼部e開口部が残存している。第2号火葬施設の東側に第

1号地下式嬢が位置しており，両者の関係が注目される。また，調査区の東部を中心に，土坑が分布している。

土坑は径約1mほどの円形のものと，長車虹5～工9m前後，短軸0．9m前後の長方形の土坑に大別され，これ

に方形のものが加わる。形状を問わずほぼ同じ規模で，覆土が人為堆積であること，円形のものは座棺による

埋葬が想定されること，神田遺跡でも同様な遺構が確認され，古銭等が出土していること等の理由から，墓壕

の可能性がある。

今回の調査の結果夕古墳時代及び奈良の平安時代を中心に，近酎こ至るまでの複合遺跡であることが確認さ

れた。旧石器時代e縄文時代に当遺跡周辺に人々が居住していた痕跡はうかがえるが，弥生時代には生活の跡

をとらえることができなくなる。その後，古墳時代初頭に至って本格的に人々の生活が開始される。これは，

人とものの広範な移動を伴った結果の出来事である。その後，古墳時代中期に至って集落がいったん途絶え，

8隆紀後半に再び形成される。中や近世の遺跡の一部は墓域として，ま受∵一部は城郭の外縁に取り込まれてい

ることが明らかになった。

注1ひたちなか市教育委員会6財団法人ひたちなか市文化やスポーツ振興公社「武田石高遺跡　旧石器サ縄文弓ホ生

時代編」『（財）ひたちなか市文化0スポーツ振興公社文化財調査報割第15集1998年1月

注2　茨城県教育財団「（仮称）葛城地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書I　神田遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第121集1997年3月
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0茨城県教育財団　「主要地方道取手筑波線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告苦　境松遺跡」『茨城県教育財団
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団文化財調査報告』第134集1998年3月
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館章　競骨折遺跡出並立師器の胎丑分析

（株）第四妃地質研究所　井上　巌

Ⅹ線回折試験及び化学分析試験

1　実験条件

1－1　試料

分析に供した試料は第1表胎士性状表に示す通りである。

Ⅹ線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に供
一

した。

化学分析は土器をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコーテングしな

いで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析した。

1－2　Ⅹ線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はⅩ線回折試験によった。測定には日本電子製JDX…8020

Ⅹ線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target：玩，Filter：Ni，Vo圧age：40kV，Current：30mA，ステップ角度∴0誹20計数時間∴私5秒。

1－3　化学分析

元素分析は廿本電子製5300LV型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセットし、実験条

件は加速電圧：15kV、分析法：スプリント法、分析倍率：200倍、分析有効時間：100秒、分析指定元素10元

素で行った。

2　Ⅹ線恒＝斤試験・蛍光X線分析結果の取扱い

実験結果は第1表胎士性状表に示す通りである。

第1表右側にはⅩ線回折試験に基づく粘度鉱物及び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対する

分類を行った結果を示している。

Ⅹ線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現れる各鉱物に

特有のピークの強度を記載したものである。

電子顕微鏡によって得られたガラス量とⅩ線回折試験で得られたムライト（MulHte主クリストバライト

（Cristobalite）等の組成上の組合せとによって焼成ランクを決定した。

2－1　線成分類

1）　Mo n t－Mi c a－Hb三角ダイアグラム

三角ダイアグラムを1～13に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位置を数字で表した。

Mont、Mica、Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討した。

三角ダイアグラムはモンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（熟）のⅩ線回折試験におけるチャ

ートのピーク強度をパーセント（％）で表示する。

モンモ7）ロナイトはMont／Mont＋Mica＋Hb＊100でパーセントとして求め、同様にMica、Hbも計算し、三角ダイヤ

グラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の1～4はMont，Mica，晩の3成分を含み、各辺は2成分、各頂点は1成分よりなってい

ることを表している。

2）　Mo n t－Ch，Mi c a－Hb菱形ダイアグラム
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モンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（馳）、緑泥石　にh）の内、

a）3成分以上含まれない、b）Mont，Cllの2成分が含まれない、

のMica，熟の2成分が含まれない、の3例がある。

菱形ダイアグラムはMont一日1，Mica－Hbの組合せを表示するものである、r

Mon上C転Mica－HbのそれぞれのⅩ線回折試験のチャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、

例えば、Mont／Mont＋Ch＊100と計算し、Mica，Hb，Chも各々同様に計算し、記載する。

菱形ダイアグラム内にある1～7ほMonLMica馳諾hの4成分を含み、各辺はMont，Mica，恥Chの内3成分、各頂

点は2成分を含んでいることを示す。

3）　化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法（10元素全体で100％になる）で計算し、化学分析表を作成

した。化学分析表に基づいてSiO2－A1203図、Fe203－MgO図、K20－CaO図の各図を作

成した。これらの図をもとに、土器類を元素の面から分類した。

3　X線回折試験結果

3…1　タイプ分類

表－1胎土性状表には、三反田遺跡、武田遺跡、六十日遺跡、鹿鴫遺跡の各遺跡から出土した土器が記載し

てある。

土器胎土はA∵）Eの5タイプに分類された。

Aタイプ：Iibl成分を含み、Mont，Mica，Chの3成分に欠ける。

Bタイプ：Miea、I－Ibの2成分を含み、MonLCllの2成分に欠ける。

Cタイプ：MiezIJ甘の2成分を含み、Mont，Hbの2成分に欠ける。組成的にはBタイプと同じであるが検出強

度が異なる。

Dタイプ：Mical成分を含み、Mont，Hb，Chの3成分に欠ける。

Eタイプ：Mollt．Mica，Hb，Cllの∠－1成分に欠ける。

主に、nA1203・mSiO2・lH20（アロフェン質ゲル）で構成される。

最も多いタイプはEタイプで三反田遺跡、武田遺跡、六十日遺跡、鹿鴫遺跡の各遺跡から出土した土器に共

通する。全体32個のうち18個が該当する。次いでAタイプの9個で、三反田遺跡、武田遺跡の各遺跡から

出土した土器に共通する。BとDタイプは各2個、Cタイプは1個である。

六十日遺跡の土器はEタイプが3個とAとDタイプ各1個で構成される。この傾向は三反田遺跡、武田遺跡

の土器と胎土の共通性が高い。

3…2　石英（Q t）…斜長石（P H　の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土器

を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団が持つ土器制作上

の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々異なっていくものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言える。

三反田遺跡、武田遺跡、六十日遺跡、鹿鴫遺跡の各遺跡から出土した土器は，：「～Ⅲの3グループに分類さ
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れた。

Iグループ：Qも（石英）の強度が1000㌦22掴、Pl　斜長石）の強度が6蹴卜藩胴の領域にあり、三反田遺跡

の壷が集中する。

Ⅲグループ：Q t（石英）の強度が2800～4500、Pl（斜長石）の強度が500～700の領域にあり、三反田遺跡

と武田遺跡の壷が混在する。、

Ⅲグループ：Q tが2000～4200、Plが1000～400の領域に集中する。三反臥武田、六十冒、鹿鴫遺跡の土

器が共存する。

第5図Q t－Pl図には六十日遺跡の土器が記載してある。

六十日遺跡の土器はⅢグループで三反臥武田、六十冒、鹿鴫遺跡の土器が共存する。

4　化学分析結果

表－2化学分析表には三反田遺跡、武田遺跡、六十日遺跡、鹿鴫遺跡の各遺跡から出土した土器が記載して

ある。

また、六十日遺跡については分析結果に基づいて第　回SiO　…Å1　0　図、第7図Fe2C寝「＋Mg

釧乳　第鋸図K2C主つ二aO図を作成した。

4－1　SiO2－Aつ203の相関について

I‾とIlの2グルーーl→ブと“その他‥　に分類されたし、Si（〕2の伯の低い領域にはIグループ、高い領域に］グ

ループを形成する。

Iグループ：Si02が45ノ＼55％、A1203のが20＼40％の広い領域に分散する。とくに六十日遺跡

の土器が集中する。

［グループ：Si（：）2が58＼74（？・′（＿，、A1203のが15・＼30（一弘の領域に集中する。三反田、武田、鹿嶋遺

跡の各遺跡の土器が共存する。

“その他”：三反應上∵日豊どのグループにも属さず、異質である。

第6図SiO2…A1203回に示すように六十日遺跡の土器はIグループに集中し、明らかに三反田、武

田、鹿鴫遺跡の各遺跡の土器とは異なる組成を示す。

4－2　Fe203－MgOの相関について

I～Ⅲの2グループと“その他”に分類された。

Iグループ：MgOの債が0％の領域にあり、Fe203の値が2～10％の領域にあって、三反臥武臥

鹿鴫遺跡の土器が混在する。

Ⅲグループ：六「‖遺跡の上器はF p203の値が6＼H彗）の領域にある。

“その他”：三反田…3、7はMgOの値がいくぶん高く、異質である。

第7図Fe203…MgO図に示すように、六十日遺跡の土器はⅢグループに集中し、三反臥武臥鹿鴫

遺跡の土器と比較してFe203の値が高く、異質である。
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4－3　K20…C aOの相関について

三反田、武田遺跡、鹿鴫、六十日遺跡の土器はI㌦Ⅲの3クつレ70に分類される。

Iグループ：K20が0．5一＼1．持）、C aOが0＼－0．5％の領域にあって、六ト寸j遺跡の土器が集中する．

Ⅲグループ：K2（）が上0＼2．5。ノ（－、e a Oが0．8＼1．8（．）′′i）の領域にあって、三反田の壷、石高の壷、鹿嶋遺跡

の土器が共存する。

Ⅲグループ：K20が0．8＼2．2し．ナノと－、C aOが0．1＼0．7％の領域にあって、三反田、武田遺跡、鹿嶋遺跡の土

器が共存する。

第8図K20…CaO図に示すように、六十日遺跡の土器はK20とC aOの債が低く、三反田、武田、鹿

鴫遺跡の土器と比較して異質である。

5まとめ

‖　三反田、武田遺跡、鹿鴫、六十日遺跡の土器胎士はA㌦Eの5タイプに分類され、AとEタイプで全体

の90％以上を占める。とくにEタイプは三反乱言鋸軋　鹿鴫、六十日遺跡の土器に共通するものである。Aタ

イプは三反田と武田遺跡の土器に共通する。

2）Ⅹ線回折試験に基づくQ t－P拍日間では‡～Ⅲの3グループに分類され、Iグループの三反田の壷は

Q tの強度が低く異質である。Ⅲグループは三反田の意と石高の意が共存する。Ⅲグループは三反田、武臥

鹿嶋、六十日遺跡の上器が技存する。

3）化学分析結果による分類では六十日遺跡の土器はSiO2倍が小さく、A1203とFe203倍が太

きく、K20の値が低いことで特徴があり、明瞭に三反田、武田、鹿鴫遺跡の土器とは化学組成が異なる。三

反臥　武田、鹿鴫遺跡の土器は化学組成が同じ領域にあり、類似性が高い。

4）鉱物分析と化学分析では鹿鴫遺跡の土器は鉱物分析ではEタイプに属し、三反田、武田、六十日遺跡の

土器と共通する。化学組成では三反田と武田遺跡の土器と成分が近く、この両者の関係からすると、鹿鴫遺跡

の土器は三反田と武田遺跡の土器と関連性が深い。

5）六十日遺跡の土器は胎土の鉱物組成としてほ三反乱言鋸私産鴫遺跡の土器と類似するが化学組成が異

なる。
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湊一瑠　胎羞性状湊

試料

N o

タイプ

分類

組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物 ；　 備　　 考

Mo－Mi一馳 Mo－Ch灘灘 Mont Mica 馳 鋸弼 Ch鞄） Qt Pl Crist 鮎川磁 K」eis 触極 Kaol Pyrite 1日

三反田－ 1 D 8 ごり ユ17 3297 293 134 199 土師還S字婆 3㌦4C

三反田－2 Å 5 20 99 3671 335 134
l

土師器壷 3 ㌦4C 網目

三反田－3 B 6 20 118 197 2138 747 342 土師蓄壷 ． 3 ㌔4 C ナデ

三反田ー4 E 14 20 4392 549 土師器壷 3 ㌦4 C ナデ

三反田－5 E 14 20 3388 668 土師竃壷 3 ㌦4 C

三反田－6 E 14 20 3358 243 159 土師器S字婆 3 ㌦4 C

三反田…7 E 14 20 1160 665 141 土師蓄壷 3 ～4 C 太廓

三反田…8 Å 5 20 80 3445 390 176 土師器S字婆 3 ＼4 C

三反田－9 Å 5 20 115 4013 290 136 土師器壷 3 ㌦4 C

三反田－10 E 14 20 2891 347 127 工帥器壷 3 、4 C 内面施文

三反田－11 Å 5 20
－

107 3520 381 150 土師器大型婆 3 ㌦4 C

三反田－12 A 5 20 149 2957 585 123 土師蓄壷 3 ㌦4 C 内而施文

武　 田－1 A
l

5 20 100 3217 416 土師竃婆 4 C 布留自小）

2547 297 191 土師器婆 4 C 布留2瀾 ）武　 田－2 Å 5 20 114

武　 田－3 E 14 20 2445 348 136 土師蓄碧 4 C 布留3瀾 ）

武　 田－ 4 E 14 20 3024 517 土雨器壷 4 C 山陰系？

4 C武　 田－ 5 E 14 20 3323 289 土師器賓

土師義盛 4 C武　 田－ 6 Å 5 20 93 4159 550 322

武　 田－ 7 E 14 20 2789 223 135 157 土師蓄婆 4 C 布留1

武　 田－ 8 E 14 20 3935 364 土師蓄婆 4 C 布留2

土師器婆 4 C武　 田－ 9 E ユ4 20 3906 392 120 178

武　 田‥川 B 6 20 135 183 4067 559 221 ＝膵 壷 4 C

武　 田－11 Å 5 20 85 3657 337 142 土師器壷 4C

六十日－ 1 E 14 20 3054 280 206 ＝膵 壷 4 C E 酎 号住繍P2

六十日－2 E 14 20 2505 275 201 82 土師器襲 4 C E 第1号傭蹄P5

六十日－3 Å 5 20 日日 3652 261 151 土師器鉢 4 C E 第3号住細P8

六十日－4 E 14 20 2254 158 158 177 土師器鉢 4 C E 第3号住居跡P14

六十日－5 D 8 20 167 2189 270 土師蓄異形器台 4 C E 第3号住細P19

鹿　 鴫－ 1 E 14 20 2815 252 186 土師器壷 4 C

鹿　 嶋－2 E 14 20 3919 456 137 土師器彙 4 C

鹿　 嶋－3 C 7 20 136 94 2974 372 土師蓄壷 4 C

鹿　 嶋－4 E 14 20 2711 236 土師蓄壷 4 C

鹿　 嶋－5 E 14 20 2460 365 266 土師竃壷 4 C

M。nt：モンモリロナイト　MICa：雲母類　馳　消閑石Ch：線泥石（Ch：Fe　一次反射、Ch：Mg　二次反老齢　Qt：石英Pl：斜長石　CrlSt：クリストバライト

MulIite：ムライト　KJds∵カリ長石　Halioy：ハロイサイトKaol：カオリナイト　Pyrlte：黄鉄鉱Au：普通輝石Py：紫蘇輝石
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表・・－2　化学分析表

高

　

高

　

高

　

高

　

高

　

高

　

前

　

前

　

前

　

前

　

前

石

　

石

　

石

　

石

　

石

　

石

　

原

　

原

　

原

　

原

　

原

試料 番号 N a 2 0 M g O A i 2 0 3 S 用 2 K 2 0 C a O T i O 2 M n O F e 2 0 3 N iO T融ai 備　　　　　 考

三反 田－…1 0．72 0 ．00 26 ．98 65．85 1．49 私 44 1．08 0 ．12 3．32 0．00 10 （1．（吊 土師蓄S字婆 3 ㌔4 C

三反 田－ 2 1．42 0 ．0 0 24 ．59 6 7．70 2 ．07 い．Jl L 摘 0 ．16 2．65 0．00 ユ00 ．輔 ＝膵 壷 3 ㌦4 C 薄日

三 反田 － 3 L 繍 0．2 0 25 ．17 6 2．97 1 ．2 1 0 ．99 1．22 0 ．42 6 ．18 0．03 99 ．99 土師義盛 3 ㌦4 C 1　．－．．－．ナアア

三 反田 － 4 0 ．94 0．00 19 ．8 4 7 1．96 ま．28 0 。5 7 1∴＝ 0 」2 4 ．00 0 ．1い 川（1．m 土師器壷 3 ㌦4 C ナデ

三 反田－ 5 0 ．60 0．00 30．13 6 L 13 L O4 0 ．48 1．52 0 ．00 5 ．0 7 0 ．03 10作用） 土師蓄壷 3 ～4 C

三反 田－ 6 0 ．4 7 0．00 27．96 61 。8 6 ま。70 私 58 1．49 0．45 5 ．46 0 ．04 100 ．0 1 土師蓄S 字婆 3 ㌔4 C

三反 田－ 7 0 ．9 0 3．07 23 ．26 54．32 1．99 1．63 0 ．63 0．55 13 ，65 0 ．0 0 10仕 00 土師器壷 3 ～4 C 太廓

三反 田－ 8 L H 仕 00 23 ．80 6 6。38 1．46 0．49 1 せ0 6 0 ．43 5。27 0 ．00 1（10．（申 土師還S字婆 3 、4 C

三反 田－ 9 0．57 0 ．00 27 ．61 5 9や70 0 ．89 0．22 1．68 0 ．44 8 ．79 0．10 10 0．00 土師蓄壷 3 ㌦4 C

三反 田…10 0．86 0 ．0 0 25 ．6 5 63 ．24 1。12 0 や49 ユ．19 私 15 7 ．30 0．00 100 ．00 上白巾器壷 3 ㌦4 C 内面施文

三 反田 －11 0．70 0 ．00 28 ．日 63 ．62 1 ．0 4 0 ．33 1．36 0 ．17 4 ．67 0．00 100 ．00 土師蓄大型婆 3 ㌦4 C

三反田 －12 1．58 0 ．00 27 ．2 ま 60 ．4 1 1 ．9 6 8 ．90 1．56 0．3 0 6 ．08 0．00 1（申．り‥ 土師蓄壷 3 ㌦4 C 内面施文

【
武　 田 － 1 1．27 0．00 24－．26 65 ．7ユ ま，49 0 ．7 2 1．04 0．3 7 4 ．93 0 ．22 100 ．0 1 土師器婆 4 C 布留 1 伸 ）

武　 田－ 2 L 鵬 仕00 2 8。12 63 ．8 5 0．99 0 ．62 1．3 2 0．00 3 ．8 3 0 ．24 99．99 土師器婆 4 C 布留針 縮

武　 田－ 3 0 ．51 0 ．00 2 7．09 65．84 0．57 0．舶 L 12 0．38 4 ．04 い．0 1 川 0．00 土師蓄碧 4 C 布留3 催 ）

武　 田－ 4 0 ．92 0 ．00 26 ．08 6 4．8 1 1。35 0．43 1 ．3 5 0．15 4．64 0 ．28 10 0．0 1 土師蓄壷 4 C 山陰糸？

武　 田－ 5 0．74 0 ．0 0 25 ．87 6 3．78 1．53 0 ．53 ま．16 0 ．29 6．10 0 ．00 1（吊．00 土師蓄婆 4 C

武　 田 － 6 1」掲 い，0 0 27 ．3 2 63 ．81 1 ．0 0 1．11 1．55 0 」掲 3．92 0．りり 川0 ．01 土師蓄壷 4 C

武　 田 － 7 0 ．64 仕 00 27 。2 3 60 ．92 1 ．04 私 舶 L 92 私 53 7ゆ22 0．02 川 O ．川） 土師蓄婆 4 C 布留1

武　 田 － 8 0 ．75 ．腑 27 ．4 5 64 ．35 L 24 0 ．23 1．20 0 ．2 7 4 ．46 0．05 100 ．00 土師蓄婆 4 C 布留 2

武　 田 － 9 0 ．78 0．00 27．63 60 ．3 6 1。39 0 ．購 1．24 0．29 ㌫ 鋸 0 ．00 100 ．00 土師器擾 4 C

武　 州十一10 0 ．8 2 0．00 25．0 1 66 ．5 1 L 7 1 私 2 5 1．4 2 0．1り 4 ∴‖ 0 ．06 99 ．9 9 土師器壷 4 C

武　 出一 日 1．0 9 0 ．00 2 9．33 58．36 1．うり 0．65 2 ．0 4 0．22 6 ．82 り．00 10五日1 土師蓄壷 4 C
i

第磯 紳 2 ！六十 日－ 1 0 ．72 0 ．00 36 ．23 50．89
・2日

0 ・可

0．19

私 54

1 ・可

1 ・可

0 ．59 8．87 0 ．0 5 10 0．0 1 」二個器壷 4 C E

六十 日－ 2 0．85 0 ．00 27 ．92 52．15 0 ．28 16 ．01 0 ．0 7 10 仕 0 1 士帥器譜 4 C E
第1号脚 5 ！

六 十 日－ 3 0．78 0 ．0 0 36 ．36 4 6．2 1 0 ．7 3 0 ．21 1．14 0 ．38 13 ．97 0．24 100 ．02 土師蓄鉾 4 C E 那 号住繍 P8

六 十 日－ 4
I

0．47
F

0．00 39 ．4 3 45 ．87 0 ．8 5 0 ．16 L 55 0 ．4 2 11 。07 0．17 99 ．99 土師蓄鉢 4 C E 第3号住居跡P14

六 十 昌一 5 0 ．43 仕 00 37 」3 53 ．53 0 ．50
‡

0 ．3 2 1．54 0 ．4 3 6∴＝ 0．0 1 100 ．00 土師器異形器台 4 C E
第3棚 跡P19i

i

i

i

j

i

i

鹿　 嶋 － 1 0 ．68 0．00 24．63 64 ．8 5 1．28 0 ．4 1 L 45 0 ．3 7 6 ．32 0．00 99 ．99 土師蓄壷 4 C

療　 鴫－ 2 0 ．90 0．00 2 2．75 69 ．2 7 1．93 0．55 私 97 0 ．00 3 ，62 0 ．00 99 ．9 9 土師義盛 4 C

鹿　 嶋 － 3 0 ．8 0 0．04 24 ．79 63．76 2．00 0．59 1 ．10 0．28 6 ．6 0 0 ．04 1榊 ．00 ＝紳器壷 4 C

鹿　 鴫 － 4 0 ．6 5 0 ．09 20 ．83 70．42 ユ．38 L O9 0 ．9 0 0 ．44 4．20 0 ．0 0 100．㈲ 土師器壷 4 C

鹿　 鴫 … 5
0 ，46 i

i

0 ・05 i

i

22 可

i

63 可

！

ユ・38 i

i

0・6日

i

1・可

i

0 ・可

i

8・9日

i

侶 中

i

胤 00 i

0剥

土腑 ‖

i

4 日

i

－23と1－



第5図　Q t－Pl図

PI（i）

第6図　Si O2－一一A［203図
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：六十日

寛鵜

40　　　　　　45　　　　　　50　　　　　　55

－235－

75　　　　　　80

Si02（Wt％）



予！せ　つニ2ごつ、b‘：「ここごこ・

MgO（Wt％）

了∴∴元一．12こ；　言∴二・号－

C aO（Wt％）

16．0　　　　18．O

F e203（Wt％）

3．0　　　　　　　3．5

K20（Wt％）

－236－


